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System Manager 9.6 および 9.7 を使用したクラス
タ管理

System Manager 9.6 および 9.7 を使用したクラスタ管理

OnCommand ® System Manager を使用したクラスタ管理

System Managerは、HTML5ベースのグラフィカルな管理インターフェイスで、ストレ
ージシステムとストレージオブジェクト（ディスク、ボリューム、アグリゲートなど）
の管理やストレージシステムに関連する一般的な管理タスクをWebブラウザから実行で
きます。System ManagerはWebサービスとしてONTAPソフトウェアに搭載されてお
り、デフォルトで有効になっていて、ブラウザからアクセスできます。クラスタ管理者
は、クラスタとそのリソースを System Manager ですべて管理できます。

System Manager は、以前のバージョンから名称が変更されています。バージョン 9.5 以前は
OnCommand System Manager でしたが、バージョン 9.6 以降は ONTAP System Manager に
なります。

System Manager では、次のような多くの一般的な作業を実行できます。

• クラスタを作成し、ネットワークを設定し、クラスタのサポートの詳細を設定する。

• ディスク、アグリゲート、ボリューム、 qtree 、クォータなどのストレージオブジェクトを構成し、管理
する。

• CIFS および NFS などのプロトコルを設定し、ファイル共有をプロビジョニングする

• FC 、 FCoE 、 NVMe 、 iSCSI などのプロトコルをブロックアクセス用に設定する。

• サブネット、ブロードキャストドメイン、データ / 管理インターフェイス、インターフェイスグループな
どのネットワークコンポーネントを作成および設定する。

• ミラー関係とバックアップ関係をセットアップおよび管理する。

• クラスタ管理、ストレージノード管理、および Storage Virtual Machine （ SVM ）管理の処理を実行す
る。

• SVM の作成と設定、 SVM に関連付けられたストレージオブジェクトの管理、および SVM サービスの管
理を行う。

• クラスタで HA 構成を監視および管理する

• ノードに対してその状態に関係なくリモートでログイン、管理、監視、および管理を行うようにサービス
プロセッサを設定します。

ダッシュボードウィンドウのアイコン

ストレージシステムのダッシュボードを表示すると、次のアイコンが表示されます。
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をクリックします。 名前 説明

警告 深刻ではない問題がありますが、
すぐに対処する必要がある問題は
ありません。

エラー 予期しないダウンタイムが生じる
可能性のある問題があり、注意が
必要です。

重要 ストレージシステムが機能してい
ないか、アクセスできません。緊
急な対応が必要です。

リンク矢印 このアイコンがダッシュボードペ
イン内の行アイテムの横に表示さ
れている場合、そのリンクをクリ
ックすると、その行アイテムに関
する詳細情報のページや、行アイ
テムの変更が可能な別のページが
表示されます。

ONTAP System Manager を使用してクラスタをセットアップする

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンでテンプレートファイルを使用してクラスタをセットアッ
プします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）に付属のテンプレ
ートファイルを使用して、クラスタの作成、ノード管理ネットワークとクラスタ管理ネ
ットワークのセットアップ、およびイベント通知のセットアップを行うことでクラスタ
をセットアップできます。（ ONTAP System Manager 9.6 以降では、 AutoSupport はサ
ポートされません）。 テンプレートファイルは、「 .xlsx 」または「 .csv 」のいずれか
の形式でダウンロードできます。

このタスクについて

• ONTAP 9.1 以降をサポートするクラスタの場合、 ONTAP 9.1 以降を実行しているストレージシステムの
みを追加できます。

• ファイルのアップロード時にすべてのフィールドが自動的に入力されるわけではありません。

パスワードやクラスタ管理ポートなど、一部のフィールドの値は手動で入力する必要があります。

手順

1. Web ブラウザを開き、設定したノード管理 IP アドレス「 + https://node-management-IP+` 」を入力しま
す

◦ クラスタのクレデンシャルを設定している場合は、ログインページが表示されます。

ログインするにはクレデンシャルを入力する必要があります。
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◦ クラスタのクレデンシャルを設定していない場合は、セットアップガイドウィンドウが表示されま
す。

2. 「 .xlsx 」テンプレートファイルまたは「 .csv 」テンプレートファイルをダウンロードします。

3. テンプレートファイルに必要な値をすべて指定し、ファイルを保存します。

◦ テンプレート内の値以外の列は編集しないでください。

◦ テンプレートファイルのバージョンは変更しないでください。

4. * 参照 * をクリックし、更新されたテンプレートファイルを選択します。

◦ テンプレートファイルは '.csv 形式でのみアップロードできますテンプレートファイルを「 .xlsx 」形
式でダウンロードした場合は、ファイルを「 .csv 」形式で保存してから、ファイルをアップロードす
る必要があります。

◦ このファイルのエンコードには「 UTF8 」を使用する必要があります。そうでない場合、値は読み取
られません。

5. [ アップロード ] をクリックします。

テンプレートファイルで指定した詳細を使用して、クラスタセットアップのプロセスが実行されます。

6. クラスタの詳細を表示するには、 * Guided Setup * アイコンをクリックします。

7. [Cluster] ウィンドウで詳細を確認し、 [*Submit and Continue] をクリックします。

必要に応じてクラスタの詳細を編集できます。

[ クラスタ ] ウィンドウに 2 回目ログインすると、 [ * 機能ライセンス * ] フィールドがデフォルトで有効
になります。新しい機能ライセンスキーを追加することも、事前に入力されたライセンスキーをそのまま
使用することもできます。

8. [Network]( ネットワーク *) ウィンドウで詳細を確認し、 [*Submit and Continue]( 送信して続行 ) をクリ
ックします。

必要に応じてネットワークの詳細を編集できます。

9. [Support]( サポート ) ウィンドウで詳細を確認し '[*Submit and Continue]( 送信して続行 ) をクリックし
ます

必要に応じてサポートの詳細を編集できます。

10. Storage * ウィンドウで詳細を確認し、アグリゲートを作成するか、クラスタのセットアップを終了しま
す。

状況 作業

ストレージのプロビジョニングと SVM の作成を行
わずにクラスタセットアップを終了します

[ この手順をスキップする *] をクリックします。

アグリゲートを使用してストレージをプロビジョニ
ングし、 SVM を作成します

[Submit and Continue] をクリックします。
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必要に応じてサポートの詳細を編集できます。

11. Create Storage Virtual Machine （ SVM ） * ウィンドウで詳細を確認し、 * Submit and Continue * をクリ
ックします。

必要に応じて、 SVM 名を編集したり、別のデータプロトコルを選択したり、ネットワークインターフェ
イスとアダプタの詳細を変更したりできます。

12. [* ストレージ * ] ウィンドウで [ この手順 * を省略 ] をクリックした場合は、 [ * 概要 * ] ウィンドウで詳細
を表示し、 [ * クラスタの管理 * ] をクリックして System Manager を起動します。

13. [* ストレージ * ] ウィンドウで [ 送信して続行 ] をクリックした場合は、 SVM ウィンドウで詳細を確認
し、 [ * 送信して続行 ] をクリックします。

必要に応じて SVM の詳細を編集できます。

14. すべての詳細を * Summary * ウィンドウで確認し、 * Provision an Application * （アプリケーションのプ
ロビジョニング）をクリックしてアプリケーション用のストレージをプロビジョニングするか、 *

Manage Your Cluster * （クラスタの管理）をクリックしてクラスタセットアッププロセスを完了し、
System Manager を起動するか、 * Export Configuration * （設定のエクスポート）をクリックして構成フ
ァイルをダウンロードします。

◦ 関連情報 *

"System Manager クラスタセットアップガイド用テンプレート"

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンでクラスタを作成します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、デー
タセンター内にクラスタを作成およびセットアップできます。

このタスクについて

ONTAP 9.1 以降をサポートするクラスタの場合、 ONTAP 9.1 以降を実行しているストレージシステムのみを
追加できます。

手順

1. Web ブラウザを開き、設定したノード管理 IP アドレス「 + https://node-management-IP+` 」を入力しま
す

◦ クラスタのクレデンシャルを設定している場合は、ログインページが表示されます。

ログインするにはクレデンシャルを入力する必要があります。

◦ クラスタのクレデンシャルを設定していない場合は、セットアップガイドウィンドウが表示されま
す。

クラスタをセットアップするには、 * Guided Setup * アイコンをクリックします。

2. [* Cluster*] ページで、クラスタの名前を入力します。

すべてのノードが検出されない場合は、 * 更新 * をクリックします。

そのクラスタネットワーク内のノードが Nodes フィールドに表示されます。

4

https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/System_Manager_Cluster_Guided_Setup_Templates
https://node-management-IP+`


3. オプション：*必要に応じて、 Nodes *フィールドでノード名を更新します。

4. クラスタのパスワードを入力します。

5. *オプション：*機能ライセンスキーを入力します。

6. [Submit （送信） ] をクリックします。

次に何をするか

ネットワークページにネットワークの詳細を入力して、クラスタセットアップを続行します。

• 関連情報 *

ライセンスウィンドウ

[ 構成の更新  ウィンドウ]

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してネットワークをセットアップします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ネッ
トワークを設定してクラスタ、ノード、およびサービスプロセッサを管理できます。ま
た、ネットワークウィンドウを使用して、 DNS および NTP の詳細も設定できます。

作業を開始する前に

クラスタのセットアップが完了している必要があります。

このタスクについて

• クラスタの作成画面には、稼働しているノードのみが表示されます。

それらのノードに対して LIF を作成することができます。

• IP アドレス範囲を無効にして、クラスタ管理、ノード管理、およびサービスプロセッサ管理の各ネットワ
ークの IP アドレスを個別に入力することができます。

IP アドレス範囲を有効にした状態でネットワークを設定する

IP アドレス範囲を有効にしてネットワークを設定することができます。IP アドレス範囲を使用すると、同じ
ネットマスク範囲または異なるネットマスク範囲の IP アドレスを入力できます。

手順

1. [IP アドレス範囲 *] フィールドに IP アドレスの範囲を入力し、 [ 適用 *] をクリックします。

オプション 説明

同じネットマスクの IP アドレスの範囲を使用して
います

IP アドレスの範囲を入力し、 * 適用 * をクリックし
ます。

IP アドレスがクラスタ管理、ノード管理、および
サービスプロセッサ管理のネットワークに順番に適
用されます。
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オプション 説明

異なるネットマスクの IP アドレスの範囲を使用す
る

各 IP アドレス範囲を別々の行に入力し、 * 適用 *

をクリックします。

最初の IP アドレスがクラスタ管理に適用され、残
りの IP アドレスがノード管理とサービスプロセッ
サ管理のネットワークに順番に適用されます。

クラスタ管理、ノード管理、およびサービスプロセッサ管理の IP アドレス範囲を入力した
場合、それらのフィールドの IP アドレスの値を手動で変更することはできません。すべて
の IP アドレスが IPv4 アドレスであることを確認してください。

2. ネットマスクとゲートウェイの詳細を入力します。

3. Port * フィールドで、クラスタ管理用のポートを選択します。

4. ノード管理の「 * Port * 」フィールドに「 * e0m * 」が指定されていない場合は、ポートの詳細を入力し
ます。

デフォルトでは、 Port フィールドには e0M と表示されます。

5. サービスプロセッサ管理のデフォルト値を上書きする場合は、必須のゲートウェイの詳細が入力されてい
ることを確認します。

6. DNS Details フィールドを有効にした場合は、 DNS サーバーの詳細を入力します。

7. [NTP Details] * フィールドを有効にした場合は、 NTP サーバの詳細を入力します。

代替 NTP サーバの詳細はオプションです。

8. [Submit （送信） ] をクリックします。

次に何をするか

サポートページにイベント通知を入力して、クラスタのセットアップを続行します。

IP アドレス範囲を無効にした状態でネットワークを設定する

IP アドレス範囲を無効にしてネットワークを設定することができます。この場合、クラスタ管理、ノード管
理、およびサービスプロバイダの各ネットワークの IP アドレスを個別に入力します。

このタスクについて

ネットワークページで IP アドレス範囲 * が無効になっている場合は、クラスタ管理、ノード管理、およびサ
ービスプロセッサの各ネットワークの IP アドレスを個別に入力します。

手順

1. クラスタ管理 IP アドレスを「 * クラスタ管理 IP アドレス * 」フィールドに入力します。

2. クラスタ管理のネットマスクの詳細を入力します。

3. *オプション：クラスタ管理用のゲートウェイの詳細を入力します。
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4. Port * フィールドで、クラスタ管理用のポートを選択します。

5. ノードを管理するためにネットマスクとゲートウェイの詳細を指定する場合は、「クラスタ管理 * のネッ
トマスクとゲートウェイの設定を保持する」チェックボックスをオフにして、ネットマスクとゲートウェ
イの詳細を入力します。

6. ノード管理 IP アドレスを * Node Management * フィールドに入力します。

7. ノード管理の「 * Port * 」フィールドに「 * e0m * 」が指定されていない場合は、ポートの詳細を入力し
ます。

デフォルトでは、 Port フィールドには e0M と表示されます。

8. サービスプロセッサ管理用のネットマスクとゲートウェイの詳細を入力します。

9. サービスプロセッサの IP 管理アドレスを「 * Service Processor Management * 」フィールドに入力しま
す。

10. DNS Details フィールドを有効にした場合は、 DNS サーバーの詳細を入力します。

11. [NTP Details] * フィールドを有効にした場合は、 NTP サーバの詳細を入力します。

代替 NTP サーバの詳細はオプションです。

12. [Submit （送信） ] をクリックします。

次に何をするか

サポートページにイベント通知を入力して、クラスタのセットアップを続行します。

• 関連情報 *

"サービスプロセッサとは何ですか？また、どのように使用しますか？"

"CLI を使用して clustered Data ONTAP 8.2 以降で NTP を設定およびトラブルシューティングする方法"

"ONTAP 9 ドキュメンテーション・センター"

[ ネットワーク  ウィンドウ]

[ 構成の更新  ウィンドウ]

[ 日付と時刻  ウィンドウ]

サービスプロセッサウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前のサポートページをセットアップします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、サポ
ートページを設定できます。クラスタセットアップの最後のステップはサポートページ
のセットアップです。このステップでは、イベント通知を設定し、シングルノードクラ
スタの場合はシステムバックアップも設定します。

作業を開始する前に

7

https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Systems/FAS_Systems/What_is_a_Service_Processor_and_how_do_I_use_it%3F
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/How_to_configure_and_troubleshoot_NTP_on_clustered_Data_ONTAP_8.2_and_later_using_CLI
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_network_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_configuration_updates_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_date_time_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-sm-classic/online-help-96-97/reference_service_processors_window.html


クラスタとネットワークのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. メールホスト、 SNMP トラップホスト、または syslog サーバを使用して、イベント通知を設定します。

イベント通知システムを少なくとも 1 つ設定する必要があります。

2. シングルノードクラスタの場合は、 FTP サーバまたは HTTP サーバにシステムバックアップを設定しま
す。

システムバックアップはシングルノードクラスタでのみ利用できます。

3. [ 送信 ] をクリックして続行します。 *

次に何をするか

ストレージの推奨事項を確認し、クラスタセットアップの SVM の作成に進みます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前でストレージの推奨事項を確認します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）のストレージウィ
ンドウを使用して、アグリゲートの作成に関する推奨事項を確認できます。

作業を開始する前に

クラスタ、ネットワーク、およびサポートの詳細のセットアップが完了している必要があります。

このタスクについて

ストレージの推奨事項に従ってデータアグリゲートを作成することも、この手順をスキップし、あとで
System Manager を使用してデータアグリゲートを作成することもできます。

手順

• ストレージの推奨事項に従ってデータアグリゲートを作成するには、 * Submit and Continue * をクリック
します。

• System Manager を使用してデータアグリゲートをあとから作成する場合は、 * この手順をスキップ * を
クリックします。

次に何をするか

ストレージの推奨事項に従ってアグリゲートを作成する場合は、クラスタセットアップの Storage Virtual

Machine （ SVM ）の作成に進みます。

System Manager - ONTAP 9.7以前のバージョンでSVMを作成します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）では、 Storage

Virtual Machine （ SVM ）ウィンドウを使用して完全に設定された SVM を作成できま
す。作成した SVM にストレージオブジェクトを作成すると、 SVM からデータが提供さ
れるようになります。
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作業を開始する前に

• アグリゲートを作成してオンラインにしておく必要があります。

• アグリゲートに SVM のルートボリューム用の十分なスペースがあることを確認しておく必要がありま
す。

手順

1. SVM の名前を入力します。

2. SVM のデータプロトコルを選択します。

状況 作業

Active Directory を使用して CIFS サーバを設定し、
CIFS プロトコルを有効にします

a. [* Active Directory* （ Active Directory * ） ] ボ
ックスを選択します。

b. Active Directory の管理者名を入力します。

c. Active Directory の管理者パスワードを入力しま
す。

d. CIFS サーバの名前を入力します。

e. Active Directory ドメインの名前を入力します。

f. 要件に応じて、この SVM にある * 1 つのデー
タ LIF を選択するか、この SVM * にあるノード
に 1 つのデータ LIF を選択します。

g. データ LIF の IP アドレス、ネットマスク、ゲ
ートウェイ、ポートなどの詳細を指定します。

h. DNS の詳細を指定します。

ワークグループを使用して CIFS サーバを設定し、
CIFS プロトコルを有効にします

a. [ ワークグループ *] ボックスを選択します。

b. ワークグループの名前を入力します。

c. CIFS サーバの名前を入力します。

d. 要件に応じて、この SVM に * 1 つのデータ LIF

* を選択するか、この SVM にあるノードに 1

つのデータ LIF * チェックボックスを選択しま
す。

e. データ LIF の IP アドレス、ネットマスク、ゲ
ートウェイ、ポートなどの詳細を指定します。

NFS プロトコルを有効にします a. [* NFS* ] ボックスを選択します。

b. 要件に応じて、この SVM に * 1 つのデータ LIF

* を選択するか、この SVM にあるノードに 1

つのデータ LIF * チェックボックスを選択しま
す。

c. データ LIF の IP アドレス、ネットマスク、ゲ
ートウェイ、ポートなどの詳細を指定します。
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状況 作業

iSCSI プロトコルを有効にします a. [* iSCSI * ] ボックスを選択します。

b. データ LIF の IP アドレス、ネットマスク、ゲ
ートウェイ、ポートなどの詳細を指定します。

FC / FCoE プロトコルを有効にする a. FC / FCoE * ボックスを選択します。

b. FC または FCoE プロトコル用の FC / FCoE ポ
ートを選択します。

各ノードで少なくとも 1 つのポ
ート（ FC プロトコル用と FCoE

プロトコル用）が正しく設定さ
れている必要があります。

NVMe プロトコルを有効にします a. [* NVMe* ] ボックスを選択します。

b. NVMe プロトコル用の NVMe ポートを選択しま
す。

NVMe を設定するには、いずれ
かのノードに NVMe 対応アダプ
タが少なくとも 1 つ必要です。
また、 ONTAP 9.5 以降では、
SVM に関連付けられた HA ペア
の各ノードに対して、少なくと
も 1 つの NVMe LIF が設定され
ている必要があります。ペアの
各ノードに対して作成できる
NVMe LIF の数は 2 つまでです。

3. *オプション：*詳細オプション*アイコンをクリックし、デフォルト言語、セキュリティ形式、CIFSサー
バの詳細、NFSの詳細などの詳細オプションを設定します。

4. Submit and Continue * をクリックして SVM を作成します。

次に何をするか

Submit and Continue （送信して続行）をクリックした場合、 Summary （サマリ）ウィンドウで指定した詳
細を確認し、 * Manage Your Cluster （クラスタの管理） * をクリックして System Manager を起動するか、
* Provision an Application （アプリケーションのプロビジョニング） * をクリックしてストレージアプリケー
ションをプロビジョニングするか、 * Export Configuration * をクリックして構成ファイルをダウンロードする
必要があります。

System Manager - ONTAP 9.7 以前のブラウザベースのグラフィカルインターフェイス
を使用してクラスタにアクセスします

コマンドラインインターフェイスの代わりにグラフィカルインターフェイスを使用して
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クラスタにアクセスして管理するには、 ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP

9.7 以前で使用可能）を使用します。ONTAP System Manager は Web サービスとして
ONTAP に搭載されており、デフォルトで有効になっていて、ブラウザからアクセスでき
ます。

作業を開始する前に

• admin ロールと 'http''ontapi' および 'console' アプリケーション・タイプが設定されたクラスタ・ユーザ・
アカウントが必要です

• ブラウザでクッキーとサイトのデータを有効にしておく必要があります。

このタスクについて

ONTAP System Manager には、クラスタ管理 LIF とノード管理 LIF のどちらかを使用してアクセスできま
す。ONTAP System Manager に無停止でアクセスするには、クラスタ管理 LIF を使用する必要があります。

手順

1. Web ブラウザで、クラスタ管理 LIF の IP アドレスを指定してアクセスします。

◦ IPv4 を使用している場合：「 + https://cluster-mgmt-LIF+` 」

◦ IPv6を使用している場合：https://[cluster-mgmt-LIF]`

ONTAP System Manager のブラウザアクセスでサポートされるのは HTTPS のみです。

自己署名のデジタル証明書がクラスタで使用されている場合、信頼されていない証明書であることを示す
警告がブラウザ画面に表示されることがあります。危険を承諾してアクセスを続行するか、認証局（ CA

）の署名のあるデジタル証明書をクラスタにインストールしてサーバを認証します。

2. * オプション： * CLI を使用してアクセスバナーを設定している場合は、 * 警告 * ダイアログボックスに表
示されるメッセージを読み、必要なオプションを選択して続行します。

Security Assertion Markup Language （ SAML ）認証が有効になっているシステムでは、このオプション
はサポートされていません。

◦ 続行しない場合は、 * Cancel * をクリックしてブラウザを閉じます。

◦ 続行する場合は、 * OK * をクリックして ONTAP System Manager のログインページに移動します。

3. クラスタ管理者のクレデンシャルを使用して ONTAP System Manager にログインします。

System Manager オプションを設定します（ ONTAP 9.7 以前）

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）のロギングを有効
にし、非アクティブ時のタイムアウト値を指定できます。

このタスクについて

オプションは、 System Manager のログインウィンドウから設定できます。ただし、非アクティブ時のタイ
ムアウト値を指定するには、アプリケーションにログインする必要があります。

手順

1. * をクリックします *
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2. [Setup] ペインで、 [*General] をクリックします。

3. ログレベルを指定します。

4. 非アクティブ時のタイムアウト値を分単位で指定します。

Security Assertion Markup Language （ SAML ）認証を有効にしている場合は、このオプ
ションを使用できません。

5. [OK] をクリックします。

System Manager ログファイルの表示 - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用しているとき
に問題が発生した場合は、ログファイルを送信して、ネットアップサポートから指示さ
れた場合の問題のトラブルシューティングに役立てることができます。System Manager

のログファイルは、 ONTAP のログファイルと「 log 」ディレクトリに保存されます。

手順

1. クラスタ管理 LIF をホストしているノードを特定します。

2. Web ブラウザに「 + https://cluster-mgmt-LIF/spi+` 」と入力します

「 cluster-mgmt-lif 」には、クラスタ管理 LIF の IP アドレスを指定します。

3. クラスタ管理者のクレデンシャルを入力し、「 * OK 」をクリックします。

4. Data ONTAP - Root Volume File Access * ウィンドウで、クラスタ管理 LIF をホストするノードの * logs *

リンクをクリックします。

5. 「 m log 」ディレクトリに移動して、 System Manager のログファイルにアクセスします。

ログファイルには次のものがありますが、どのログファイルが必要かは問題の種類によって異なります。

◦ 「 ysmgr.log 」です

このファイルには、 System Manager の最新のログが含まれます。

◦ 「 mGWd.log 」

◦ 「 php. log 」と入力します

◦ 「 apache_access.log 」

◦ 「メッセージログ」

システムロギングの仕組み

システムロギングは、アプリケーションのトラブルシューティングに不可欠なツールです。システムロギング
を有効にして、アプリケーションに問題があるときに、その問題を特定できるようにする必要があります。ア
プリケーションバイナリを変更することなく、 System Manager のロギングを実行時に有効化できます。

ログ出力は膨大な量になることがあるため、管理が困難になる可能性があります。System Manager では、出
力するログステートメントのタイプを選択することにより、ロギングの出力を絞り込むことができます。デフ

12

https://cluster-mgmt-LIF/spi+`


ォルトでは、システムロギングは INFO に設定されます。次のいずれかのログレベルを選択できます。

• オフ

• エラー

• 警告

• 情報

• デバッグ

これらのレベルは階層的に機能します。ログレベルを off に設定すると、メッセージがロギングされません。

クラスタをセットアップする

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してクラスタをセットアップします

ONTAP システムマネージャクラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用してクラ
スタをセットアップできます。

クラスタのセットアップでは、設定情報を収集し、クラスタ管理インターフェイスとノード管理インターフェ
イスを作成し、ライセンスの追加、クラスタ時間の設定、 HA ペアの監視を行います。

クラスタ名を更新

System Manager を使用して、必要に応じてクラスタの名前を変更することができます。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster*] > [* Configuration Updates* ] をクリックします。

2. [* Cluster Details* （クラスタの詳細） ] ペインで、 [* クラスタ名の更新 * ] をクリックします。

3. クラスタ名の更新 * （ Update Cluster Name * ）ダイアログボックスで、クラスタの新しい名前を指定
し、 * 送信 * （ Submit * ）をクリックします。

クラスタのパスワードを変更

System Manager を使用して、クラスタのパスワードをリセットできます。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster*] > [* Configuration Updates* ] をクリックします。

2. [* Cluster Details* （クラスタの詳細） ] ペインで、 [ * パスワードの変更 * ] をクリックします。

3. [ パスワードの変更 ] ダイアログボックスで、新しいパスワードを指定し、確認のために新しいパスワー
ドを入力し、 [ *Change ] をクリックします。

DNS 設定を編集します

System Manager を使用して、 DNS 設定を一元管理するためのホスト情報を追加できます。ドメイン名や IP

アドレスを変更する場合に、 DNS の詳細を変更できます。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster*] > [* Configuration Updates* ] をクリックします。
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2. [Cluster Details] ペインで、 [Edit DNS Configuration*] をクリックします。

3. [DNS Domains] 領域で、 DNS ドメイン名を追加または変更します。

4. [* Name Servers* （ネームサーバ * ） ] 領域で、 IP アドレスを追加または変更します。

5. [OK] をクリックします。

クラスタ管理論理インターフェイスを作成する

System Manager を使用して、クラスタ管理論理インターフェイス（ LIF ）を作成し、クラスタに単一の管理
インターフェイスを提供できます。この LIF は、クラスタのあらゆるアクティビティの管理に使用できます。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster*] > [* Configuration Updates* ] をクリックします。

2. [* Cluster Details* ] ペインで、 [* Create Cluster-management LIF* ] をクリックします。

3. Create Cluster-Management LIF * ダイアログボックスで、クラスタ管理 LIF の名前を指定します。

4. クラスタ管理 LIF に IP アドレスを割り当てます。

状況 作業

サブネットを使用して IP アドレスを指定します a. サブネットを使用する * を選択します。

b. Add Details ダイアログボックスで、 IP アドレ
スを割り当てるサブネットを選択します。

クラスタ間 LIF の場合、選択した IPspace に関
連付けられているサブネットだけが表示されま
す。

c. LIF に特定の IP アドレスを割り当てる場合
は、「 * 特定の IP アドレスを使用する * 」を選
択して、 IP アドレスを入力します。

指定した IP アドレスがサブネット内にない場
合、追加されます。

d. [OK] をクリックします。
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状況 作業

サブネットを使用せずに手動で IP アドレスを指定
します

a. サブネットなし * を選択します。

b. [ 詳細の追加 ] ダイアログボックスで、次の手順
を実行します。

i. IP アドレスとネットワークマスクまたはプ
レフィックスを指定します。

ii. オプション：ゲートウェイを指定します。

iii. Destination フィールドにデフォルト値を使
用しない場合は、新しい宛先値を指定しま
す。

値を指定しない場合は、 IP アドレスファミ
リーに基づいてデフォルト値が Destination

フィールドに入力されます。

ルートが存在しない場合は、ゲートウェイとデ
スティネーションに基づいて新しいルートが自
動的に作成されます。

c. [OK] をクリックします。

5. [ ポートの詳細 * （ Port details * ） ] 領域から必要なポートを選択します。

6. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

ノード名を編集します

System Manager を使用して、必要に応じてノードの名前を変更することができます。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster*] > [* Configuration Updates* ] をクリックします。

2. [ * ノード * ] タブで、名前を変更するノードを選択し、 [ ノード名の編集 ] をクリックします。

3. ノード名の編集 * （ Edit Node Name * ）ダイアログボックスでノードの新しい名前を入力し、 * 送信 * （
Submit * ）をクリックします。

ノード管理論理インターフェイスを作成します

System Manager を使用して、クラスタ内の特定のノードを管理するための専用のノード管理論理インターフ
ェイス（ LIF ）を作成できます。この LIF は、ノードのシステムメンテナンスを管理するために使用できま
す。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster*] > [* Configuration Updates* ] をクリックします。

2. ノード * タブで、ノード管理 LIF を作成するノードを選択し、 * ノード管理 LIF の作成 * をクリックしま
す。

3. Create Node-Management LIF * ダイアログボックスで、ノード管理 LIF の名前を指定します。
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4. ノード管理 LIF に IP アドレスを割り当てます。

状況 作業

サブネットを使用して IP アドレスを指定します a. サブネットを使用する * を選択します。

b. Add Details ダイアログボックスで、 IP アドレ
スを割り当てるサブネットを選択します。

クラスタ間 LIF の場合、選択した IPspace に関
連付けられているサブネットだけが表示されま
す。

c. LIF に特定の IP アドレスを割り当てる場合
は、「 * 特定の IP アドレスを使用する * 」を選
択して、 IP アドレスを入力します。

指定した IP アドレスがサブネット内にない場
合、追加されます。

d. [OK] をクリックします。

サブネットを使用せずに手動で IP アドレスを指定
します

a. サブネットなし * を選択します。

b. [ 詳細の追加 ] ダイアログボックスで、次の手順
を実行します。

i. IP アドレスとネットワークマスクまたはプ
レフィックスを指定します。

ii. オプション：ゲートウェイを指定します。

iii. Destination フィールドにデフォルト値を使
用しない場合は、新しい宛先値を指定しま
す。

値を指定しない場合は、 IP アドレスファミ
リーに基づいてデフォルト値が Destination

フィールドに入力されます。

ルートが存在しない場合は、ゲートウェイとデ
スティネーションに基づいて新しいルートが自
動的に作成されます。

c. [OK] をクリックします。

5. ポートの詳細 * 領域から必要なポートを選択します。

6. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

次に何をするか

既存のノード管理 LIF を削除する場合は、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用する必要があり
ます。
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AutoSupport の設定を編集します

System Manager を使用して AutoSupport 設定を変更し、 E メール通知の送信に使用する E メールアドレス
を指定したり、複数の E メールホスト名を追加したりできます。

手順

1. * をクリックします > AutoSupport * 。

2. AutoSupport 設定を変更するノードを選択し、 * 編集 * をクリックします。

3. [Email Recipient] タブで、電子メール通知の送信元の電子メールアドレスを入力し、電子メール受信者と
各電子メール受信者のメッセージコンテンツを指定してから、メールホストを追加します。

E メールアドレスはホストごとに 5 つまで追加できます。

4. [ その他 ] タブで、電子メールメッセージを配信する転送プロトコルを選択し、 HTTP または HTTPS プロ
キシサーバの詳細を指定します。

5. [OK] をクリックします。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してライセンスを追加します

工場出荷時にソフトウェアがインストールされていない場合やソフトウェアライセンス
を追加する場合は、 ONTAP System Manager classic （ ONTAP 9.7 以前で利用可能）を
使用してソフトウェアライセンスを追加できます。

ストレージシステムソフトウェアが工場出荷時にインストールされている場合は、 System Manager によっ
てそのソフトウェアがライセンスのリストに自動的に追加されます。

作業を開始する前に

特定の ONTAP サービスのソフトウェアライセンスコードを用意しておく必要があります。

このタスクについて

• ONTAP 9.10.1以降では、System Managerを使用してネットアップライセンスファイル（NLF）をインス
トールし、複数のライセンス機能を一度に有効にすることができます。NetApp License File を使用する
と、個別の機能ライセンスキーを追加する必要がなくなるため、ライセンスのインストールが簡単になり
ます。ネットアップサポートサイトからネットアップライセンスファイルをダウンロードします。

詳細については、を参照してください "ライセンスキーを追加して新しい機能を有効にします"

ライセンスの管理については、を参照してください "ライセンスの管理の概要（クラスタ管理者のみ）"

• MetroCluster 構成で新しいライセンスを追加するときは、セカンダリサイトのクラスタにもライセンスを
追加することを推奨します。

• System Manager を使用して Cloud Volumes ONTAP ライセンスを追加することはできません。

Cloud Volumes ONTAP ライセンスは、ライセンスページに表示されません。System Manager では、
Cloud Volumes ONTAP ライセンスのライセンス使用権リスクに関するアラートは通知されません。

• アップロードできるのは、容量ベースのライセンスだけです。

容量ベースのライセンスのタイプは「 JSON 」です。
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手順

1. [* Configuration * （設定 * ） ] > [* Cluster * （クラスタ * ） ] > [* Licenses * （ライセンス *

2. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

3. [ ライセンスの追加 *] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

状況 手順

特定の ONTAP サービスのライセンスを追加します a. ソフトウェアライセンスキーを入力します。

ソフトウェアライセンスキーをカンマで区切っ
て入力することで複数のライセンスを追加でき
ます。

b. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

容量ベースのライセンスを追加します a. 参照をクリックし、容量ベースのライセンスフ
ァイルを選択します。

b. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

特定の ONTAP サービスのライセンスと容量ベース
のライセンスを追加する

a. ソフトウェアライセンスキーを入力します。

ソフトウェアライセンスキーをカンマで区切っ
て入力することで複数のライセンスを追加でき
ます。

b. 参照をクリックし、容量ベースのライセンスフ
ァイルを選択します。

c. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

新しいライセンスが追加されます。

[Add License Status] ダイアログボックスに、正常に追加されたライセンスのリストが表示されます。こ
のダイアログボックスには、追加されなかったライセンスのライセンスキーもその理由とともに表示され
ます。

4. [* 閉じる * ] をクリックします。

結果

ソフトウェアライセンスがストレージシステムに追加され、 Licenses window のライセンスのリストに表示
されます。

• 関連情報 *

ライセンスウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、クラスタのタイムゾーンを設定します

ONTAP System Manager classic （ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の日付と時刻の編集ダ
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イアログボックスを使用して、クラスタのタイムゾーンを手動で設定または変更できま
す。クラスタにタイムサーバを追加することもできます。

このタスクについて

クラスタでは Network Time Protocol （ NTP ；ネットワークタイムプロトコル）が常に有効になっていま
す。NTPは無効にできますが、推奨されません。

NTP サーバの IP アドレスを追加できます。このサーバは、クラスタ全体で時間を同期するために使用されま
す。

タイムサーバには IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスを指定できます。

手順

1. * をクリックします *

2. [* セットアップ * ] パネルで、 [ * 日付と時刻 * ] をクリックします。

3. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

4. [ * 日付と時刻の編集 * ] ダイアログボックスで、タイムゾーンを選択します。

5. タイムサーバの IP アドレスを指定し、 * Add * をクリックします。

6. [OK] をクリックします。

7. [ * 日付と時刻 * （ * Date and Time * ） ] ウィンドウで、時刻設定に加えた変更を確認します。

◦ 関連情報 *

[ 日付と時刻  ウィンドウ]

Kerberos Realm 設定を作成します

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して HA ペアを監視します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、クラ
スタ内のすべてのハイアベイラビリティ（ HA ）ペアについて、ノードのステータスと
インターコネクトのステータスを監視できます。テイクオーバーやギブバックが有効に
なっているかどうかや発生したかどうかの情報のほか、現在実行できない場合はその理
由も確認できます。

手順

1. [* Configuration * （コンフィグレーション * ） ] > [* Cluster * （クラスタ * ） ] > [* High Availability * （高
可用性 *

2. High Availability * ウィンドウで、 HA ペアの図をクリックして、各ノードのクラスタ HA ステータス、ノ
ードステータス、インターコネクトステータス、ハードウェアモデルなどの詳細を表示します。

ノードのクラスタ管理 LIF またはデータ LIF がホームノードにない場合は、一部の LIF がホームノードに
ないことを示す警告メッセージが表示されます。

◦ 関連情報 *

[ ハイアベイラビリティ（ High Availability ）  ウィンドウ]
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してネットワークをセットアップします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用してネット
ワークをセットアップできます。ネットワークのセットアップでは、 IPspace 、ブロー
ドキャストドメイン、およびサブネットを作成します。

IPspaces を作成します

System Manager を使用して IPspace を作成すると、管理上分離された複数のネットワークドメインのクライ
アントアクセス用に 1 つの ONTAP クラスタを設定できます。クライアントが同じ IP アドレス範囲を使用し
ている場合でも同様です。これにより、クライアントトラフィックを分離してプライバシーとセキュリティを
確保できます。

このタスクについて

IPspace の名前はすべてクラスタ内で一意である必要があり、「 local 」や「 localhost 」など、システムによ
って予約されている名前ではない必要があります。

手順

1. [ * ネットワーク * ] タブをクリックします。

2. [*IPspaces *] タブで、 [*Create] をクリックします。

3. Create IPspaces * ダイアログボックスで、作成する IPspace の名前を指定します。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

ブロードキャストドメインを作成する

System Manager を使用してブロードキャストドメインを作成すると、コンピュータネットワークを論理的に
分割することができます。あるブロードキャストドメインに関連付けられたノードには、すべてデータリンク
層のブロードキャストを介してアクセスすることができます

手順

1. [ * ネットワーク * ] タブをクリックします。

2. [ ブロードキャストドメイン *] タブで、 [ 作成 *] をクリックします。

3. ブロードキャストドメインの作成 * ダイアログボックスで、作成するブロードキャストドメインの名前、
MTU サイズ、 IPspace 、ポートを指定します。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

サブネットを作成する

System Manager を使用してサブネットを作成し、 IP アドレスを事前に割り当てるための IP ネットワークを
論理的に分割できます。サブネットでは、 IP アドレスやネットワークマスク値を指定する代わりにサブネッ
ト名を指定して、インターフェイスを簡単に作成できます。

作業を開始する前に

サブネットを使用するブロードキャストドメインを作成しておく必要があります。

このタスクについて

サブネットを作成するときにゲートウェイを指定した場合は、そのサブネットを使用して LIF を作成するとき
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に、ゲートウェイへのデフォルトルートが SVM に自動的に追加されます。

手順

1. [ * ネットワーク * ] タブをクリックします。

2. [* Subnets] タブで、 [* Create] をクリックします。

3. [ サブネットの作成 *] ダイアログボックスで、名前、サブネット IP アドレスまたはサブネットマスク、
IP アドレスの範囲、ゲートウェイアドレス、ブロードキャストドメインなどのサブネットの詳細を指定し
ます。

IP アドレスは、範囲で指定することも、複数のアドレスをカンマで区切って指定することも、両方を組み
合わせて指定することもできます。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

[ ネットワーク  ウィンドウ]

物理ストレージをセットアップする

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ディスクをノードに割り当てます

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して未割り
当てディスクの所有権を特定のノードに割り当てることで、アグリゲートやストレージ
プールの容量を拡張することができます。

このタスクについて

• ディスクの割り当ては、次の条件に当てはまる場合に実行できます。

◦ 選択したディスクのコンテナタイプは「 unassigned 」である必要があります。

◦ ディスクが HA ペア内のノードに接続されている。

◦ ディスクがノードで認識されている必要があります。

• MetroCluster 構成の場合、 System Manager でディスクを割り当てることはできません。

代わりにコマンドラインインターフェイスを使用してください。

手順

1. Storage * > * Aggregates & Disks * > * Disks * をクリックします。

2. [* Disks （ディスク） ] ウィンドウで、 [* Inventory （インベントリ） ] タブを選択します。

3. 割り当てるディスクを選択し、 * assign * をクリックします。

4. ディスクの割り当て * ダイアログボックスで、ディスクを割り当てるノードを選択します。

5. [Assign] をクリックします。

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用してスペアディスクを初期化します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、すべ
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てのデータを消去し、ディスクに 0 を書き込むことでスペアディスクをフォーマット
することができます。これらのディスクは新しいアグリゲートで使用できます。

このタスクについて

スペアディスクを初期化すると、アレイ LUN も含め、クラスタ内のすべてのスペアが初期化されます。特定
のノードまたはクラスタ全体について、スペアディスクを初期化することができます。

手順

1. Storage * > * Aggregates & Disks * > * Disks * をクリックします。

2. [* Disks （ディスク） ] ウィンドウで、 [* Inventory （インベントリ） ] タブを選択します。

3. [* Zero Spares] をクリックします。

4. [Zero Spares] ダイアログ・ボックスで ' ディスクをゼロにするノードまたはすべてのノードを選択します

5. ゼロ化処理を確定するには、「ゼロ化されていないスペアをすべて初期化」チェックボックスを選択しま
す。

6. [* Zero Spares] をクリックします。

◦ 関連情報 *

アグリゲートの作成に関するストレージの推奨事項

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、アグリゲートを使用してストレージをプロビジョニングし
ます

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、スト
レージの推奨事項に基づいてアグリゲートを作成したり、要件に応じて手動でアグリゲ
ートを作成したりできます。System Manager を使用して、 1 つ以上のボリュームにス
トレージを提供するための Flash Pool アグリゲート、 SnapLock アグリゲート、および
FabricPool 対応アグリゲートを作成できます。

作業を開始する前に

アグリゲートを作成するための十分なスペアディスクが必要です。

このタスクについて

System Manager を使用して次の操作を実行することはできません。

• サイズが異なるディスクを組み合わせる。これは、サイズが異なるスペアディスクが十分にある場合でも
同様です。

最初は同じサイズのディスクでアグリゲートを作成しておき、あとでサイズが異なるディスクを追加しま
す。

• チェックサムタイプが異なるディスクを組み合わせる。

最初は単一のチェックサムタイプのアグリゲートを作成しておき、あとで別のチェックサムタイプのスト
レージを追加します。
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ストレージの推奨事項に基づいてアグリゲートを作成

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ストレージの推奨事項に基
づいてアグリゲートを作成できます。ストレージシステムの構成が System Manager で分析され、作成する
アグリゲートの数、利用可能なノード、利用可能なスペアディスクなど、ストレージの推奨事項が提示されま
す。

このタスクについて

• Cloud Volumes ONTAP 、 ONTAP Select 、 MetroCluster の各構成では、ストレージに関する推奨事項に
基づいてアグリゲートを作成することはできません。

• エラーがある場合は画面に表示されます。

エラーを修正してストレージの推奨事項に基づいてアグリゲートを作成するか、アグリゲートを手動で作
成することができます。

手順

1. 次のいずれかの方法を使用してアグリゲートを作成します。

◦ [ * アプリケーションと階層 * > * ストレージ階層 * > * アグリゲートの追加 * ] をクリックします。

◦ [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * アグリゲート * > * 作成 * ] をクリックします。

2. ストレージの推奨事項を確認し、 * Submit * をクリックします。

情報ダイアログボックスにアグリゲートのステータスが表示されます。

3. Run in Background * （バックグラウンドで実行）をクリックして、 * Aggregates * ウィンドウに移動し
ます。

4. 更新 * をクリックすると、作成されたアグリゲートが表示されます。

アグリゲートを手動で作成する

HDD のみまたは SSD のみで構成されるアグリゲートは、 ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP

9.7 以前で使用可能）を使用して手動で作成できます。

作業を開始する前に

ディスクはすべて同じサイズである必要があります。

このタスクについて

• ONTAP Select で 4 ノードクラスタのアグリゲートを作成する場合、デフォルトではミラーアグリゲート
のオプションが選択されます。

• ONTAP 9.0 以降では、ディスクサイズが 10TB 以上のアグリゲートを作成できます。

• アグリゲートディスクのディスクタイプが FSAS または MSATA で、ディスクサイズが 10TB 以上の場
合、選択できる RAID タイプは RAID-TEC のみです。

手順

1. 次のいずれかの方法を使用してアグリゲートを作成します。

◦ [ * アプリケーションと階層 * > * ストレージ階層 * > * アグリゲートの追加 * ] をクリックします。

◦ [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * アグリゲート * > * 作成 * ] をクリックします。
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2. アグリゲートを作成するには、 * アグリゲートを手動で作成 * オプションを有効にしてください。

3. アグリゲートを作成するには、次の手順

a. アグリゲート名、ディスクタイプ、およびアグリゲートに含めるディスクまたはパーティションの数
を指定します。

ディスクサイズが最大のディスクグループに対して、最小限のホットスペアのルールが適用されま
す。

b. *オプション：*アグリゲートのRAID構成を変更します。

i. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

ii. RAID構成の変更*ダイアログボックスで、RAIDタイプとRAIDグループサイズを指定します。

共有ディスクでは、 RAID DP と RAID-TEC の 2 つの RAID タイプがサポートされます。

iii. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

c. アグリゲートをミラーする場合は、 [ このアグリゲートをミラーリングする * ] チェックボックスをオ
ンにします。

MetroCluster 構成の場合、ミラーされていないアグリゲートは作成できません。したがって、
MetroCluster 構成では、ミラーリングオプションがデフォルトで有効になります。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

指定した構成でアグリゲートが作成され、アグリゲートウィンドウのアグリゲートのリストに追加されます。

Flash Poolアグリゲートを手動で作成する

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 Flash Pool アグリゲート
を手動で作成したり、 SSD を追加して既存の HDD アグリゲートを Flash Pool アグリゲートに変換したりで
きます。新しい HDD アグリゲートを作成する場合、 SSD キャッシュをプロビジョニングして、 Flash Pool

アグリゲートを作成できます。

作業を開始する前に

• Flash Pool アグリゲートの SSD 層のサイズと構成について、プラットフォームとワークロードそれぞれ
に固有なベストプラクティスに注意する必要があります。

• すべての HDD を初期化する必要があります。

• アグリゲートに SSD を追加する場合は、既存の SSD と専用の SSD がすべて同じサイズである必要があ
ります。

このタスクについて

• Flash Pool アグリゲートの作成にはパーティショニングされた SSD は使用できません。

• キャッシュソースがストレージプールの場合、アグリゲートをミラーすることはできません。

• ONTAP 9.0 以降では、ディスクサイズが 10TB 以上のアグリゲートを作成できます。

• アグリゲートディスクのディスクタイプが FSAS または MSATA で、ディスクサイズが 10TB 以上の場
合、 RAID-TEC のみを使用できます。
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手順

1. 次のいずれかの方法を使用してアグリゲートを作成します。

◦ [ * アプリケーションと階層 * > * ストレージ階層 * > * アグリゲートの追加 * ] をクリックします。

◦ [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * アグリゲート * > * 作成 * ] をクリックします。

2. アグリゲートを作成するには、 * アグリゲートを手動で作成 * オプションを有効にしてください。

3. アグリゲートの作成 * ウィンドウで、アグリゲート名、ディスクタイプ、およびアグリゲートに HDD を
含めるディスクまたはパーティションの数を指定します。

4. アグリゲートをミラーする場合は、 [ このアグリゲートをミラーリングする * ] チェックボックスをオンに
します。

MetroCluster 構成の場合、ミラーされていないアグリゲートは作成できません。したがって、
MetroCluster 構成では、ミラーリングオプションがデフォルトで有効になります。

5. [ * このアグリゲートで Flash Pool キャッシュを使用する * ] をクリックします。

6. キャッシュソースを指定します。

キャッシュソース 作業

ストレージプール a. キャッシュソースとして * ストレージプール *

を選択します。

b. キャッシュを提供するストレージプールを選択
し、キャッシュサイズを指定します。

c. 必要に応じて RAID タイプを変更します。

専用 SSD a. キャッシュソースとして専用 SSD * を選択しま
す。

b. アグリゲートに含める SSD のサイズと数を選
択します。

c. 必要に応じて RAID 構成を変更します。

i. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

ii. RAID 構成の変更ダイアログボックスで、
RAID タイプと RAID グループサイズを指定
します。

iii. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

7. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

指定した構成で Flash Pool アグリゲートが作成され、アグリゲートウィンドウのアグリゲートのリストに追
加されます。

SnapLock アグリゲートを手動で作成する

System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 SnapLock Compliance アグリゲー
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トまたは SnapLock Enterprise アグリゲートを手動で作成できます。これらのアグリゲート上に SnapLock

ボリュームを作成すると、「 Write Once Read Many 」（ WORM ）機能を利用できます。

作業を開始する前に

SnapLock ライセンスが追加されている必要があります。

このタスクについて

• MetroCluster 構成では、 SnapLock エンタープライズアグリゲートのみを作成できます。

• アレイ LUN については、 SnapLock Enterprise アグリゲートのみがサポートされます。

• ONTAP 9.0 以降では、ディスクサイズが 10TB 以上のアグリゲートを作成できます。

• アグリゲートディスクのディスクタイプが FSAS または MSATA で、ディスクサイズが 10TB 以上の場
合、 RAID-TEC のみを使用できます。

• ONTAP 9.1 以降では、 AFF プラットフォーム上に SnapLock アグリゲートを作成できます。

手順

1. 次のいずれかの方法を使用して SnapLock アグリゲートを作成します。

◦ [ * アプリケーションと階層 * > * ストレージ階層 * > * アグリゲートの追加 * ] をクリックします。

◦ [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * アグリゲート * > * 作成 * ] をクリックします。

2. アグリゲートを作成するには、 * アグリゲートを手動で作成 * オプションを有効にしてください。

3. SnapLock アグリゲートを作成するには、次の手順を

a. アグリゲート名、ディスクタイプ、およびアグリゲートに含めるディスクまたはパーティションの数
を指定します。

SnapLock Compliance アグリゲートの名前は、作成後に変更することはできません。

ディスクサイズが最大のディスクグループに対して、最小限のホットスペアのルールが適用されま
す。

b. *オプション：*アグリゲートのRAID構成を変更します。

i. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

ii. RAID 構成の変更ダイアログボックスで、 RAID タイプと RAID グループサイズを指定します。

共有ディスクでは RAID タイプとして RAID-DP と RAID-TEC の 2 つがサポートされます。

iii. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

c. SnapLock タイプを指定します。

d. システム ComplianceClock を初期化していない場合は、 [Initialize ComplianceClock *] チェックボッ
クスをオンにします。

このオプションは、 ComplianceClock がすでにノードで初期化されている場合は表示されません。

現在のシステム時間が正しいことを確認してください。ComplianceClock はシステム時
間に基づいて設定され、設定後に変更または停止することはできません。
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e. *オプション：*アグリゲートをミラーリングする場合は、*このアグリゲートをミラーリング*チェック
ボックスを選択します。

MetroCluster 構成の場合、ミラーされていないアグリゲートは作成できません。したがって、
MetroCluster 構成では、ミラーリングオプションがデフォルトで有効になります。

デフォルトでは、 SnapLock Compliance アグリゲートに対しては無効になります。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

FabricPool対応アグリゲートを手動で作成する

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で利用可能）を使用して、 FabricPool 対応アグリゲ
ートを手動で作成したり、既存の SSD アグリゲートにクラウド階層を接続して FabricPool 対応アグリゲート
に変換したりできます。

作業を開始する前に

• クラウド階層を作成し、 SSD アグリゲートが配置されたクラスタに接続しておく必要があります。

• オンプレミスのクラウド階層を作成しておく必要があります。

• クラウド階層とアグリゲートの間に専用のネットワーク接続が確立されている必要があります。

このタスクについて

次のオブジェクトストアをクラウド階層として使用できます。

• StorageGRID

• Alibaba Cloud （ System Manager 9.6 以降）

• Amazon Web Services （ AWS ） Simple Storage Service （ S3 ）

• Amazon Web Services （ AWS ） Commercial Cloud Service （ C2S ）

• Microsoft Azure Blob Storage

• IBM クラウド

• Google Cloud

• オンプレミスの Azure サービスである Azure Stack はサポートされていません。

• StorageGRID 以外のオブジェクトストアをクラウド階層として使用する場合は、
FabricPool 容量ライセンスが必要です。

手順

1. 次のいずれかの方法を使用して FabricPool 対応アグリゲートを作成します。

◦ [ * アプリケーションと階層 * > * ストレージ階層 * > * アグリゲートの追加 * ] をクリックします。

◦ [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * アグリゲート * > * 作成 * ] をクリックします。

2. アグリゲートを作成するには、 * アグリゲートを手動で作成 * オプションを有効にしてください。

3. FabricPool 対応アグリゲートを作成します。

a. アグリゲート名、ディスクタイプ、およびアグリゲートに含めるディスクまたはパーティションの数
を指定します。
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FabricPool 対応アグリゲートは、オールフラッシュ（オール SSD ）アグリゲートでの
みサポートされます。

ディスクサイズが最大のディスクグループに対して、最小限のホットスペアのルールが適用されま
す。

b. *オプション：*アグリゲートのRAID構成を変更します。

i. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

ii. RAID 構成の変更ダイアログボックスで、 RAID タイプと RAID グループサイズを指定します。

共有ディスクでは RAID タイプとして RAID-DP と RAID-TEC の 2 つがサポートされます。

iii. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

4. 「 * FabricPool * 」チェックボックスを選択し、リストからクラウド階層を選択します。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

"ネットアップテクニカルレポート 4070 ：『 Flash Pool Design and Implementation 』"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して SVM を作成します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、完全に
設定されたStorage Virtual Machine（SVM）を作成し、データをただちに提供すること
ができます。クラスタには 1 つ以上の SVM を配置できます。

作業を開始する前に

• クラスタには、ルートではないオンライン状態のアグリゲートが少なくとも 1 つ必要です。

• アグリゲートには、 SVM のルートボリューム用の十分なスペースが必要です。

• CIFS の作成および認証エラーが発生しないように NTP を設定して有効にし、クラスタ内で時間を同期さ
せておく必要があります。

• SVM で設定するプロトコルのライセンスが必要です。

• セキュアな DDNS を使用するために CIFS プロトコルを設定しておく必要があります。

このタスクについて

• SVM を作成する際、次の作業を実行できます。

◦ SVM を作成し、完全に設定する。

◦ SVM で許可するボリュームタイプを設定する。

◦ SVM を作成し、最小限のネットワーク設定だけを行う。

◦ SVM 管理者に管理を委譲する。

• SVM の名前には、英数字と特殊文字「 . 」を使用できます。 （ピリオド）、「 - 」（ハイフン）、およ
び「 _ 」（アンダースコア）。

SVM 名の 1 文字目はアルファベットまたは "_" （アンダースコア）にする必要があります。最大文字数は
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47 文字です。

SVM 名には、 vs0.example.com のような一意の Fully Qualified Domain Name （ FQDN ；
完全修飾ドメイン名）を使用します。

• SnapMirror 関係は、言語設定が同じボリューム間でのみ確立できます。

SVM の言語によって、 SVM 内のすべての NAS ボリュームのファイル名とデータの表示に使用される文
字セットが決まります。

• SnapLock アグリゲートを SVM のルートアグリゲートとして使用することはできません。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

3. Storage Virtual Machine （ SVM ）のセットアップ * ウィンドウで、次の詳細を指定します。

◦ SVM 名

◦ SVM に割り当てられている IPspace です

◦ 許可されているボリュームタイプです

◦ 許可されているプロトコル

◦ SVM の言語

◦ ルートボリュームのセキュリティ形式

◦ ルートアグリゲート

SVMのデフォルトの言語設定はC.UTF-8です。

デフォルトでは、空きスペースが最も多いアグリゲートが SVM のルートボリュームのコンテナとし
て選択されます。デフォルトのセキュリティ形式とルートアグリゲートは、選択したプロトコルに基
づいて選択されます。

CIFSプロトコル、またはCIFSプロトコルと他のプロトコルの組み合わせを選択した場合は、セキュリ
ティ形式はNTFSに設定されます。NFS 、 iSCSI 、 NVMe 、 FC / FCoE の各プロトコル、またはそれ
らのプロトコルの組み合わせを選択した場合は、セキュリティ形式は UNIX に設定されます。

NVMe を使用する場合は、プロトコルを組み合わせることはできません。

MetroCluster 構成では、クラスタに含まれるアグリゲートのみが表示されます。

4. DNS ドメインの名前とネームサーバの IP アドレスを指定して DNS サービスを設定します。

デフォルトでは、既存の SVM 設定の値が選択されます。

5. *オプション：プロトコルを使用してデータにアクセスするようにデータLIFを設定する場合は、ターゲッ
トエイリアス、サブネット、ノードあたりのLIF数を指定します。

LIF のポートセットの数を変更するには、「 * Review or Modify LIFs configuration （ Advanced Settings
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） * 」チェックボックスを選択します。

特定のノードのポートセットの詳細を編集するには、詳細領域のノードリストからノードを選択します。

6. *オプション：SVMのクレデンシャルを指定して、SnapDrive やSnapManager などのホスト側アプリケー
ションをSVM管理者に対して有効にします。

7. オプション： NVMe以外のプロトコルを使用する場合、* Create a new LIF for SVM management *をクリ
ックしてSVM管理用の新しいLIFを作成し、ポートセットとIPアドレスに新しい管理LIFのサブネットの有
無を指定します。

CIFS プロトコルと NFS プロトコルのデータ LIF には、デフォルトで管理アクセスが付与されます。新し
い管理 LIF は必要な場合にのみ作成する必要があります。iSCSI および FC の場合、データプロトコルと
管理プロトコルで 1 つの LIF を共有できないため、 SVM 管理 LIF が必要になります。

8. オプション： ONTAP 9.5以降では、SVMセットアップウィザードの2ページ目で各ノードに少なくとも1

つのLIFを設定します。* NVMeプロトコルを設定。*

HA ペアの各ノードに対して少なくとも 1 つの LIF を設定する必要があります。LIF はノードごとに 2 つ
指定することもできます。設定アイコンをクリックすると、 LIF の設定が 1 つまたは 2 つに切り替わりま
す。

9. [Submit & Continue] をクリックします。

指定した設定で SVM が作成されます。

結果

作成した SVM は自動的に起動します。ルートボリューム名は「 S vm name_root 」として自動的に生成され
ます。デフォルトでは 'vsadmin ユーザー・アカウントが作成され ' ロック状態になります

次に何をするか

SVM で少なくとも 1 つのプロトコルを設定してデータアクセスを許可する必要があります。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 SVM に CIFS プロトコルと NFS プロトコルを設定します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用し
て、Storage Virtual Machine（SVM）でCIFSプロトコルおよびNFSプロトコルを設定
し、NASクライアントにファイルレベルのデータアクセスを提供できます。CIFS プロト
コルを有効にする場合は、データ LIF と CIFS サーバを作成する必要があります。NFS

プロトコルを有効にする場合は、データ LIF と NIS の詳細を指定できます。

作業を開始する前に

• SVM で設定または有効にするプロトコルは、ライセンス取得済みである必要があります。

設定するプロトコルが SVM で有効になっていない場合は、 Storage Virtual Machine の編集ウィンドウを
使用して SVM のプロトコルを有効にできます。

• CIFS プロトコルを設定するには、 Active Directory 、組織単位、および管理用アカウントのクレデンシャ
ルが必要です。
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このタスクについて

SnapLock アグリゲートは、ボリュームの自動作成の対象としては考慮されません。

手順

1. SVM の作成時にプロトコルを設定していない場合は、 * Storage * > * SVMs * をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Protocols] ペインで、設定するプロトコルをクリックします。

4. 「 * データ LIF の設定 * 」セクションで、 CIFS と NFS の両方に対して同じデータ LIF の設定を保持する
場合は、「 * CIFS データ LIF の NFS クライアント用の設定を保持する * 」チェックボックスを選択しま
す。

CIFS と NFS の両方に対して同じデータ LIF の設定を使用しない場合は、 CIFS と NFS のそれぞれにつ
いて、 IP アドレスとポートを個別に指定する必要があります。

5. 次のいずれかのオプションを選択して、 IP アドレスを指定します。

状況 作業

サブネットを使用して IP アドレスを指定します a. サブネットを使用する * を選択します。

b. Add Details ダイアログボックスで、 IP アドレ
スを割り当てるサブネットを選択します。

クラスタ間 LIF の場合、選択した IPspace に関
連付けられているサブネットだけが表示されま
す。

c. インターフェイスに特定の IP アドレスを割り
当てる場合は、 * 特定の IP アドレスを使用す
る * を選択して、 IP アドレスを入力します。

指定した IP アドレスがサブネット内にない場
合、追加されます。

d. [OK] をクリックします。
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状況 作業

サブネットを使用せずに手動で IP アドレスを指定
します

a. サブネットなし * を選択します。

b. [ 詳細の追加 ] ダイアログボックスで、次の手順
を実行します。

i. IP アドレスとネットワークマスクまたはプ
レフィックスを指定します。

ii. オプション：ゲートウェイを指定します。

iii. Destination フィールドにデフォルト値を使
用しない場合は、新しい宛先値を指定しま
す。

送信先の値を指定しない場合は、 IP アドレ
スのファミリーに基づいて、 Destination フ
ィールドにデフォルト値が設定されます。

ルートが存在しない場合は、ゲートウェイとデ
スティネーションに基づいて新しいルートが自
動的に作成されます。

c. [OK] をクリックします。

6. データ LIF を作成するポートを指定します。

a. [* 参照 ] をクリックします。

b. [ ネットワークポートまたはアダプタの選択 *] ダイアログボックスで、ポートを選択します。

c. [OK] をクリックします。

7. 次の手順を実行して CIFS サーバを設定します。

a. CIFS サーバを作成するには、次の情報を指定します。

▪ CIFS サーバ名

▪ CIFS サーバに関連付ける Active Directory

▪ CIFS サーバに関連付ける Active Directory ドメイン内の組織単位（ OU ）を指定します

デフォルトでは、このパラメータは CN=Computers に設定されます。

▪ OU に CIFS サーバを追加するための十分な権限がある管理用アカウントのクレデンシャル

b. *オプション：*このSVMのすべての共有へのアクセス時にデータを暗号化*を選択すると、SVMのすべ
ての共有でSMB 3.0暗号化が有効になります。

c. プロトコルを設定する際に、共有名とそのサイズ、およびアクセス権を指定して CIFS ストレージ用
のボリュームをプロビジョニングします。

d. 特定の共有で SMB 3.0 暗号化を有効にするには、この共有にアクセスしているときに * データを暗号
化 * を選択します。

8. オプション： NISサービスを設定します。

a. SVM の NIS サービスを設定する場合は、 NIS サーバの IP アドレスと NIS ドメイン名を指定します。
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b. 「 nis 」ネームサービスソースを追加するデータベースタイプを選択します。

c. エクスポート名、サイズ、およびアクセス権を指定して NFS ストレージ用のボリュームをプロビジョ
ニングします。

9. [Submit & Continue] をクリックします。

結果

指定した設定で CIFS サーバと NIS ドメインが設定され、データ LIF が作成されます。データ LIF には、デフ
ォルトで管理アクセスが付与されます。設定の詳細は概要ページで確認できます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 SVM に iSCSI プロトコルを設定します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用し
て、Storage Virtual Machine（SVM）でiSCSIプロトコルを設定してブロックレベルのデ
ータアクセスを提供できます。iSCSI LIF とポートセットを作成し、 LIF をポートセット
に追加できます。最適なアダプタで LIF が作成され、データパスの冗長性を確保するた
めにポートセットに割り当てられます。

作業を開始する前に

• クラスタで iSCSI ライセンスが有効になっている必要があります。

SVM で iSCSI プロトコルが有効になっていない場合は、 Storage Virtual Machine の編集ウィンドウを使
用して SVM のプロトコルを有効にできます。

• クラスタのすべてのノードが正常である必要があります。

• 各ノードには少なくとも 2 つのデータポートが必要であり、ポートの状態は「 up 」でなければなりませ
ん。

このタスクについて

• iSCSI プロトコルは、 SVM の作成時に設定することも、あとで設定することもできます。

• SnapLock アグリゲートは、ボリュームの自動作成の対象としては考慮されません。

手順

1. SVM の作成時に iSCSI プロトコルを設定していない場合は、 * Storage * > * SVMs * をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Protocols ] ペインで、 [iSCSI] をクリックします。

4. オプション： Network Access *セクションで、iSCSIターゲットのエイリアスを指定します。

エイリアス名の最大文字数は 128 文字です。ターゲットのエイリアスを指定しない場合は、 SVM 名がエ
イリアスとして使用されます。

5. 単一のノードに割り当てることができる iSCSI LIF の数を指定します。

ノードあたりの LIF の最小数は 1 です。最大数は、ノード全体の「 up 」状態のすべてのポートの最小数
です。最大値が奇数の場合は、 1 つ前の偶数が最大値とみなされます。最小値と最大値の範囲に任意の偶
数を選択できます。

4 ノードクラスタでは 'node1' node2 ' および node3 にはそれぞれ 'up' 状態の 6 つのポートがあり 'node4
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には 'up' 状態の 7 つのポートがありますこの場合、クラスタに実際に設定可能な最大値は 6 です。

ノードに LIF を 3 個以上割り当てる場合、各 LIF に少なくともポートセットを 1 つ割り当てる必要があり
ます。

6. サブネットの詳細も含めて、 iSCSI LIF を作成するためのネットワークの詳細を指定します。

状況 作業

サブネットを使用して IP アドレスを指定します a. サブネットを使用する * を選択します。

b. Add Details ダイアログボックスで、 IP アドレ
スを割り当てるサブネットを選択します。

クラスタ間 LIF の場合、選択した IPspace に関
連付けられているサブネットだけが表示されま
す。

c. インターフェイスに特定の IP アドレスを割り
当てる場合は、 * 特定の IP アドレスを使用す
る * を選択して、 IP アドレスを入力します。

指定した IP アドレスがサブネット内にない場
合、追加されます。

d. [OK] をクリックします。

サブネットを使用せずに手動で IP アドレスを指定
します

a. サブネットなし * を選択します。

b. [ 詳細の追加 ] ダイアログボックスで、次の手順
を実行します。

i. IP アドレスとネットワークマスクまたはプ
レフィックスを指定します。

ii. オプション：ゲートウェイを指定します。

iii. Destination フィールドにデフォルト値を使
用しない場合は、新しい宛先値を指定しま
す。

送信先の値を指定しない場合は、 IP アドレ
スのファミリーに基づいて、 Destination フ
ィールドにデフォルト値が設定されます。

ルートが存在しない場合は、ゲートウェイとデ
スティネーションに基づいて新しいルートが自
動的に作成されます。

c. [OK] をクリックします。

7. ブロードキャストドメインを選択してください。

8. アダプタタイプを選択します。
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クラスタに NIC カードが設定されている場合は、 * nic * を選択してください。

クラスタに CNS カードが設定されている場合は、 [CNA] を選択する必要があります。

クラスタに ifgrp が設定されている場合は、「 * インターフェイスグループ * 」を選択する必要がありま
す。

ifgrp ポートはブロードキャストドメインに追加する必要があります。

9. *オプション：LUNサイズ、LUNのOSタイプ、およびホストイニシエータの詳細を指定してiSCSIプロト
コルを設定する際に、iSCSIストレージ用のLUNをプロビジョニングします。

10. 自動生成された iSCSI LIF の設定を確認または変更する場合は、「 * LIF 設定の確認または変更（詳細設
定） * 」を選択します。

変更できるのは、 LIF 名とホームポートだけです。ポートセットは、デフォルトでは最小値に設定されま
す。一意のエントリを指定する必要があります。重複した LIF 名を指定すると、 System Manager によっ
て末尾に番号が付加されます。

選択したポートセットに基づいて、 LIF がラウンドロビン方式でポートセットに割り当てられます。これ
により、ノードまたはポートで障害が発生した場合の冗長性が確保されます。

11. [Submit & Continue] をクリックします。

結果

指定した設定で iSCSI LIF とポートセットが作成され、選択したポートセットに基づいて、 LIF がポートセッ
トに割り当てられます。すべての LIF が正常に作成されると、 iSCSI サービスが開始されます。

LIF の作成に失敗した場合は、ネットワークインターフェイスウィンドウを使用して LIF を作成し、 LUN ウ
ィンドウでポートセットに割り当ててから、 iSCSI ウィンドウを使用して iSCSI サービスを開始できます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 SVM に FC プロトコルと FCoE プロトコルを設定します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、SANホ
スト用にStorage Virtual Machine（SVM）でFCプロトコルおよびFCoEプロトコルを設
定できます。最適なアダプタで LIF が作成され、データパスの冗長性を確保するために
ポートセットに割り当てられます。要件に応じて、 System Manager を使用して FC プ
ロトコル、 FCoE プロトコル、またはその両方を設定できます。

作業を開始する前に

• クラスタで FCP ライセンスが有効になっている必要があります。

• クラスタのすべてのノードが正常である必要があります。

• 各ノードで少なくとも 2 つのポート（ FC プロトコル用と FCoE プロトコル用）が正しく設定されている
必要があります。

このタスクについて

• FC プロトコルと FCoE プロトコルは、 SVM の作成時に設定することも、あとで設定することもできま
す。

SVM でプロトコルが許可されていない場合は、 Storage Virtual Machine の編集ウィンドウを使用して
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SVM のプロトコルを有効にできます。

• SnapLock アグリゲートは、ボリュームの自動作成の対象としては考慮されません。

手順

1. SVM の作成時にプロトコルを設定していない場合は、 * Storage * > * SVMs * タブをクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Protocols] ペインで、 [FC/FCoE] をクリックします。

4. 「 * データインターフェイス構成 * 」セクションで、対応するオプションを選択して FC プロトコルと
FCoE プロトコルのデータ LIF を設定します。

5. 各プロトコルのノードあたりのデータ LIF の数を指定します。

ノードあたりの LIF の最小数は 1 です。最大数は、ノード全体の「 up 」状態のすべてのポートの最小数
です。最大値が奇数の場合は、 1 つ前の偶数が最大値とみなされます。最小値と最大値の範囲に任意の偶
数を選択できます。

4 ノードクラスタでは 'node1' node2 ' および node3 にはそれぞれ 'up' 状態の 6 つのポートがあり 'node4

には 'up' 状態の 7 つのポートがありますこの場合、クラスタに実際に設定可能な最大値は 6 です。

ノードに LIF を 3 個以上割り当てる場合、各 LIF に少なくともポートセットを 1 つ割り当てる必要があり
ます。

6. 自動生成された LIF の設定を確認または変更するには、「 * Review 」または「 Edit the Interface

Association * 」を選択します。

変更できるのは、 LIF 名とホームポートだけです。重複するエントリを指定しないようにしてください。

7. *オプション：プロトコルを設定する際に、FCストレージまたはFCoEストレージ用のLUNをプロビジョニ
ングします。LUNサイズ、LUNのOSタイプ、およびホストイニシエータの詳細を指定します。

8. [Submit & Continue] をクリックします。

結果

指定した設定でデータ LIF とポートセットが作成され、LIF が適宜ポートセットに割り当てられます。少なく
とも 1 つのプロトコルについてすべての LIF が正常に作成されると、 FCP サービスが開始されます。

LIF の作成に失敗した場合は、 FC / FCoE ウィンドウで LIF を作成して FCP サービスを開始できます。

• 関連情報 *

"ONTAP 9 ドキュメンテーション・センター"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 SVM に NVMe プロトコルを設定します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用し
て、Storage Virtual Machine（SVM）にNVMeプロトコルを設定できます。その後、ネー
ムスペースを作成して NVMe サブシステムとホストに割り当てることができます。

このタスクについて

NVMe を使用する SVM では、他のプロトコルは使用できません。NVMe を選択すると、残りのプロトコルは
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無効になります。NVMe は SVM の作成時にも設定できます。

手順

1. SVM の作成時に NVMe プロトコルを設定していない場合は、 * Storage * > * SVMs * をクリックします

2. SVM を選択し、 * SVM settings * をクリックします。

3. [* Protocols] ペインで [* NVMe* ] をクリックします。

4. 必要に応じて、リンクをクリックしてプロトコルを設定します。

他のプロトコルが有効になっている場合は、それらを選択解除して NVMe を選択できるよ
うにする必要があります。NVMe を他のプロトコルと組み合わせることはできません。

5. Storage Virtual Machine の編集 * ペインで、 * リソース割り当て * をクリックします。

6. リソース割り当て * タブでは、ボリューム作成を委譲しないように選択することも、ボリュームを自動的
にプロビジョニングするためのアグリゲートを選択することもできます。

7. [*Services] タブをクリックして、ネームサービススイッチの詳細を設定します。

8. [ 保存して閉じる ] をクリックします

SVM に NVMe プロトコルが設定されます。プロトコルの設定が完了したら、 * SVM 設定 * を使用してサ
ービスを開始または停止できます

◦ 関連情報 *

NVMe をセットアップしています

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 SVM 管理者に管理を委譲します

Storage Virtual Machine（SVM）が機能するように設定したあと、または基本的なネッ
トワーク設定があるSVMを使用して、ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7

以前で使用可能）を使用してSVMの管理をSVM管理者に委譲することもできます。

このタスクについて

SVM 管理者は、 System Manager を使用して委譲された SVM を管理することはできませ委譲された SVM を
管理するには CLI を使用する必要があります。

手順

1. [Administrator Details] セクションで 'vsadmin ユーザー・アカウントのパスワードを設定します

2. SVM 管理用に専用の LIF を作成する場合は、 * SVM 管理用の LIF を作成する * を選択して、ネットワー
クの詳細を指定します。

データプロトコルと管理プロトコルでは同じ LIF を共有できないため、 SAN プロトコルでは専用の SVM

管理 LIF が必要になります。SVM 管理 LIF は、データポート上にのみ作成できます。

3. サブネットの詳細も含めて、 iSCSI LIF を作成するためのネットワークの詳細を指定します。
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状況 作業

サブネットを使用して IP アドレスを指定します a. サブネットを使用する * を選択します。

b. Add Details ダイアログボックスで、 IP アドレ
スを割り当てるサブネットを選択します。

クラスタ間 LIF の場合、選択した IPspace に関
連付けられているサブネットだけが表示されま
す。

c. インターフェイスに特定の IP アドレスを割り
当てる場合は、 * 特定の IP アドレスを使用す
る * を選択して、 IP アドレスを入力します。

指定した IP アドレスがサブネット内にない場
合、追加されます。

d. [OK] をクリックします。

サブネットを使用せずに手動で IP アドレスを指定
します

a. サブネットなし * を選択します。

b. [ 詳細の追加 ] ダイアログボックスで、次の手順
を実行します。

i. IP アドレスとネットワークマスクまたはプ
レフィックスを指定します。

ii. オプション：ゲートウェイを指定します。

iii. Destination フィールドにデフォルト値を使
用しない場合は、新しい宛先値を指定しま
す。

カスタム値を指定しない場合は、 IP アドレ
スファミリーに基づいてデフォルト値が
Destination フィールドに入力されます。

ルートが存在しない場合は、ゲートウェイとデ
スティネーションに基づいて新しいルートが自
動的に作成されます。

c. [OK] をクリックします。

4. データ LIF を作成するポートを指定します。

a. [* 参照 ] をクリックします。

b. Select Network Port or Adapter ダイアログボックスからポートを選択します。

c. [OK] をクリックします。

結果

「 vsadmin 」アカウントのロックが解除され、パスワードが設定されます。
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「 vsadmin 」アカウントのデフォルトのアクセス方法は、 ONTAP API`(ONTAPI) および SSH`(ssh') で
す。SVM 管理者は、管理 IP アドレスを使用してストレージシステムにログインできます。

次に何をするか

Storage Virtual Machine の編集ダイアログボックスを使用して、 SVM にアグリゲートを割り当てる必要があ
ります。

SVM にアグリゲートが割り当てられていないと、 SVM 管理者はボリュームを作成できませ
ん。

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して FlexVol ボリュームを作成します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）のボリュームの作成
ダイアログボックスを使用して、データ用のFlexVol ボリュームを作成できます。ルート
ボリュームにデータを格納するのではなく、データ用のボリュームを必ず別に作成して
ください。

作業を開始する前に

• クラスタにルート以外のアグリゲートと Storage Virtual Machine （ SVM ）が含まれている必要がありま
す。

• 読み書き可能ボリュームを作成する場合は、 SVM 用のプロトコルを設定し、 SnapMirror ライセンスまた
は SnapVault ライセンスをインストールしておく必要があります。

プロトコルが未設定で、いずれかのライセンスをインストールしている場合は、データ保護（ DP ）ボリ
ュームだけを作成できます。

• 暗号化されたボリュームを作成するには、 System Manager を使用してボリューム暗号化ライセンスをイ
ンストールし、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して「 key-manager setup 」を有効にし
ておく必要があります。

「 key-manager setup 」を有効にした後、 Web ブラウザを更新する必要があります。

このタスクについて

• ストレージ QoS を有効にできるのは、読み書き可能（ rw ）ボリュームだけです。

• MetroCluster 構成の同期元の SVM で DP ボリュームを作成した場合、そのボリュームは同期先の SVM に
レプリケートされません。

• MetroCluster 構成で DP ボリュームを作成した場合、そのソースボリュームは同期先の SVM にレプリケ
ート（ミラーまたはバックアップ）されません。

• MetroCluster 構成では、 System Manager にはボリューム作成用に次のアグリゲートが表示されます。

◦ 通常モードの場合：プライマリサイトの同期元 SVM またはデータ提供用 SVM にボリュームを作成す
る場合、プライマリサイトのクラスタに属しているアグリゲートのみが表示される。

◦ 切り替えモードの場合：フェイルオーバー先のサイトの同期先 SVM またはデータ提供用 SVM にボリ
ュームを作成する場合、切り替えられたアグリゲートのみが表示される。

• Cloud Volumes ONTAP のボリュームは暗号化できません。

• デスティネーションクラスタで ONTAP 9.3 より前のバージョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
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る場合、ソースボリュームで暗号化が有効になっていても、デスティネーションボリュームではデフォル
トで暗号化が無効になります。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. [* 作成 > FlexVol の作成 *] をクリックします。

3. ボリュームを作成する SVM を参照して選択します。

Create Volume （ボリュームの作成）ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには
次のタブがあります。

◦ 全般

◦ ストレージ効率

◦ SnapLock

◦ Quality of Service の略

◦ 保護

4. [*General] タブで、次の手順を実行します。

a. FlexVol ボリュームの名前を指定します。

b. FabricPool * ボタンをクリックして、ボリュームが FabricPool ボリュームであることを指定します。

c. アグリゲートを選択するには、 * Choose * をクリックします。

ボリュームが FlexVol ボリュームの場合は FabricPool 対応アグリゲートのみ、 FabricPool 以外の
FabricPool FlexVol ボリュームの場合は FabricPool 対応アグリゲートでないアグリゲートのみを選択
できます。暗号化されたアグリゲート（ NAE ）を選択すると、作成するボリュームにアグリゲートの
暗号化が継承されます。

d. ストレージタイプを選択します。

e. ボリュームのサイズと単位を指定します。

f. Snapshot コピー用にリザーブするスペースの量を指定します。

g. スペースリザベーション * ドロップダウンメニューからスペースリザーブオプションを選択します。

h. ボリュームの暗号化を有効にするには、 * Volume Encryption * チェックボックスを選択します。この
オプションを使用できるのは、ボリューム暗号化ライセンスを有効にした場合のみです。また、対応
するプラットフォームで暗号化がサポートされている必要があります。

5. Storage Efficiency * タブで、次の手順を実行します。

a. このボリュームを作成するストレージのタイプを選択します。

SnapMirror デスティネーションボリュームを作成する場合は、「 * データ保護 * 」を選択する必要が
あります。このボリュームへの読み取り専用アクセスが許可されます。

b. ボリュームの階層化ポリシーを指定します。

c. ボリュームのサイズと、 Snapshot コピー用にリザーブする合計ボリュームサイズの割合を指定しま
す。
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Snapshot コピー用にデフォルトで予約されているスペースは、 SAN ボリュームと VMware ボリュ
ームについては 0% です。NAS ボリュームについては、デフォルトでは 5% です。

d. ボリュームに対して「 * Default 」、「 * Thin Provisioned 」、または「 * Thick Provisioned 」を選択
します。

シンプロビジョニングが有効になっている場合は、ボリュームにデータが書き込まれたときにのみ、
アグリゲートからボリュームにスペースが割り当てられます。

▪ AFF ストレージシステムの場合、シンプロビジョニングの値は「デフォルト」で
す。その他のストレージシステムの場合、シックプロビジョニングの値は「デフォ
ルト」です。

▪ FabricPool 対応アグリゲートの場合、シンプロビジョニングの値は「 default 」で
す。

e. ボリュームで重複排除を有効にするかどうかを指定します。

System Manager では、デフォルトの重複排除スケジュールが使用されます。指定したボリュームサ
イズが重複排除の実行が可能な最大サイズよりも大きい場合、ボリュームは作成されますが、重複排
除は有効になりません。

オールフラッシュで最適化されたシステムでは、インライン圧縮と「 auto 」重複排除スケジュールはデ
フォルトで有効になっています。

6. [Quality of Service]( サービス品質 *) タブで、次の手順に従います。

a. FlexVol ボリュームのストレージ QoS を有効にしてワークロードのパフォーマンスを管理する場合
は、「 Manage Storage Quality of Service 」チェックボックスを選択します。

b. 新しいストレージ QoS ポリシーグループを作成するか、既存のポリシーグループを選択して、
FlexVol の入出力（ I/O ）のパフォーマンスを制御します。
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状況 手順

新しいポリシーグループを作成します i. [ 新しいポリシーグループ *] を選択します。

ii. ポリシーグループの名前を指定します。

iii. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマン
スがオールフラッシュで最適化されてい
る場合にのみ最小スループット制限を設
定できます。System Manager 9.6 では、
ポリシーグループに最小スループット制
限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリ
ュームの最小スループット制限を設定す
ることはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、
または最小スループット値が 0 に設定さ
れている場合は、自動的に「なし」とい
う値が表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

iv. 最大スループット制限を指定します。ポリシ
ーグループに含まれるオブジェクトのワーク
ロードがこのスループット制限を超えないよ
うに制限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループッ
ト制限の単位は同じにする必要がありま
す。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒な
どの単位で最大スループット制限を設定
できます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は '

自動的に値として無制限が表示されます

この値では大文字と小文字が区別されま
す。指定した単位は無視されます。
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状況 手順

既存のポリシーグループを選択してください i. [ ポリシーグループの選択 ] ダイアログボック
スで、 [ 既存のポリシーグループ ] を選択
し、 [*Choose] をクリックして既存のポリシ
ーグループを選択します。

ii. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマン
スがオールフラッシュで最適化されてい
る場合にのみ最小スループット制限を設
定できます。System Manager 9.6 では、
ポリシーグループに最小スループット制
限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリ
ュームの最小スループット制限を設定す
ることはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、
または最小スループット値が 0 に設定さ
れている場合は、自動的に「なし」とい
う値が表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

iii. 最大スループット制限を指定します。ポリシ
ーグループに含まれるオブジェクトのワーク
ロードがこのスループット制限を超えないよ
うに制限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループッ
ト制限の単位は同じにする必要がありま
す。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒な
どの単位で最大スループット制限を設定
できます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は '

自動的に値として無制限が表示されます

この値では大文字と小文字が区別されま
す。指定した単位は無視されます。

ポリシーグループが複数のオブジェクトに割
り当てられている場合、指定した最大スルー
プットはそれらのオブジェクトの合計スルー
プットです。

7. [* 保護 *] タブで、次の手順を実行します。
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a. ボリューム保護を有効にするかどうかを指定します。

FabricPool 以外の FlexGroup ボリュームは FabricPool FlexGroup ボリュームで保護できます。

FabricPool FlexGroup ボリュームは FabricPool 以外の FlexGroup ボリュームで保護できます。

b. * Replication * タイプを選択します。

選択したレプリケーションタイプ 手順

非同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 関係タイプを選択します。

関係タイプは、ミラー、バックアップ、ミラー
とバックアップのいずれかです。

c. デスティネーションボリュームのクラスタと
SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。
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選択したレプリケーションタイプ 手順

同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 同期ポリシーを選択します。

同期ポリシーは、 StrictSync または Sync のい
ずれかです。

c. デスティネーションボリュームのクラスタと
SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。

8. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

9. 作成したボリュームが * Volume * ウィンドウのボリュームリストに含まれていることを確認します。

このボリュームは、 UNIX 形式のセキュリティと、所有者に対する UNIX 700 の「 read write execute 」
権限で作成されます。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して SnapLock ボリュームを作成します

ONTAP システムマネージャクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用し
て、SnapLock ComplianceボリュームまたはSnapLock Enterpriseボリュームを作成でき
ます。ボリュームの作成時に、保持期間を設定したり、ボリュームのデータを自動的に
WORM 状態に設定するかどうかを選択したりすることもできます。

作業を開始する前に

• SnapLock ライセンスがインストールされている必要があります。

• SnapLock アグリゲートがオンラインになっている必要があります。

• 暗号化されたボリュームを作成するには、 System Manager を使用してボリューム暗号化ライセンスをイ
ンストールし、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して「 key-manager setup 」を有効にし
ておく必要があります。
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「 key-manager setup 」を有効にした後、 Web ブラウザを更新する必要があります。

このタスクについて

• SnapLock Enterprise ボリューム全体または SnapLock Enterprise ボリュームのファイルは削除できます
が、 SnapLock Enterprise ボリュームのファイル内のデータだけを削除することはできません。

• データがボリュームにコミットされている場合、 SnapLock Compliance ボリュームは削除できません。

• Cloud Volumes ONTAP のボリュームは暗号化できません。

• デスティネーションクラスタで ONTAP 9.3 より前のバージョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ソースボリュームで暗号化が有効になっていても、デスティネーションボリュームではデフォル
トで暗号化が無効になります。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. [* 作成 > FlexVol の作成 *] をクリックします。

3. ボリュームを作成する Storage Virtual Machine （ SVM ）を参照して選択します。

4. ボリュームのデフォルト名を変更する場合は、 * Create Volume * （ボリュームの作成）ダイアログボッ
クスで新しい名前を指定します。

SnapLock Compliance ボリュームの名前は、作成後に変更することはできません。

5. ボリュームのコンテナアグリゲートを選択します。

SnapLock ボリュームを作成するには、 SnapLock Compliance アグリゲートまたは SnapLock Enterprise

アグリゲートを選択する必要があります。ボリュームの SnapLock タイプ SnapLock はアグリゲートから
継承され、ボリュームの作成後は変更できないため、適切なアグリゲートを選択する必要があります。

6. ボリュームの暗号化を有効にするには、 * Volume Encryption * チェックボックスを選択します。

このオプションを使用できるのは、ボリューム暗号化ライセンスを有効にした場合のみです。また、対応
するプラットフォームで暗号化がサポートされている必要があります。

7. このボリュームを作成するストレージのタイプを選択します。

SnapMirror デスティネーションボリュームを作成する場合は、「 * データ保護 * 」を選択する必要があり
ます。このボリュームへの読み取り専用アクセスが許可されます。

8. ボリュームのサイズと、 Snapshot コピー用にリザーブする合計ボリュームサイズの割合を指定します。

Snapshot コピー用にデフォルトで予約されているスペースは、 SAN ボリュームと VMware ボリュームに
ついては 0% です。NAS ボリュームについては、デフォルトでは 5% です。

9. *オプション：*シンプロビジョニング*を選択して、ボリュームのシンプロビジョニングを有効にします。

シンプロビジョニングが有効になっている場合は、ボリュームにデータが書き込まれたときにのみ、アグ
リゲートからボリュームにスペースが割り当てられます。

10. オプション： Storage Efficiency *タブで必要な変更を行い、ボリュームで重複排除を有効にします。

System Manager では、デフォルトの重複排除スケジュールが使用されます。指定したボリュームサイズ
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が重複排除の実行が可能な最大サイズよりも大きい場合、ボリュームは作成されますが、重複排除は有効
になりません。

11. [*SnapLock *] タブを選択し、次の手順を実行します。

a. *オプション：*自動コミット期間を指定します。

ボリューム内のファイルに変更がなかった場合に WORM 状態にコミットされるまでの期間です。フ
ァイルを手動で WORM 状態に設定するには、自動コミット設定として「 * not specified * 」を選択す
る必要があります。

値は 5 分から 10 年の範囲で指定する必要があります。

a. 最小保持期間と最大保持期間を指定します。

値は 1~70 年、または Infinite Volume の範囲で指定する必要があります。

b. デフォルトの保持期間を選択します。

デフォルトの保持期間は、最小保持期間と最大保持期間の間の値に設定します。

12. オプション： Quality of Service タブで Manage Storage Quality of Service *チェックボックスを選択し
て、FlexVol ボリュームのストレージQoSを有効にし、ワークロードのパフォーマンスを管理します。

13. ストレージ QoS ポリシーグループを作成するか、または既存のポリシーグループを選択して、 FlexVol

の入出力（ I/O ）のパフォーマンスを制御します。
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状況 手順

ストレージ QoS ポリシーグループを作成する a. [ 新しいポリシーグループ *] を選択します。

b. ポリシーグループの名前を指定します。

c. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマンス
がオールフラッシュで最適化されている場
合にのみ最小スループット制限を設定でき
ます。System Manager 9.6 では、 ONTAP

Select Premium システムにも最小スループ
ット制限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュ
ームの最小スループット制限を設定するこ
とはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、ま
たは最小スループット値が 0 に設定されて
いる場合は、自動的に「なし」という値が
表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

d. 最大スループット制限を指定します。ポリシー
グループに含まれるオブジェクトのワークロー
ドがこのスループット制限を超えないように制
限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループット
制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒など
の単位で最大スループット制限を設定でき
ます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は '

自動的に値として無制限が表示されます

この値では大文字と小文字が区別されま
す。指定した単位は無視されます。
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状況 手順

既存のポリシーグループを選択してください a. [ ポリシーグループの選択 ] ダイアログボックス
で、 [ 既存のポリシーグループ ] を選択し、
[*Choose] をクリックして既存のポリシーグル
ープを選択します。

b. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマンス
がオールフラッシュで最適化されている場
合にのみ最小スループット制限を設定でき
ます。System Manager 9.6 では、 ONTAP

Select Premium システムにも最小スループ
ット制限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュ
ームの最小スループット制限を設定するこ
とはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、ま
たは最小スループット値が 0 に設定されて
いる場合は、自動的に「なし」という値が
表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

c. 最大スループット制限を指定します。ポリシー
グループに含まれるオブジェクトのワークロー
ドがこのスループット制限を超えないように制
限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループット
制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒など
の単位で最大スループット制限を設定でき
ます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は '

自動的に値として無制限が表示されます

この値では大文字と小文字が区別されま
す。指定した単位は無視されます。

ポリシーグループが複数のオブジェクトに割り
当てられている場合、指定した最大スループッ
トはそれらのオブジェクトの合計スループット
です。

14. ボリュームを保護するには、 * 保護 * タブで * ボリューム保護 * を有効にします。

15. [* 保護 ] タブで、 [ レプリケーション *] タイプを選択します。
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選択したレプリケーションタイプ 手順

非同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 関係タイプを選択します。

関係タイプは、ミラー、バックアップ、ミラー
とバックアップのいずれかです。

c. デスティネーションボリュームのクラスタと
SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。

同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 同期ポリシーを選択します。

同期ポリシーは、 StrictSync または Sync のい
ずれかです。

c. デスティネーションボリュームのクラスタと
SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。

16. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

17. 作成したボリュームが * Volume * ウィンドウのボリュームリストに含まれていることを確認します。
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結果

このボリュームは、 UNIX 形式のセキュリティと、所有者に対する UNIX 700 の「 read write execute 」権限
で作成されます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して SAML 認証をセットアップします

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用し
て、Security Assertion Markup Language（SAML）認証をセットアップできます。リモ
ートユーザは、 System Manager にログインする前に、セキュアなアイデンティティプ
ロバイダ（ IdP ）を通じて認証されます。

SAML 認証を有効にする

System Manager では、セキュアなアイデンティティプロバイダ（ IdP ）を使用してリモートユーザがログイ
ンできるように、 Security Assertion Markup Language （ SAML ）認証を設定できます。
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作業を開始する前に

• リモート認証に使用する IdP を設定する必要があります。

設定済みの IdP から提供されたドキュメントを参照してください。

• IdP の URI が必要です。

このタスクについて

次のIdPがSystem Managerで検証されました。

• Active Directoryフェデレーションサービス

• Cisco Duo（次のONTAPバージョンで検証済み）

◦ 9.7P21以降の9.7リリース

◦ 9.8P17以降の9.8リリース

◦ 9.9.1P13以降の9.9リリース

◦ 9.10.1P9以降の9.10リリース

◦ 9.11.1P4以降の9.11リリース

◦ 9.12.1以降のリリース

• Shibboleth

SAML 認証を有効にした場合、 System Manager の GUI にアクセスできるのはリモートユーザ
だけです。ローカルユーザは、 SAML 認証を有効にしたあとで System Manager GUI にアクセ
スできません。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster ] > [ Authentication *] をクリックします。

2. Enable SAML authentication * チェックボックスをオンにします。

3. SAML 認証を使用するように System Manager を設定します。

a. IdP の URI を入力します。

b. ホストシステムの IP アドレスを入力します。

c. *オプション：*必要に応じて、ホストシステムの証明書を変更します。

4. [* Retrieve Host Metadata* （ホストメタデータの取得） ] をクリックして、ホスト URI とホストメタデー
タの情報を取得します。

5. ホスト URI またはホストメタデータの詳細をコピーし、 IdP にアクセスして、ホスト URI またはホスト
メタデータの詳細と信頼ルールを IdP ウィンドウで指定します。

設定済みの IdP から提供されたドキュメントを参照してください。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

IdP のログインウィンドウが表示されます。
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7. IdP のログインウィンドウを使用して System Manager にログインします。

IdP の設定後にユーザが完全修飾ドメイン名（ FQDN ）、 IPv6 、またはクラスタ管理 LIF を使用してロ
グインしようとすると、 IdP の設定で指定したホストシステムの IP アドレスに IP アドレスが自動的に変
更されます。

SAML 認証を無効にする

System Manager へのリモートアクセスを無効にしたり、 Security Assertion Markup Language （ SAML ）の
設定を編集したりするときは、 SAML 認証を無効にできます。

このタスクについて

SAML 認証を無効にしても SAML の設定は削除されません。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster ] > [ Authentication *] をクリックします。

2. SAML 認証を有効にする * チェックボックスをオフにします。

3. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

System Manager が再起動します。

4. クラスタのクレデンシャルを使用して System Manager にログインする

◦ 関連情報 *

ONTAP System Manager のブラウザベースのグラフィカルインターフェイスを使用したクラスタへのアクセ
ス

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してピアリングをセットアップします

ピアリングの設定には、ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可
能）を使用できます。ピアリングのセットアップでは、各ノードでクラスタ間論理イン
ターフェイス（ LIF ）を作成してから、クラスタピア関係を作成し、 SVM ピア関係を
作成します。
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[[prerequisites- peering、Prerequisites]クラスタピアリングの前提条件]

クラスタピアリングを設定する前に、接続、ポート、 IP アドレス、サブネット、ファイアウォール、 とクラ
スタの命名要件が満たされている。

接続要件

ローカルクラスタのすべてのクラスタ間 LIF が、リモートクラスタのすべてのクラスタ間 LIF と通信できる必
要があります。

必須ではありませんが、一般に、クラスタ間 LIF には同じサブネットの IP アドレスを使用した方が構成がシ
ンプルになります。IP アドレスは、データ LIF と同じサブネット内や、別のサブネット内に存在できます。
各クラスタで使用するサブネットは、次の要件を満たしている必要があります。

• サブネットがクラスタ間通信で使用するポートを含むブロードキャストドメインに属している。

クラスタ間 LIF のアドレスには IPv4 または IPv6 のいずれかを使用できます。

ONTAP 9 では、必要に応じて IPv4 プロトコルと IPv6 プロトコルがクラスタ間 LIF に共存する
ことを許可し、 IPv4 から IPv6 にピアリングネットワークを移行できます。以前のリリースで
は、クラスタ全体のすべてのクラスタ間関係が IPv4 または IPv6 のどちらかだったため、プロ
トコルの変更はシステム停止を伴うイベントでした。

ポート要件

クラスタ間通信には専用のポートを使用することも、データネットワークで使用されているポートを共有する
こともできます。ポートは、次の要件を満たしている必要があります。

• 特定のリモートクラスタとの通信に使用するポートは、すべて同じ IPspace に属している必要がありま
す。

複数のクラスタとのピア関係の作成には複数の IPspace を使用できます。ペアワイズのフルメッシュ接続
は IPspace 内でのみ必要になります。

• クラスタ間通信で使用されるブロードキャストドメインに、 1 ノードあたり最低 2 つのポートがあり、ク
ラスタ間通信で別のポートへのフェイルオーバーが可能になっている。
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ブロードキャストドメインに追加できるポートは、物理ネットワークポート、 VLAN 、インターフェイス
グループ（ ifgrps ）です。

• すべてのポートが接続されている。

• すべてのポートが正常な状態である必要があります。

• ポートの MTU 設定が一貫している。

ファイアウォールの要件

ファイアウォールとクラスタ間ファイアウォールポリシーでは、次のプロトコルを許可する必要があります。

• ICMP サービス

• ポート 10000 、 11104 、および 11105 経由でのすべてのインタークラスタ LIF の IP アドレスへの TCP

接続

• クラスタ間 LIF 間の双方向 HTTPS

デフォルトの「 intercluster 」ファイアウォールポリシーは、 HTTPS プロトコル経由のアクセス、およびす
べての IP アドレス（ 0.0.0.0/0 ）からのアクセスを許可します。ポリシーは必要に応じて変更または置き換え
できます。

クラスタ間 LIF を作成

クラスタ間論理インターフェイス（ LIF ）を作成すると、クラスタネットワークでノードとの通信が可能にな
ります。クラスタ間 LIF は、ピア関係を作成する各クラスタの各ノードで、ピアリングに使用する各 IPspace

内に作成する必要があります。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Advanced Cluster Setup* ] をクリックします。

2. [ 高度なクラスタ機能の設定 ] ウィンドウで、 [ クラスタピアリング *] オプションの横にある [ Proceed]

をクリックします。

3. IPspace * リストから IPspace を選択します。

4. 各ノードの IP アドレス、ポート、ネットワークマスク、およびゲートウェイの詳細を入力します。

5. [Submit and Continue] をクリックします。

次に何をするか

クラスタピアリングを続行するには、クラスタピアリングウィンドウでクラスタの詳細を入力する必要があり
ます。

クラスタピア関係を作成

認証されたクラスタピア関係を作成してクラスタを接続し、ピア関係にあるクラスタ間で安全に通信できるよ
うにすることができます。

作業を開始する前に

• この作業の実行に関する要件を確認して満たしておく必要があります。

クラスタピアリングの前提条件
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• クラスタ間論理インターフェイス（ LIF ）を作成しておく必要があります。

• 各クラスタで実行している ONTAP のバージョンを確認しておく必要があります。

このタスクについて

• Data ONTAP 8.2.2 以前を実行するクラスタとの間にピア関係を作成する場合は、 CLI を使用する必要が
あります。

• ONTAP 9.5 を実行しているクラスタと ONTAP 9.6 を実行しているクラスタの間にピア関係を作成できま
す。ただし、 ONTAP 9.5 では暗号化がサポートされていないため、ピア関係を暗号化することはできま
せん。

• MetroCluster 構成では、プライマリクラスタと外部クラスタの間にピア関係を作成する場合、セカンダリ
サイトのクラスタと外部クラスタの間にもピア関係を作成することを推奨します。

• クラスタピア関係の認証には、カスタムのパスフレーズかシステム生成のパスフレーズを使用できます。
ただし、両方のクラスタのパスフレーズが一致している必要があります。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Advanced Cluster Setup* ] をクリックします。

2. 「 * ターゲットクラスタのクラスタ間 LIF IP アドレス」フィールドに、リモートクラスタのクラスタ間
LIF の IP アドレスを入力します。

3. *オプション：ONTAP 9.5を実行しているクラスタとONTAP 9.6を実行しているクラスタの間にピア関係
を作成する場合はチェックボックスを選択します。

ピア関係は暗号化されません。チェックボックスを選択しないとピア関係は確立されません。

4. パスフレーズ * フィールドで、クラスタピア関係のパスフレーズを指定します。

カスタムのパスフレーズを作成すると、認証されたクラスタピア関係を確立するために、指定したパスフ
レーズがピアクラスタのパスフレーズに照らして検証されます。

ローカルクラスタとリモートクラスタの名前が同じ場合にカスタムのパスフレーズを使用すると、リモー
トクラスタのエイリアスが作成されます。

5. *オプション：リモートクラスタからパスフレーズを生成するには、リモートクラスタの管理IPアドレスを
入力します。

6. クラスタピアリングを開始します。

状況 手順

イニシエータクラスタからクラスタピアリングを開
始します

[* クラスタピアリングの開始 * ] をクリックしま
す。
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状況 手順

リモートクラスタからクラスタピアリングを開始す
る（カスタムのパスフレーズを作成している場合に
適用）

a. リモートクラスタの管理 IP アドレスを入力し
ます。

b. リモートクラスタにアクセスするには、 * 管理
URL * リンクをクリックしてください。

c. Create Cluster Peering * をクリックします。

d. イニシエータクラスタのクラスタ間 LIF の IP

アドレスとパスフレーズを指定します。

e. [ * ピアリングの開始 * ] をクリックします。

f. イニシエータクラスタにアクセスし、 * ピアリ
ングの検証 * をクリックします。

次に何をするか

ピアリングプロセスを続行するには、 SVM ピアリングウィンドウで SVM の詳細を指定する必要がありま
す。

SVM ピアを作成

SVM ピアリングを使用すると、データ保護のために 2 つの Storage Virtual Machine （ SVM ）間のピア関係
を確立できます。

作業を開始する前に

ピア関係を確立する SVM が配置されたクラスタ間でピア関係を作成しておく必要があります。

このタスクについて

• ターゲットクラスタとして選択できるクラスタは、 SVM ピアを作成する際に * Configuration * > * SVM

peers * ウィンドウに表示されます。

• ターゲット SVM が ONTAP 9.2 以前を実行するシステムのクラスタにある場合、 System Manager を使
用して SVM ピアリングを承認することはできません。

この場合は、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して SVM ピアリングを承認
します。

手順

1. イニシエータ SVM を選択します。

2. 許可される SVM のリストからターゲット SVM を選択します。

3. ターゲット SVM の名前を入力します。 * Enter an SVM * field 。

ナビゲート方法として * Configuration * > * SVM peers * ウィンドウがある場合は、ピアク
ラスタのリストからターゲット SVM を選択する必要があります。

4. SVM ピアリングを開始します。
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状況 手順

イニシエータクラスタから SVM ピアリングを開始
します

SVM ピアリングの開始をクリックします。

リモートクラスタからの SVM ピアリングを承認し
ます

許可されていない SVM に該当しま
す

a. リモートクラスタの管理アドレスを指定しま
す。

b. * 管理 URL * リンクをクリックして、リモート
クラスタの SVM ピアウィンドウにアクセスし
ます。

c. リモートクラスタで、 * Pending SVM Peer * 要
求を承認します。

d. イニシエータクラスタにアクセスし、 * ピアリ
ングの検証 * をクリックします。

5. [* Continue （続行） ] をクリックします

次に何をするか

クラスタ間 LIF 、クラスタピア関係、および SVM ピア関係は、概要ウィンドウで確認できます。

System Manager を使用してピア関係を作成する場合、暗号化ステータスはデフォルトで「 enabled 」になり
ます。

パスフレーズとは

パスフレーズはピアリング要求を承認するときに使用します。クラスタピアリングには、カスタムのパスフレ
ーズかシステム生成のパスフレーズを使用できます。

• パスフレーズはリモートクラスタで生成できます。

• パスフレーズは 8 文字以上で指定する必要があります。

• パスフレーズは IPspace に基づいて生成されます。

• クラスタピアリングにシステム生成のパスフレーズを使用している場合、イニシエータクラスタでパスフ
レーズを入力すると、ピアリングが自動的に承認されます。

• クラスタピアリングにカスタムのパスフレーズを使用している場合は、リモートクラスタに移動してピア
リングプロセスを完了する必要があります。

クラスタを管理します

System Manager - ONTAP 9.7 以前のダッシュボードウィンドウ

ONTAP System Manager クラシックのダッシュボードウィンドウ（ ONTAP 9.7 以前で
使用可能）には、複数のパネルがあり、システムとそのパフォーマンスについての累積
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情報をわかりやすく表示できます。

Dashboard window では、重要なアラートと通知、アグリゲートおよびボリュームの効率性と容量、クラスタ
で使用可能なノード、 high-availability （ HA ）ペアを構成するノードのステータス、最もアクティブなアプ
リケーションとオブジェクトに関する情報を確認できます。 およびクラスタまたはノードのパフォーマンス
指標。

• * アラートと通知 *

すべてのアラートは赤色で表示されます。これには、緊急 EMS イベント、オフラインのノードの詳細、
破損ディスクの詳細、リスクが「高」のライセンス使用権、オフラインのネットワークポートの詳細など
の情報が含まれます。すべての通知が黄色で表示されます。これには、クラスタレベルでの過去 24 時間
のヘルスモニタ通知、中レベルのライセンス使用権、未割り当てのディスクの詳細、移行された LIF の
数、失敗したボリューム移動処理などの情報が含まれます。 過去 24 時間に管理操作を必要としたボリュ
ーム移動処理

[Alerts and Notifications] パネルには、最大 3 つのアラートと通知が表示されます。これを超えると、
[View-All] リンクが表示されます。アラートおよび通知に関する詳細情報を表示するには、「すべて表
示」リンクをクリックします。

[Alerts and Notifications] パネルの更新間隔は 1 分です。

• * クラスタの概要 *

容量の上限に近づいているアグリゲートやボリューム、クラスタやノードのストレージ効率、および上位
のボリュームの保護の詳細が表示されます。

容量タブには、容量の上限に近づいている上位のオンラインアグリゲートが使用済みスペースの降順で表
示されます。

容量タブには、使用容量が最も多いボリュームの数へのリンクが表示されます。この値は、ボリュームが
使用容量を超えている場合に入力します。また、クラスタ内で使用可能なアクセス頻度の低いコールドデ
ータの量も表示されます。

効率化タブには、クラスタまたはノードについての Storage Efficiency による削減効果が表示されます。
使用済み論理スペースの合計、使用済み物理スペースの合計、および削減量の合計を確認できます。クラ
スタまたは特定のノードを選択して、その Storage Efficiency による削減効果を表示できます。System

Manager 9.5 では、使用済み論理スペースの合計、使用済み物理スペースの合計、および削減量の合計の
値に Snapshot コピーに使用されているスペースは _not_included です。ただし、 System Manager 9.6 以
降では、使用済み論理スペースの合計、使用済み物理スペースの合計、および削減量の合計の値に
Snapshot コピーに使用されているスペースが含まれます。

クラスタ概要パネルの更新間隔は 15 分です。

Protection タブには、保護関係が定義されていないクラスタ全体のボリュームに関する情報が表示されま
す。次の条件に該当する FlexVol ボリュームと FlexGroup ボリュームのみが表示されます。

◦ ボリュームが RW ボリュームでオンラインになっている。

◦ ボリュームを含むアグリゲートがオンラインになっている。

◦ ボリュームで保護関係が設定されているがまだ初期化されていない。ボリュームウィンドウに移動す
ると、保護関係が定義されていないボリュームを確認できます。

Protection タブには、保護関係が定義されていないボリュームの数が最も多い上位 5 つの SVM も表示さ
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れます。

• * ノード * ：

クラスタで使用可能なノードの数と名前、および HA ペアを構成するノードのステータスが表示されま
す。HA ペアのノードのステータスは、表示されたノードにカーソルを合わせると表示されます。

Nodes リンクを使用すると、すべてのノードに関する詳細を確認できます。さらに、表示されたノードを
クリックすると、そのノードのモデルに関する情報が表示され、ノードで使用可能なアグリゲート、スト
レージプール、シェルフ、およびディスクの数を確認できます。ノードを管理するには、 Manage Nodes

リンクを使用します。HA ペアのノードは、 Manage HA リンクを使用して管理できます。

Nodes パネルの更新間隔は 15 分です。

• * アプリケーションとオブジェクト *

アプリケーションとオブジェクトパネルを使用して、クラスタ内のアプリケーション、クライアント、お
よびファイルに関する情報を表示できます。

Applications タブには、クラスタの上位 5 つのアプリケーションに関する情報が表示されます。IOPS と
レイテンシまたは容量の低い順または高い順に上位 5 つのアプリケーションを表示できます。

アプリケーションに関する詳細情報を表示するには、特定の棒グラフをクリックする必要があります。容
量については、合計スペース、使用済みスペース、および使用可能なスペースが表示され、 IOPS につい
ては IOPS の詳細が表示され、レイテンシについてはレイテンシの詳細が表示されます。

[ * 詳細の表示 * ] をクリックすると、特定のアプリケーションの [ アプリケーション ] ウィンドウを開くこ
とができます。

Objects タブには、クラスタ内の上位 5 つのアクティブなクライアントとファイルに関する情報が表示さ
れます。IOPS またはスループットを基準に、上位 5 つのアクティブなクライアントとファイルを表示で
きます。

この情報は、 CIFS プロトコルと NFS プロトコルについてのみ表示されます。

アプリケーションとオブジェクトパネルの更新間隔は 1 分です。

• * パフォーマンス *

レイテンシ、 IOPS 、およびスループットを基準に、クラスタの平均パフォーマンス指標、読み取りパフ
ォーマンス指標、書き込みパフォーマンス指標が表示されます。平均パフォーマンス指標はデフォルトで
表示されます。読み取りまたは書き込みをクリックすると、読み取りパフォーマンス指標または書き込み
パフォーマンス指標をそれぞれ表示できます。クラスタまたはノードのパフォーマンス指標を表示できま
す。

ONTAP からクラスタのパフォーマンス情報を取得できない場合は、対応するグラフは参照できません。
その場合、 System Manager で特定のエラーメッセージが表示されます。

パフォーマンスパネルのグラフの更新間隔は 15 秒です。
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ダッシュボードを使用したクラスタの監視

System Manager のダッシュボードを使用すると、クラスタの健常性とパフォーマンスを監視できます。ま
た、ハードウェアやストレージ構成の問題を特定することもできます。

手順

1. ダッシュボード * タブをクリックすると、ヘルス / パフォーマンスダッシュボードパネルが表示されま
す。

MetroCluster のスイッチオーバーとスイッチバック

MetroCluster のスイッチオーバーとスイッチバックについて

ONTAP System Manager 9.6 以降では、災害によってソースクラスタ内のすべてのノー
ドの電源がオフになって到達不能になった場合、 MetroCluster スイッチオーバー / スイ
ッチバックの処理を使用できます。ディザスタリカバリのテストを実施する場合やメン
テナンスのためにサイトをオフラインにする場合には、ネゴシエート（計画的）スイッ
チオーバーのワークフローを使用することもできます。

MetroCluster のスイッチオーバーとスイッチバックについて

System Manager 9.6 以降では、 MetroCluster スイッチオーバー / スイッチバックの処理を使用して別のクラ
スタサイトのタスクをテイクオーバーできます。メンテナンス時や災害からのリカバリ時に便利な機能です。

スイッチオーバー処理を使用すると、通常は別のクラスタ（サイト B ）が実行するタスクをクラスタ（サイ
ト A ）がテイクオーバーできます。スイッチオーバー後、テイクオーバーされたクラスタ（サイト B ）を停
止して、メンテナンスや修復を実施できます。メンテナンスが完了し、サイト B が稼働して修復タスクが完
了したら、スイッチバック処理を開始して修復されたクラスタ（サイト B ）で通常のタスクを再開できま
す。

System Manager では、リモートクラスタサイトのステータスに基づいて 2 種類のスイッチオーバー処理がサ
ポートされます。

• ネゴシエート（計画的）スイッチオーバー：この処理は、クラスタで計画的なメンテナンスを実施する場
合や、ディザスタリカバリの手順をテストする場合に開始します。

• 計画外スイッチオーバー：この処理は、クラスタ（サイト B ）で災害が発生し、別のサイトまたはクラス
タ（サイト A ）が災害の影響を受けたクラスタのタスクをテイクオーバーして修理とメンテナンスを実施
する場合に開始します。

どちらのスイッチオーバー処理も、 System Manager で実行する手順は同じです。スイッチオーバーを開始
すると、処理が可能かどうかが判断され、ワークロードが適宜調整されます。

MetroCluster のスイッチオーバーとスイッチバックのワークフロー

スイッチオーバーとスイッチバックのワークフローは次の 3 つのフェーズで構成されます。

1. * スイッチオーバー * ：スイッチオーバープロセスにより、ストレージおよびクライアントのアクセスの
制御をソースクラスタサイト（サイト B ）から別のクラスタサイト（サイト A ）に移すことができま
す。この処理により、テストやメンテナンスの際のノンストップオペレーションが実現します。また、サ
イト障害からリカバリすることもできます。ディザスタリカバリのテストやサイトの計画的メンテナンス
を実施する場合、 MetroCluster スイッチオーバーを実行して、ディザスタリカバリ（ DR ）サイト（サイ
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ト A ）に制御を移すことができます。スイッチオーバーを開始するには、 DR サイトの少なくとも 1 つ
のノードが稼働している必要があります。前回のスイッチオーバー処理が DR サイトの一部のノードで失
敗している場合、それらのすべてのノードで処理を再試行できます。

2. * サイト B の処理 * ：スイッチオーバーの完了後、 System Manager が MetroCluster IP 構成の修復プロ
セスを実行します。修復は計画的なイベントのため、各手順を細かく制御することでダウンタイムを最小
限に抑えることができます。修復は、ストレージコンポーネントとコントローラコンポーネントで発生す
る 2 段階のプロセスで、スイッチバックプロセス用に修復されたサイトのノードを準備します。最初のフ
ェーズでは、ミラーされたプレックスを再同期することでアグリゲートが修復され、災害サイトにスイッ
チバックすることでルートアグリゲートが修復されます。

2 番目のフェーズでは、サイトがスイッチバックプロセスに向けて準備されます。

3. * スイッチバック * ：サイト B でメンテナンスや修復を実行したあと、スイッチバック処理を開始してス
トレージおよびクライアントアクセスの制御をサイト A からサイト B に戻しますスイッチバックが成功
するためには、次の条件を満たしている必要があります。

◦ ホームノードおよびストレージシェルフの電源がオンになっていて、サイト A のノードから到達可能
である必要があります

◦ スイッチバック処理を開始する前に System Manager による修復が完了している必要があります。

◦ サイト A のすべてのアグリゲートがミラーされた状態で、デグレードまたは再同期状態ではないこと
が必要です。

◦ スイッチバック処理を実行する前に、設定の変更がすべて完了している必要があります。これによ
り、ネゴシエートスイッチオーバーまたはスイッチバックの処理との競合が回避されます。

MetroCluster スイッチオーバー / スイッチバックのワークフローフローチャート

次のフローチャートは、スイッチオーバーとスイッチバックの処理を開始した場合に発生するフェーズとプロ
セスを示しています。
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スイッチオーバーとスイッチバックの処理を準備

ONTAP System Manager クラシック 9.6 を使用してスイッチオーバー処理を実行する前
に、該当するサイトで必要な手順が完了していることを確認する必要があります。

手順

1. サイト B の災害からリカバリする場合は、次の手順を実行する必要があります。

a. 破損したディスクやハードウェアを修理または交換します。

b. 電源を復旧します。

c. 発生したエラーの問題を解決します。
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d. ディザスタサイトを起動します。

2. クラスタが次の条件を満たしていることを確認します。

◦ 計画的スイッチオーバーを実行する場合は、両方のサイトが Active 状態になっています。

◦ MetroCluster システムでは ' 構成タイプ IP_Fabric` が使用されます

◦ 両方のサイトが 2 ノード構成（各クラスタにノードが 2 つ）で動作している。シングルノード構成ま
たは 4 ノード構成のサイトは、 System Manager を使用したスイッチオーバーとスイッチバックの処
理でサポートされていません。

3. リモートサイト（サイト B ）をローカルサイト（サイト A ）から起動する場合は、サイト B で System

Manager 9.6 以降のバージョンが実行されていることを確認します。

MetroCluster ローカルサイト（サイト A ）の名前を System Manger ONTAP 9.7 以前の名前に変更します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、クラスタ内の MetroCluster

ローカルサイト（サイト A ）の名前を変更できます。

手順

1. [Configuration>*Configuration Updates*] をクリックします。

2. クラスタ名の更新 * をクリックします。

3. テキストボックスで名前を更新し、 * 送信 * をクリックします。

MetroCluster サイト A のステータスを表示すると更新後の名前を確認できます。

4. リモートサイト（サイト B ）から MetroCluster サイト A を表示するときに更新された名前を表示するに
は、リモートサイト（サイト B ）の CLI で「 cluster peer modify -local-name 」コマンドを実行します

ネゴシエートスイッチオーバーの実行

System Manager 9.6 以降では、 MetroCluster サイトのネゴシエート（計画的）スイッ
チオーバーを開始できます。この処理は、サイトでディザスタリカバリのテストや計画
的なメンテナンスを実行する場合に役立ちます。

手順

1. System Manager で、ローカルの MetroCluster サイト（サイト A ）にクラスタ管理者のクレデンシャルを
使用してログオンします。

2. [* Configuration * （設定 * ） ] > [* MetroCluster * （ * 設定 *

MetroCluster のスイッチオーバー / スイッチバックの処理のウィンドウが表示されます。

3. 「 * 次へ * 」をクリックします。

MetroCluster のスイッチオーバーとスイッチバックの処理のステータスが表示され、ネゴシエートスイッ
チオーバーが可能かどうかが System Manager で検証されます。

4. 検証プロセスが完了したら、次のいずれかの手順を実行します。

◦ 検証が成功した場合は、手順に進みます 5.。

◦ 検証が失敗し、サイト B が稼働している場合は、サブシステムの問題や NVRAM のミラーリングが同
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期されていないなどのエラーが発生しています。次のいずれかのプロセスを実行できます。

▪ エラーの原因となっている問題を修正し、 [* 閉じる *] をクリックして、ステップからやり直して
ください 1.。

▪ サイト B のノードを停止し、 * 閉じる * をクリックして、の手順を実行します 計画外スイッチオ
ーバーの実行。

◦ 検証が失敗し、サイト B が停止している場合は、接続に問題がある可能性が高くなります。サイト B

が本当に停止していることを確認し、の手順を実行します 計画外スイッチオーバーの実行。

5. [ サイト B からサイト A* へのスイッチオーバー ] をクリックして、スイッチオーバープロセスを開始しま
す。

スイッチオーバー処理によってサイト B のすべてのデータ SVM が停止し、サイト A で再起動されること
を示す警告メッセージが表示されます

6. 続行する場合は、 * はい * をクリックします。

スイッチオーバープロセスが開始されます。サイト A とサイト B の状態が、それぞれの構成図の上に表
示されます。スイッチオーバー処理が失敗した場合は、エラーメッセージが表示されます。[* 閉じる * ]

をクリックします。エラーを修正し、手順からやり直してください1.

7. 修復の完了を示すメッセージが System Manager に表示されるまで待ちます。

修復が完了すると、サイト B が稼働し、スイッチバックプロセスの準備が行われます。

スイッチバックプロセスの準備が完了すると、ウィンドウの下部にあるスイッチバックの * サイト A から
サイト B へのスイッチバック * ボタンがアクティブになります。

8. スイッチバック処理を続行するには、の手順を実行します スイッチバックを実行しています。

計画外スイッチオーバーの実行

System Manager 9.6 以降では、 MetroCluster サイトの計画外スイッチオーバーを開始
できます。この処理は、システム停止や災害が発生した場合に役立ちます。

作業を開始する前に

MetroCluster は正常に動作しているが、ローカルクラスタ（サイト A ）のノードは稼働しており、リモート
クラスタ（サイト B ）のノードは停止している必要があります。

手順

1. サイト B が本当に停止していることを確認します。

接続エラーが原因でサイト B が停止しているように見える可能性があります。

サイト B が稼働している状態でスイッチオーバープロセスを開始すると原因災害が発生す
る可能性があります。

2. System Manager で、ローカルの MetroCluster サイト（サイト A ）にクラスタ管理者のクレデンシャルを
使用してログオンします。

3. [* Configuration * （設定 * ） ] > [* MetroCluster * （ * 設定 *
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MetroCluster のスイッチオーバー / スイッチバックの処理のウィンドウが表示されます。

4. 「 * 次へ * 」をクリックします。

MetroCluster のスイッチオーバー / スイッチバックの処理のステータスが表示され、ネゴシエートスイッ
チオーバーが可能かどうかが System Manager で検証されます。

5. 検証プロセスが完了したら、 [* サイト B からサイト A* へのスイッチオーバー ] をクリックしてスイッチ
オーバープロセスを開始します。

スイッチオーバー処理によってサイト B からサイト A に制御が切り替わることを示す警告メッセージが
表示されますサイト B のステータスは「到達不能」であり、サイト B のすべてのノードは赤で表示され
ます。

手順に記載されているとおり 1.、サイト B は単に接続されていないだけでなく、実際に停
止している必要がありますまた、スイッチオーバー処理によって原因のデータが失われる
可能性がある点にも注意してください。

6. 続行する場合は、チェックボックスがオンになっていることを確認してから、 * はい * をクリックしま
す。

スイッチオーバープロセスが開始されます。サイト A とサイト B の状態が、それぞれの構成図の上に表
示されます。スイッチオーバー処理が失敗した場合は、エラーメッセージが表示されます。[* 閉じる * ]

をクリックします。エラーを修正し、手順からやり直してください"1."

7. サイト B で必要なすべてのメンテナンス作業を実行します

8. サイト B が稼働していることを確認します。

修復プロセスが開始されます。修復の完了を示すメッセージが System Manager に表示されると、サイト
B が稼働し、スイッチバックプロセスの準備が行われます。ウィンドウの下部に、サイト A からサイト B

へのスイッチバック * ボタンが表示されます。

9. に進みます スイッチバックを実行しています スイッチバック処理を開始します。

スイッチバックを実行しています

System Manager 9.6 以降では、スイッチオーバー処理の完了後にスイッチバック処理を
実行して、元の MetroCluster サイト（サイト B ）に制御を戻すことができます。

作業を開始する前に

スイッチバック処理を実行する前に、次の作業を完了しておく必要があります。

• で MetroCluster サイトを準備する必要があります ネゴシエート（計画的）スイッチオーバーの実行 また
は 計画外スイッチオーバーの実行。

• 修復処理でエラーが発生した場合は、表示される手順に従って修正する必要があります。

• リモートサイトの状態が「 Getting ready for switchback 」と表示されている場合、アグリゲートはまだ再
同期中です。スイッチバックの準備が完了したことを示すステータスがリモートサイトに表示されるまで
待ちます。

このタスクについて
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スイッチオーバー処理が成功すると、 MetroCluster のスイッチオーバーとスイッチバックの処理のウィン
ドウが表示されます。このウィンドウには、両方のサイトのステータスと、処理が成功したことを示すメッセ
ージが表示されます。

手順

1. サイト A からサイト B へのスイッチバックを * クリックして、スイッチバック処理を開始します。

スイッチバック処理によって MetroCluster の制御がサイト B に戻ること、およびプロセスに時間がかか
る可能性があることを示す警告メッセージが表示されます。

2. 続行する場合は、 * はい * をクリックします。

3. スイッチバックプロセスが完了したら、次のいずれかの手順を実行します。

◦ スイッチバック処理が成功した場合は、「 * Done * 」をクリックして、 MetroCluster 処理の完了を確
認します。

スイッチバック処理が完了したことを示す System Manager のメッセージは、処理の完
了を確認するまで表示されたままです。スイッチバック処理の完了を確認するまで、別
の処理を開始したり、以降のスイッチオーバー / スイッチバック処理を監視したりする
ことはできません。

◦ スイッチバック処理が失敗した場合は、ステータス領域の上部にエラーメッセージが表示されます。
必要に応じて修正を加え、 [ サイト A からサイト B へのスイッチバック ] をクリックしてプロセスを
再試行します。

MetroCluster のスイッチオーバーとスイッチバックの処理のウィンドウ

System Manager 9.6 以降では、 MetroCluster のスイッチオーバーとスイッチバックの
処理のウィンドウを使用して、ネゴシエート（計画的）スイッチオーバーまたはサイト /

クラスタ（サイト B ）から別のサイト / クラスタ（サイト A ）への計画外スイッチオー
バーを開始できます。サイト B でメンテナンスや修復を実行したら、サイト A からサイ
ト B へのスイッチバックを開始し、このウィンドウで処理のステータスを確認できま
す。

コマンドボタン

• * サイト B からサイト A へのスイッチオーバー *

サイト B からサイト A にスイッチオーバーするプロセスを開始します

• * スイッチバックサイト A をサイト B に接続 *

サイト A からサイト B にスイッチバックするプロセスを開始します

その他の操作

• * サイト B クラスタ * に移動します

サイト B のクラスタ管理 IP アドレスを入力します
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• * 計画外スイッチオーバー * のチェックボックス

計画外スイッチオーバーを開始する場合は、「 Continue with Unplanned Switchover * 」（計画外スイッ
チオーバーを続行します * ）チェックボックスをオンにします。

ステータス領域

スイッチオーバーまたはスイッチバックのプロセスが進むにつれて、 System Manager には次の方法でステ
ータスが表示されます。

• * 進捗状況のグラフ *

処理の各フェーズと、それらが完了したフェーズが表示されます。フェーズは「スイッチオーバー」、「
サイト B の処理」、および「スイッチバック」です。

• * 詳細を表示 *

MetroCluster の処理が進むにつれて、システムイベントとそのタイムスタンプがリストに表示されます。

• * ローカル : サイト A *

サイト A にあるクラスタの構成図と、処理の進捗に応じたサイトのステータスが表示されます。

• * リモート：サイト B *

サイト B にあるクラスタの構成図と、処理の進捗に応じたサイトのステータスが表示されます。

サイト B にログインし、 MetroCluster スイッチオーバーおよびスイッチバック操作ウィンドウを表示する

と、サイト A のステータスは「非アクティブ」と表示され、サイト B のステータスは「 S WITCHOVER

mode 」と表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7以前を使用してアプリケーションを設定します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の事前定義された
アプリケーションテンプレートを使用して、既存のアプリケーションテンプレートを基
にした新しい設定を作成できます。その後、 ONTAP でアプリケーションのインスタン
スをプロビジョニングできます。

アプリケーションを設定するには、 * アプリケーションと階層 * > * アプリケーション * をクリックします。

アプリケーションのリストを表示しているときに他のユーザが CLI または REST API を使用し
てアプリケーションを追加した場合、それらの新しいアプリケーションはリストをスクロール
しても表示されません。

System Manager では、次のアプリケーションを設定できます。

• 一般アプリケーション *

• NAS コンテナ（ NFS クライアントまたは CIFS クライアントにエクスポートされたボリューム）

• 汎用の SAN アプリケーション（アプリケーションサーバにエクスポートされた LUN のセット）
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• データベース *

• MongoDB （ SAN 経由）

• Oracle （ NFS または SAN 経由）

• Oracle Real Application Cluster （ NFS または SAN 経由）

• Microsoft SQL Server （ SAN または SMB 経由）

• 仮想インフラストラクチャ *

• 仮想サーバ（ VMware 、 Hyper-V 、または Xen を使用）

• 関連情報 *

"ONTAP の概念"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、基本テンプレートをプロビジョニングします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 SAP

HANA の基本テンプレートを簡単にプロビジョニングできます。

このタスクについて

クラスタ管理者は、基本テンプレートを設定してアプリケーションをプロビジョニングできます。ここでは、
* SAP HANA Server * を設定する例を示します。

手順

1. [* アプリケーションと階層 >*Applications ] をクリックします

2. Basic * タブで、 * SAP HANA Server * テンプレートを選択します。

3. [ データベースの詳細 ] セクションで、次の項目を指定します。

◦ データベース名

◦ データベースサイズ

◦ ログサイズ

◦ tempdb サイズ

◦ サーバコアの数

◦ HA コントローラノードのスパニング

4. [Provision Storage] をクリックします

結果

SAP HANA Server アプリケーションがプロビジョニングされます。

• 関連情報 *

"フィールドの説明については、「アプリケーションのプロビジョニングの設定」を参照してください"

System Manager - ONTAP 9.7 以前のストレージサービスの定義

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）には、対応する最
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小パフォーマンス要因にマッピングされた事前定義済みのストレージサービスが含まれ
ています。

クラスタまたは SVM で実際に使用可能なストレージサービスは、 SVM 内のアグリゲートを構成するストレ
ージのタイプによって決まります。

次の表に、定義済みのストレージサービスと対応する最小パフォーマンス要因を示します。

ストレージサー
ビス

想定 IOPS （
SLA ）

最大 IOPS （
SLO ）

最小ボリューム
IOPS

推定レイテンシ 想定 IOPS
の適用

価値 TB あたり 128 TB あたり 512 75 17 ミリ秒 AFF の場合：は
い

それ以外の場合
：いいえ

パフォーマンス TB あたり 2 、
048

TB あたり 4096 500 2 ミリ秒 はい。

最高レベル TB あたり 6144 TB あたり 12288

回

1000 1 ミリ秒 はい。

次の表に、メディアまたはノードのタイプごとに使用可能なストレージサービスレベルを示します。

メディアまたはノード 使用可能なストレージサービスレベル

ディスク 価値

仮想マシンディスク 価値

FlexArray LUN の略 価値

ハイブリッド 価値

大容量フラッシュ 価値

ソリッドステートドライブ（ SSD ） - AFF 以外のド
ライブです

価値

パフォーマンスが最適化されたフラッシュ - SSD （
AFF ）

最高レベル、パフォーマンス、バリュー

ONTAP 9.7 以前のシステムマネージャに、 Microsoft SQL Server over SAN を追加します

拡張タブを使用して、 Microsoft SQL Server over SAN のインスタンスを ONTAP

System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）に追加できます。
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このタスクについて

次の手順では、 * Microsoft SQL Server * インスタンスを SAN 経由で System Manager に追加する方法につ
いて説明します。エクスポートプロトコルとして SMB を選択できるのは、 CIFS 用のライセンスがクラスタ
に設定されている場合のみです。この設定は Storage Virtual Machine （ SVM ）で行う必要があります。

手順

1. [* アプリケーションと階層 >*Applications ] をクリックします

2. [ 拡張 *] タブで、 [ * 追加 ] をクリックします

3. メニューから * Microsoft SQL Server インスタンス * を選択します。

ドロップダウンリストには、使用可能なすべてのアプリケーションタイプとテンプレート
タイプのリストが含まれます。

Microsoft SQL Server インスタンスの追加ウィンドウが表示されます。

4. 次の情報を指定します。

◦ データベース名

◦ データベースのサイズと必要な ONTAP サービスレベル

◦ サーバコアの数

◦ ログのサイズと必要な ONTAP サービスレベル

◦ tempdb 用にプロビジョニングします

サーバを tempdb 用にプロビジョニングするかどうかを指定します。

◦ エクスポートプロトコル（ SMB または SAN ）

SAN を指定します

◦ ホストオペレーティングシステム

◦ LUN 形式

◦ ホストマッピング

5. [ アプリケーションの追加 ] をクリックします

結果

Microsoft SQL Server over SAN インスタンスが System Manager に追加されます。

System Manager のアプリケーションプロビジョニング設定 - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager classic （ ONTAP 9.7 以前で使用可能）のデータベース、サー
バ、または仮想デスクトップの基本テンプレートまたは拡張テンプレートを設定する場
合は、詳細を指定する必要があります。アプリケーションのプロビジョニングが完了し
たら、詳細を編集し、サイズ変更（拡張のみ）を指定できます。このセクションでは、
各テンプレートのフィールドについて説明します。特定のアプリケーションのプロビジ
ョニングまたは設定の編集に必要なフィールドのみが表示されます。
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SAN 経由の Microsoft SQL データベースアプリケーションの詳細

SAN 経由の Microsoft SQL データベースアプリケーションをプロビジョニングしたり、設定を編集したりす
るには、次の情報を入力します。

• * データベース名 *

必須：設定するデータベースの名前。指定した名前は、各データベース用のストレージをプロビジョニン
グする際にプレフィックスとして使用されます。

• * データベースサイズ *

必須：データベースのサイズ（ MB 、 GB 、 TB 、 PB 単位）。

• * データベースの ONTAP サービス・レベル *

必須：データベースのサービスレベル。

• * ログサイズ *

必須：データベースログのサイズ。単位は MB 、 GB 、 TB 、 PB です。

• * ログの ONTAP サービスレベル *

必須：ログのサービスレベル。

• * tempdb *

必須： tempdb データベースのサイズ（ MB 、 GB 、 TB 、 PB 単位）。

• * エクスポートプロトコル *

必須：エクスポートプロトコルは SAN です

• * サーバコアの数（ SQL Server 上） *

データベースサーバの CPU コアの数を 2 単位で示します。

• * HA コントローラノードのスパニング *

ストレージオブジェクトをハイアベイラビリティペアの両方のノードにまたいで作成するかどうかを指定
します。

SAP HANA データベースをプロビジョニングするための詳細

• * アクティブな SAP HANA ノード *

アクティブな SAP HANA ノードの数。ノードの最大数は 16 です。

• * HANA ノードあたりのメモリサイズ *

単一の SAP HANA ノードのメモリサイズ。
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• * HANA ノードあたりのデータディスクサイズ *

各ノードのデータディスクのサイズ。

0 に設定すると、上記のメモリサイズフィールドを使用してデータ領域のサイズが計算され
ます。

SMB 経由の Microsoft SQL データベースアプリケーションの詳細

SMB 経由の Microsoft SQL データベースアプリケーションをプロビジョニングしたり、設定を編集したりす
るには、次の情報を入力します。

• * データベース名 *

必須：設定するデータベースの名前。指定した名前は、各データベース用のストレージをプロビジョニン
グする際にプレフィックスとして使用されます。

• * データベースサイズ *

必須：データベースのサイズ（ MB 、 GB 、 TB 、 PB 単位）。

• * データベースサービスレベル *

必須：データベースのサービスレベル。

• * サーバコアの数（ SQL Server 上） *

データベースサーバの CPU コアの数を 2 単位で示します。

• * ログサイズ *

必須：データベースログのサイズ。単位は MB 、 GB 、 TB 、 PB です。

• * ログサービスレベル *

必須：ログのサービスレベル。

• * Tempdb * 用にプロビジョニングします

必須： tempdb をプロビジョニングするかどうかを指定します。

• * エクスポートプロトコル *

必須：エクスポートプロトコルは SMB または SAN です。

SMB を選択できるのは、 CIFS 用のライセンスがクラスタに設定されている場合のみです。この設定は
SVM で行います。

• * ユーザにアクセス権を付与 *

必須：アプリケーションのアクセスレベル。
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• * 許可 *

必須：アプリケーションの権限レベル。

SQL Server アカウントの詳細

SQL Server アカウントにフルコントロールアクセスを付与するには、次の情報を入力します。

インストールアカウントには、「一致しました」という権限が付与されています。

• * SQL Server サービスアカウント *

必須：既存のドメインアカウント。「ドメイン \ ユーザ」と指定します。

• * SQL Server Agent サービスアカウント *

オプション：このドメインアカウントは、 SQL Server Agent サービスが設定されている場合、
domain\user の形式で指定します。

Oracle データベースアプリケーションの詳細

Oracle データベースアプリケーションをプロビジョニングしたり、設定を編集したりするには、次の情報を
入力します。

• * データベース名 *

必須：設定するデータベースの名前。指定した名前は、各データベース用のストレージをプロビジョニン
グする際にプレフィックスとして使用されます。

• * データファイルサイズ *

必須：データファイルのサイズ（ MB 、 GB 、 TB 、 PB 単位）。

• * データファイルの ONTAP サービスレベル *

必須：データファイルのサービスレベル。

• * Redo ロググループサイズ *

必須： Redo ロググループのサイズ。単位は MB 、 GB 、 TB 、 PB です。

• * Redo ロググループの ONTAP サービスレベル *

必須： Redo ロググループのサービスレベル。

• * アーカイブログサイズ *

必須：アーカイブログのサイズ（ MB 、 GB 、 TB 、 PB 単位）。

• * アーカイブログの ONTAP サービスレベル *
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必須：アーカイブグループのサービスレベル。

• * エクスポートプロトコル *

エクスポートプロトコル： SAN または NFS

• * イニシエータ *

イニシエータグループに含めるイニシエータ（ WWPN または IQN ）をカンマで区切ったリスト。

• * ホストにアクセスを許可 *

アプリケーションにアクセスを許可するホストの名前。

MongoDB アプリケーションの詳細

MongoDB アプリケーションをプロビジョニングしたり、設定を編集したりするには、次の情報を入力しま
す。

• * データベース名 *

必須：設定するデータベースの名前。指定した名前は、各データベース用のストレージをプロビジョニン
グする際にプレフィックスとして使用されます。

• * データセットサイズ *

必須：データファイルのサイズ（ MB 、 GB 、 TB 、 PB 単位）。

• * データセットの ONTAP サービスレベル *

必須：データファイルのサービスレベル。

• * レプリケーションファクタ *

必須：レプリケーションの数。

• * プライマリホストのマッピング *

必須：プライマリホストの名前。

• * レプリカホスト 1 のマッピング *

必須：最初のホストレプリカの名前。

• * レプリカホスト 2 のマッピング *

必須： 2 番目のホストレプリカの名前。

仮想デスクトップアプリケーションの詳細

仮想デスクトップインフラの（ VDI ）をプロビジョニングしたり、設定を編集したりするには、次の情報を
入力します。
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• * 平均デスクトップサイズ（ SAN 仮想デスクトップに使用） *

シンプロビジョニングされた各ボリュームのサイズを MB 、 GB 、 TB 、または PB 単位で確認できま
す。

• * デスクトップサイズ *

これは、プロビジョニングするボリュームのサイズを MB 、 GB 、 TB 、または PB 単位で決定するため
に使用されます。

• * デスクトップの ONTAP サービスレベル *

必須：データファイルのサービスレベル。

• * デスクトップの数 *

指定した数に基づいて、作成されるボリュームの数が決まります。

この値は仮想マシンのプロビジョニングには使用されません。

• * ハイパーバイザー * を選択します

これらのボリュームに使用するハイパーバイザー。これにより、正しいデータストアプロトコルが決まり
ます。VMware 、 Hyper-V 、 XenServer / KVM のいずれかを選択できます。

• * デスクトップの持続性 *

デスクトップを永続的にするか非永続的にするかを指定します。デスクトップの永続性を選択すると、
Snapshot スケジュールやポストプロセスの重複排除ポリシーなど、ボリュームのデフォルト値が設定さ
れます。インライン効率化は、すべてのボリュームに対してデフォルトで有効になります。

これらのポリシーはプロビジョニング後に手動で変更できます。

• * データストアプレフィックス *

入力した値を使用してデータストアの名前が生成されます。該当する場合は、エクスポートポリシーまた
は共有の名前にもこの値が使用されます。

• * エクスポートプロトコル *

エクスポートプロトコル： SAN または NFS

• * イニシエータ *

イニシエータグループに含めるイニシエータ（ WWPN または IQN ）をカンマで区切ったリスト。

• * ホストにアクセスを許可 *

アプリケーションにアクセスを許可するホストの名前。
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イニシエータの詳細

イニシエータを設定するには、次の情報を入力します。

• * イニシエータグループ *

既存のグループを選択するか、新しいグループを作成できます。

• * イニシエータグループ名 *

新しいイニシエータグループの名前。

• * イニシエータ *

イニシエータグループに含めるイニシエータ（ WWPN または IQN ）をカンマで区切ったリスト。

次のフィールドは、 _SAP HANA のプロビジョニングにのみ適用されます。

• * イニシエータの OS タイプ *

新しいイニシエータグループのオペレーティングシステムのタイプ。

• * FCP ポートセット *

イニシエータグループをバインドする FCP ポートセット。

ホストアクセス設定

ボリュームへのホストアクセスを設定するには、次の情報を入力します。

• * ボリュームエクスポート設定 *

作成時にボリュームに適用するエクスポートポリシーを選択します。オプションは次のとおりです。

◦ すべて許可（ Allow All ）

すべてのクライアントに読み取り / 書き込みアクセスを許可するエクスポートルールが作成されま
す。

◦ カスタムポリシーを作成する

読み取り / 書き込みアクセスを許可するホストの IP アドレスを指定できます。

ボリュームエクスポートポリシーは、 System Manager のワークフローを使用してあとか
ら変更できます。

• * ホスト IP アドレス *

IP アドレスをカンマで区切ったリスト。
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NFS ベースのシステムに対し、データストアプレフィックスを使用して新しいエクスポー
トポリシーが作成され、 IP のリストへのアクセスを許可するルールが作成されます。

アプリケーションの詳細

アプリケーションが追加されると、 [ アプリケーションの詳細 ] ウィンドウの [ 概要 *] タブで構成設定を表示
できます。設定されているアプリケーションのタイプに応じて、 NFS アクセスや CIFS アクセス、権限など
のその他の詳細が表示されます。

• * タイプ *

作成されたアプリケーション、データベース、または仮想インフラのタイプ。

• * SVM *

アプリケーションが作成されたサーバ仮想マシンの名前。

• * サイズ *

ボリュームの合計サイズ。

• * 利用可能 *

ボリュームで現在使用可能なスペースの量。

• * 保護 *

設定されているデータ保護のタイプ。

使用済みスペース、 IOPS 、レイテンシに関するパフォーマンスの詳細については、「 * コンポーネント * 」
ペインと「ボリューム * 」ペインを展開できます。

Components ペインに表示される使用済みサイズは、 CLI に表示される使用済みサイズとは異
なります。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してアプリケーションを編集します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、プロ
ビジョニングされたアプリケーションを編集し、ストレージサイズを増やしたり、アプ
リケーションの Snapshot コピーを管理したりできます。

このタスクについて

クラスタ管理者は、プロビジョニングしたアプリケーションを編集してストレージサイズを変更できます。ま
た、アプリケーションの Snapshot コピーを作成、リストア、または削除することもできます。次の手順の例
では、 * NAS * Container * アプリケーションを編集する方法を説明します。

手順

1. [* アプリケーションと階層 >*Applications ] をクリックします

2. NAS コンテナアプリケーションの名前をクリックします。
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アプリケーションのリストを表示しているときに他のユーザが CLI または REST API を使
用してアプリケーションを追加した場合、それらの新しいアプリケーションはリストをス
クロールしても表示されません。

[ アプリケーションの詳細： NAS] ウィンドウの [ 概要 *] タブには、アプリケーションの設定が表示され
ます。

3. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

Edit NAS Container-NAS （ NAS コンテナの編集： NAS ）には、現在のストレージサイズ設定と、 NFS

Access-Grant Access to Host アドレスが表示されます。

4. ストレージ合計サイズ * の値を変更します。

5. サイズ単位のフィールドで、ドロップダウンメニューから適切な単位を選択します（バイト、 MB 、 GB

、または TB ）。

6. [Service Level] ONTAP フィールドで、ドロップダウンメニューから値を選択します。

7. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

8. [Application Details: NAS] ウィンドウに戻り、 [ Snapshot Copies] タブを選択します。

このプロビジョニング済みアプリケーションの Snapshot コピーが一覧表示されます。「 * Search * 」フ
ィールドを使用して、 Snapshot コピーを名前で検索できます。

9. 次のタスクを必要に応じて実行し、 Snapshot コピーを管理します。

タスク アクション

作成 Create * をクリックして、新しい Snapshot コピー
を作成します。

リストア リストアする Snapshot コピーの横にあるチェック
ボックスをクリックし、 * Restore * をクリックし
ます。

削除 削除する Snapshot コピーの横にあるチェックボッ
クスをクリックし、 * Delete * をクリックします。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してアプリケーションを削除します

プロビジョニングされたアプリケーションが不要になった場合は、ONTAP System

Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して削除できます。

このタスクについて

クラスタ管理者は、プロビジョニングしたアプリケーションが不要になった場合に削除することができます。
次の手順の例では、 *NAS Container * アプリケーションを削除する方法を説明します。

手順

1. [* アプリケーションと階層 >*Applications ] をクリックします
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2. NAS コンテナアプリケーションの名前をクリックします。

アプリケーションのリストを表示しているときに他のユーザが CLI または REST API を使
用してアプリケーションを追加した場合、それらの新しいアプリケーションはリストをス
クロールしても表示されません。

[ アプリケーションの詳細： NAS] ウィンドウの [ 概要 *] タブには、アプリケーションの設定が表示され
ます。

3. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

このアプリケーションを削除してよいかどうかを確認する警告メッセージがダイアログボックスに表示さ
れます。

4. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

アプリケーションの削除処理を使用して削除されたボリュームは、リカバリキューに配置
されません。ボリュームはただちに削除されます。

System Manager のアプリケーションウィンドウ - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
Storage Virtual Machine （ SVM ）内のアプリケーションのリストを表示できます。リス
トには、各アプリケーションに関する詳細情報が表示されます。

タブ

System Manager では、クラスタの構成に応じて、次のいずれかの方法でアプリケーションに関する情報が表
示されます。

• * タブなし *

アプリケーションの名前、タイプ、ストレージ使用率、パフォーマンスなどの詳細情報。 および関連情
報。

• * 2 つのタブ *

ディスプレイには、アプリケーションに関する情報が 2 つのタブに表示されます。

◦ * 拡張された *

アプリケーションの名前、タイプ、ストレージ使用率、パフォーマンスなどの詳細情報。 および関連
情報。

◦ * 基本 *

アプリケーションに関する基本情報。
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アプリケーションのリスト

選択した SVM のアプリケーションは、次の方法で、リストの * 拡張タブに表示されます。

• System Manager 9.5 以前では、最大 32 個のアプリケーションがリストに表示されます。

• System Manager 9.6 では、最初の 25 個のアプリケーションがリストに表示されます。リストの一番下ま
でスクロールすると、 25 個のアプリケーションがリストに追加されます。スクロールし続けると、 25 個
のアプリケーションを一度に追加して、リストを最大 1000 個のアプリケーションまで展開できます。

列をリストします

各アプリケーションに関する情報は、次の列の * 拡張 * タブに一覧表示されます。

•
* 矢印を展開 / 折りたたみます *

矢印をクリックすると、情報を展開して詳細ビューを表示したり、情報を折りたたんで概要ビューに戻し
たりできます。

• * 名前 *

アプリケーションの名前。

• * タイプ *

アプリケーションのタイプ。

• * コンポーネント *

アプリケーションのコンポーネント。

• * ONTAP サービスレベル *

アプリケーションの ONTAP サービスのレベル。

• * 使用法 *

使用率を示すグラフィカルバー。

• * 使用済み *

アプリケーションで使用されているストレージスペースの量。

• * 利用可能 *

アプリケーションに使用できる残りのストレージスペースの量。

• * サイズ *

アプリケーションのサイズ。

• * IOPS *
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アプリケーションの 1 秒あたりの入出力処理の数（ IOPS ）。

• * 遅延 *

アプリケーションのレイテンシの量。

入力フィールド

次のフィールドを使用して、情報の表示を変更できます。

• * SVM *

SVM のドロップダウンリストを表示し、表示するアプリケーションが含まれている SVM を選択できま
す。

• * 検索フィールド *

アプリケーション名のすべてまたは一部を入力し、入力した条件に基づいて検索を開始できます。条件に
一致する名前を持つアプリケーションのみがリストに表示されます。

• * フィールドで並べ替え *

アプリケーションの名前、サイズ、またはタイプに基づいてリストをソートできます。

アクションアイコン

[ 拡張 *] タブの次のアイコンを使用して、アクションを開始できます。

•

* アイコンを追加します *

選択した SVM にアプリケーションを追加できます。

• * フィルタアイコン *

検索結果に表示するアプリケーションのタイプを指定できます。

•
* 表示アイコン *

アプリケーション情報のリストビューとカードビューを切り替えることができます。

System Manager を使用した構成の更新 - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用し
て、Storage Virtual Machine（SVM）管理の詳細を設定できます。

SVM の管理の詳細を設定する

System Manager を使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）管理の詳細を簡単に設定することができま
す。必要に応じて、 SVM の管理を SVM 管理者に委譲することもできます。
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このタスクについて

SVM 管理者は、委譲された SVM の管理に System Manager を使用できません。SVMs を管理するには、コ
マンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用する必要があります。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster*] > [* Configuration Updates* ] をクリックします。

2. [* SVM * ] タブでノードを選択し、 [ * 管理の詳細の設定 * ] をクリックします。

3. [Administrator Details] セクションで 'vsadmin ユーザー・アカウントのパスワードを設定します

4. SVM 管理用に専用の LIF を作成する場合は、 * SVM 管理用の LIF を作成する * を選択して、ネットワー
クの詳細を指定します。

データプロトコルと管理プロトコルでは同じ LIF を共有できないため、 SAN プロトコルでは専用の SVM

管理 LIF が必要になります。SVM 管理 LIF は、データポート上にのみ作成できます。

5. ネットワークの詳細を指定します。

状況 作業

サブネットを使用して IP アドレスを指定します a. サブネットを使用する * を選択します。

b. Add Details ダイアログボックスで、 IP アドレ
スを割り当てるサブネットを選択します。

クラスタ間 LIF の場合、選択した IPspace に関
連付けられているサブネットだけが表示されま
す。

c. インターフェイスに特定の IP アドレスを割り
当てる場合は、 * 特定の IP アドレスを使用す
る * を選択して、 IP アドレスを入力します。

指定した IP アドレスがサブネット内にない場
合、追加されます。

d. [OK] をクリックします。
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状況 作業

サブネットを使用せずに手動で IP アドレスを指定
します

a. サブネットなし * を選択します。

b. [ 詳細の追加 ] ダイアログボックスで、次の手順
を実行します。

i. IP アドレスとネットワークマスクまたはプ
レフィックスを指定します。

ii. オプション：ゲートウェイを指定します。

IP アドレスファミリーに基づいて、デステ
ィネーションフィールドにデフォルト値が
設定されます。

iii. デフォルト値を使用しない場合は、新しい
デスティネーションの値を指定します。ル
ートが存在しない場合は、ゲートウェイと
デスティネーションに基づいて新しいルー
トが自動的に作成されます。

c. [OK] をクリックします。

6. データ LIF を作成するポートを指定します。

a. [* 参照 ] をクリックします。

b. [ ネットワークポートまたはアダプタの選択 *] ダイアログボックスでポートを選択し、 [OK] をクリッ
クします。

設定の更新ウィンドウ

Configuration Updates ウィンドウを使用すると、クラスタ、 Storage Virtual Machine （ SVM ）、およびノ
ードの設定の詳細を更新できます。

タブ

• * ノード * ：

ノードの詳細を設定できます。

• * SVM *

SVM の詳細を設定できます。

[ ノード（ Nodes ） ] タブ

コマンドボタン

• * ノード名の編集 *

ノード名の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ノードの名前を変更できま
す。
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• * ノード管理 LIF を作成 *

ノード管理 LIF の作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、特定のノードを管理
するためのノード管理 LIF を作成できます。

• * AutoSupport * を編集します

Edit AutoSupport Settings ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 E メール通知の
送信元の E メールアドレスを指定したり、ホスト名の複数の E メールアドレスを追加したりできます。

SVM タブをクリックします

コマンドボタン

• * 管理の詳細を設定 *

Configure Administration Details （管理の詳細の設定）ダイアログボックスを開きます。このダイアログ
ボックスで、 SVM の管理の詳細を設定できます。

• 関連情報 *

クラスタを作成

IP アドレス範囲を無効にした状態でのネットワークの設定

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンでサービスプロセッサを使用します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）のサービスプロセ
ッサを使用して、ストレージシステムの温度、電圧、電流、ファン速度などのパラメー
タを監視および管理できます。

管理ネットワークトラフィックを分離します

SP / BMC と e0M 管理インターフェイスは、管理トラフィック専用のサブネット上に設定することを推奨し
ます。管理ネットワーク上でデータトラフィックを実行すると、原因のパフォーマンスの低下やルーティング
の問題が発生する可能性があります。

ほとんどのストレージコントローラの管理イーサネットポート（シャーシ背面にあるレンチマークの付いたポ
ート）は、内部イーサネットスイッチに接続されます。内部スイッチは、 SP / BMC および e0M 管理インタ
ーフェイスへの接続を提供します。これらを使用して、 Telnet 、 SSH 、 SNMP などの TCP/IP プロトコル経
由でストレージシステムにアクセスできます。

リモート管理デバイスと e0M の両方を使用する場合は、同じ IP サブネット上に設定する必要があります。こ
れらは低帯域幅のインターフェイスであるため、 SP / BMC と e0M は管理トラフィック専用のサブネット上
に設定することを推奨します。

管理トラフィックを分離できない場合や、専用の管理ネットワークの規模が非常に大きい場合は、ネットワー
クトラフィックをできるだけ少なく抑える必要があります。イングレスブロードキャストまたはマルチキャス
トトラフィックが大量になると、 SP / BMC のパフォーマンスが低下する可能性があります。
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AFF A800 などの一部のストレージコントローラには、外部ポートが 2 つあります。 1 つは
BMC 用、もう 1 つは e0M 用です。これらのコントローラの場合、 BMC と e0M を同じ IP サ
ブネット上に設定する必要はありません。

サービスプロセッサへの IP アドレスの割り当て

System Manager を使用して IP アドレスをすべてのサービスプロセッサに同時に割り当て、これらのサービ
スプロセッサを使用して、ストレージシステムのさまざまなシステムパラメータを監視および管理することが
できます。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster*] > [* Configuration Updates* ] をクリックします。

2. [Service Processor* （サービスプロセッサ * ） ] ウィンドウで、 [* グローバル設定 * （ Global Settings *

） ] をクリックします。

3. [* グローバル設定 * （ Global Settings * ） ] ダイアログボックスで、 IP アドレスを割り当てるソースを選
択します。

状況 作業

IP アドレスを DHCP サーバから自動的に割り当て
ます

「 * DHCP 」を選択します。

IP アドレスをサブネットから割り当てます [* Subnet] を選択します。

IP アドレスを手動で割り当てる [* 手動割り当て * ] を選択します。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

サービスプロセッサ設定を編集します

IP アドレス、ネットワークマスクまたはプレフィックス長、ゲートウェイアドレスなどのサービスプロセッ
サ属性は、 System Manager を使用して変更できます。IP アドレスが割り当てられていないサービスプロセ
ッサに IP アドレスを割り当てることもできます。

このタスクについて

• IP アドレスが手動で割り当てられているサービスプロセッサの設定を編集できます。

• DHCP サーバまたはサブネットから IP アドレスが割り当てられているサービスプロセッサの設定は編集
できません。

手順

1. [ * Configuration * > * Cluster * > * Service Processor * ] をクリックします。

2. [ サービスプロセッサ * ] ウィンドウで、変更するサービスプロセッサを選択し、 [ * 編集 ] をクリックしま
す。

3. [ サービスプロセッサの編集 *] ダイアログボックスで、必要な変更を行い、 [ 保存して閉じる *] をクリッ
クします。
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サービスプロセッサを確認

サービスプロセッサは、ストレージシステム上のシステムに依存しないリソースであり、温度、電圧、電流、
ファン速度などのストレージシステムパラメータを監視および管理できます。

サービスプロセッサがいずれかのストレージシステムパラメータで異常な状態を検出すると、サービスプロセ
ッサはイベントをログに記録し、問題について ONTAP に通知します。また、 E メールまたは SNMP トラッ
プを使用して AutoSupport メッセージを生成します。

サービスプロセッサは、 watchdog メカニズムを介して ONTAP を監視し、パートナーノードへの即座のフェ
イルオーバーを可能にします。サービスプロセッサは多数のシステムイベントも追跡し、ログファイルに保存
します。イベントには、ブートの進行状況、 Field Replaceable Unit （ FRU ；フィールド交換可能ユニット
）の交換、 ONTAP が生成するイベント、ユーザトランザクション履歴が含まれます。

サービスプロセッサを使用すると、ストレージシステムの状態に関係なくリモートからログインして、システ
ムの診断、シャットダウン、電源の再投入、リブートを実行できます。また、サービスプロセッサにはリモー
ト診断機能もあります。

監視機能と管理機能が統合されているサービスプロセッサを使用すると、問題発生時にストレージシステムを
評価して、効果的な保守操作を即座に実行できます。

サービスプロセッサウィンドウ

サービスプロセッサウィンドウを使用して、 IP アドレス、ネットワークマスク（ IPv4 ）、プレフィックス長
（ IPv6 ）、ゲートウェイなどのサービスプロセッサ属性を表示および変更したり、サービスプロセッサの IP

ソースを設定したりできます。

コマンドボタン

• * 編集 * 。

サービスプロセッサの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、サービスプロセ
ッサの IP アドレス、ネットワークマスク（ IPv4 ）またはプレフィックス長（ IPv6 ）、およびゲートウ
ェイの情報を変更できます。

• * グローバル設定 *

Global Settings ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、すべてのサービスプロセ
ッサの IP アドレスのソースを、 DHCP 、サブネット、または手動のいずれかとして設定できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

サービスプロセッサのリスト

• * ノード *

サービスプロセッサが配置されているノードを指定します。

• * IP アドレス *

サービスプロセッサの IP アドレスを指定します。
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• * ステータス *

サービスプロセッサのステータスを示します。オンライン、オフライン、デーモンオフライン、ノードオ
フライン、デグレード、 リブートされたか、不明です。

• * MAC アドレス *

サービスプロセッサの MAC アドレスを指定します。

詳細領域

サービスプロセッサリストの下の領域には、 IP アドレス、ネットワークマスク（ IPv4 ）、プレフィックス長
（ IPv6 ）、ゲートウェイ、 IP ソース、 MAC アドレス、ファームウェアバージョン、ファームウェアの自動
更新が有効かどうかなどの一般的な詳細情報。

• 関連情報 *

IP アドレス範囲を無効にした状態でのネットワークの設定

System Manager とクラスタピア - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 2 つ
のクラスタをピアリングし、ピアクラスタ間でリソースを調整および共有できるように
することができます。SnapMirror テクノロジと SnapVault テクノロジを使用したデータ
レプリケーションや、 MetroCluster 構成で FlexCache ボリュームと SyncMirror テクノ
ロジを使用したデータレプリケーションを行うには、クラスタ間にピア関係を設定する
ことが必要になります。

ピアリングパスフレーズを生成

System Manager 9.6 以降では、ローカルクラスタの IPspace のパスフレーズを生成し、リモートクラスタで
ピア関係を作成するときに同じパスフレーズを使用できます。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster Peers* ] をクリックします。

2. [Generate Peering Passphrase]( ピアリングパスフレーズの生成 ) を

[Generate Peering Passphrase] ダイアログウィンドウが表示されます。

3. 次のフィールドを設定します。

◦ * IPspace * ：プルダウンメニューから IPspace を選択します。

◦ * パスフレーズの有効期限 * ：パスフレーズを有効にする期間をドロップダウンメニューから選択しま
す。

◦ * SVM 権限 * ：次のいずれかを選択します。

▪ * すべての SVM * ：クラスタへのアクセスをすべての SVM に許可します。

▪ * 選択した SVM * 。クラスタへのアクセスを許可する SVM を指定します。指定するフィールドで
SVM 名を選択します。
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4. *オプション：リモートクラスタの有効なクラスタバージョンがONTAP 9.6より前の場合はチェックボッ
クスを選択します。選択しないとクラスタピアリングが生成されません。

5. [*Generate] をクリックしてパスフレーズを生成します。

生成が完了すると、パスフレーズが記載されたメッセージが表示されます。

6. パスフレーズを E メールで送信するかコピーする場合は、次のいずれかを実行します。

◦ [ * 電子メールパスフレーズの詳細を送信する * ] をクリック

◦ [* パスフレーズのコピー * ] をクリックします。

クラスタピアパスフレーズを変更します

クラスタピアの作成時に作成されたパスフレーズを変更できます。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster Peers* ] をクリックします。

2. ピアクラスタを選択し、 * Edit * をクリックします

ドロップダウンメニューが表示されます。

3. [ ローカルクラスタのパスフレーズ ] をクリックします。

Edit Local Cluster Passphrase （ローカルクラスタのパスフレーズの編集）ダイアログウィンドウが表示

4. [ パスフレーズの入力 *] フィールドに新しいパスフレーズを入力し、 [ 適用 *] をクリックします。

パスフレーズは 8 文字以上で指定する必要があります。

パスフレーズはすぐに変更されます。ただし、正しい認証ステータスが表示されるまでに時間がかかるこ
とがあります。

5. リモートクラスタにログインし、手順を実行します 1. から 4. リモートクラスタでパスフレーズを変更し
てください。

リモートクラスタでパスフレーズを変更するまで、ローカルクラスタの認証ステータスは「 ok_and_offer

」と表示されます。

リモートクラスタ用に設定されている LIF を変更します

System Manager を使用して、リモートクラスタ用に設定されている IPspace およびクラスタ間論理インター
フェイス（ LIF ）を変更できます。クラスタ間 IP アドレスの新規追加や既存の IP アドレスの削除が可能で
す。

作業を開始する前に

クラスタピア関係を作成するためには、クラスタ間 IP アドレスが少なくとも 1 つ必要です。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster*] > [* Configuration Updates* ] をクリックします。
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2. ピアクラスタを選択し、 * Edit * をクリックします

ドロップダウンメニューが表示されます。

3. [* Peer Cluster Network Parameters* （ピアクラスタネットワークパラメータ * ） ] をクリック

[Edit Peer Network Parameters] ダイアログボックスが表示されます。

4. 必要に応じて、次のフィールドを変更します。

◦ * IPspace * ：プルダウンメニューから IPspace を選択します。

◦ * インタークラスタ LIF * ：クラスタ間 IP アドレスを追加または削除します。複数の IP アドレスを追
加する場合は、カンマで区切ります。

5. * 変更 * をクリックします。

6. [Cluster Peers （クラスタピア * ） ] ウィンドウで行った変更を確認します。

ピアリングの暗号化ステータスを変更します

System Manager を使用して、選択したクラスタのピアリングの暗号化ステータスを変更できます。

このタスクについて

暗号化ステータスは有効または無効にできます。[ 有効 ] から [ 無効 ] または [ 無効 ] から [ 有効 ] にステータ
スを変更するには、 [ * 暗号化の変更 * ] を選択します。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster Peers* ] をクリックします。

2. ピアクラスタを選択し、 * Edit * をクリックします

ドロップダウンメニューが表示されます。

3. ［ * 暗号化の変更 * ］ をクリックします。

暗号化ステータスが「 N/A 」の場合、このアクションは使用できません。

[ 暗号化の変更 ] ダイアログボックスが表示されます。現在の暗号化ステータスがボタンに表示されま
す。

4. ボタンをスライドしてピアリングの暗号化ステータスを変更し、次に進みます。

◦ 現在の暗号化ステータスが「 none 」の場合は、トグルボタンをスライドしてステータスを「 tls_psk

」に変更することで暗号化を有効にできます。

◦ 現在の暗号化ステータスが「 TLS_PSK 」の場合は、トグルボタンをスライドしてステータスを「
none 」に変更することで暗号化を無効にできます。

5. ピアリングの暗号化を有効または無効にしたら、新しいパスフレーズを生成してピアクラスタで指定する
か、ピアクラスタで生成済みの既存のパスフレーズを適用することができます。

ローカルサイトで使用しているパスフレーズがリモートサイトで使用しているパスフレー
ズと一致しないと、クラスタピア関係は正しく機能しません。
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次のいずれかを選択します。

◦ * パスフレーズを生成 * ：手順に進みます #step_1ABAF15926174E709CA59192E200ABE3。

◦ * 既存のパスフレーズを使用 * ：手順に進みます #step_2EFD822431974811AD2260C3F31DC977。

6. [Generate a passphrase （パスフレーズの生成） ] を選択した場合は、必要なフィールドに入力します

◦ * IPspace * ：ドロップダウンメニューから IPspace を選択します。

◦ * パスフレーズの有効期限 * ：パスフレーズを有効にする期間をドロップダウンメニューから選択しま
す。

◦ * SVM 権限 * ：次のいずれかを選択します。

▪ * すべての SVM * 。すべての SVM にクラスタへのアクセスを許可します。

▪ * 選択した SVM * 。クラスタへのアクセスを許可する SVM を指定します。指定するフィールドで
SVM 名を選択します。

7. *オプション：リモートクラスタの有効なクラスタバージョンがONTAP 9.6より前の場合はチェックボッ
クスを選択します。選択しないとパスフレーズの生成が失敗します。

8. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

関係のパスフレーズが生成されて表示されます。パスフレーズはコピーするか E メールで送信することが
できます。

リモートクラスタでパスフレーズを指定するまで、ローカルクラスタの認証ステータスは、選択したパス
フレーズの有効期間に「 ok_and_offer 」と表示されます。

9. リモートクラスタで新しいパスフレーズを生成済みの場合は、次の手順を実行します。

a. [ * 既存のパスフレーズを使用する * ] をクリックします。

b. 「 * Passphrase * 」フィールドに、リモートクラスタで生成されたパスフレーズと同じパスフレーズ
を入力します。

c. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

クラスタピア関係を削除します

System Manager を使用して、不要になったクラスタピア関係を削除できます。クラスタピア関係は、ピア関
係にある各クラスタから削除する必要があります。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Cluster Peers* ] をクリックします。

2. 関係を削除するクラスタピアを選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

4. リモートクラスタにログインし、手順を実行します 1. から 3. ローカルクラスタとリモートクラスタ間の
ピア関係を削除します。

ローカルクラスタとリモートクラスタの両方から関係が削除されるまで、ピア関係のステータスは「
unhealthy 」と表示されます。
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クラスタピアウィンドウ

クラスタピアウィンドウを使用してピアクラスタ関係を管理し、クラスタ間でデータを移動できます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

クラスタピアリングの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、リモートクラス
タとの関係を作成できます。

• * 編集 * 。

ドロップダウンメニューに次のオプションが表示されます。

◦ * ローカルクラスタのパスフレーズ *

Edit Local Cluster Passphrase （ローカルクラスタのパスフレーズの編集）ダイアログボックスを開き
ます。このダイアログボックスで、ローカルクラスタを検証する新しいパスフレーズを入力できま
す。

◦ * ピアクラスタのネットワークパラメータ *

Edit Peer Cluster Network Parameters ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、
IPspace を変更したり、クラスタ間 LIF の IP アドレスを追加または削除したりできます。

複数の IP アドレスを追加する場合は、カンマで区切ります。

◦ * 暗号化の変更 *

選択したピアクラスタの Change Encryption ダイアログボックスを開きます。ピア関係の暗号化を変
更した場合、新しいパスフレーズを生成してピアクラスタで指定するか、ピアクラスタで生成済みの
既存のパスフレーズを指定することができます。

暗号化ステータスが「 N/A 」の場合、このアクションは使用できません。

• * 削除 *

クラスタピア関係の削除ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択したピアクラ
スタ関係を削除できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

• * SVM の権限の管理 *

SVM で SVM ピア要求を自動的に承認できます。

• * ピアリングパスフレーズの生成 *

IPspace 、パスフレーズの有効期限、および権限を付与する SVM を指定して、ローカルクラスタの
IPspace のパスフレーズを生成できます。
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リモートクラスタでも同じピアリングパスフレーズを使用します。

ピアクラスタリスト

• * ピアクラスタ *

関係内のピアクラスタの名前を示します。

• * 利用可能性 *

ピアクラスタを通信に使用できるかどうかを示します。

• * 認証ステータス *

ピアクラスタが認証済みかどうかを示します。

• * ローカルクラスタ IPspace *

ローカルクラスタピア関係に関連付けられている IPspace が表示されます。

• * ピアクラスタのクラスタ間 IP アドレス *

クラスタ間ピア関係に関連付けられている IP アドレスが表示されます。

• * 最終更新日時 *

ピアクラスタが最後に変更された日時が表示されます。

• * 暗号化 *

ピア関係の暗号化ステータスが表示されます。

System Manager 9.6 以降では、 2 つのクラスタ間にピア関係を確立する際、デフォルトで
ピア関係が暗号化されます

◦ * N/A * ：暗号化は関係に適用されません。

◦ * none * ：ピア関係は暗号化されません。

◦ * tls_psk * ：ピア関係は暗号化されています。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してハイアベイラビリティペアを作成します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、ノンス
トップオペレーションやフォールトトレランスに必要なハードウェアの冗長性を確保す
るハイアベイラビリティ（HA）ペアを作成できます。

[ ハイアベイラビリティ（ High Availability ） ] ウィンドウ

ハイアベイラビリティウィンドウには、 ONTAP のすべての HA ペアのハイアベイラビリティ（ HA ）の状
態、インターコネクトのステータス、テイクオーバーまたはギブバックのステータスが図で表示されます。ハ
イアベイラビリティウィンドウを使用して、テイクオーバー処理やギブバック処理を手動で開始することもで
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きます。

HA ペアの図をクリックすると、テイクオーバー / ギブバックのステータスやインターコネクトのステータス
などの詳細を確認できます。

HA ペアのステータスは色で示されます。

• グリーン： HA ペアとインターコネクトが最適に構成されており、テイクオーバーやギブバックが可能で
あることを示します。

テイクオーバーを実行中、ギブバックを実行中、およびギブバックを待機中の状態のときもグリーンにな
ります。

• 赤：テイクオーバーエラーなどのダウングレード状態が発生していることを示します。

• イエロー：インターコネクトのステータスが停止中であることを示します。

クラスタの複数の HA ペアで同時にストレージフェイルオーバー処理を実行中の場合、表示されるクラスタの
ステータスは HA ペアのステータスと重大度に基づいて決まります。クラスタのステータス表示の優先順位
は、テイクオーバー実行中、ギブバック実行中、ギブバック待機中の順となります。

アクション

HA ペアのノードのステータスに基づいて、テイクオーバーやギブバックなどの作業を実行できます。

• テイクオーバー 'node_name

パートナーノードで保守を行う必要があるときにテイクオーバー処理を実行できます。

• giveback`node_name

テイクオーバーされたパートナーノードがギブバック待機状態または部分的なギブバック状態になったと
きにギブバック処理を実行できます。

• 自動ギブバックを有効または無効にします

自動ギブバック処理を有効または無効にします。

自動ギブバックはデフォルトでは有効になっています。

コマンドボタン

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ハイアベイラビリティウィンドウに表示される情報は、 60 秒ごとに自動的に更新されま
す。

• 関連情報 *

HA ペアの監視
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してライセンスを管理します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、クラス
タまたはノードにインストールされているソフトウェアライセンスを表示、管理、削除
できます。

ライセンスを削除します

System Manager の Licenses window を使用して、クラスタまたはノードにインストールされているソフトウ
ェアライセンスを削除することができます。

ONTAP 9.8以降を使用したライセンスの管理については、次の情報を参照してください。

• "ライセンスの管理の概要（クラスタ管理者のみ）"

• "ライセンスキーを追加して新しい機能を有効にします"

作業を開始する前に

削除するソフトウェアライセンスがどのサービスまたは機能でも使用されていないことを確認しておく必要が
あります。

手順

1. [* Configuration * （設定 * ） ] > [* Cluster * （クラスタ * ） ] > [* Licenses * （ライセンス *

2. [Licenses] ウィンドウで、適切なアクションを実行します。

状況 手順

ノードの特定のライセンスパッケージまたはマスタ
ーライセンスを削除する

[ * 詳細 * ] タブをクリックします。

クラスタ内のすべてのノードから特定のライセンス
パッケージを削除する

[ * パッケージ * ] タブをクリックします。

3. 削除するソフトウェアライセンスパッケージを選択し、 * 削除 * をクリックします。

一度に削除できるライセンスパッケージは 1 つだけです。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

結果

ソフトウェアライセンスがストレージシステムから削除されます。削除されたライセンスは、 Licenses

window のライセンスのリストにも表示されなくなります。

ライセンスタイプおよび使用権のリスク

さまざまなライセンスタイプと関連する使用権のリスクを理解しておくと、クラスタのライセンスに関連する
リスクを管理する際に役立ちます。
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ライセンスタイプ

パッケージには、クラスタにインストールされる次のライセンスタイプが 1 つ以上含まれます。

• ノードロックライセンスまたは標準ライセンス

ノードロックライセンスは、特定のシステムシリアル番号（別名「 controller serial number 」）を持つノ
ードに対して発行されます。このライセンスは、シリアル番号が一致するノードに対してのみ有効です。

ノードロックライセンスをインストールすると、ライセンスされた機能の使用権がノードに対して与えら
れます。ライセンスされた機能をクラスタで使用するには、少なくとも 1 つのノードで、その機能のライ
センスが有効になっている必要があります。ライセンスされた機能の使用権がないノードでその機能を使
用すると、ライセンス違反になる可能性があります。

ONTAP 8.2 以降のリリースでは、 Data ONTAP 8.2 より前にインストールされたライセンスは標準ライセ
ンスとして扱われます。したがって、 ONTAP 8.2 以降のリリースでは、クラスタ内のノードはすべて自
動的に、以前ライセンスされた機能が含まれているパッケージの標準ライセンスを保有していることにな
ります。

• マスターライセンスまたはサイトライセンス

マスターライセンスまたはサイトライセンスは、特定のシステムシリアル番号に関連付けられません。サ
イトライセンスをインストールすると、クラスタ内のすべてのノードで、ライセンスされた機能を使用で
きるようになります。

マスターライセンスがあるクラスタからノードを削除した場合、そのノードはサイトライセンスを保持で
きず、ライセンスされた機能を使用できなくなります。マスターライセンスのあるクラスタにノードを追
加した場合、そのノードには自動的にサイトライセンスが付与され、ライセンスされた機能を使用できる
ようになります。

• デモライセンスまたは一時ライセンス

デモライセンスまたは一時ライセンスは、一定期間が経過すると失効します。このライセンスを使用する
と、ライセンスを購入せずに特定のソフトウェア機能を試すことができます。一時ライセンスはクラスタ
規模のライセンスであり、ノードの特定のシリアル番号には関連付けられません。

パッケージの一時ライセンスがあるクラスタからノードを削除した場合、そのノードは評価用ライセンス
を保持できません。

• 容量ライセンス（ ONTAP Select および FabricPool のみ）

ONTAP Select インスタンスのライセンスは、ユーザが管理するデータの量に応じて選択できます。たと
えば、 10TB の容量ライセンスを購入した場合、 ONTAP Select で最大 10TB のデータを管理できます。
システムに接続されたストレージ容量が ONTAP Select のライセンスで管理可能な容量を超えると、
ONTAP Select は動作しなくなります。デフォルトでは、 ONTAP Select インスタンスに接続できるスト
レージ容量は最大 2TB です。この容量を超える場合は、容量ライセンス（ 5TB の容量ライセンスや
10TB の容量ライセンスなど）を購入してインストールする必要があります。

ONTAP 9.2 以降では、 FabricPool 対応アグリゲートでサードパーティのストレージ階層（ AWS など）
を使用する場合に容量ライセンスが必要になります。FabricPool の容量ライセンスでは、クラウド階層ス
トレージに格納できるデータの量が定義されています。
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使用権のリスク

使用権のリスクは、ノードロックライセンスがさまざまな方法でインストールされることが原因で発生しま
す。ノードロックライセンスがすべてのノードにインストールされている場合は、使用権のリスクは発生しま
せん。

使用権のリスクレベルは、特定の条件に応じて、高、中、なし、または不明のいずれかになります。

• リスクが高い

◦ 特定のノードでライセンスが使用されているにもかかわらず、そのノード上にノードロックライセン
スがインストールされていない場合

◦ クラスタにインストールされていたデモライセンスが失効し、いずれかのノードでライセンスが使用
されている場合

クラスタにサイトライセンスがインストールされている場合、使用権のリスクが高になる
ことはありません。

• 中リスク

クラスタ内のノードに、サイトライセンスがインストールされておらず、ノードロックライセンスが一部
のノードにのみインストールされている場合

• リスクなし

使用状況に関係なく、ノードロックライセンスがすべてのノードにインストールされている場合やサイト
ライセンスがクラスタにインストールされている場合は、使用権のリスクは発生しません。

• 不明です

API が、クラスタまたはクラスタ内のノードに関連付けられた使用権のリスクに関連するデータを取得で
きないことがある場合、そのリスクは不明です。

ライセンスウィンドウ

ストレージシステムは、ソフトウェアが事前にインストールされた状態で納品されます。ストレージシステム
を受け取ったあとにソフトウェアライセンスを追加または削除する場合は、 Licenses window を使用できま
す。

System Manager では、評価用ライセンスは監視されず、評価用ライセンスの期限が近づいて
も警告は表示されません。評価用ライセンスは、一定期間が経過すると失効する一時的なライ
センスです。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

[ ライセンスの追加 ] ウィンドウが開き、新しいソフトウェアライセンスを追加できます。

• * 削除 *

ソフトウェアライセンスリストから選択したソフトウェアライセンスを削除します。
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• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

[ パッケージ ] タブ

ストレージシステムにインストールされているライセンスパッケージに関する情報が表示されます。

• * パッケージ *

ライセンスパッケージの名前が表示されます。

• * 使用資格のリスク *

クラスタのライセンス使用権に関連する問題を原因とする、リスクのレベルを示します。使用権のリスク
レベルは、高（ ）、中リスク（ ）、リスクなし（ ）、 unknown （ ）、ライセンスなし（ - ）の
いずれかです。

• * 概要 *

クラスタのライセンス使用権に関連する問題を原因とする、リスクのレベルが表示されます。

ライセンスパッケージの詳細領域

ライセンスパッケージリストの下の領域には、選択したライセンスパッケージに関する追加情報が表示されま
す。この領域には、ライセンスがインストールされているクラスタまたはノードに関する情報、ライセンスの
シリアル番号、前週の使用状況、ライセンスがインストールされているかどうか、ライセンスの有効期限、お
よびライセンスが旧ライセンスかどうかが表示されます。

[ 詳細 ] タブ

ストレージシステムにインストールされているライセンスパッケージに関する追加情報が表示されます。

• * パッケージ *

ライセンスパッケージの名前が表示されます。

• * クラスタ / ノード *

ライセンスパッケージがインストールされているクラスタまたはノードが表示されます。

• * シリアル番号 *

クラスタまたはノードにインストールされているライセンスパッケージのシリアル番号が表示されます。

• * タイプ *

ライセンスパッケージのタイプが表示されます。次のいずれかになります。

◦ 一時：デモ期間中にのみ有効な一時ライセンスです。

◦ マスター：クラスタ内のすべてのノードにインストールされているマスターライセンスです。
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◦ ノードロック：クラスタ内の 1 つのノードにインストールされているノードロックライセンスです。

◦ 容量

▪ ONTAP Select の場合、インスタンスで管理可能な総データ量を定義した容量ライセンスです。

▪ FabricPool の場合、接続されたサードパーティのストレージ（ AWS など）で管理可能なデータ量
を定義した容量ライセンスです。

• * 状態 *

ライセンスパッケージの状態が表示されます。次のいずれかになります。

◦ 評価：評価用ライセンスがインストールされています。

◦ Installed ：購入した有効なライセンスがインストールされています。

◦ 警告：購入した有効なライセンスがインストールされていますが、最大容量に近づいています。

◦ 適用：購入した有効なライセンスがインストールされていますが、有効期限を過ぎています。

◦ ライセンスを待機中：ライセンスがインストールされていません。

• * レガシー *

ライセンスが旧ライセンスかどうかが表示されます。

• * 最大容量 *

◦ ONTAP Select の場合、 ONTAP Select インスタンスに接続できるストレージの最大容量が表示され
ます。

◦ FabricPool の場合、クラウド階層ストレージとして使用できるサードパーティのオブジェクトストア
ストレージの最大容量が表示されます。

• * 現在の容量 *

◦ ONTAP Select の場合、 ONTAP Select インスタンスに現在接続されているストレージの総容量が表
示されます。

◦ FabricPool の場合、クラウド階層ストレージとして現在使用されているサードパーティのオブジェク
トストアストレージの総容量が表示されます。

• * 有効期限 *

ソフトウェアライセンスパッケージの有効期限が表示されます。

• 関連情報 *

"システム管理"

クラスタを作成

System Manager を使用したクラスタの拡張 - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、互換性
のあるノードをクラスタに追加し、ノードのネットワークの詳細を設定することで、ス
トレージのサイズと容量を拡張できます。ノードの概要を確認することもできます。
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System Manager にログインしたときに、互換性があるノードでクラスタにまだ追加されていない接続済み
のノードがあると、 System Manager で自動的に検出され、そのノードを追加するように通知されます。互
換性があるノードは、 System Manager で検出されたときに追加することも、あとから手動で追加すること
もできます。

クラスタにノードを追加

System Manager を使用して、既存のクラスタにノードを追加し、ストレージシステムのサイズと容量を拡張
できます。

作業を開始する前に

• 互換性がある新しいノードをクラスタに接続しておく必要があります。

Default ブロードキャストドメイン内のポートだけが Network ウィンドウに表示されます。

• クラスタのすべてのノードが動作している必要があります。

• すべてのノードのバージョンが同じである必要があります。

手順

1. 互換性がある新しいノードをクラスタに追加します。

実行する作業 手順

System Manager にログインしていません a. System Manager にログインします。

System Manager にログインする
と、互換性がある新しいノード
が自動的に検出されます。互換
性がある新しいノードをクラス
タに追加するように System

Manager から通知されます。

b. [ クラスタへのノードの追加 ] をクリックしま
す。

c. ノードの名前を変更します。

d. ノードライセンスを指定します。

e. Submit and Proceed* をクリックします。
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実行する作業 手順

System Manager にログインしています a. [ * Configuration * > * Cluster * > * Expansion * ]

をクリックします。

System Manager によって、新しく追加したノ
ードが検索されます。警告が表示された場合
は、処理を続行する前に修正する必要がありま
す。互換性がある新しいノードが検出された場
合は、次の手順に進みます。

b. ノードの名前を変更します。

c. ノードライセンスを指定します。

d. Submit and Proceed* をクリックします。

ノードのネットワークの詳細を設定

System Manager を使用して、新しく追加したノードのノード管理 LIF およびサービスプロセッサを設定でき
ます。

作業を開始する前に

• デフォルトの IPspace に、 LIF の作成に使用する十分な数のポートが必要です。

• すべてのポートが動作している必要があります。

手順

1. ノード管理を設定します。

a. [IP アドレス *] フィールドに IP アドレスを入力します。

b. ノード管理用のポートを * Port * フィールドで選択します。

c. ネットマスクとゲートウェイの詳細を入力します。

2. サービスプロセッサを設定します。

a. デフォルト値を上書きするには、 * デフォルト値を上書き * （ Override defaults * ）チェックボック
スを選択します。

b. IP アドレス、ネットマスク、およびゲートウェイの詳細を入力します。

3. Submit and Proceed * をクリックして、ノードのネットワーク設定を完了します。

4. ノードの詳細を * Summary * ページで確認します。

次に何をするか

• クラスタが保護されている場合は、ピア関係や保護状態に問題が生じないように、新しく追加したノード
に必要な数のクラスタ間 LIF を作成します。

• クラスタで SAN データプロトコルが有効になっている場合は、データ処理用の SAN データ LIF を必要な
数だけ作成します。

• 関連情報 *
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ネットワークインターフェイスを作成しています

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してクラスタを更新します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ハイ
アベイラビリティ（ HA ）ペアのクラスタまたは個々のノードを更新できま
す。MetroCluster 構成のクラスタも更新できます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 MetroCluster 以外の構成のクラスタを更新します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ハイ
アベイラビリティ（ HA ）ペアのクラスタまたは個々のノードを更新できます。更新を
実行するには、 ONTAP イメージを選択し、 HA ペアのクラスタまたは個々のノードを
更新する準備ができているかどうかを確認してから、更新を実行します。

• 関連情報 *

"ONTAP をアップグレードします"

MetroCluster 構成のクラスタを System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して更新する

ONTAP MetroCluster 構成のクラスタを更新するには、 System Manager クラシック（
ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用します。クラスタの更新以外の処理は、すべて両方
のクラスタで実行する必要があります。
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• 関連情報 *

"ONTAP をアップグレードします"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 ONTAP ソフトウェアイメージを取得します

ONTAP ソフトウェアイメージは、 ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7

以前で使用可能）で取得できます。ONTAP 9.4 以降では、 ONTAP ソフトウェアイメー
ジをネットアップサポートサイトからローカルフォルダにコピーできます。ONTAP 9.3

以前からのアップグレードの場合は、 ONTAP ソフトウェアイメージをネットワーク上
の HTTP サーバまたは FTP サーバにコピーする必要があります。

このタスクについて
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クラスタを ONTAP の目的のリリースにアップグレードするには、ソフトウェアイメージが必要です。ソフ
トウェアイメージ、ファームウェアのバージョン情報、プラットフォームモデルの最新のファームウェアは、
ネットアップサポートサイトで入手できます。次の重要な情報に注意してください。

• ソフトウェアイメージはプラットフォームモデルに固有です。

ご使用のクラスタに対応するイメージを取得してください。

• ソフトウェアイメージには、 ONTAP の特定のバージョンのリリース時点でのシステムファームウェアの
最新バージョンが含まれています。

• NetApp Volume Encryption を搭載したシステムを ONTAP 9.5 以降にアップグレードする場合は、
NetApp Volume Encryption を含む制限のない国の ONTAP ソフトウェアイメージをダウンロードする必要
があります。

規制対象国用の ONTAP ソフトウェアイメージを使用して NetApp Volume Encryption を搭載したシステ
ムをアップグレードすると、システムがパニック状態になり、ボリュームへのアクセスが失われます。

• ONTAP 9.3 から 9.7 にアップグレードする場合は、 ONTAP 9.5 および 9.7 のソフトウェアイメージをコ
ピーする必要があります。

手順

1. ネットアップサポートサイトの「 * ソフトウェアのダウンロード」領域で、対象となる ONTAP ソフトウ
ェアを探します。

2. ソフトウェアイメージをコピーします。

◦ ONTAP 9.3 以前の場合は、ネットアップサポートサイトから、イメージを提供する HTTP サーバまた
は FTP サーバ上のディレクトリにソフトウェアイメージ（「 93_q_image.tgz 」など）をコピーしま
す

◦ ONTAP 9.4 以降の場合は、ネットアップサポートサイトから、イメージを提供する HTTP サーバまた
は FTP サーバ上のディレクトリかローカルフォルダにソフトウェアイメージ（「 97_q_image.tgz 」
など）をコピーします。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してシングルノードクラスタを更新します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、シン
グルノードクラスタを更新できます。

作業を開始する前に

• クラスタで ONTAP 9.4 以降が実行されている必要があります。

• ネットアップサポートサイトからネットワーク上の HTTP サーバ、 FTP サーバ、またはローカルシステ
ムにソフトウェアイメージをコピーしておき、ノードからイメージにアクセスできるようにする必要があ
ります。

"ONTAP ソフトウェアイメージの取得"

このタスクについて

• System Manager 9.5 以降では、 2 パック MetroCluster 構成のシングルノードクラスタを更新できます。

この処理は両方のサイトで実行する必要があります。
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• MetroCluster 構成のシングルノードクラスタの更新は、システムの停止を伴わない処理です。

クラスタのリブート中は、 System Manager のユーザインターフェイスを使用できません。

• System Manager 9.4 以降では、 MetroCluster 以外の構成のシングルノードクラスタを更新できます。

MetroCluster 以外の構成のシングルノードクラスタの更新は、システムの停止を伴う処理です。更新の実
行中はクライアントデータを使用できません。

• クラスタ管理 LIF をホストしているノードの更新中に他のタスクを実行しようとすると、エラーメッセー
ジが表示される場合があります。

更新が完了してから、他の処理を実行してください。

• System Manager 9.4 で NVMe プロトコルが設定されている場合に System Manager 9.4 を System

Manager 9.5 にアップグレードすると、 90 日の猶予期間が与えられ、この期間は NVMe プロトコルをラ
イセンスなしで利用できます。

この機能は、 MetroCluster 構成では使用できません。

• System Manager 9.5 で NVMe プロトコルが設定されていない場合に System Manager 9.5 を System

Manager 9.6 にアップグレードすると、猶予期間は与えられず、 NVMe プロトコルを使用するには NVMe

ライセンスをインストールする必要があります。

この機能は、 MetroCluster 構成では使用できません。

手順

1. [* Configuration * （設定 * ） ] > [* Cluster * （クラスタ * ） ] > [* Update * （アップデート *

2. [* クラスタ・アップデート * ] タブで、新しいソフトウェア・イメージを追加するか、使用可能なソフト
ウェア・イメージを選択します。

状況 作業

ローカルクライアントから新しいソフトウェアイメ
ージを追加します

a. [ ローカルクライアントから追加 ] をクリックし
ます。

b. ソフトウェアイメージを検索し、 * 開く * をク
リックします。

ネットアップサポートサイトから新しいソフトウェ
アイメージを追加します

a. [ サーバーから追加 ] をクリックします。

b. Add a New Software Image ダイアログボック
スに、ネットアップサポートサイトからダウン
ロードしたイメージを保存した HTTP サーバま
たは FTP サーバの URL を入力します。

匿名 FTP の URL は
'ftp://anonymous@ftpserver` 形式で指定する必
要があります

c. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。
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状況 作業

使用可能なイメージを選択します 表示された画像のいずれかを選択します。

3. 更新前の検証チェックを実行してクラスタを更新する準備ができているかどうかを確認するには、 *

Validate * をクリックします。

クラスタコンポーネントがチェックされて更新を実行できるかどうかが検証され、エラーや警告があれば
表示されます。ソフトウェアの更新前に実施する必要がある対処方法があれば、あわせて表示されます。

更新を実行する前に、エラーに対して必要な対処方法をすべて実施する必要があります。
警告の修復アクションは無視できますが、更新に進む前にそれらの修復アクションもすべ
て実行することを推奨します。

4. 「 * 次へ * 」をクリックします。

5. [ 更新（ Update ） ] をクリックします。

再度検証が実行されます。

◦ 検証が完了すると、エラーや警告があれば、続行する前に実施する必要がある対処方法と一緒にテー
ブルに表示されます。

◦ 検証が警告付きで完了した場合は、 [ 警告付き更新を続行する *] チェックボックスをオンにして、 [

続行 *] をクリックします。検証が完了し、更新が開始されたあと、エラーが発生して更新が中断され
る場合があります。その場合、エラーメッセージをクリックして詳細を表示し、修復アクションを実
施してから更新を再開できます。

更新が完了すると、ノードがリブートし、 System Manager のログインページが表示されます。ノードの
リブートに時間がかかる場合は、ブラウザを更新する必要があります。

6. System Manager にログインし、 * Configuration * > * Cluster * > * Update * > * Update History * をクリッ
クして、選択したバージョンにクラスタが正しく更新されたことを確認し、次に詳細を表示します。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、クラスタを無停止で更新します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、クラ
イアントデータへのアクセスを中断することなく、 ONTAP 8.3.1 以降を実行しているハ
イアベイラビリティ（ HA ）ペアのクラスタまたは個別のノードを特定のバージョンの
ONTAP ソフトウェアに更新できます。

作業を開始する前に

• すべてのノードが HA ペア構成になっている必要があります。

• すべてのノードが正常である必要があります。

• ネットアップサポートサイトからネットワーク上の HTTP サーバまたは FTP サーバにソフトウェアイメ
ージをコピーしておき、ノードからイメージにアクセスできるようにする必要があります。

"ONTAP ソフトウェアイメージの取得"

このタスクについて
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• クラスタ管理 LIF をホストしているノードの更新中に System Manager からその他のタスクを実行しよう
とすると、エラーメッセージが表示される場合があります。

更新が完了してから、他の処理を実行してください。

• 8 ノード未満のクラスタの場合はローリング更新が、 8 ノード以上のクラスタの場合は一括更新が実行さ
れます。

ローリング更新では、クラスタ内のノードが一度に 1 つずつ更新されます。一括更新では、複数のノード
が同時に更新されます。

• ONTAP ソフトウェアを Long-Term Service （ LTS ；長期サービス）リリースから次回の LTS リリース（
LTS+1 ）に無停止で更新できます。

たとえば、 ONTAP 9.1 と ONTAP 9.3 が LTS リリースの場合は、 ONTAP 9.1 から ONTAP 9.3 にクラス
タを無停止で更新できます。

• System Manager 9.6 以降では、 System Manager 9.5 で NVMe プロトコルが設定されている場合に
System Manager 9.5 を System Manager 9.6 にアップグレードすると、 NVMe プロトコルをライセンス
なしで利用できる 90 日の猶予期間はなくなりました。ONTAP 9.5 を 9.6 にアップグレードした時点で猶
予期間が残っている場合、 NVMe の機能を引き続き利用するには、猶予期間を有効な NVMeoF ライセン
スに置き換える必要があります。

この機能は、 MetroCluster 構成では使用できません。

• System Manager 9.5 で NVMe プロトコルが設定されていない場合に System Manager 9.5 を System

Manager 9.6 にアップグレードすると、猶予期間は与えられず、 NVMe プロトコルを使用するには NVMe

ライセンスをインストールする必要があります。

この機能は、 MetroCluster 構成では使用できません。

• ONTAP 9.5 以降では、 NVMe プロトコルを使用する HA ペアの各ノードに対して、少なくとも 1 つの
NVMe LIF が設定されている必要があります。作成できる NVMe LIF の数はノードごとに 2 つまでで
す。ONTAP 9.5 にアップグレードするときは、 NVMe プロトコルを使用する HA ペアの各ノードに対し
て少なくとも 1 つの NVMe LIF が定義されていることを確認する必要があります。

手順

1. [* Configuration * （設定 * ） ] > [* Cluster * （クラスタ * ） ] > [* Update * （アップデート *

2. 「 * アップデート * 」タブで、新しい画像を追加するか、使用可能な画像を選択します。

状況 作業

ローカルクライアントから新しいソフトウェアイメ
ージを追加します

a. [ ローカルクライアントから追加 ] をクリックし
ます。

b. ソフトウェアイメージを検索し、 * 開く * をク
リックします。
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状況 作業

ネットアップサポートサイトから新しいソフトウェ
アイメージを追加します

a. [ サーバーから追加 ] をクリックします。

b. Add a New Software Image ダイアログボック
スに、ネットアップサポートサイトからダウン
ロードしたイメージを保存した HTTP サーバま
たは FTP サーバの URL を入力します。

匿名 FTP の URL は
'ftp://anonymous@ftpserver` 形式で指定する必
要があります

c. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

使用可能なイメージを選択します 表示された画像のいずれかを選択します。

3. 更新前の検証チェックを実行してクラスタを更新する準備ができているかどうかを確認するには、 *

Validate * をクリックします。

クラスタコンポーネントがチェックされて更新を無停止で完了できるかどうかが検証され、エラーや警告
があれば表示されます。ソフトウェアの更新前に実施する必要がある対処方法があれば、あわせて表示さ
れます。

更新を実行する前に、エラーに対して必要な対処方法をすべて実施する必要があります。
警告の修復アクションは無視できますが、更新に進む前にそれらの修復アクションもすべ
て実行することを推奨します。

4. 「 * 次へ * 」をクリックします。

5. [ 更新（ Update ） ] をクリックします。

再度検証が実行されます。

◦ 検証が完了すると、エラーや警告があれば、続行する前に実施する必要がある対処方法と一緒にテー
ブルに表示されます。

◦ 検証が警告付きで完了した場合は、 [ 警告付き更新を続行する *] チェックボックスをオンにして、 [

続行 *] をクリックします。検証が完了し、更新が開始されたあと、エラーが発生して更新が中断され
る場合があります。その場合、エラーメッセージをクリックして詳細を表示し、修復アクションを実
施してから更新を再開できます。

更新が完了すると、ノードがリブートし、 System Manager のログインページが表示されます。ノードの
リブートに時間がかかる場合は、ブラウザを更新する必要があります。

6. System Manager にログインし、 * Configuration * > * Cluster * > * Update * > * Update History * をクリッ
クして、選択したバージョンにクラスタが正しく更新されたことを確認し、詳細を確認します。

◦ 関連情報 *

クラスタを無停止で更新する方法
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System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンでのクラスタの更新ウィンドウ

クラスタの更新ウィンドウを使用すると、クラスタの自動更新を無停止で実行できま
す。また、 ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で利用可能）を使用
して、シングルノードクラスタを停止させながら更新することもできます。

タブ

• * クラスタの更新 *

クラスタの自動更新を無停止で実行できるほか、シングルノードクラスタの停止を伴う更新を実行できま
す。

• * 更新履歴 *

クラスタの以前の更新の詳細を表示します。

クラスタの更新タブ

クラスタの更新タブでは、クラスタの自動更新を無停止で実行できるほか、シングルノードクラスタの停止を
伴う更新も可能です。

コマンドボタン

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

• * 「 * 」を選択します

更新に使用するソフトウェアイメージのバージョンを選択できます。

◦ クラスタのバージョンの詳細：現在使用中のクラスタのバージョンと、ノードまたはハイアベイラビ
リティ（ HA ）ペアのバージョンの詳細が表示されます。

◦ 利用可能なソフトウェアイメージ：更新する既存のソフトウェアイメージを選択できます。

または、ネットアップサポートサイトからソフトウェアイメージをダウンロードして、更新用に追加
することもできます。

• * 検証 *

クラスタを表示し、更新に使用するソフトウェアイメージのバージョンに対して検証します。クラスタが
更新できる状態になっているかどうかを確認するための、更新前検証です。検証の結果エラーが出た場
合、各コンポーネントのステータスと、エラーへの対処方法が表に表示されます。

更新は、検証が正常に完了した場合にのみ実行できます。

• * アップデート *

クラスタ内のすべてのノード、または HA ペアを、ソフトウェアイメージで選択したバージョンに更新で
きます。更新の実行中に、更新を一時停止してキャンセルまたは再開することができます。
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エラーが発生した場合、更新は一時停止され、修復手順を含むエラーメッセージが表示されます。修復手
順の実行後に更新を再開するか、または更新をキャンセルすることができます。更新が正常に完了する
と、ノード名、アップタイム、状態、および ONTAP のバージョンを確認できます。

[ 更新履歴 ] タブ

クラスタの更新履歴に関する詳細が表示されます。

[ 更新履歴 ] リスト

• * イメージバージョン *

ノードを更新する ONTAP イメージのバージョンです。

• * ソフトウェア・アップデートは * にインストールされています

更新をインストールするディスクのタイプを指定します。

• * ステータス *

ソフトウェアイメージの更新ステータス（成功またはキャンセル）を示します。

• * 開始時間 *

更新が開始された時間です。

• * 完了時間 *

更新が完了した時刻です。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

• * 更新にかかった時間 *

更新が完了するまでにかかった時間です。

• * 以前のバージョン *

更新前のノードの ONTAP バージョンです。

• * 更新バージョン *

更新後のノードの ONTAP バージョンです。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、クラスタの日時設定を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、クラ
スタの日付と時刻の設定を管理できます。
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[ 日付と時刻 ] ウィンドウ

Date and Time ウィンドウでは、ストレージシステムの現在の日時設定を確認したり、必要に応じて設定を変
更したりできます。

コマンドボタン

• * 編集 * 。

[ 日時の編集 ] ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスで、タイムサーバを編集できま
す。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

詳細領域

詳細領域には、ストレージシステムの日付、時刻、タイムゾーン、 NTP サービス、およびタイムサーバに関
する情報が表示されます。

• 関連情報 *

クラスタのタイムゾーンを設定します

IP アドレス範囲を無効にした状態でのネットワークの設定

"システム管理"

ONTAP 9.7 以前の場合は、 System Manager で SNMP を設定します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、クラ
スタ内の SVM を監視するように SNMP を設定できます。

SNMP を有効または無効にします

System Manager を使用して、クラスタで SNMP を有効または無効にすることができます。SNMP を使用す
ると、クラスタの Storage Virtual Machine （ SVM ）を監視して、問題の発生前に対処して発生を防ぐことが
できます。

手順

1. * をクリックします *

2. [Setup] ペインで、 [SNMP] をクリックします。

3. [SNMP] ウィンドウで、 [Enable] または [Disable] をクリックします。

SNMP 情報を編集します

System Manager の Edit SNMP Settings ダイアログボックスを使用して、ストレージシステムの場所と担当
者に関する情報を更新したり、システムの SNMP コミュニティを指定したりできます。
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このタスクについて

System Manager は、 SNMP プロトコル SNMPv1 と SNMPv2c 、および SNMP コミュニティを使用して、
ストレージシステムを検出します。

手順

1. * をクリックします *

2. [Setup] ペインで、 [SNMP] をクリックします。

3. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

4. General （全般）タブで、ストレージ・システムおよび SNMP コミュニティの連絡先担当者情報と場所情
報を指定します。

コミュニティ名の最大文字数は 32 文字です。特殊文字、 / ： " ' | は使用できません。

5. SNMPv3 タブで、次の手順を実行します。

a. Add * をクリックして SNMPv3 ユーザーを追加します。

b. ユーザ名を指定し、必要に応じてエンジン ID を変更します。

c. 認証プロトコル * を選択し、クレデンシャルを入力します。

d. [* Privacy Protocol] を選択し、クレデンシャルを入力します。

e. [OK] をクリックして変更を保存します。

6. [OK] をクリックします。

7. [SNMP] ウィンドウで、 SNMP 設定に加えた変更を確認します。

SNMP トラップを有効または無効にします

SNMP トラップを使用すると、ストレージシステムのさまざまなコンポーネントのヘルスと状態を監視でき
ます。System Manager の Edit SNMP Settings ダイアログボックスを使用して、ストレージシステム上の
SNMP トラップを有効または無効にすることができます。

このタスクについて

SNMP はデフォルトで有効になっていますが、 SNMP トラップはデフォルトでは無効になっています。

手順

1. * をクリックします *

2. [Setup] ペインで、 [SNMP] をクリックします。

3. [SNMP] ウィンドウで、 [Edit] をクリックします。

4. SNMP 設定の編集 * （ Edit SNMP Settings * ）ダイアログボックスで、 * トラップホスト * （ Trap hosts

* ）タブを選択し、 * トラップの有効化 * （ * Enable traps * ）チェックボックスを選択または選択解除し
て、それぞれ SNMP トラップを有効または無効にします。

5. SNMP トラップを有効にする場合は、トラップの送信先ホストのホスト名または IP アドレスを追加しま
す。

6. [OK] をクリックします。
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トラップホストの設定をテストします

System Manager を使用して、トラップホストが正しく設定されているかどうかをテストできます。

手順

1. * をクリックします *

2. [Setup] ペインで、 [SNMP] をクリックします。

3. [* SNMP*] ウィンドウで、 [* トラップホストのテスト ] をクリックします。

4. [OK] をクリックします。

SNMP ウィンドウ

SNMP ウィンドウでは、システムの現在の SNMP 設定を確認できます。システムの SNMP 設定の変更、
SNMP プロトコルの有効化、およびトラップホストの追加も行うことができます。

コマンドボタン

• * 有効 / 無効 *

SNMP を有効または無効にします。

• * 編集 * 。

SNMP 設定の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ストレージシステムの
SNMP コミュニティを指定し、トラップを有効または無効にすることができます。

• * トラップホストのテスト *

設定済みのすべてのホストにテストトラップを送信して、テストトラップがすべてのホストに到達するか
どうか、および SNMP が正しく設定されているかどうかを確認します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

詳細

詳細領域には、ストレージシステムの SNMP サーバとトラップホストに関する次の情報が表示されます。

• * SNMP *

SNMP が有効になっているかどうかが表示されます。

• * トラップ *

SNMP トラップが有効になっているかどうかが表示されます。

• * 場所 *

SNMP サーバのアドレスが表示されます。
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• * 連絡先 *

SNMP サーバの連絡先の詳細が表示されます。

• * トラップホスト IP アドレス *

トラップホストの IP アドレスが表示されます。

• * コミュニティ名 *

SNMP サーバのコミュニティ名が表示されます。

• * セキュリティ名 *

SNMP サーバのセキュリティ形式が表示されます。

• 関連情報 *

"Network Management の略"

ONTAP 9.7 以前の System Manager で LDAP サーバを設定します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、ユーザ
情報を一元的に管理するLDAPサーバを設定できます。

LDAP クライアント設定を表示します

System Manager を使用して、クラスタ内の Storage Virtual Machine （ SVM ）に対して設定されている
LDAP クライアントを表示することができます。

手順

1. * をクリックします *

2. [* セットアップ * （ * Setup * ） ] ペインで、 [* LDAP] をクリックします。

LDAP クライアントのリストが LDAP ウィンドウに表示されます。

LDAP サービスを使用する

LDAP サーバを使用すると、ユーザ情報を一元的に管理できます。ユーザデータベースを LDAP サーバに保存
する場合、既存の LDAP データベースのユーザ情報を検索するように Storage Virtual Machine （ SVM ）を設
定できます。

このタスクについて

ONTAP は、 NFS と CIFS 間のユーザ認証、ファイルアクセス認証、ユーザ検索、およびマッピングサービス
で LDAP をサポートしています。

LDAP ウィンドウ

LDAP ウィンドウを使用して、ユーザ認証、ファイルアクセス認証、およびユーザ検索用の LDAP クライアン
トを表示したり、 NFS と CIFS 間のサービスをクラスタレベルでマッピングしたりできます。
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コマンドボタン

• * 追加 * 。

LDAP クライアントの作成および設定を行うための Create LDAP Client ダイアログボックスを開きます。

• * 編集 * 。

LDAP クライアント設定を編集できる Edit LDAP Client ダイアログボックスを開きます。アクティブな
LDAP クライアントを編集することもできます。

• * 削除 *

LDAP クライアント設定を削除するための Delete LDAP Client （複数可）ダイアログボックスを開きま
す。アクティブな LDAP クライアントを削除することもできます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

LDAP クライアントリスト

LDAP クライアントの詳細を表形式で表示します。

• * LDAP クライアント構成 *

指定した LDAP クライアント設定の名前を表示します。

• * Storage Virtual Machine *

LDAP クライアント設定ごとに Storage Virtual Machine （ SVM ）の名前を表示します。

• * スキーマ *

LDAP クライアントごとにスキーマを表示します。

• * 最小バインドレベル *

LDAP クライアントごとに最小バインドレベルを表示します。

• * Active Directory ドメイン *

LDAP クライアント設定ごとに Active Directory ドメインを表示します。

• * LDAP サーバ *

LDAP クライアント設定ごとに LDAP サーバを表示します。

• * 優先される Active Directory サーバ *

LDAP クライアント設定ごとに優先される Active Directory サーバを表示します。

• 関連情報 *
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LDAP クライアント設定を追加しています

LDAP クライアント設定を削除します

LDAP クライアント設定の編集

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してユーザアカウントを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、クラ
スタユーザアカウントを追加、編集、管理し、ユーザがストレージシステムにアクセス
する際のログイン方法を指定できます。

クラスタユーザアカウントを追加

System Manager を使用して、クラスタユーザアカウントを追加し、ストレージシステムにアクセスするため
のユーザのログイン方法を指定できます。

このタスクについて

SAML 認証が有効になっているクラスタでは、特定のアプリケーション用に、 SAML 認証またはパスワード
ベースの認証のどちらかを追加したり、両方の種類の認証を追加したりできます。

手順

1. * をクリックします *

2. [* 管理 * （ * Management * ） ] パネルで、 [* ユーザー * （ * Users * ） ] をクリック

3. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

4. 新しいユーザのユーザ名を入力します。

5. ストレージシステムへの接続にユーザが使用するパスワードを入力し、確認のためにもう一度入力しま
す。

6. 1 つまたは複数のユーザーログイン方法を追加し、 * 追加 * をクリックします。

クラスタユーザアカウントを編集

System Manager を使用して、クラスタユーザアカウントを編集し、ストレージシステムにアクセスするため
のユーザのログイン方法を変更できます。

手順

1. * をクリックします *

2. [* 管理 * （ * Management * ） ] パネルで、 [* ユーザー * （ * Users * ） ] をクリック

3. [Users] ウィンドウで、変更するユーザーアカウントを選択し、 [Edit] をクリックします。

4. [* ユーザーの変更 * ] ダイアログボックスで、ユーザーログイン方法を変更し、 [* 変更 * ] をクリックしま
す。

クラスタユーザアカウントのパスワードを変更します

System Manager を使用して、クラスタユーザアカウントのパスワードをリセットできます。
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手順

1. * をクリックします *

2. [* 管理 * （ * Management * ） ] パネルで、 [* ユーザー * （ * Users * ） ] をクリック

3. パスワードを変更するユーザーアカウントを選択し、 * パスワードの変更 * をクリックします。

4. [ パスワードの変更 ] ダイアログボックスで、新しいパスワードを入力し、確認のために新しいパスワー
ドを入力して、 [ *Change ] をクリックします。

クラスタユーザアカウントをロックまたはロック解除します

System Manager を使用して、クラスタユーザアカウントをロックしたりロックを解除したりできます。

手順

1. * をクリックします *

2. [* 管理 * （ * Management * ） ] パネルで、 [* ユーザー * （ * Users * ） ] をクリック

3. ステータスを変更するユーザーアカウントを選択し、 * ロック * または * ロック解除 * のいずれかをクリ
ックします。

ユーザアカウント（クラスタ管理者のみ）

クラスタユーザアカウントを作成、変更、ロック、ロック解除、または削除したり、ユーザのパスワードをリ
セットしたり、すべてのユーザアカウントに関する情報を表示したりできます。

次の方法でクラスタのユーザアカウントを管理できます。

• ユーザアカウント名、アクセス方法、認証方法、および必要に応じてログイン方法を指定して、ユーザの
ログイン方法を作成します。 ユーザに割り当てられているアクセス制御ロール

• アカウント名、許可されたアクセス方法、認証方法、アクセス制御ロール、アカウントステータスなど、
ユーザのログイン情報を表示する

• ユーザのログイン方法に関連付けられているアクセス制御ロールを変更する

ユーザアカウントのすべてのアクセス方法と認証方法で 1 つのロールを使用することを推
奨します。

• アクセス方法や認証方法など、ユーザのログイン方法を削除する

• ユーザアカウントのパスワードを変更する

• ユーザがシステムにアクセスできないように、ユーザアカウントをロックします

• ユーザが再びシステムにアクセスできるように、以前にロックしたユーザアカウントのロックを解除する

ユーザーウィンドウ

ユーザウィンドウを使用して、ユーザアカウントの管理、ユーザのパスワードのリセット、およびすべてのユ
ーザアカウントに関する情報の表示を行うことができます。

コマンドボタン

• * 追加 * 。
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ユーザーの追加ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ユーザーアカウントを追加
できます。

• * 編集 * 。

Modify User ダイアログボックスが開き、ユーザのログイン方法を変更できます。

ユーザアカウントのすべてのアクセス方法と認証方法で 1 つのロールを使用することがベ
ストプラクティスです。

• * 削除 *

選択したユーザアカウントを削除できます。

• * パスワードの変更 *

[ パスワードの変更 ] ダイアログボックスが開き、選択したユーザーのパスワードをリセットできます。

• * ロック *

ユーザアカウントをロックします。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ユーザリスト

ユーザリストの下の領域には、選択したユーザに関する詳細情報が表示されます。

• * ユーザー *

ユーザアカウントの名前が表示されます。

• * アカウントがロックされています *

ユーザアカウントがロックされているかどうかが表示されます。

User Login Methods 領域

• * アプリケーション *

ユーザがストレージシステムにアクセスするために使用できるアクセス方法を表示します。サポートされ
るアクセス方法は次のとおりです。

◦ システムコンソール（ console ）

◦ HTTP （ S ）（ http ）

◦ ONTAP API （ ONTAPI ）

◦ サービスプロセッサ（ service-processor ）
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◦ SSH （ ssh ）

• * 認証 *

デフォルトでサポートされている認証方式（「 password 」）を表示します。

• * 役割 *

選択したユーザのロールが表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンでロールを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、アク
セス制御ユーザロールを作成できます。

ロールを追加します

System Manager を使用してアクセス制御ロールを追加し、そのロールのユーザがアクセスできるコマンドま
たはコマンドディレクトリを指定できます。また、ロールに付与するコマンドやコマンドディレクトリへのア
クセスレベルを制御したり、環境でコマンドやコマンドディレクトリを指定するクエリを指定したりすること
もできます。

手順

1. * をクリックします *

2. [* 管理 * （ * Management * ） ] パネルで、 [ * 役割 * （ * Roles * ） ] をクリック

3. [* 役割 * （ * Roles * ） ] ウィンドウで、 [ * 追加（ * Add ） ] をクリックします

4. [ 役割の追加 *] ダイアログボックスで、役割名を入力し、役割属性を追加します。

5. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

ロールを編集します

System Manager を使用して、アクセス制御ロールのコマンドまたはコマンドディレクトリへのアクセスを変
更して、指定したコマンドセットのみにユーザのアクセスを制限できます。また、デフォルトのコマンドディ
レクトリへのロールのアクセスを削除することもできます。

手順

1. * をクリックします *

2. [* 管理 * （ * Management * ） ] パネルで、 [ * 役割 * （ * Roles * ） ] をクリック

3. [* 役割 * （ * Roles * ） ] ウィンドウで、変更する役割を選択し、 [ 編集（ * Edit ） ] をクリックします。

4. [ 役割の編集 *] ダイアログボックスで、役割の属性を変更し、 [ * 変更 *] をクリックします。

5. [* 役割 * （ * Roles * ） ] ウィンドウで行った変更を確認します。

ロールと権限

クラスタ管理者は、制限されたアクセス制御ロールを作成してユーザに割り当てることで、ユーザのアクセス
を指定した一連のコマンドのみに制限できます。
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アクセス制御ロールは、次の方法で管理できます。

• アクセス制御ロールを作成し、そのロールのユーザがアクセスできるコマンドまたはコマンドディレクト
リを指定する。

• コマンド環境またはコマンドディレクトリに対するロールのアクセスレベルを制御し、コマンドまたはコ
マンドディレクトリに対するクエリを指定する。

• アクセス制御ロールのコマンドまたはコマンドディレクトリへのアクセスを変更する。

• ロール名、ロールがアクセスできるコマンドまたはコマンドディレクトリ、アクセスレベル、クエリな
ど、アクセス制御ロールに関する情報を表示する。

• アクセス制御ロールを削除する。

• ユーザのアクセスを指定した一連のコマンドのみに制限する。

• ONTAP API とそれに対応するコマンドラインインターフェイス（ CLI ）コマンドを表示する。

ロールウィンドウ

ロールウィンドウを使用して、ユーザアカウントに関連付けられているロールを管理できます。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

Add Role ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、アクセス制御ロールを作成
し、そのロールのユーザがアクセスできるコマンドまたはコマンドディレクトリを指定できます。

• * 編集 * 。

ロールの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ロール属性を追加または変更
できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ロールのリスト

ロールリストには、ユーザに割り当てることができるロールのリストが表示されます。

[ 役割属性 ] 領域

詳細領域には、選択したロールがアクセスできるコマンドやコマンドディレクトリ、アクセスレベル、コマン
ドやコマンドディレクトリを環境で送信するクエリなど、ロールの属性が表示されます。

• 関連情報 *

"管理者認証と RBAC"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してネットワークを管理します

IPspace 、ブロードキャストドメイン、サブネット、ネットワークインターフェイス、
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イーサネットポートを作成および管理することで、 ONTAP System Manager クラシ
ック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用してストレージシステムのネットワークを管
理できます。 および FC / FCoE アダプタ

[ ネットワーク ] ウィンドウ

ネットワークウィンドウを使用して、サブネット、ネットワークインターフェイス、イ
ーサネットポート、ブロードキャストドメインなどのネットワークコンポーネントのリ
ストを表示できます。 FC / FCoE アダプタと NVMe アダプタ、および IPspace 、スト
レージシステム内のコンポーネントの作成、編集、削除に使用できます。

タブ

• * サブネット *

サブネットのリストを確認し、ストレージシステムのサブネットを作成、編集、削除できます。

• * ネットワーク・インターフェイス *

ネットワークインターフェイスのリストを確認し、ストレージシステムのネットワークインターフェイス
を作成、編集、削除できます。また、 LIF を移行したり、インターフェイスのステータスを変更したり、
インターフェイスをホームポートに戻したりできます。

• * イーサネットポート *

クラスタのポートを確認して編集できます。また、インターフェイスグループや VLAN ポートを作成、編
集、削除できます。

• * ブロードキャストドメイン *

ブロードキャストドメインのリストを確認し、ストレージシステムのドメインを作成、編集、削除できま
す。

• * FC / FCoE および NVMe アダプター *

クラスタのポートを確認し、 FC / FCoE および NVMe アダプタの設定を編集できます。

• * IPspace *

IPspace とブロードキャストドメインのリストを確認し、ストレージシステムの IPspace を作成、編集、
削除できます。

サブネットタブ

コマンドボタン

• * 作成 * 。

サブネットの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ネットワークインターフ
ェイスを作成するための設定情報を含む新しいサブネットを作成できます。
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• * 編集 * 。

Edit Subnet ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、名前、サブネットアドレ
ス、 IP アドレスの範囲、ゲートウェイの詳細など、サブネットの特定の属性を変更できます。

• * 削除 *

選択したサブネットを削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

サブネットリスト

• * 名前 *

サブネットの名前を示します。

• * サブネット IP / サブネットマスク *

サブネットアドレスの詳細を示します。

• * ゲートウェイ *

ゲートウェイの IP アドレスを指定します。

• * 利用可能 *

サブネット内の使用可能な IP アドレスの数を示します。

• * 使用済み *

サブネット内の使用済みの IP アドレスの数を示します。

• * 総数 *

サブネット内の IP アドレスの総数（使用可能および使用済みの合計）を示します。

• * ブロードキャストドメイン *

サブネットが属しているブロードキャストドメインを示します。

• * IPspace *

サブネットが属している IPspace を示します。

詳細領域

サブネットリストの下の領域には、選択したサブネットに関する詳細情報が表示されます。これには、サブネ
ットの範囲や、 IP アドレスの使用可能数、使用済み数、総数を示すグラフなどが含まれます。
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Network Interfaces タブの制限

• クラスタ LIF 、ノード管理 LIF 、 VIP LIF 、および BGP LIF については、 System Manager を使用して次
の操作を実行することはできません。

◦ LIF を作成、編集、削除、有効化、無効化する

◦ LIF を移行するか、 LIF をホームポートに戻します

• クラスタ管理 LIF の場合は、 System Manager を使用して LIF を移行したり、 LIF をホームポートに戻し
たりできます。

ただし、を作成、編集、削除、有効化することはできません。 または LIF を無効にします。

• クラスタ間 LIF の場合は、 System Manager を使用して、 LIF を作成、編集、削除、有効化、無効化でき
ます。

ただし、 LIF を移行したり、 LIF をホームポートに戻したりすることはできません。

• 次の構成では、ネットワークインターフェイスを作成、編集、削除できません。

◦ MetroCluster 構成

◦ ディザスタリカバリ（ DR ）用に構成された SVM

コマンドボタン

• * 作成 * 。

ネットワークインターフェイスの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ネッ
トワークインターフェイスとクラスタ間 LIF を作成して、データの提供と SVM の管理を行うことができ
ます。

• * 編集 * 。

ネットワークインターフェイスの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスを使用し
て、データ LIF の管理アクセスを有効にすることができます。

• * 削除 *

選択したネットワークインターフェイスを削除します。

このボタンは、データ LIF が無効になっている場合にのみ有効になります。

• * ステータス *

ドロップダウンメニューを開きます。このメニューで、選択したネットワークインターフェイスを有効ま
たは無効にすることができます。

• * 移行 *

データ LIF またはクラスタ管理 LIF を同じノードの別のポートやクラスタ内の別のノードに移行できま
す。

• * 自宅へ送信 *
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LIF のホストをホームポートに戻すことができます。

このコマンドボタンは、選択したインターフェイスがホーム以外のポートでホストされていて、かつホー
ムポートが使用可能である場合にのみ有効になります。

クラスタ内のいずれかのノードが停止している場合は使用できません。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

インターフェイスのリスト

色分けされたアイコンの上にポインタを移動すると、インターフェイスの動作ステータスが表示されます。

• 緑 - インターフェイスが有効になっていることを示します。

• 赤 - インターフェイスが無効になっていることを示します。

• * インターフェイス名 *

ネットワークインターフェイスの名前を示します。

• * Storage Virtual Machine *

インターフェイスが属している SVM を示します。

• * IP アドレス / WWPN *

インターフェイスの IP アドレスまたは World Wide Port Name （ WWPN ）を示します。

• * 現在のポート *

インターフェイスがホストされているノードおよびポートの名前を示します。

• * データ・プロトコル・アクセス *

データへのアクセスに使用するプロトコルを指定します。

• * 管理アクセス *

インターフェイスで管理アクセスが有効になっているかどうかを示します。

• * サブネット *

インターフェイスが属しているサブネットを示します。

• * mx役割*

インターフェイスのロールを示します。データ、クラスタ間、クラスタ、クラスタ管理、ノード管理のい
ずれかになります。
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詳細領域

インターフェイスリストの下の領域には、選択したインターフェイスに関する詳細情報が表示されます。これ
には、ホームポート、現在のポート、ポートの速度、フェイルオーバーポリシー、フェイルオーバーグルー
プ、フェイルオーバー状態、管理ステータス、ロール、 IPspace 、ブロードキャストドメイン、ネットワー
クマスクなどの一般的なプロパティが含まれます。 ゲートウェイおよび DDNS のステータス。

Ethernet Ports （ Ethernet ポート）タブ

コマンドボタン

• * インターフェイスグループを作成 *

Create Interface Group ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ポートを選択し、
ポートおよびネットワークトラフィック分散の使用方法を決定して、インターフェイスグループを作成で
きます。

• * VLAN を作成します。 *

Create VLAN ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、イーサネットポートまたはイ
ンターフェイスグループを選択し、 VLAN タグを追加して、 VLAN を作成できます。

• * 編集 * 。

次のいずれかのダイアログボックスを開きます。

◦ Edit Ethernet Port ダイアログボックス：イーサネットポートの設定を変更できます。

◦ Edit VLAN ダイアログボックス： VLAN の設定を変更できます。

◦ Edit Interface Group ダイアログボックス：インターフェイスグループを変更できます。

VLAN は、ブロードキャストドメインと関連付けられていない VLAN のみが編集できます。

• * 削除 *

次のいずれかのダイアログボックスを開きます。

◦ VLAN の削除ダイアログボックス： VLAN を削除できます。

◦ インターフェイスグループの削除ダイアログボックス：インターフェイスグループを削除できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ポートのリスト

色分けされたアイコンの上にポインタを移動すると、ポートの動作ステータスが表示されます。

• 緑 - ポートが有効になっていることを示します。

• 赤 - ポートが無効になっていることを示します。

• * ポート *
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物理ポート、 VLAN ポート、またはインターフェイスグループのポート名が表示されます。

• * ノード *

物理インターフェイスが配置されているノードが表示されます。

• * ブロードキャストドメイン *

ポートのブロードキャストドメインが表示されます。

• * IPspace *

ポートが属している IPspace が表示されます。

• * タイプ *

インターフェイスグループ、物理インターフェイス、仮想 IP 、 VLAN など、インターフェイスのタイプ
が表示されます。

詳細領域

ポートリストの下の領域には、ポートのプロパティに関する詳細情報が表示されます。

• * 詳細タブ *

管理や動作の詳細が表示されます。

動作の詳細の一部として、ポートのヘルスステータスが表示されます。「正常」または「デグレード」の
いずれかになります。ポートがデグレード状態になるのは、ネットワークの変動が継続的に発生している
場合、または同じブロードキャストドメインの他のポートに接続されていない場合です。

また、選択したポートでホストされているネットワークインターフェイスのインターフェイス名、 SVM

の詳細、 IP アドレスの詳細も表示されます。また、インターフェイスがホームポートにあるかどうかも
示します。

• * パフォーマンスタブ *

エラー率やスループットなど、イーサネットポートのパフォーマンス指標のグラフが表示されます。

クライアントのタイムゾーンやクラスタのタイムゾーンを変更すると、パフォーマンス指標のグラフも変
わります。最新のグラフを表示するには、ブラウザの表示を更新してください。

ブロードキャストドメインタブ

コマンドボタン

• * 作成 * 。

[ ブロードキャストドメインの作成 ] ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスで、ポー
トを含む新しいブロードキャストドメインを作成できます。

• * 編集 * 。
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Edit Broadcast Domain ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスで、名前、 MTU サイ
ズ、関連付けられているポートなど、ブロードキャストドメインの属性を変更できます。

• * 削除 *

選択したブロードキャストドメインを削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ブロードキャストドメインのリスト

• * ブロードキャストドメイン *

ブロードキャストドメインの名前を示します。

• * MTU *

MTU サイズを示します。

• * IPspace *

IPspace を示します。

• * 複合ポート更新ステータス *

ブロードキャストドメインの作成または編集時に、ポートの更新ステータスを示します。ポートの更新エ
ラーがある場合は、該当するリンクをクリックすると別ウィンドウに表示されます。

詳細領域

ブロードキャストドメインリストの下の領域には、ブロードキャストドメインに含まれるすべてのポートが表
示されます。デフォルト以外の IPspace 内のブロードキャストドメインの場合、更新エラーが発生している
ポートは詳細領域に表示されません。色分けされたアイコンの上にポインタを移動すると、ポートの動作ステ
ータスが表示されます。

• 緑 - ポートが有効になっていることを示します。

• 赤 - ポートが無効になっていることを示します。

FC / FCoE and NVMe Adapters （ FC / FCoE および NVMe アダプタ）タブ

コマンドボタン

• * 編集 * 。

FC / FCoE および NVMe 設定の編集ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスで、アダプ
タの速度を変更できます。

• * ステータス *

アダプタをオンラインまたはオフラインにすることができます。
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• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

FC / FCoE および NVMe アダプタのリスト

• * WWNN *

FC / FCoE および NVMe アダプタの一意の識別子を示します。

• * ノード名 *

アダプタを使用しているノードの名前を示します。

• * スロット *

アダプタを使用しているスロットを指定します。

• * WWPN *

アダプタの FC World Wide Port Name （ WWPN ）を示します。

• * ステータス *

アダプタのステータスがオンラインとオフラインのどちらであるかを示します。

• * 速度 *

速度設定が自動と手動のどちらであるかを示します。

詳細領域

FC / FCoE および NVMe アダプタのリストの下の領域には、選択したアダプタに関する詳細情報が表示され
ます。

• * 詳細タブ *

メディアタイプ、ポートアドレス、データリンク速度、接続ステータス、動作ステータス、 ファブリック
のステータスとアダプタの速度。

• * パフォーマンスタブ *

IOPS や応答時間など、 FC / FCoE および NVMe アダプタのパフォーマンス指標のグラフが表示されま
す。

クライアントのタイムゾーンやクラスタのタイムゾーンを変更すると、パフォーマンス指標のグラフも変
わります。最新のグラフを表示するには、ブラウザの表示を更新してください。

IPspaces タブ
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コマンドボタン

• * 作成 * 。

IPspace の作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、新しい IPspace を作成でき
ます。

• * 編集 * 。

IPspace の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、既存の IPspace の名前を変
更できます。

• * 削除 *

選択した IPspace を削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

IPspace のリスト

• * 名前 *

IPspace の名前を示します。

• * ブロードキャストドメイン *

ブロードキャストドメインを示します。

詳細領域

IPspace リストの下の領域には、選択した IPspace 内の Storage Virtual Machine （ SVM ）のリストが表示さ
れます。

System Manager を使用して ONTAP 9.7 以前を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
IPspace を作成および管理できます。

IPspace を編集します

System Manager を使用して、既存の IPspace の名前を変更できます。

このタスクについて

• すべての IPspace 名はクラスタ内で一意である必要があり、ローカルやローカルホストなど、システムで
予約されている名前ではない必要があります。

• システム定義の「デフォルト」の IPspace と「クラスタ」の IPspace は変更できません。

手順
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1. Network * > * IPspaces * をクリックします。

2. 変更する IPspace を選択し、 * Edit * をクリックします。

3. IPspace の編集 * ダイアログボックスで、 IPspace の新しい名前を指定します。

4. [ 名前の変更 *] をクリックします。

IPspace を削除します

System Manager を使用して、不要になった IPspace を削除できます。

作業を開始する前に

削除する IPspace に関連付けられているブロードキャストドメイン、ネットワークインターフェイス、ピア
関係、または Storage Virtual Machine （ SVM ）がないようにします。

このタスクについて

システム定義の「デフォルト」の IPspace と「クラスタ」の IPspace は削除できません。

手順

1. Network * > * IPspaces * をクリックします。

2. 削除する IPspace を選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * はい * をクリックします。

◦ 関連情報 *

"Network Management の略"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してブロードキャストドメインを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ブロ
ードキャストドメインを作成および管理できます。

ブロードキャストドメインの設定を編集します

System Manager を使用して、名前、 MTU サイズ、ブロードキャストドメインに関連付けられているポート
などのブロードキャストドメインの属性を変更できます。

このタスクについて

• 管理ポート e0M が割り当てられているブロードキャストドメインの MTU サイズは変更しないでくださ
い。

• System Manager を使用して、クラスタ IPspace 内のブロードキャストドメインを編集することはできま
せん。

代わりにコマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用してください。

手順

1. [ ネットワーク *>] 、 [ ブロードキャストドメイン *] の順にクリックします。

2. 変更するブロードキャストドメインを選択し、 * 編集 * をクリックします。
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3. ブロードキャストドメインの編集 * ダイアログボックスで、ブロードキャストドメインの属性を必要に応
じて変更します。

4. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

ブロードキャストドメインを削除する

不要になったブロードキャストドメインは、 System Manager を使用して削除できます。

作業を開始する前に

削除するブロードキャストドメインに関連付けられているサブネットがないようにします。

このタスクについて

• ブロードキャストドメインを削除すると、ブロードキャストドメインに関連付けられているポートにはデ
フォルト IPspace が割り当てられ、ポートの MTU 設定は変更されません。

• System Manager を使用して、クラスタ IPspace 内のブロードキャストドメインを削除することはできま
せん。

代わりにコマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用してください。

手順

1. [ ネットワーク *>] 、 [ ブロードキャストドメイン *] の順にクリックします。

2. 削除するブロードキャストドメインを選択し、「 * 削除 * 」をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

◦ 関連情報 *

[ ネットワーク  ウィンドウ]

"Network Management の略"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してサブネットを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、サブ
ネットを管理できます。

サブネットの設定を編集します

System Manager を使用して、名前、サブネットアドレス、 IP アドレスの範囲、および
サブネットのゲートウェイアドレスなどのサブネットの属性を変更できます。

このタスクについて

• クラスタ IPspace 内のサブネットの編集は System Manager では実行できません。

代わりにコマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用してください。

• ゲートウェイアドレスを変更してもルートは更新されません。

CLI を使用してルートを更新してください。
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手順

1. [ * ネットワーク * > * サブネット * ] をクリックします。

2. 変更するサブネットを選択し、 * Edit * をクリックします。

サブネット内の LIF を使用したままであっても、そのサブネットを変更できます。

3. Edit Subnet * ダイアログボックスで、必要に応じてサブネット属性を変更します。

4. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

サブネットを削除します

System Manager を使用して、不要になったサブネットを削除したり、そのサブネットに割り当てられていた
IP アドレスを再割り当てしたりすることができます。

作業を開始する前に

削除するサブネット内の IP アドレスを使用する LIF がないことを確認しておきます。

このタスクについて

クラスタ IPspace のサブネットの削除は System Manager では実行できません。代わりにコマンドラインイ
ンターフェイス（ CLI ）を使用してください。

手順

1. [ * ネットワーク * > * サブネット * ] をクリックします。

2. 削除するサブネットを選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

◦ 関連情報 *

[ ネットワーク  ウィンドウ]

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してネットワークインターフェイスを管理し
ます

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ネッ
トワークインターフェイスを作成および管理できます。

ネットワークインターフェイスを作成

System Manager を使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）からのデータアクセス、 SVM の管理、ク
ラスタ間接続を行うためのネットワークインターフェイスまたは LIF を作成できます。

作業を開始する前に

サブネットに関連付けたブロードキャストドメインにポートを割り当てておきます。

このタスクについて

• LIF の作成時には、 Dynamic DNS （ DDNS ；動的 DNS ）がデフォルトで有効になります。

ただし、 iSCSI 、 NVMe 、 FC / FCoE のいずれかのプロトコルを使用するクラスタ間通信用の LIF 、ま
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たは管理アクセス専用の LIF を設定する場合は、 DDNS が無効になります。

• IP アドレスは、サブネットを使用しても使用しなくても指定できます。

• ポートがデグレード状態の場合、 System Manager でネットワークインターフェイスを作成することはで
きません。

このような場合は、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用してネットワークインターフェイス
を作成してください。

• NVMeoF データ LIF を作成するには、 SVM がセットアップ済みで、 SVM に NVMe サービスがあり、
NVMeoF 対応アダプタが使用可能である必要があります。

• NVMe プロトコルは、選択した SVM に NVMe サービスが設定されている場合にのみ有効になります。

手順

1. [ * ネットワーク * ] > [* ネットワーク・インターフェイス * ] をクリックします。

2. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

3. Create Network Interface * ダイアログボックスで、インターフェイス名を指定します。

4. インターフェイスロールを指定します。

状況 作業

ネットワークインターフェイスをデータ LIF に関連
付けます

a. [Serves Data] を選択します。

b. ネットワークインターフェイスの SVM を選択
してください。

ネットワークインターフェイスをクラスタ間 LIF に
関連付けます

a. 「 * クラスタ間接続 * 」を選択します。

b. ネットワークインターフェイスの IPspace を選
択します。

5. 適切なプロトコルを選択します。

インターフェイスは、このプロトコルを使用して、 SVM からデータにアクセスします。

NVMe プロトコルを選択すると、残りのプロトコルは無効になります。NAS （ CIFS およ
び NFS ）プロトコルがサポートされている場合、それらのプロトコルは引き続き使用でき
ます。NVMe プロトコルを選択すると NVMe 転送フィールドが表示され、 FC-NVMe プロ
トコルが転送プロトコルとして表示されます。

6. データ LIF で管理アクセスを有効にする場合は、 * 管理アクセスの有効化 * チェックボックスを選択しま
す。

クラスタ間 LIF 、または FC / FCoE プロトコルや NVMe プロトコルを使用する LIF では、管理アクセス
を有効にすることはできません。

7. IP アドレスを割り当てます。

133



状況 作業

サブネットを使用して IP アドレスを指定します a. サブネットを使用する * を選択します。

b. Add Details ダイアログボックスで、 IP アドレ
スを割り当てるサブネットを選択します。

クラスタ間 LIF の場合、選択した IPspace に関
連付けられているサブネットだけが表示されま
す。

c. インターフェイスに特定の IP アドレスを割り
当てる場合は、 * 特定の IP アドレスを使用す
る * を選択して、 IP アドレスを入力します。

指定した IP アドレスがサブネット内にない場
合、追加されます。

d. [OK] をクリックします。

サブネットを使用せずに手動で IP アドレスを指定
します

a. サブネットなし * を選択します。

b. [ 詳細の追加 ] ダイアログボックスで、次の手順
を実行します。

i. IP アドレスとネットワークマスクまたはプ
レフィックスを指定します。

ii. オプション：ゲートウェイを指定します。

iii. Destination フィールドにデフォルト値を使
用しない場合は、新しい宛先値を指定しま
す。

送信先の値を指定しない場合は、 IP アドレ
スのファミリーに基づいて、 Destination フ
ィールドにデフォルト値が設定されます。

ルートが存在しない場合は、ゲートウェイとデ
スティネーションに基づいて新しいルートが自
動的に作成されます。

c. [OK] をクリックします。

8. ポート * の詳細領域から必要なポートを選択します。

◦ データ LIF の場合、ポートの詳細領域には、 SVM の IPspace に関連付けられたブロードキャストド
メインにあるすべてのポートが表示されます。

◦ クラスタ間 LIF の場合、ポートの詳細領域には、要求された IPspace に関連付けられたブロードキャ
ストドメインにあるすべてのポートが表示されます。

◦ NVMe プロトコルが選択されている場合、ポートの詳細領域には NVMe 対応アダプタのみが表示され
ます。

9. オプション： Dynamic DNS（DDNS）*チェックボックスを選択して、DDNSを有効にします。
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10. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

ネットワークインターフェイスの設定を編集します

System Manager を使用してネットワークインターフェイスを変更することで、データ LIF の管理アクセスを
有効にすることができます。

このタスクについて

• System Manager を使用して、クラスタ LIF 、クラスタ管理 LIF 、またはノード管理 LIF を変更すること
はできません。

• クラスタ間 LIF の管理アクセスは有効にできません。

手順

1. [ * ネットワーク * ] > [* ネットワーク・インターフェイス * ] をクリックします。

2. 変更するインターフェイスを選択し、 * Edit * をクリックします。

3. Edit Network Interface * ダイアログボックスで、必要に応じてネットワーク・インターフェイスの設定を
変更します。

4. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

ネットワークインターフェイスを削除

System Manager を使用してネットワークインターフェイスを削除し、そのインターフェイスの IP アドレス
を解放して、別の用途に使用できます。

作業を開始する前に

ネットワークインターフェイスのステータスを無効にする必要があります。

手順

1. [ * ネットワーク * ] > [* ネットワーク・インターフェイス * ] をクリックします。

2. 削除するインターフェイスを選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

LIF を移行

ソースポートで障害が発生した場合やメンテナンスが必要な場合は、 System Manager を使用して、データ
LIF またはクラスタ管理 LIF を同じノードの別のポートやクラスタ内の別のノードに移行できます。

作業を開始する前に

デスティネーションのノードおよびポートが動作していて、ソースポートと同じネットワークにアクセスでき
る必要があります。

このタスクについて

• ノードから NIC を削除する場合は、 NIC に属しているポートでホストされている LIF をクラスタ内の他
のポートに移行する必要があります。

• iSCSI または FC の LIF は移行できません。

手順
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1. [ * ネットワーク * ] > [* ネットワーク・インターフェイス * ] をクリックします。

2. 移行するインターフェイスを選択し、 * Migrate * をクリックします。

3. * Migrate Interface * ダイアログボックスで、 LIF を移行するデスティネーションポートを選択します。

4. オプション：デスティネーションポートをLIFの新しいホームポートに設定する場合は、 Migrate

permanently-*チェックボックスを選択します。

5. [* Migrate （移行） ] をクリックします

◦ 関連情報 *

[ ネットワーク  ウィンドウ]

SVM で iSCSI プロトコルを設定します

"ONTAP の概念"

"Network Management の略"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してイーサネットポートを管理します

ONTAP システムマネージャクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、イ
ーサネットポートを作成および管理できます。

インターフェイスグループを作成する

System Manager を使用してインターフェイスグループ（シングルモード、スタティックマルチモード、また
はダイナミックマルチモード（ LACP ））を作成し、集約されたネットワークポートの機能を組み合わせて
クライアントに単一のインターフェイスを提供できます。

作業を開始する前に

ブロードキャストドメインまたはインターフェイスグループに属さない空きポート、あるいは VLAN をホス
トする空きポートを用意しておく必要があります。

手順

1. [ * ネットワーク > イーサネットポート * ] をクリックします。

2. Create Interface Group をクリックします。

3. Create Interface Group * ダイアログボックスで、次の設定を指定します。

◦ インターフェイスグループの名前

◦ ノード

◦ インターフェイスグループに含めるポートを指定します

◦ ポートの使用モード：シングルモード、スタティックマルチモード、またはダイナミックマルチモー
ド（ LACP ）

◦ ネットワークの負荷分散： IP ベース、 MAC アドレスベース、シーケンシャル、またはポート

◦ 必要に応じて、インターフェイスグループのブロードキャストドメインを指定します

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。
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VLAN インターフェイスを作成する

同じネットワークドメイン内の分離されたブロードキャストドメインを管理するための VLAN を作成するに
は、 System Manager を使用します。

手順

1. [ * ネットワーク > イーサネットポート * ] をクリックします。

2. [Create VLAN] をクリックします。

3. Create VLAN * ダイアログボックスで、ノード、物理インターフェイス、およびブロードキャストドメイ
ンを選択します（必要な場合）。

物理インターフェイスのリストには、イーサネットポートとインターフェイスグループのみが表示されま
す。このリストには、別のインターフェイスグループまたは既存の VLAN にあるインターフェイスは表示
されません。

4. VLAN タグを入力し、 * Add * をクリックします。

一意の VLAN タグを追加する必要があります。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

イーサネットポートの設定を編集します

System Manager を使用して、二重モードや速度の設定など、イーサネットポートの設定を編集することがで
きます。

手順

1. [ * ネットワーク > イーサネットポート * ] をクリックします。

2. 物理ポートを選択し、 * Edit * をクリックします。

3. Edit Ethernet Port * ダイアログボックスで、二重モードと速度の設定を「手動」または「自動」に変更し
ます。

4. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

インターフェイスグループの設定を編集します

System Manager を使用して、インターフェイスグループに対するポートの追加や削除、インターフェイスグ
ループ内のポートの使用モードや負荷分散パターンの変更を行うことができます。

このタスクについて

ブロードキャストドメインに割り当てられているインターフェイスグループの MTU の設定は変更できませ
ん。

手順

1. [ * ネットワーク > イーサネットポート * ] をクリックします。

2. インターフェイスグループを選択し、 * Edit * をクリックします。

3. 必要に応じてインターフェイスグループの設定を変更し、 * Save and Close * をクリックします。
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VLAN の MTU サイズを変更します

ブロードキャストドメインの一部ではない VLAN インターフェイスの MTU サイズを変更するには、 System

Manager を使用します。

このタスクについて

管理ポート e0M の MTU サイズは変更しないでください。

手順

1. [ * ネットワーク > イーサネットポート * ] をクリックします。

2. 変更する VLAN を選択し、 * Edit * をクリックします。

3. Edit VLAN * ダイアログボックスで、必要に応じて MTU サイズを変更し、 * Save * をクリックします。

VLAN を削除します

System Manager を使用して、ネットワークポートに設定されている VLAN を削除することができます。NIC

をスロットから取り外す前に、 VLAN の削除が必要になることがあります。VLAN を削除すると、その VLAN

を使用しているすべてのフェイルオーバールールとフェイルオーバーグループから自動的に削除されます。

作業を開始する前に

その VLAN に関連付けられている LIF がないようにします。

手順

1. [ * ネットワーク > イーサネットポート * ] をクリックします。

2. 削除する VLAN を選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

ポートとアダプタ

ポートはノードにグループ化され、選択したプロトコルカテゴリに基づいてノードが表示されます。たとえ
ば、データが FC プロトコルを使用して提供される場合、 FCP アダプタを持つノードのみが表示されます。
負荷が少ないポートを選択する際には、ホストされているインターフェイス数が参考になります。

• 関連情報 *

"Network Management の略"

"ONTAP の概念"

[ ネットワーク  ウィンドウ]

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 FC / FCoE アダプタと NVMe アダプ
タを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 FC /

FCoE アダプタと NVMe アダプタを管理できます。
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FC / FCoE アダプタおよび NVMe アダプタの速度設定を編集します

System Manager の FC / FCoE および NVMe アダプタの設定の編集ダイアログボックスを使用して、 FC /

FCoE および NVMe アダプタの速度設定を変更できます。

手順

1. [ * ネットワーク * > * FC / FCoE および NVMe アダプター * ] をクリックします。

2. 編集するアダプターを選択し、 * 編集 * をクリックします。

3. FC / FCoE および NVMe アダプタ設定の編集 * ダイアログボックスで、アダプタ速度を * 手動 * または *

自動 * に設定し、 * 保存 * をクリックします。

◦ 関連情報 *

[ ネットワーク  ウィンドウ]

"Network Management の略"

ストレージ階層

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してアグリゲートを編集します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、必要
に応じて、既存のアグリゲートのアグリゲート名、 RAID タイプ、および RAID グルー
プサイズを変更できます。

作業を開始する前に

アグリゲートの RAID タイプを RAID4 から RAID-DP に変更するには、ホットスペアを除く十分な数の互換
性のあるスペアディスクがアグリゲートに含まれている必要があります。

このタスクについて

• アレイ LUN をサポートする ONTAP システムの RAID グループは変更できません。

使用できるオプションは RAID 0 のみです。

• パーティショニングされたディスクの RAID タイプは変更できません。

パーティショニングされたディスクに対して選択できるオプションは RAID-DP のみです。

• SnapLock Compliance アグリゲートの名前は変更できません。

• ストレージプールの SSD で構成されるアグリゲートの場合、変更できるのはアグリゲート名のみです。

• トリプルパリティディスクのサイズが 10TB で、他のディスクのサイズが 10TB 未満の場合、 RAID タイ
プとして RAID-DP または RAID-TEC を選択できます。

• トリプルパリティディスクのサイズが 10TB で、他のディスクのサイズが 1 本でも 10TB を超えている場
合、 RAID-TEC は RAID タイプに使用できる唯一のオプションです。

手順

1. 次のいずれかの方法を選択します。

◦ [* アプリケーションと階層 > ストレージ階層 *] をクリックします。
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◦ Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. 編集するアグリゲートを選択し、 * 編集 * をクリックします。

3. アグリゲートの編集 * ダイアログボックスで、アグリゲート名、 RAID タイプ、 RAID グループサイズを
必要に応じて変更します。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

アグリゲートウィンドウに戻ります

互換性のあるスペアディスクとは

ストレージ階層ウィンドウに戻ります

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してアグリゲートを削除します

アグリゲート内のデータが不要になったときは、 ONTAP System Manager クラシック
（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用してアグリゲートを削除できます。ただし、ルー
トアグリゲートは、システム構成情報が含まれているルートボリュームがあるため、削
除できません。

作業を開始する前に

• アグリゲートに含まれている FlexVol および関連付けられている Storage Virtual Machine （ SVM ）をす
べて削除する必要があります。

• アグリゲートをオフラインにする必要があります。

手順

1. 次のいずれかの方法を選択します。

◦ [* アプリケーションと階層 > ストレージ階層 *] をクリックします。

◦ Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. 削除するアグリゲートを 1 つ以上選択し、 * 削除 * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

◦ 関連情報 *

アグリゲートウィンドウに戻ります

ストレージ階層ウィンドウに戻ります

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してアグリゲートを作成する際に RAID 構成を変更します

アグリゲートを作成する際、 ONTAP の System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前
で使用可能）を使用して、アグリゲートの RAID タイプオプションと RAID グループサ
イズオプションのデフォルト値を変更できます。

このタスクについて

アグリゲートディスクのディスクタイプが FSAS または MSATA で、ディスクサイズが 10TB 以上の場合、選
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択できる RAID タイプは RAID-TEC のみです。

手順

1. 次のいずれかの方法を選択します。

◦ [* アプリケーションと階層 > ストレージ階層 *] をクリックします。

◦ Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. [ ストレージ階層 * ] ウィンドウで、 [ アグリゲートの追加 ] をクリックします。

3. Create Aggregate * （アグリゲートの作成）ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

b. RAID 構成の変更 * ダイアログボックスで、 RAID タイプと RAID グループサイズを指定します。

共有ディスクでは、 RAID DP と RAID-TEC の 2 つの RAID タイプがサポートされます。

推奨される RAID グループサイズは HDD の場合が 12~20 ディスク、 SSD の場合が 20~28 ディスクで
す。

a. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して SSD を追加してキャッシュをプロビジョニングします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 SSD

をストレージプールまたは専用 SSD として追加してキャッシュをプロビジョニングでき
ます。SSD を追加することで、パーティショニングされたディスクを含まない非ルート
アグリゲートまたはルートアグリゲートを Flash Pool アグリゲートに変換したり、既存
の Flash Pool アグリゲートのキャッシュサイズを拡張したりできます。

このタスクについて

• 追加された SSD キャッシュはアグリゲートのサイズには反映されず、アグリゲートが最大サイズのとき
でも SSD RAID グループを追加できます。

• System Manager を使用してキャッシュを追加する場合、パーティショニングされた SSD は使用できま
せん。

SSD の追加によるアグリゲートへのキャッシュのプロビジョニング

System Manager でストレージプールまたは専用 SSD を追加してキャッシュをプロビジョニングするには、
パーティションに分割されたディスクを含まないルート以外の既存の HDD アグリゲートまたはルートアグリ
ゲートを Flash Pool アグリゲートに変換します。

作業を開始する前に

• アグリゲートがオンラインになっている必要があります。

• キャッシュディスクとして割り当てることができる十分な数のスペア SSD または割り当て単位がストレ
ージプールに必要です。

• クラスタ内のすべてのノードで ONTAP 8.3 以降が実行されている必要があります。

クラスタに複数のバージョンが混在している場合は、コマンドラインインターフェイスを使用して Flash

Pool アグリゲートを作成し、 SSD キャッシュをプロビジョニングしてください。
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• Flash Pool アグリゲートに変換できる、 HDD で構成された、ルートではない有効な 64 ビットのアグリ
ゲートを特定しておく必要があります。

• アレイ LUN を含むアグリゲートは使用できません。

このタスクについて

Flash Pool アグリゲートの SSD 層のサイズと構成について、プラットフォームとワークロードそれぞれに固
有なベストプラクティスに注意する必要があります。

手順

1. 次のいずれかの方法を選択します。

◦ [* アプリケーションと階層 > ストレージ階層 *] をクリックします。

◦ Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. [ * ストレージ階層 * ] ウィンドウでアグリゲートを選択し、 [ * その他の操作 * > * キャッシュの追加 * ] を
クリックします。

キャッシュの追加は FabricPool 対応アグリゲートではサポートされません。

3. [ キャッシュの追加 *] ダイアログボックスで、適切なアクションを実行します。

選択したキャッシュソース 手順

ストレージプール a. キャッシュを提供するストレージプールを選択
します。

b. キャッシュサイズを指定します。

c. 必要に応じて RAID タイプを変更します。

専用 SSD 使用する SSD のサイズと数を選択し、必要に応じ
て RAID 構成を変更します。

a. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

b. RAID 構成の変更ダイアログボックスで、 RAID

タイプと RAID グループサイズを指定し、 * 保
存 * をクリックします。

4. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

ミラーされたアグリゲートの場合、*キャッシュの追加*ダイアログボックスに、選択した数の2倍のディス
クが追加されることを示す情報が表示されます。

5. [ キャッシュの追加 *] ダイアログボックスで、 [ はい *] をクリックします。

結果

選択したアグリゲートにキャッシュディスクが追加されます。
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SSD の追加による Flash Pool アグリゲートのキャッシュの拡張

System Manager を使用して、ストレージプールまたは専用 SSD として SSD を追加し、 Flash Pool アグリ
ゲートのサイズを拡張できます。

作業を開始する前に

• Flash Pool アグリゲートをオンラインにする必要があります。

• キャッシュディスクとして割り当てることができる十分な数のスペア SSD または割り当て単位がストレ
ージプールに必要です。

手順

1. Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. [* Aggregate* ] ウィンドウで、 Flash Pool アグリゲートを選択し、 [Add Cache* ] をクリックします。

3. [ キャッシュの追加 *] ダイアログボックスで、適切なアクションを実行します。

選択したキャッシュソース 手順

ストレージプール キャッシュを提供するストレージプールを選択し、
キャッシュサイズを指定します。

専用 SSD 追加する SSD のサイズと数を選択します。

4. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

ミラーされたアグリゲートの場合、 Add Cache （キャッシュの追加）ダイアログボックスに、選択した
数の 2 倍のディスクが追加されることを示す情報が表示されます。

5. [ キャッシュの追加 *] ダイアログボックスで、 [ はい *] をクリックします。

結果

選択した Flash Pool アグリゲートにキャッシュディスクが追加されます。

• 関連情報 *

"ネットアップテクニカルレポート 4070 ：『 Flash Pool Design and Implementation 』"

ストレージプールの仕組み

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してデータディスクを追加します

データディスクを追加することによって、既存のルート以外のアグリゲートまたはディ
スクを含むルートアグリゲートのサイズを拡張できます。System Manager クラシック
（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、選択した ONTAP ディスクタイプの HDD

または SSD を追加したり、 RAID グループオプションを変更したりできます。

作業を開始する前に

• アグリゲートがオンラインになっている必要があります。
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• 十分な数の互換性のあるスペアディスクが必要です。

このタスクについて

• アグリゲート内の他のディスクとサイズが同じディスクを追加することを推奨します。

アグリゲート内の他のディスクよりも小さいディスクを追加すると、アグリゲートが最適な構成になら
ず、原因のパフォーマンスの問題が生じることがあります。

アグリゲート内の既存の RAID グループに含まれるディスクよりも大きいディスクを追加した場合は、デ
ータディスクのサイズが縮小されて、その RAID グループ内の他のディスクと同じスペースになります。
アグリゲートに新しい RAID グループを作成し、新しい RAID グループに同等のサイズのディスクが残っ
ている場合、ディスクのサイズは縮小されません。

アグリゲート内の他のディスクと違うサイズのディスクを追加すると、選択したディスクは追加されず
に、使用可能サイズが指定したサイズの 90~105% に該当する他のディスクが自動的に追加されることが
あります。たとえば、 744GB のディスクの場合は、 669~781GB のディスクが選択対象となります。サ
イズがこの範囲内のすべてのスペアディスクのうち、 ONTAP は最初にパーティショニングされたディス
クのみを選択し、次にパーティショニングされていないディスクのみを選択して、最後にパーティショニ
ングされたディスクとパーティショニングされていないディスクの両方を選択します。

• System Manager を使用して次の構成に HDD を追加することはできません。

◦ SSD のみで構成されるアグリゲート

◦ パーティショニングされたディスクを含むルートアグリゲートこれらの構成に HDD を追加する場合
は、コマンドラインインターフェイスを使用する必要があります。

• 共有ディスクでは、 RAID DP と RAID-TEC の 2 つの RAID タイプがサポートされます。

• ストレージプールの SSD は使用できません。

• RAID グループ・タイプが RAID DP の場合 'FSAS または MSATA タイプのディスクを 10 TB 以上のサイ
ズで追加する場合は ' 新規 RAID グループまたはすべての RAID グループに追加するのではなく 'S

pecSpecific RAID グループにのみ追加できます

ディスクは、既存のアグリゲート内の既存の RAID グループに含まれるディスクと同じサイズに縮小され
てから追加されます。

• RAID グループ・タイプが RAID-TEC の場合 'FSAS または MSATA タイプのディスクを 10 TB 以上のサイ
ズで追加する場合は ' すべての RAID グループ ' 新しい RAID グループ ' および特別な RAID グループに追
加できます

ディスクは、既存のアグリゲート内の既存の RAID グループに含まれるディスクと同じサイズに縮小され
てから追加されます。

手順

1. 次のいずれかの方法を選択します。

◦ [* アプリケーションと階層 > ストレージ階層 *] をクリックします。

◦ Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. 「 * ストレージ階層 * 」ウィンドウで、データディスクを追加するアグリゲートを選択し、メニューをク
リックします。その他の操作 [ 容量の追加 ] 。

3. [ 容量の追加 * ] ダイアログボックスで、次の情報を指定します。
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a. 「 * Disk Type to Add * 」オプションを使用して、データディスクのディスクタイプを指定します。

b. ディスクまたはパーティションの数 * オプションを使用して、データディスクの数を指定します。

4. [ ディスクの追加先 *] オプションを使用して、データディスクを追加する RAID グループを指定します。

System Manager は ' デフォルトで ' すべての RAID グループにデータ・ディスクを追加します

a. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

b. [RAID Group Selection] ダイアログ・ボックスで '[*Add Disks to *] オプションを使用して 'RAID グル
ープを [New RAID group] または [Specific RAID group] として指定します

共有ディスクは ' 新しい RAID グループオプションにのみ追加できます

5. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

ミラーされたアグリゲートの場合、*容量の追加*ダイアログボックスに、選択した数の2倍のディスクが追
加されることを示す情報が表示されます。

6. キャパシティの追加 * （ Add Capacity ）ダイアログボックスで、 * はい * （ * Yes ）をクリックしてデー
タディスクを追加します。

結果

選択したアグリゲートにデータディスクが追加され、アグリゲートのサイズが拡張されます。

• 関連情報 *

互換性のあるスペアディスクとは

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してデータディスクを追加する場合は、 RAID グループを変更し
てください

アグリゲートにデータディスク（ HDD ）を追加するときに、 ONTAP System Manager

クラシック（ ONTAP 9.7 以前でサポート）を使用して、ディスクを追加する RAID グル
ープを変更できます。

このタスクについて

• RAID タイプが RAID-DP であり、 FSAS または MSATA タイプのディスクをサイズが 10TB 以上の場合、
それらを追加できるのは「特別な RAID グループ」のみで、「新規 RAID グループ」または「すべての
RAID グループ」には追加できません。

これらのディスクは、既存のアグリゲートのサイズにダウンサイズされて追加されます。

• RAID グループが RAID-TEC の場合 'FSAS または MSATA タイプのディスクを 10 TB 以上のサイズで追加
する場合は ' すべての RAID グループ ' 新しい RAID グループ ' および特別な RAID グループに追加できま
す

これらのディスクは、既存のアグリゲートのサイズにダウンサイズされて追加されます。

手順

1. 次のいずれかの方法を選択します。
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◦ [* アプリケーションと階層 > ストレージ階層 *] をクリックします。

◦ Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. 「 * ストレージ階層 * 」ウィンドウで、データディスクを追加するアグリゲートを選択し、メニューをク
リックします。その他の操作 [ 容量の追加 ] 。

3. [ 容量の追加 *] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

b. RAID 構成の変更 * ダイアログボックスで、データディスクを追加する RAID グループを指定します。

デフォルト値「 All RAID groups 」を「 S pecSpecific RAID group 」または「 New RAID group 」に
変更できます。

c. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して FlexVol ボリュームを移動します

ONTAP System Manager classic （ ONTAP 9.7 以前でサポート）を使用すると、無停止
で FlexVol ボリュームを別のアグリゲートまたは別のノードに移動して、容量利用率と
パフォーマンスを向上させることができます。

作業を開始する前に

データ保護ボリュームを移動する場合は、ボリュームを移動する前にデータ保護のミラー関係を初期化する必
要があります。

このタスクについて

• Flash Pool アグリゲートでホストされているボリュームを移動する場合は、 HDD 階層に格納されている
データのみがデスティネーションアグリゲートに移動されます。

このボリュームに関連付けられているキャッシュデータはデスティネーションアグリゲートに移動されま
せん。そのため、ボリュームの移動後にパフォーマンスが低下する可能性があります。

• SnapLock アグリゲートからボリュームを移動することはできません。

• ディザスタリカバリ用に設定された SVM から FabricPool 対応アグリゲートにボリュームを移動すること
はできません。

手順

1. 次のいずれかの方法を選択します。

◦ [* アプリケーションと階層 > ストレージ階層 *] をクリックします。

◦ Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. ボリュームを含むアグリゲートを選択し、メニューをクリックします。 More Actions [Volume Move]

3. ウィザードの指示に従って、情報を入力または選択します。

4. 詳細を確認し、 [* 終了 ] をクリックしてウィザードを完了します。

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用してアグリゲートをミラーリングします

ONTAP System Manager 従来型（ ONTAP 9.7 以前で利用可能）を使用すると、単一の
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アグリゲート内でデータをリアルタイムでミラーリングすることで、データを保護し、
耐障害性を高めることができます。アグリゲートをミラーすると、ディスクおよびアレ
イ LUN への接続における単一点障害が排除されます。

作業を開始する前に

アグリゲートをミラーリングするには、他のプールに十分な空きディスクが必要です。

このタスクについて

キャッシュソースがストレージプールの場合、 Flash Pool アグリゲートをミラーすることはできません。

手順

1. 次のいずれかの方法を選択します。

◦ [* アプリケーションと階層 > ストレージ階層 *] をクリックします。

◦ Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. ミラーリングするアグリゲートを選択し、メニューをクリックします。 More Actions [Mirror]

SyncMirror は FabricPool 対応アグリゲートではサポートされていません。

3. このアグリゲートをミラーリング * （ Mirror This aggregate ）ダイアログボックスで、 * ミラー * （ *

Mirror * ）をクリックしてミラーリングを開始します。

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンを使用して、アグリゲートの情報を表示します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）のアグリゲートウ
ィンドウを使用して、アグリゲートの名前、ステータス、およびスペースに関する情報
を表示できます。

手順

1. 次のいずれかの方法を選択します。

◦ [* アプリケーションと階層 > ストレージ階層 *] をクリックします。

◦ Storage * > * Aggregates & Disks * > * Aggregates * の順にクリックします

2. アグリゲート名をクリックすると、選択したアグリゲートの詳細が表示されます。

System Manager ONTAP 9.7 以前で StorageGRID を使用する場合は、 CA 証明書をインストールします

ONTAP で FabricPool 対応アグリゲート用のオブジェクトストアとして StorageGRID で
認証するには、 System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用し
てクラスタに StorageGRID CA 証明書をインストールします。

手順

1. StorageGRID システムのドキュメントに従って、グリッド管理インターフェイスを使用して
StorageGRID システムの CA 証明書をコピーします。

"StorageGRID 11.3 管理者ガイド"
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StorageGRID をクラウド階層として追加する場合に CA 証明書がインストールされていないと、メッセ
ージが表示されます。

2. StorageGRID CA 証明書を追加します。

指定する Fully Qualified Domain Name （ FQDN ；完全修飾ドメイン名）と StorageGRID

CA 証明書のカスタム共通名が一致している必要があります。

◦ 関連情報 *

クラウド階層を追加しています

HDD を System Manger ONTAP 9.7 以前のバージョンと混在させる場合は、実質的 ONTAP ディスクタイプ
を使用できます

Data ONTAP 8.1 以降では、特定の ONTAP ディスクタイプは、アグリゲートの作成、ア
グリゲートへの追加、およびスペアの管理を行う目的において同じタイプとみなされま
す。ONTAP は、各ディスクタイプに実質的ディスクタイプを割り当てます。ONTAP

System Manager クラシック（ 9.7 以前のバージョンで使用可能）を使用して、実質的
ディスクタイプが同じ HDD を混在させることができます。

「 raid.disktype.enable 」オプションが「 off 」に設定されている場合、特定のタイプの HDD を同じアグリゲ
ート内に混在させることができます。「 raid.disktype.enable 」オプションが「 on 」に設定されている場
合、有効なディスクタイプは ONTAP ディスクタイプと同じです。アグリゲートの作成には、 1 つのディスク
タイプしか使用できません。「 raid.disktype.enable 」オプションのデフォルト値は「 off 」です。

Data ONTAP 8.2 以降では 'BSAS ' FSAS ' および ATA のディスクを混在させる場合 'Disk オプション
raid.mix.hdd.disktype.capacity` を on に設定する必要がありますFCAL および SAS タイプのディスクを混在さ
せるには 'raid.mix.hdd.disktype.performance オプションを on に設定する必要があります

次の表に、ディスクタイプと実質的ディスクタイプの対応を示します。

ONTAP ディスクタイプ 実質的ディスクタイプ

FCAL （ SAS ）。

（ SAS ）。 （ SAS ）。

ATA の略 FSA

BSAS FSA

FCAL および SAS （ SAS ）。

mSATA （ mSATA mSATA （ mSATA

FSA FSA
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System Manager - ONTAP 9.7 以前の互換性のあるスペアディスク

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）では、互換性のあ
るスペアディスクとは、アグリゲート内の他のディスクとプロパティが一致するディス
クです。HDD （データディスク）を追加して既存のアグリゲートのサイズを拡張する場
合、またはアグリゲートの RAID タイプを RAID4 から RAID-DP に変更する場合は、十
分な数の互換性のあるスペアディスクがアグリゲートに含まれている必要があります。

一致する必要のあるディスクプロパティは、ディスクタイプ、ディスクサイズ（同じディスクサイズを使用で
きない場合は、より大きなサイズ）、ディスクの rpm 、チェックサム、ノードの所有者、プール、 共有ディ
スクのプロパティを定義できます。大きいサイズのディスクを使用する場合、ディスクがダウンサイズされ、
すべてのディスクのサイズが最もサイズの小さいディスクに合わせて縮小されることに注意してください。既
存の共有ディスクはそれよりもサイズの大きい非共有ディスクに合わせられ、非共有ディスクが共有ディスク
に変換されてスペアとして追加されます。

ディスクタイプの混在やディスク rpm の混在など、 RAID の混在オプションが RAID グループに対して有効
になっている場合は、 アグリゲートの既存のディスクのディスクタイプとディスク rpm は、互換性があるス
ペアを取得するために使用されるスペアディスクの有効なディスクタイプと有効なディスク rpm と一致しま
す。

• 関連情報 *

データディスクを追加しています

アグリゲートの編集

System Manager とホットスペアとの相互運用性 - ONTAP 9.7 以前

ホットスペアは、ストレージシステムに割り当てられているものの、どの RAID グルー
プでも使用されていないディスクです。ホットスペアはデータを含んでおらず、 RAID

グループで障害が発生した場合にその RAID グループに割り当てられます。ONTAP

System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）では、最大のディスクをホ
ットスペアとして使用します。

RAID グループに複数のディスクタイプがある場合、それぞれのディスクタイプでサイズの一番大きなディス
クがホットスペアとして確保されます。たとえば、 RAID グループに SATA ディスクと SAS ディスクがそれ
ぞれ 10 本ずつある場合、最大サイズの SATA ディスクと最大サイズの SAS ディスクがホットスペアになり
ます。

最大サイズのディスクがパーティショニングされている場合、パーティショニングされている RAID グループ
とされていない RAID グループそれぞれにホットスペアが提供されます。最大サイズのディスクがパーティシ
ョニングされていない場合、 1 本のスペアディスクが提供されます。

ディスクグループにルートパーティションがある場合は、最大サイズのパーティショニングされていないディ
スクがホットスペアとして確保されます。同じサイズのパーティショニングされていないディスクを使用でき
ない場合、スペアルートパーティションはルートパーティショングループのホットスペアとして確保されま
す。

1 本のスペアディスクを複数の RAID グループのホットスペアとして使用することができます。System

Manager は ' ノード・レベルでオプション raid.min_spare_count に設定した値に基づいてホット・スペア数
を計算しますたとえば、 SSD RAID グループに 10 個の SSD があり、オプション「 raid.min_spare_count 」
がノードレベルで「 1 」に設定されている場合、 System Manager は 1 個の SSD をホットスペアとして残
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し、他の 9 個の SSD を SSD 関連の操作に使用します。同様に、 HDD RAID グループに HDD が 10 台あ
り、オプション「 raid.min_spare_count 」がノードレベルで「 2 」に設定されている場合、 System

Manager は 2 本の HDD をホットスペアとして残し、他の 8 本を HDD 関連の処理に使用します。

アグリゲートの作成、編集、およびアグリゲートへの HDD または SSD の追加を行う際に、 System

Manager は、 RAID グループにホットスペアルールを適用します。ホットスペアルールは、ストレージプー
ルの作成時、または既存のストレージプールへのディスクの追加時にも使用されます。

System Manager には、ホットスペアルールの例外があります。

• MSATA またはマルチディスクキャリアのディスクの場合、ホットスペアの数は、ノードレベルで設定し
た値の 2 倍、かつ 2 本を下回ることがないようにする必要があります。

• ディスクがアレイ LUN または仮想ストレージアプライアンスの一部である場合、ホットスペアは使用さ
れません。

System Manager - ONTAP 9.7 以前でディスクタイプとディスク rpm を表示する場合のルール

アグリゲートを作成してデータディスクを追加する際には、 ONTAP の System

Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）にディスクタイプとディスク rpm

の表示に適用されるルールを理解しておく必要があります。

ディスクタイプの混在オプションとディスク rpm の混在オプションが有効でない場合は、実際のディスクタ
イプとディスク rpm が表示されます。

これらの混在オプションを有効にすると、実際のディスクタイプとディスク rpm の代わりに、有効なディス
クタイプと有効なディスク rpm が表示されます。たとえば、ディスクの混在オプションが有効になっている
場合、 System Manager では BSAS ディスクが FSAS と表示されます。同様に、ディスク rpm の混在オプシ
ョンが有効になっている場合、ディスクの rpm が 10 、 000 と 15 、 000 の場合、 System Manager では有
効な rpm が 10 、 000 と表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してアグリゲートを作成する場合のストレージの推奨事項

System Manager 9.4 以降では、ストレージの推奨事項に基づいてアグリゲートを作成で
きます。ただし、ストレージの推奨事項に基づいたアグリゲートの作成が環境でサポー
トされているかどうかを確認する必要があります。サポートされていない場合は、使用
する RAID ポリシーとディスク構成を決定し、アグリゲートを手動で作成する必要があ
ります。

クラスタ内の利用可能なスペアディスクが System Manager で分析され、それらのスペアディスクを使用し
てアグリゲートを作成する方法が推奨事項として生成されます。推奨されるアグリゲートの名前と使用可能な
サイズを含む概要情報が System Manager に表示されます。

多くの場合、ストレージの推奨事項に従うことで環境に最適な構成になります。ただし、クラスタで ONTAP

9.3 以前が実行されている場合や次の構成が環境に含まれている場合は、アグリゲートを手動で作成する必要
があります。

• サードパーティ製アレイ LUN を使用するアグリゲート

• Cloud Volumes ONTAP または ONTAP Select を使用した仮想ディスク

• MetroCluster 構成
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• SyncMirror 機能

• MSATA ディスク

• Flash Pool アグリゲート

• 複数のタイプまたはサイズのディスクがノードに接続されている場合

また、環境内のディスクが次の状況にある場合は、ストレージの推奨事項に基づいてアグリゲートを作成する
前に解決しておく必要があります。

• ディスクが不足している

• スペアディスクの数が安定しない

• 未割り当てディスク

• スペアが初期化されていない（ ONTAP 9.6 より前のバージョン）

• ディスクのメンテナンステストを実行中である

• 関連情報 *

"ディスクおよびアグリゲートの管理"

スペアディスクの初期化中です

System Manager のストレージ階層ウィンドウ - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 およびイヤエで使用可能）のストレ
ージ階層ウィンドウを使用して、クラスタ全体のスペースの詳細を表示したり、アグリ
ゲートの詳細を追加および表示したりできます。

内部階層パネル、またはパフォーマンス階層パネル：クラスタにオールフラッシュ（オール SSD ）アグリゲ
ートがある場合は、すべてのアグリゲートの合計サイズ、クラスタ内のアグリゲートで使用されているスペー
ス、 およびクラスタ内の使用可能なスペースが表示されます。

クラウド階層パネルには、クラスタ内のライセンスで許可されているクラウド階層の総数、クラスタで使用さ
れているライセンススペース、およびクラスタで使用可能なライセンススペースが表示されます。クラウド階
層パネルには、ライセンスのない、使用中のクラウド容量も表示されます。

アグリゲートパネルには、アグリゲートの合計スペース、使用済みスペース、および使用可能なスペースの詳
細がアグリゲートのタイプ別に表示されます。アクセス頻度の低いコールドデータがソリッドステートドライ
ブ（ SSD ）またはオールフラッシュ FAS アグリゲートにある場合は、その使用スペースも表示されます。ア
グリゲートを選択してアグリゲート関連の操作を実行できます。

コマンドボタン

• * アグリゲートの追加 *

アグリゲートを作成できます。

• * アクション *

次のオプションが用意されています。
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◦ * ステータスを * に変更します

選択したアグリゲートのステータスを次のいずれかに変更します。

▪ * オンライン *

このアグリゲートに含まれるボリュームへの読み取りおよび書き込みアクセスが許可されます。

▪ * オフライン *

読み取りおよび書き込みアクセスが許可されていません。

▪ * 制限 *

パリティの再構築などの一部の処理は許可されますが、データアクセスは許可されません。

◦ * 容量を追加 *

既存のアグリゲートに容量（ HDD または SSD ）を追加できます。

◦ * キャッシュを追加 *

既存の HDD アグリゲートまたは Flash Pool アグリゲートにキャッシュディスク（ SSD ）を追加でき
ます。

FabricPool 対応アグリゲートにはキャッシュディスクを追加できません。

このオプションは、オールフラッシュで最適化されたノードを含むクラスタでは使用できません。

◦ * ミラー *

アグリゲートをミラーリングできます。

◦ * ボリューム移動 *

FlexVol ボリュームを移動できます。

詳細領域

アグリゲート名をクリックすると、そのアグリゲートに関する詳細情報を確認できます。

• * 概要タブ *

選択したアグリゲートに関する詳細な情報が表示されます。これには、アグリゲートのスペース割り当
て、アグリゲートのスペース削減、アグリゲートのパフォーマンスなどの情報が含まれます。

• * ディスク情報タブ *

選択したアグリゲートのディスクレイアウト情報が表示されます。

• * Volumes （ボリューム）タブ *
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アグリゲート上の合計ボリューム数、合計アグリゲートスペース、およびアグリゲートにコミット済みの
スペースについての詳細が表示されます。

• * パフォーマンスタブ *

スループットや IOPS など、アグリゲートのパフォーマンス指標のグラフが表示されます。スループット
や IOPS についての読み取り、書き込み、および合計転送回数のパフォーマンス指標データが、 SSD と
HDD で別々に表示されます。

クライアントのタイムゾーンやクラスタのタイムゾーンを変更すると、パフォーマンス指標のグラフも変
わります。クライアントまたはクラスタのタイムゾーンを変更した場合、最新のグラフを表示するにはブ
ラウザの表示を更新してください。

• 関連情報 *

クラウド階層を追加しています

クラウド階層にアグリゲートを接続しています

クラウド階層を削除しています

クラウド階層を編集しています

アグリゲートを使用したストレージのプロビジョニング

アグリゲートを削除中

アグリゲートの編集

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、クラウド階層を設定および管理します

クラウド階層の設定と管理には、 ONTAP System Manger クラシック（ ONTAP 9.7 以前で利用可能）を使用
できます。データを複数の階層に格納すると、ストレージシステムの効率を高めることができます。ストレー
ジ階層の管理には、 FabricPool 対応アグリゲートを使用します。クラウド階層には、アクセス頻度に基づい
てデータが格納されます。

作業を開始する前に

• ONTAP 9.2 以降が実行されている必要があります。

• オールフラッシュ（オール SSD ）アグリゲートが必要です
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クラウド階層を追加します

System Manager を使用して、 SSD アグリゲートまたは仮想マシンディスク（ VMDK

）アグリゲートにクラウド階層を追加できます。クラウド階層は、使用頻度の低いデー
タ用のストレージとして利用できます。

作業を開始する前に

• オブジェクトストアに接続するためのアクセスキー ID とシークレットキーが必要です。

• オブジェクトストアにバケットを作成しておく必要があります。

• クラスタとクラウド階層の間でネットワーク接続が確立されている必要があります。

• クラウド階層とクラスタ間の通信が SSL または TLS を使用して暗号化されている場合は、必要な証明書
をインストールする必要があります。

このタスクについて

次のオブジェクトストアをクラウド階層として使用できます。

• StorageGRID

• Alibaba Cloud （ System Manager 9.6 以降）
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• Amazon Web Services （ AWS ） Simple Storage Service （ S3 ）

• Amazon Web Services （ AWS ） Commercial Cloud Service （ C2S ）

• Microsoft Azure Blob Storage

• IBM クラウド

• Google Cloud

• オンプレミスの Azure サービスである Azure Stack はサポートされていません。

• StorageGRID 以外のオブジェクトストアをクラウド階層として使用する場合は、
FabricPool 容量ライセンスが必要です。ライセンスを追加するには、 * ライセンスの追加 *

をクリックします。

• IBM Cloud Object Storage 環境（ Cleversafe など）を FabricPool で使用する場合は、認証
局（ CA ）証明書を指定する必要があります。CA 証明書を指定するには、 * Object Store

Certificate * トグルボタンを移動し、証明書のクレデンシャルを指定します。

手順

1. [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * クラウド階層 * ] をクリックします。

2. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

ダイアログボックスにサポート対象のすべてのオブジェクトストアプロバイダが表示されます。

3. クラウド階層として指定するオブジェクトストアプロバイダをリストから選択します。

クラウド階層の追加ウィンドウが表示されます。

4. [Region] フィールドのドロップダウンリストからリージョンを選択します。

選択した内容に基づいて、 [ サービス名（ FQDN ） * ] フィールドにサーバエンドポイントが自動的に入
力されます。

5. クラウド階層のアクセスキー ID 、クラウド階層のシークレットキー、およびコンテナ名を指定します。

AWS Commercial Cloud Service （ C2S ）をタイプとして選択した場合は、 CAP URL 、サーバ CA 証明
書、およびクライアント証明書を指定する必要があります。

6. 次のいずれかの設定を変更する場合は、 [ 詳細オプション ] アイコンをクリックします  [ 拡張オプショ
ン * ] ダイアログウィンドウを表示して、変更を行うことができます。

◦ クラウド階層へのアクセスに使用するポート番号

◦ クラウド階層へのデータのセキュアな転送を可能にする * SSL * オプションを有効または無効にしま
す

7. オプション： StorageGRID 用のクラウド階層を追加する場合や、IBM Cloud Object Storage環境
（Cleversafeなど）をFabricPool で使用する場合は、CA証明書を指定する必要があります。「 * オブジェ
クトストア証明書 * 」トグルボタンを移動し、証明書の内容をコピーして、 CA 証明書を指定します。次
に、署名済み証明書に証明書の内容を貼り付けます。

8. IPspace * リストから、クラウド階層への接続に使用する IPspace を選択します。

9. 保存 * をクリックしてクラウド階層を保存します。
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10. アグリゲートを保存して接続 * をクリックしてクラウド階層を保存し、クラウド階層にアグリゲートを接
続します。

アグリゲートをクラウド階層に接続する

System Manager を使用して、オールフラッシュアグリゲートをクラウド階層に接続できます。使用頻度の低
いデータをクラウド階層に格納することができます。

作業を開始する前に

クラスタにクラウド階層を追加しておく必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * クラウド階層 * ] をクリックします。

2. [* Used in aggregates * ] 列で、 [* Attach Aggregates * ] をクリックします。

アグリゲートの接続ウィンドウが表示されます。

3. クラウド階層に接続するアグリゲートを選択します。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

FabricPool 対応アグリゲートを手動で作成してストレージをプロビジョニングする

System Manager で FabricPool 対応アグリゲートを作成して、 SSD アグリゲートにクラウド階層を接続する
ことができます。

作業を開始する前に

• クラウド階層を作成し、 SSD アグリゲートが配置されたクラスタに接続しておく必要があります。

• オンプレミスのクラウド階層を作成しておく必要があります。

• クラウド階層とアグリゲートの間に専用のネットワーク接続が確立されている必要があります。

このタスクについて

次のオブジェクトストアをクラウド階層として使用できます。

• StorageGRID

• Alibaba Cloud （ System Manager 9.6 以降）

• Amazon Web Services （ AWS ） Simple Storage Service （ S3 ）

• Amazon Web Services （ AWS ） Commercial Cloud Service （ C2S ）

• Microsoft Azure Blob Storage

• IBM クラウド

• Google Cloud

• オンプレミスの Azure サービスである Azure Stack はサポートされていません。

• StorageGRID 以外のオブジェクトストアをクラウド階層として使用する場合は、
FabricPool 容量ライセンスが必要です。
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手順

1. 次のいずれかの方法を使用して FabricPool 対応アグリゲートを作成します。

◦ [ * アプリケーションと階層 * > * ストレージ階層 * > * アグリゲートの追加 * ] をクリックします。

◦ [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * アグリゲート * > * 作成 * ] をクリックします。

2. アグリゲートを作成するには、 * アグリゲートを手動で作成 * オプションを有効にしてください。

3. FabricPool 対応アグリゲートを作成します。

a. アグリゲート名、ディスクタイプ、およびアグリゲートに含めるディスクまたはパーティションの数
を指定します。

FabricPool 対応アグリゲートは、オールフラッシュ（オール SSD ）アグリゲートでの
みサポートされます。

ディスクサイズが最大のディスクグループに対して、最小限のホットスペアのルールが適用されま
す。

b. *オプション：*アグリゲートのRAID構成を変更します。

i. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

ii. RAID 構成の変更ダイアログボックスで、 RAID タイプと RAID グループサイズを指定します。

共有ディスクでは RAID タイプとして RAID-DP と RAID-TEC の 2 つがサポートされます。

iii. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

4. 「 * FabricPool * 」チェックボックスを選択し、リストからクラウド階層を選択します。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

ボリュームの階層化ポリシーを変更する

System Manager を使用して、ボリュームのデフォルトの階層化ポリシーを変更することで、ボリュームのデ
ータが非アクティブになったときにクラウド階層に移動するかどうかを制御できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 階層化ポリシーを変更するボリュームを選択し、 * その他の操作 * > * 階層化ポリシーの変更 * をクリック
します。

4. 「 * 階層化ポリシー * 」リストから必要な階層化ポリシーを選択し、「 * 保存 * 」をクリックします。

クラウド階層を編集します

System Manager を使用して、クラウド階層の設定情報を変更できます。編集可能な設定には、名前、完全修
飾ドメイン名（ FQDN ）、ポート、アクセスキー ID 、シークレットキー、およびオブジェクトストアの証明
書が含まれます。

手順

1. [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * クラウド階層 * ] をクリックします。
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2. 編集するクラウド階層を選択し、 * 編集 * をクリックします。

3. クラウド階層の編集 * ウィンドウで、クラウド階層名、 FQDN 、ポート、アクセスキー ID 、シークレッ
トキー、 必要に応じて、オブジェクトストアの証明書を追加します。

AWS Commercial Cloud Service （ C2S ）クラウド階層を選択した場合は、サーバ CA 証明書とクライア
ント証明書を変更できます。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

クラウド階層を削除します

System Manager を使用して、不要になったクラウド階層を削除できます。

作業を開始する前に

クラウド階層に関連付けられている FabricPool 対応アグリゲートを削除しておく必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * クラウド階層 * ] をクリックします。

2. 削除するクラウド階層を選択し、 * 削除 * をクリックします。

クラウド階層および階層化ポリシーとは

クラウド階層は、アクセス頻度の低いデータ用のストレージとして利用できます。オールフラッシュ（オール
SSD ）アグリゲートをクラウド階層に接続して、使用頻度の低いデータを格納できます。データをクラウド
階層に移動するかどうかは、階層化ポリシーで制御できます。

ボリュームには次のいずれかの階層化ポリシーを設定できます。

• * Snapshot のみ *

アクティブファイルシステムで現在参照されていないボリュームの Snapshot コピーのみを移動しま
す。「 Snapshot のみ」ポリシーは、デフォルトの階層化ポリシーです。

• * 自動 *

アクセス頻度の低いコールドデータと Snapshot コピーをアクティブなファイルシステムからクラウド階
層に移動します。

• * バックアップ（ System Manager 9.5 用） *

新たに転送されたデータ保護（ DP ）ボリュームのデータをクラウド階層に移動します。

• * すべて（ System Manager 9.6 以降） *

すべてのデータをクラウド階層に移動します。

• * なし *

クラウド階層へのボリュームのデータの移動が禁止されます。
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アクセス頻度の低いコールドデータとは

高パフォーマンス階層で頻繁にアクセスされないデータは、アクセス頻度の低いコールドデータと呼ばれま
す。デフォルトでは、 31 日間アクセスされていないデータがアクセス頻度の低いデータとして扱われます。

アクセス頻度の低いデータはアグリゲートレベルとクラスタレベルで表示されます。スキャンが完了したアグ
リゲートまたはクラスタについてのみ、アクセス頻度の低いデータが表示されます。デフォルトでは、
FabricPool 対応アグリゲートと SSD アグリゲートについてアクセス頻度の低いデータが表示されま
す。FlexGroup については表示されません。

クラウド階層ウィンドウに戻ります

System Manager を使用して、クラウド階層を追加、編集、削除したり、詳細を表示したりできます。

クラウド階層ウィンドウには、クラスタ内でライセンスされたクラウド階層の総数、クラスタで使用されてい
るライセンススペース、およびクラスタで使用可能なライセンススペースが表示されます。クラウド階層ウィ
ンドウには、ライセンスのない、使用中のクラウド容量も表示されます。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

クラウド階層を追加できます。

• * アグリゲートを接続 *

クラウド階層にアグリゲートを接続できます。

• * 削除 *

選択したクラウド階層を削除できます。

• * 編集 * 。

選択したクラウド階層のプロパティを変更できます。

詳細領域

クラウド階層のリスト、オブジェクトストアの詳細、使用されているアグリゲート、使用済み容量など、クラ
ウド階層に関する詳細情報を確認できます。

コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して Alibaba Cloud 、 Amazon AWS S3 、 AWS

Commercial Cloud Service （ C2S ）、 Google Cloud 、 IBM Cloud 、 Microsoft Azure BLOB ストレージ、ま
たは StorageGRID 以外のクラウド階層を作成する場合、このクラウド階層は System Manager にその他とし
て表示されます。このクラウド階層にアグリゲートを接続できます。

• 関連情報 *

StorageGRID を使用する場合の CA 証明書のインストール

ストレージ階層ウィンドウに戻ります
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してアグリゲートを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、セキュリティ、バックアッ
プ、パフォーマンス、およびデータ共有に関するさまざまな要件をサポートするアグリゲートを作成できま
す。

アグリゲートウィンドウに戻ります

アグリゲートウィンドウを使用して、アグリゲートに関する情報を作成、表示、および管理できます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

アグリゲートの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、アグリゲートを作成で
きます。

• * 編集 * 。

アグリゲートの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、アグリゲートの名前ま
たはアグリゲートに提供する RAID 保護のレベルを変更できます。

• * 削除 *

選択したアグリゲートを削除します。

このボタンは、ルートアグリゲートに対しては無効になります。

• * その他のアクション *

次のオプションが用意されています。

• * ステータスを * に変更します

選択したアグリゲートのステータスを次のいずれかに変更します。

◦ オンライン

このアグリゲートに含まれるボリュームへの読み取りおよび書き込みアクセスが許可されます。

◦ オフラインです

読み取りおよび書き込みアクセスが許可されていません。

◦ 制限

パリティの再構築などの一部の処理は許可されますが、データアクセスは許可されません。

• * 容量を追加 *

既存のアグリゲートに容量（ HDD または SSD ）を追加できます。
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• * キャッシュを追加 *

既存の HDD アグリゲートまたは Flash Pool アグリゲートにキャッシュディスク（ SSD ）を追加できま
す。

このボタンは、オールフラッシュで最適化されたノードを含むクラスタでは使用できません。

• * ミラー *

アグリゲートをミラーリングできます。

• * ボリューム移動 *

FlexVol ボリュームを移動できます。

• * クラウド階層を接続 *

アグリゲートにクラウド階層を接続できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

アグリゲートリスト

各アグリゲートの名前とスペース使用量情報が表示されます。

• * ステータス *

アグリゲートのステータスが表示されます。

• * 名前 *

アグリゲートの名前が表示されます。

• * ノード *

アグリゲートのディスクが割り当てられているノードの名前が表示されます。

このフィールドは、クラスタレベルでのみ使用できます。

• * タイプ *

アグリゲートのタイプが表示されます。

このフィールドは、オールフラッシュで最適化されたノードを含むクラスタに対しては表示されません。

• * 使用（ % ） *

アグリゲートで使用されているスペースの割合が表示されます。

• * 利用可能なスペース *
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アグリゲートの使用可能なスペースが表示されます。

• * 使用済みスペース *

アグリゲートでデータに使用されているスペースの量が表示されます。

• * 合計容量 *

アグリゲートの合計スペースが表示されます。

• * FabricPool *

選択したアグリゲートがクラウド階層に接続されているかどうかが表示されます。

• * クラウド階層 *

選択したアグリゲートがクラウド階層に接続されている場合は、クラウド階層の名前が表示されます。

• * ボリューム数 *

アグリゲートに関連付けられているボリュームの数が表示されます。

• * ディスク数 *

アグリゲートの作成に使用されているディスクの数が表示されます。

• * Flash Pool *

Flash Pool アグリゲートの合計キャッシュサイズが表示されます。「 NA 」という値は、アグリゲートが
Flash Pool アグリゲートではないことを示します。

このフィールドは、オールフラッシュで最適化されたノードを含むクラスタに対しては表示されません。

• * Mirrored * （ミラーリング）

アグリゲートがミラーされているかどうかが表示されます

• * SnapLock タイプ *

アグリゲートの SnapLock タイプが表示されます。

詳細領域

アグリゲートを選択すると、選択したアグリゲートに関する情報が表示されます。Show More Details をクリ
ックすると、選択したアグリゲートに関する詳細情報を表示できます。

• * 概要タブ *

選択したアグリゲートに関する詳細な情報が表示されます。これには、アグリゲートのスペース割り当
て、アグリゲートのスペース削減、アグリゲートのパフォーマンス（ IOPS および合計データ転送数）な
どの情報が含まれます。

• * ディスク情報タブ *
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ディスクの名前、ディスクタイプ、物理サイズ、使用可能なサイズ、ディスクの位置などのディスクのレ
イアウト情報が表示されます。 ディスクのステータス、プレックス名、プレックスのステータス、 RAID

グループ、 RAID タイプ、 選択したアグリゲートのストレージプール（存在する場合）を指定します。デ
ィスクのプライマリパスに関連付けられたディスクポート、およびマルチパス設定の場合はディスクのセ
カンダリパスに関連付けられたディスク名も表示されます。

• * Volumes （ボリューム）タブ *

アグリゲート上の合計ボリューム数、合計アグリゲートスペース、およびアグリゲートにコミット済みの
スペースについての詳細が表示されます。

• * パフォーマンスタブ *

スループットや IOPS など、アグリゲートのパフォーマンス指標のグラフが表示されます。スループット
や IOPS についての読み取り、書き込み、および合計転送回数のパフォーマンス指標データが、 SSD と
HDD で別々に表示されます。

クライアントのタイムゾーンやクラスタのタイムゾーンを変更すると、パフォーマンス指標のグラフも変
わります。最新のグラフを表示するには、ブラウザの表示を更新してください。

• 関連情報 *

アグリゲートを使用したストレージのプロビジョニング

アグリゲートを削除中

アグリゲートの編集

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してストレージプールを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用してストレ
ージプールを作成し、 SSD を複数の Flash Pool アグリゲートで共有できるようにする
ことができます。

ストレージプールを作成します

ストレージプールは SSD （キャッシュディスク）の集まりです。System Manager を使用して複数の SSD を
組み合わせてストレージプールを作成すると、 HA ペア間で SSD と SSD スペアを共有し、 2 つ以上の Flash

Pool アグリゲートに同時に割り当てることができます。

作業を開始する前に

• ストレージプール経由で SSD と SSD スペアを割り当てるためには、 HA ペアの両方のノードが稼働して
いる必要があります。

• ストレージプールには少なくとも 3 本の SSD が必要です。

• ストレージプール内のすべての SSD は、同じ HA ペアによって所有されている必要があります。

このタスクについて

ストレージプールへのディスクの追加に SSD を使用する際、 System Manager は、 SSD RAID グループにホ
ットスペアルールを適用します。たとえば、 SSD RAID グループに 10 個の SSD があり、オプション「
raid.min_spare_count 」がノードレベルで「 1 」に設定されている場合、 System Manager は 1 個の SSD を
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ホットスペアとして残し、他の 9 個の SSD を SSD 関連の操作に使用します。

System Manager を使用してストレージプールを作成する場合、パーティショニングされた SSD を使用する
ことはできません。

手順

1. [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * ストレージプール * ] をクリックします。

2. [ * ストレージプール * ] ウィンドウで、 [ * 作成 ] をクリックします。

3. Create Storage Pool * （ストレージプールの作成 * ）ダイアログボックスで、ストレージプールの名前、
ディスクサイズ、ディスク数を指定します。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

ストレージプールにディスクを追加します

System Manager を使用して、既存のストレージプールに SSD を追加してキャッシュサイズを拡張できま
す。

作業を開始する前に

ストレージプール経由で SSD と SSD スペアを割り当てるためには、 HA ペアの両方のノードが稼働してい
る必要があります。

このタスクについて

• ストレージプールに追加した SSD は、ストレージプールキャッシュを使用する各アグリゲートと、スト
レージプールの空きスペースに、均等に配分されます。

• ストレージプールへのディスクの追加に SSD を使用する際、 System Manager は、 SSD RAID グループ
にホットスペアルールを適用します。

たとえば、 SSD RAID グループに 10 個の SSD があり、オプション「 raid.min_spare_count 」がノード
レベルで「 1 」に設定されている場合、 System Manager は 1 個の SSD をホットスペアとして残し、他
の 9 個の SSD を SSD 関連の操作に使用します。

• System Manager を使用してディスクをストレージプールに追加する場合、パーティショニングされた
SSD は使用できません。

手順

1. [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * ストレージプール * ] をクリックします。

2. [ * ストレージプール * ] ウィンドウで、ストレージプールを選択し、 [ * ディスクの追加 * ] をクリックし
ます。

3. [ * ディスクの追加 * ] ダイアログボックスで、追加するディスクの数を指定します。

4. 「 * 次へ * 」をクリックします。

5. サマリー * ダイアログボックスで、各アグリゲートとストレージプールの空きスペースにどのようにキャ
ッシュが分散されているかを確認します。

6. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

ストレージプールを削除する

ストレージプールのキャッシュが最適でない場合や、アグリゲートまたは Flash Pool アグリゲートでストレ

164



ージプールが使用されなくなった場合などに、ストレージプールを削除することができます。System

Manager のストレージプールの削除ダイアログボックスを使用して、ストレージプールを削除できます。

作業を開始する前に

ストレージプールを使用しているアグリゲートがないことを確認してください。

手順

1. [ * ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * ストレージプール * ] をクリックします。

2. [ * ストレージ・プール * ] ウィンドウで、削除するストレージ・プールを選択し、 [ * 削除 * ] をクリック
します。

3. ［ * ストレージプールの削除 * ］ ダイアログボックスで、 ［ * 削除 * ］ をクリックします。

SSD ストレージプールを使用する

SSD を複数の Flash Pool アグリゲートで共有できるようにするには、 SSD を a_storage pool_ に追加しま
す。ストレージプールに追加した SSD は、スタンドアロンのエンティティとしては管理できなくなります。
その SSD からストレージを割り当てるには、ストレージプールを使用する必要があります。

特定のハイアベイラビリティ（ HA ）ペア用にストレージプールを作成できます。作成したら、そのストレー
ジプールから、同じ HA ペアが所有する 1 つ以上の Flash Pool アグリゲートに割り当て単位を追加できま
す。アグリゲートに割り当てるディスクがアグリゲートを所有するノードに所有されている必要があるのと同
様に、ストレージプールは、そのストレージプールが所属するいずれかのノードに所有されている Flash Pool

アグリゲートにのみストレージを提供できます。

システムの Flash Pool キャッシュの量を拡張するには、ストレージプールに SSD を追加します。 SSD は、
そのストレージプールを使用する Flash Pool キャッシュの RAID タイプの最大 RAID グループサイズまで追
加できます。既存のストレージプールに SSD を追加すると、 Flash Pool アグリゲートに割り当て済みの割り
当て単位も含めて、ストレージプールの割り当て単位が拡張されます。

ストレージプールに使用できるスペア SSD は 1 本のみです。スペア SSD を用意しておけば、ストレージプ
ール内の SSD に障害が発生した場合に、正常に機能しない SSD のパーティションを ONTAP で再構築でき
ます。割り当て単位をスペア容量として確保する必要はありません。 ONTAP は、ストレージプール内のパー
ティショニングされていない完全な SSD のみを SSD のスペアとして使用できます。

アグリゲートからディスクを削除できないのと同様に、いったんストレージプールに追加した SSD は削除で
きません。ストレージプール内の SSD を単独のドライブとして再度使用するには、ストレージプールの割り
当て単位が割り当てられている Flash Pool アグリゲートをすべて破棄してから、ストレージプールを破棄す
る必要があります。

SSD ストレージプールを使用する際の要件およびベストプラクティス

一部のテクノロジは、 SSD ストレージプールを使用する Flash Pool アグリゲートと組み合わせることができ
ません。

次のテクノロジは、 SSD ストレージプールをキャッシュストレージに使用する Flash Pool アグリゲートでは
使用できません。

• MetroCluster

• SyncMirror 機能

ミラーされたアグリゲートとストレージプールを使用する Flash Pool アグリゲートは一緒に使用できます
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が、 Flash Pool アグリゲートはミラーできません。

• 物理 SSD

Flash Pool アグリゲートでは、 SSD ストレージプールまたは物理 SSD のどちらか一方を使用できます
が、両方は使用できません。

SSD ストレージプールは次のルールに従う必要があります。

• SSD ストレージプールには SSD のみを含めることができます。 HDD は SSD ストレージプールに追加で
きません。

• SSD ストレージプール内のすべての SSD は、同じハイアベイラビリティ（ HA ）ペアに所有されている
必要があります。

• ストレージプール内でルートデータのパーティショニング用にパーティショニングされた SSD は使用で
きません。

単一のストレージプールから RAID タイプが異なる 2 つのキャッシュにストレージを提供し、ストレージプー
ルのサイズを RAID 4 の最大 RAID グループサイズよりも大きく拡張した場合、 RAID 4 割り当て単位内の余
分なパーティションは使用されません。このため、ストレージプール内のキャッシュ RAID タイプは統一する
ことを推奨します。

ストレージプールから割り当てられているキャッシュ RAID グループの RAID タイプは変更できません。最初
の割り当て単位を追加する前にキャッシュの RAID タイプを設定すると、あとから変更できません。

ストレージプールを作成したり、 SSD を既存のストレージプールに追加したりするときは、同じサイズの
SSD を使用する必要があります。障害発生時に適切なサイズのスペア SSD がない場合、 ONTAP では、より
大容量の SSD を使用して障害の発生した SSD を交換できます。ただし、交換後の SSD はストレージプール
内の他の SSD と同じサイズに調整されるため、 SSD の容量が失われることになります。

ストレージプールに使用できるスペア SSD は 1 本のみです。HA ペアの両方のノードが所有する Flash Pool

アグリゲートにストレージプールが割り当て単位を提供する場合は、どちらのノードでもスペア SSD を所有
できます。ただし、 HA ペアの一方のノードが所有する Flash Pool アグリゲートにのみストレージプールが
割り当て単位を提供する場合は、その同じノードがスペア SSD を所有する必要があります。

SSD ストレージプールを使用するケースに関する考慮事項

SSD ストレージプールにはさまざまな利点がありますが、 SSD ストレージプールと専用 SSD のどちらを使
用するかを決定する際には、考慮すべき制限事項がいくつかあります。

SSD ストレージプールは、 2 つ以上の Flash Pool アグリゲートにキャッシュを提供する場合にのみ効果を発
揮します。SSD ストレージプールには次のようなメリットがあります。

• Flash Pool アグリゲートで使用される SSD のストレージ利用率の向上

SSD ストレージプールは、複数の Flash Pool アグリゲートでパリティ SSD を共有できるため、パリティ
に必要な SSD の全体的な割合が下がります。

• HA パートナー間でのスペアの共有

ストレージプールは HA ペアによって所有されるため、 HA パートナーのいずれかに所有される 1 つのス
ペアが、必要に応じて SSD ストレージプール全体のスペアとして機能します。
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• SSD パフォーマンスの利用率が向上します

SSD が提供するハイパフォーマンスによって、 HA ペアの両方のコントローラからのアクセスがサポート
されます。

SSD ストレージプールを使用する際のこのような利点について、以下の欠点も含めて、その利用コストと比
較する必要があります。

• 障害の切り分けが困難

1 本の SSD の損失が、そのパーティションに含まれるすべての RAID グループに影響します。この場合、
影響を受ける SSD を含む SSD ストレージプールからキャッシュが割り当てられているすべての Flash

Pool アグリゲートで、 1 つ以上の RAID グループが再構築されます。

• パフォーマンスの分離が困難

Flash Pool キャッシュのサイズを適切に設定しないと、共有している Flash Pool アグリゲート間のキャッ
シュで競合が発生する可能性があります。このリスクは、適切なキャッシュのサイジングと QoS 管理に
よって軽減されます。

• 管理の柔軟性の低下

ストレージをストレージプールに追加すると、そのストレージプールから 1 つ以上の割り当て単位を含む
すべての Flash Pool キャッシュのサイズが拡張されます。追加の容量の配分方法は指定できません。

SSD を既存のストレージプールに追加する場合と新規作成する場合の考慮事項

SSD キャッシュのサイズは、既存の SSD ストレージプールに SSD を追加する方法と、新しい SSD ストレ
ージプールを作成する方法の 2 つで拡張できます。最適な方法は、ストレージの構成と計画によって異なり
ます。

ストレージプールを新規作成するか既存のストレージプールにストレージ容量を追加するかを選択するは、
RAID グループを新規作成するか既存にストレージを追加するかどうかを決定することに似ています。

• 多数の SSD を追加する場合、ストレージプールを新規作成すると新しいストレージプールを既存とは別
の方法で割り当てることができるため、柔軟性が増します。

• 追加する SSD が少数であり、既存の Flash Pool キャッシュのサイズ増加が問題ではない場合は、 SSD

を既存のストレージプールに追加することで、スペアとパリティのコストを抑制し、新しいストレージを
自動的に割り当てます。

ストレージプールが、キャッシュの RAID タイプが異なる Flash Pool アグリゲートに割り当て単位を提供し
ている場合に、ストレージプールのサイズを最大 RAID 4 RAID グループサイズを超えると、 RAID 4 割り当
て単位で新たに追加されたパーティションは使用されません。

ストレージプールにディスクを追加する理由

既存のストレージプールに SSD を追加してキャッシュサイズを拡張できます。割り当て単位が Flash Pool ア
グリゲートにすでに割り当てられているストレージプールに SSD を追加すると、これらのアグリゲートそれ
ぞれのキャッシュサイズと、ストレージプールの合計キャッシュサイズが増加します。

割り当て単位がまだ割り当てられていないストレージプールに SSD を追加しても、 SSD のキャッシュサイ
ズには影響しません。
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既存のストレージプールに SSD を追加する場合は、ストレージプール内の既存の SSD を所有するノードと
同じ HA ペアのどちらかのノードが所有する SSD を追加する必要があります。HA ペアのどちらのノードが
所有する SSD でもかまいません。

ストレージプールの仕組み

a_storage pool_ は SSD の集合です。複数の SSD からストレージプールを作成すると、複数の Flash Pool ア
グリゲート間で SSD と SSD スペアを同時に共有できます。

ストレージプールは複数の割り当て単位で構成されます。割り当て単位を使用して、 SSD および SSD スペ
アをアグリゲートに提供したり、既存の SSD サイズを拡張したりできます。

ストレージプールに追加した SSD は、個別のディスクとして使用することはできません。その SSD からス
トレージを割り当てるには、ストレージプールを使用する必要があります。

ストレージプールウィンドウ

Storage Pools （ストレージプール）ウィンドウを使用して、 SSD の専用キャッシュ（ _ ストレージプール
_ ）を作成、表示、管理できます。ストレージプールはルート以外のアグリゲートに関連付けて SSD キャッ
シュを提供したり、 Flash Pool アグリゲートに関連付けてサイズを拡張したりできます。

このページは、オールフラッシュで最適化されたノードを含むクラスタでは使用できません。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

ストレージプールの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ストレージプール
を作成できます。

• * ディスクの追加 *

Add Disks （ディスクの追加）ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、ストレー
ジプールにキャッシュディスクを追加できます。

• * 削除 *

選択したストレージプールを削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ストレージプールのリスト

• * 名前 *

ストレージプールの名前が表示されます。

• * 合計キャッシュ *

ストレージプールの合計キャッシュサイズが表示されます。
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• * スペアキャッシュ *

ストレージプールの利用可能なスペアキャッシュサイズが表示されます。

• * 使用キャッシュ（ % ） *

ストレージプールの使用済みキャッシュサイズの割合が表示されます。

• * 割り当て単位 *

ストレージプールのサイズ拡張に使用できる合計キャッシュサイズの最小割り当て単位が表示されます。

• * 所有者 *

ストレージプールが関連付けられている HA ペアまたはノードの名前が表示されます。

• * 状態 *

ストレージプールの状態が表示されます。正常、デグレード、作成、削除、再割り当て、 成長する。

• * は正常です *

ストレージプールが正常であるかどうかが表示されます。

[ 詳細 ] タブ

選択したストレージプールに関する詳細情報が表示されます。これには、名前、健常性、ストレージタイプ、
ディスク数、合計キャッシュ、 スペアキャッシュ、使用済みキャッシュサイズ（割合）、および割り当て単
位。このタブには、ストレージプールによってプロビジョニングされるアグリゲートの名前も表示されます。

Disks （ディスク）タブ

選択したストレージプール内のディスクに関する詳細情報が表示されます。これには、名前、ディスクタイ
プ、使用可能なサイズ、合計サイズなどの情報が含まれます。

• 関連情報 *

Flash Pool アグリゲートを手動で作成してストレージをプロビジョニングする

SSD の追加によるキャッシュのプロビジョニング

"ディスクおよびアグリゲートの管理"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ディスクをノードに再割り当てします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、スペ
アディスクの所有権をノード間で再割り当てし、アグリゲートやストレージプールの容
量を拡張することができます。

このタスクについて

• ディスクの再割り当ては、次の条件に当てはまる場合に実行できます。
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◦ 選択したディスクのコンテナタイプは「 'srep' 」または「 hared' 」である必要があります。

◦ ディスクが HA 構成のノードに接続されている。

◦ ディスクがノードで認識されている必要があります。

• 次の条件に当てはまる場合は、ディスクを再割り当てすることはできません。

◦ 選択されたディスクのコンテナタイプは「 'hared' 」であり、データパーティションはスペアではあり
ません。

◦ ディスクがストレージプールに関連付けられている。

• 共有ディスクに関連付けられたノードでストレージフェイルオーバーが有効になっていない場合は、共有
ディスクのデータパーティションを再割り当てすることはできません。

• パーティションディスクについては、ディスクのデータパーティションのみを再割り当てできます。

• MetroCluster 構成の場合、 System Manager でディスクを再割り当てすることはできません。

MetroCluster 構成用にディスクを再割り当てする場合は、コマンドラインインターフェイスを使用してく
ださい。

以降のONTAPリリースでは、ONTAP CLIを使用してディスク所有権を削除し、新しい所有者を
割り当てます。

手順

1. Storage * > * Aggregates & Disks * > * Disks * をクリックします。

2. [* Disks （ディスク） ] ウィンドウで、 [* Inventory （インベントリ） ] タブを選択します。

3. 再割り当てするディスクを選択し、 * assign * をクリックします。

4. 警告 * （ * Warning * ）ダイアログボックスで、 * 続行 * （ * Continue * ）をクリックします。

5. ディスクの割り当て * ダイアログボックスで、ディスクを再割り当てするノードを選択します。

6. [Assign] をクリックします。

関連情報

• "ONTAP CLIを使用したディスク所有権の削除（ONTAP 9.3以降）"

• "ONTAP CLIを使用したディスクの自動割り当て（ONTAP 9.3以降）"

• "ONTAP CLIを使用したディスクの手動割り当て（ONTAP 9.3以降）"

ディスク

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してディスクの情報を表示します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で利用可能）のディスクウィン
ドウを使用して、ディスクの名前、サイズ、およびコンテナの詳細、およびデータディ
スクとキャッシュディスクに関するグラフィカルな情報を表示できます。

手順

1. Storage * > * Aggregates & Disks * > * Disks * をクリックします。
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2. 表示されているディスクのリストから、情報を表示するディスクを選択します。

3. ディスクの詳細を確認します。

◦ 関連情報 *

ディスクウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンで ONTAP からディスクタイプが報告される仕組み

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）では、各ディスク
にディスクタイプが関連付けられます。ONTAP では、一部のディスクタイプについて業
界標準とは違う名称を使用します。 ONTAP のディスクタイプと業界標準のディスクタ
イプとの対応を確認し、混乱しないようにしてください。

ONTAP のマニュアルでは、特に指定がないかぎり、ディスクタイプとは ONTAP で使用するディスクタイプ
を指します。_RAID ディスクタイプ _ は、特定のディスクが RAID で果たす役割を表します。ONTAP ディス
クタイプとは関係ありません。

システム構成によっては、サポートされるディスクタイプは、ストレージシステムモデル、シェルフタイプ、
およびシステムにインストールされている I/O モジュールなどによって決まります。

以下の表に、 SAS ストレージと FC ストレージの接続タイプ、およびストレージアレイのそれぞれについ
て、 ONTAP のディスクタイプと業界標準のディスクタイプとの対応を示します。

SAS-connected ストレージ

ONTAP ディスクタイプ ディスククラス 業界標準のディスクタイ
プ

説明

BSAS 容量 SATA SAS 接続ストレージシェ
ルフへの接続を可能にす
る追加ハードウェアを搭
載したブリッジ SAS-

SATA ディスク

FSA 容量 NL-SAS の場合 ニアライン SAS

mSATA （ mSATA 容量 SATA マルチディスクキャリア
のストレージシェルフの
SATA ディスク

（ SAS ）。 パフォーマンス （ SAS ）。 Serial-Attached SCSI の
略

SSD の場合 超高性能 SSD の場合 ソリッドステートドライ
ブ
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FC-connected ストレージ

ONTAP ディスクタイプ ディスククラス 業界標準のディスクタイプ

ATA の略 容量 SATA

FCAL パフォーマンス FC

ストレージアレイ

ONTAP ディスクタイプ ディスククラス 業界標準のディスクタイ
プ

説明

LUN 該当なし LUN ストレージアレイでバッ
クアップされ、 ONTAP

でディスクとして使用さ
れる論理ストレージデバ
イス。 ONTAP がクライ
アントに提供する LUN と
区別するため、これらの
LUN を _ アレイ LUN_ と
呼びます。

• 関連情報 *

"NetApp Hardware Universe の略"

"ネットアップテクニカルレポート 3437 ：『 Storage Subsystem Resiliency 』"

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンで、マルチディスクキャリアを安全に取り外すタイミング
を確認します

マルチディスクキャリアを安全に取り外す準備ができる前に取り外すと、 RAID グルー
プがデグレード状態になったり、ストレージが停止してしまうこともあります。ONTAP

System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用すると、マルチディ
スクキャリアを安全に取り外せるかどうかを確認することができます。

マルチディスクキャリアの交換が必要なときは、キャリアを取り外す前に、次のことを確認する必要がありま
す。

• キャリアを取り外す準備ができたことを示す AutoSupport メッセージが記録されている。

• キャリアを取り外す準備ができたことを示す EMS メッセージが記録されている。

• キャリア内の両方のディスクの状態は ' ディスクウィンドウに破損として表示される必要があります

障害が発生したディスクのキャリアメイトを退避してからでないと、ディスクを取り外すことはできませ
ん。詳細をクリックすると ' ディスクウィンドウのプロパティタブにディスクの退避ステータスが表示さ
れます

• キャリアの障害 LED （アンバー）が点灯している（取り外す準備ができたことを示す）。
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• アクティビティ LED （緑）が消灯している（ディスクアクティビティがないことを示す）。

• シェルフのデジタルディスプレイにシェルフの ID 番号だけが表示されている。

障害が発生したディスクのキャリアメイトを再利用することはできません。障害が発生したデ
ィスクを含むマルチキャリアシェルフを取り外した場合は、新しいキャリアに交換する必要が
あります。

System Manager のディスクウィンドウ - ONTAP 9.7 以前

ONTAP システムマネージャクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）のディスクウィ
ンドウを使用して、ストレージシステム内のすべてのディスクを表示できます。

コマンドボタン

• * 割り当て *

ディスクの所有権をノードに割り当てまたは再割り当てします。

このボタンは、選択したディスクのコンテナのタイプが「未割り当て」、「スペア」、または「共有」の
場合にのみ有効になります。

• * ゼロスペア *

スペアディスクおよびスペアアレイ LUN のすべてのデータを消去してフォーマットします。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

タブ

まとめ

スペアディスクや割り当てられているディスクのサイズなど、クラスタ内のディスクに関する詳細な情報が表
示されます。このタブには、 HDD のスペアディスク、アグリゲート、およびルートアグリゲートに関する情
報と、キャッシュディスク（ SSD ）のスペアディスク、ストレージプールのディスク、アグリゲート、
Flash Pool アグリゲート、およびルートアグリゲートに関する情報も表示されます。

オールフラッシュで最適化されたシステムの場合は、 HDD パネルは表示されません。

詳細パネルには追加情報、パーティショニングされたスペアディスクとパーティショニングされていないスペ
アディスク（ディスクタイプ、ノード、ディスクサイズ、 rpm 、チェックサム、 使用可能なディスク数とス
ペア容量）が表形式で表示されます。

在庫

• * 名前 *

ディスクの名前が表示されます。

• * コンテナタイプ *
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ディスクの用途が表示されます。「アグリゲート」、「切断」、「外部」、「ラベルのメンテナン
ス」、「メンテナンス」、 共有、スペア、未割り当て、ボリューム、不明、 サポート対象外です。

• * パーティションタイプ *

ディスクのパーティションタイプが表示されます。

• * ノード名 *

アグリゲートが含まれるノードの名前が表示されます。

このフィールドは、クラスタレベルでのみ使用できます。

• * 家の所有者 *

このディスクが割り当てられているホームノードの名前が表示されます。

• * 現在の所有者 *

このディスクを現在所有しているノードの名前が表示されます。

• * ルート所有者 *

このディスクのルートパーティションを現在所有しているノードの名前が表示されます。

• * データ所有者 *

このディスクのデータパーティションを現在所有しているノードの名前が表示されます。

• * Data1 所有者 *

ディスクの data1 パーティションを現在所有しているノードの名前が表示されます。

• * Data2 所有者 *

ディスクの data2 パーティションを現在所有しているノードの名前が表示されます。

• * ストレージプール *

ディスクが関連付けられているストレージプールの名前が表示されます。

• * タイプ *

ディスクのタイプが表示されます。

• * ファームウェアバージョン *

ディスクのファームウェアバージョンが表示されます。

• * モデル *

ディスクのモデルが表示されます。
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• * RPM *

オプション「 raid.mix.hdd.rpm.capacity` 」が有効になっている場合はディスクドライブの実効速度を表示
し、オプション「 raid.mix.hdd.rpm.capacity` 」が無効になっている場合はディスクドライブの実際の速度
を表示します。

このフィールドは SSD には適用されません。

• * 有効なサイズ *

ディスク上で使用可能なスペースが表示されます。

• * 物理スペース *

ディスクの合計物理スペースが表示されます。

• * 棚 *

物理ディスクが配置されているシェルフが表示されます。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

• * 湾 *

物理ディスクのシェルフ内のベイが表示されます。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

• * プール *

選択したディスクが割り当てられているプールの名前が表示されます。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

• * チェックサム *

チェックサムのタイプが表示されます。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

• * キャリア ID *

指定したマルチディスクキャリア内のディスクに関する情報を示します。ID の値は 64 ビットです。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

インベントリの詳細領域

インベントリタブの下の領域には、アグリゲートまたはボリュームに関する情報（該当する場合）、ベンダー
ID 、初期化の状態（割合）、ディスクのシリアル番号、障害が発生したディスクのエラーの詳細など、選択
したディスクに関する詳細情報が表示されます。共有ディスクの場合、インベントリの詳細領域には、ルート
アグリゲートとルート以外のアグリゲートを含むすべてのアグリゲートの名前が表示されます。
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• 関連情報 *

ディスク情報を表示しています

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してアレイ LUN を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、既存
のアグリゲートにアレイ LUN を割り当て、アレイ LUN を管理できます。

アレイ LUN を割り当て

System Manager を使用して既存のアグリゲートに未割り当てのアレイ LUN を割り当てることで、アグリゲ
ートのサイズを拡張することができます。

このタスクについて

• アレイ LUN の割り当ては、次の条件に当てはまる場合に実行できます。

◦ 選択したアレイ LUN のコンテナタイプは「 unassigned 」である必要があります。

◦ ディスクが HA ペア内のノードに接続されている。

◦ ディスクがノードで認識されている必要があります。

• MetroCluster 構成の場合、 System Manager でアレイ LUN をスペアとして割り当てることはできませ
ん。

代わりにコマンドラインインターフェイスを使用してください。

手順

1. [* ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * アレイ LUN * ] をクリックします。

2. アレイ LUN を選択し、 * assign * をクリックします。

3. [* アレイ LUN の割り当て * ] ダイアログ・ボックスで ' アレイ LUN を割り当てるノードを選択します

4. [Assign] をクリックします。

スペアアレイ LUN をノードに再割り当て

System Manager を使用してスペアアレイ LUN を別のノードに再割り当てすることで、アグリゲートの容量
を拡張することができます。

このタスクについて

• アレイ LUN の再割り当ては、次の条件に当てはまる場合に実行できます。

◦ 選択したアレイ LUN のコンテナタイプは「 'srep' 」でなければなりません。

◦ ディスクが HA ペア内のノードに接続されている。

◦ ディスクがノードで認識されている必要があります。

• MetroCluster 構成の場合、 System Manager でアレイ LUN をスペアとして再割り当てすることはできま
せん。

代わりにコマンドラインインターフェイスを使用してください。
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手順

1. [* ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * アレイ LUN * ] をクリックします。

2. 再割り当てするスペアアレイ LUN を選択し、 * assign * をクリックします。

3. 警告 * （ * Warning * ）ダイアログボックスで、 * 続行 * （ * Continue * ）をクリックします。

4. [* アレイ LUN の割り当て * ] ダイアログ・ボックスで ' スペア・アレイ LUN を再割り当てするノードを選
択します

5. [Assign] をクリックします。

スペアアレイ LUN の初期化

System Manager を使用して、スペアアレイ LUN に 0 を書き込むことで、アレイ LUN のすべてのデータを消
去してフォーマットすることができます。これらのアレイ LUN は新しいアグリゲートで使用できます。

このタスクについて

スペアアレイ LUN を初期化すると、スペアディスクも含め、クラスタ内のすべてのスペアが初期化されま
す。特定のノードまたはクラスタ全体について、スペアアレイ LUN を初期化することができます。

手順

1. [* ストレージ * > * アグリゲートとディスク * > * アレイ LUN * ] をクリックします。

2. [* Zero Spares] をクリックします。

3. [Zero Spares] ダイアログ・ボックスで ' アレイ LUN をゼロにするノードまたはすべてのノードを選択し
ます

4. ゼロ化処理を確定するには、「ゼロ化されていないスペアをすべて初期化」チェックボックスを選択しま
す。

5. [* Zero Spares] をクリックします。

ディスクおよびアレイ LUN について

ディスクは、 ONTAP ソフトウェアを使用してネイティブなディスクシェルフにアクセスする、ストレージシ
ステムの基本的なストレージユニットです。アレイ LUN は、サードパーティのストレージアレイが ONTAP

ソフトウェアを実行するストレージシステムに提供する、基本的なストレージユニットです。

ONTAP ソフトウェアでは、ディスクおよびアレイ LUN に所有権を割り当てて、それらをアグリゲートに追
加できます。ONTAP ソフトウェアには、ディスクの削除、交換、消去など、ディスクを管理するさまざまな
方法も用意されています。アレイ LUN はサードパーティのストレージアレイによって提供されるため、アレ
イ LUN に関する他のすべての管理タスクにはサードパーティのストレージアレイを使用します。

アグリゲートはディスクまたはアレイ LUN のどちらかを使用して作成できます。作成したアグリゲートは、
ディスクまたはアレイ LUN のどちらから作成したかにかかわらず、 ONTAP ソフトウェアを使用してまった
く同じ方法で管理できます。

アレイ LUN ウィンドウ

アレイ LUN ウィンドウでは、アレイ LUN に所有権を割り当ててアグリゲートに追加できます。

左側のナビゲーションペインの Array LUNs リンクは、スペアアレイ LUN がある場合、または
V_StorageAttach ライセンスがインストールされている場合にのみ表示されます。
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コマンドボタン

• * 割り当て *

アレイ LUN の所有権をノードに割り当てまたは再割り当てできます。

• * ゼロスペア *

スペアアレイ LUN およびスペアディスクのすべてのデータを消去してフォーマットします。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

アレイ LUN リスト

各アレイ LUN の名前、状態、およびベンダーなどの情報が表示されます。

• * 名前 *

アレイ LUN の名前です。

• * 状態 *

アレイ LUN の状態です。

• * ベンダー *

ベンダーの名前です。

• * 使用済みスペース *

アレイ LUN で使用されているスペースです。

• * 合計サイズ *

アレイ LUN のサイズです。

• * コンテナ *

このアレイ LUN が属するアグリゲートです。

• * ノード名 *

このアレイ LUN が属するノードの名前です。

• * 家の所有者 *

アレイ LUN が割り当てられているホームノードの名前が表示されます。

• * 現在の所有者 *

アレイ LUN を現在所有しているノードの名前が表示されます。
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• * アレイ名 *

アレイの名前です。

• * プール *

選択したアレイ LUN が割り当てられているプールの名前が表示されます。

詳細領域

アレイ LUN リストの下の領域には、選択したアレイ LUN に関する詳細情報が表示されます。

• 関連情報 *

"FlexArray 仮想化のインストール要件およびリファレンス"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してノードを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、クラ
スタ内のノードの詳細を表示できます。

ComplianceClock 時間を初期化します

System Manager を使用して、 ComplianceClock 時間を現在のクラスタ時間に初期化できます。SnapLock ア
グリゲートを作成するには、 ComplianceClock 時間を初期化しておく必要があります。

作業を開始する前に

SnapLock ライセンスがインストールされている必要があります。

このタスクについて

初期化した ComplianceClock 時間は、変更または停止することはできません。

手順

1. [ * ストレージ * > * ノード * ] をクリックします。

2. ノードを選択し、 * Initialize ComplianceClock * をクリックします。

3. Initialize ComplianceClock * （ ComplianceClock の初期化）ダイアログボックスで * Yes （はい） * をク
リックし、 ComplianceClock 時間を現在のクラスタ時間に初期化します。

ノードウィンドウ

ノードウィンドウを使用して、クラスタ内のノードの詳細を表示できます。

コマンドボタン

• * ComplianceClock を初期化 *

選択したノードの ComplianceClock をシステムクロックの現在の値に初期化します。

• * 更新 *
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ウィンドウ内の情報を更新します。

ノードリスト

• * 名前 *

ノードの名前が表示されます。

• * 状態 *

ノードの状態（稼働しているかどうか）が表示されます。

• * アップタイム *

ノードの稼働期間が表示されます。

• * ONTAP バージョン *

ノードにインストールされている ONTAP のバージョンが表示されます。

• * モデル *

ノードのプラットフォームモデル番号が表示されます。

• * システム ID *

ノードの ID が表示されます。

• * シリアル番号 *

ノードのシリアル番号が表示されます。

詳細領域

選択したノードに関する詳細情報を表示します。

• * 詳細タブ *

選択したノードに関する情報が表示されます。これには、ノードの名前、ノードの状態、ノードの稼働期
間などの情報が含まれます。

• * パフォーマンスタブ *

選択したノードのスループット、 IOPS 、レイテンシが表示されます。

クライアントのタイムゾーンやクラスタのタイムゾーンを変更すると、パフォーマンス指標のグラフも変
わります。最新のグラフを表示するには、ブラウザの表示を更新してください。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してハードウェアキャッシュを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ハー
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ドウェアキャッシュモジュールを管理できます。

System Manager では、 Flash Cache をハードウェアキャッシュと呼びます。

Flash Cache モジュールを有効または無効にします

System Manager を使用して、 Flash Cache モジュールがインストールされているストレージシステムに対し
て、外部キャッシュ機能を有効または無効にできます。Flash Cache モジュールは、ストレージシステムのワ
ークロード要件に基づいて有効にすることができます。

手順

1. [ * 構成 > ハードウェアキャッシュ *] をクリックします

2. モジュールを変更する場合は、スライダボタンを動かして各モジュールを必要に応じて有効または無効に
します。

Flash Cache モジュールの仕組み

Flash Cache モジュールを使用すると、ストレージシステムのパフォーマンスが向上します。Flash Cache モ
ジュールの使用による影響は、 Hardware Cache ウィンドウに表示されます。

Flash Cache モジュールとディスクは、ストレージシステムのワークロード要件に基づいて設定することがで
きます。Flash Cache モジュールとディスクで処理する読み取りワークロード（読み取り操作の数）を特定す
ることで、ストレージシステムのパフォーマンスを分析できます。

ストレージシステムのブート時や、テイクオーバー後にストレージシステムに制御が戻った時点では、 Flash

Cache モジュールにはデータが格納されていません。そのため、ストレージシステムのその時点のデータ読
み取り要求はすべてディスクで処理されます。

Flash Cache モジュールには、データ読み取り要求が処理されるに従って少しずつデータが取り込まれます。
データ読み取り要求の処理は、 Flash Cache モジュールの方がディスクよりも高速であるため、 Flash Cache

モジュールを利用するとストレージシステムのパフォーマンスが向上します。

Flash Cache モジュールで処理されるデータ読み取り要求は、ディスクで処理されるデータ読み取り要求に代
わるものであるため、ストレージシステムのパフォーマンスがどの程度向上するかは、代わりに処理されるデ
ィスク読み取りによって決まります。ストレージシステムのパフォーマンスに対する Flash Cache モジュー
ルの影響を判断するには、 Flash Cache モジュールにデータが含まれている場合に、 Hardware Cache ウィ
ンドウに読み取りワークロードのグラフを表示する必要があります。

Hardware Cache （ハードウェアキャッシュ）ウィンドウ

Hardware Cache ウィンドウを使用して、 Flash Cache モジュールがインストールされているストレージシス
テムに対して Flash Cache モジュールを有効または無効にすることができます。また、読み取りワークロー
ドの統計情報も確認できます。

モジュール情報

• * ストレージシステム名 *

Flash Cache モジュールがインストールされているストレージシステムの名前が、図の下に表示されま
す。
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• * 切り替えボタンを有効 / 無効にします *

トグルボタンを動かしてモジュールを有効または無効にします。

• * サイズ *

モジュールのサイズ（ギガバイト）。Flash Cache モジュールカードが複数ある場合は、すべてのカード
のキャッシュサイズの合計が表示されます。

表示される Flash Cache モジュールのサイズは、次の理由で実際のサイズと異なります。 -

System Manager では、 ONTAP から提供される使用可能容量のみが報告されます。- 合計
容量の一部はメタデータを格納するために予約されています。

• * モデル名 *

モジュールのモデル名。

• * システムの読み取り遅延 *

平均読み取りレイテンシがミリ秒単位で表示されます。

キャッシュの読み取りワークロード

ディスクと Flash Cache モジュールで処理される読み取りワークロードの割合をグラフに示して、ストレー
ジシステムのパフォーマンスを示します。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してイベントを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、イベ
ントログとイベント通知を表示できます。

イベントウィンドウ

イベントウィンドウを使用して、イベントログとイベント通知を表示できます。

コマンドボタン

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

イベントのリスト

• * 時間 *

イベントが発生した時刻が表示されます。

• * ノード *

イベントが発生したノードとクラスタを表示します。
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• * 重大度 *

イベントの重大度が表示されます。指定可能な重大度レベルは次のとおりです。

◦ 緊急

イベントソースが予期せず停止し、回復不能なデータ損失がシステムで発生したことを示します。長
時間のダウンタイムを回避するために、すぐに対処する必要があります。

◦ アラート

イベントソースにアラートが発生し、ダウンタイムを回避するために対処が必要であることを示しま
す。

◦ 重要

イベントソースがクリティカルな状態であり、すぐに対処しないとサービスが停止する可能性がある
ことを示します。

◦ エラー

イベントソースが実行中ではあるものの、サービスの停止を回避するために対処が必要であることを
示します。

◦ 警告

イベントソースに注意が必要なアラートが発生したことを示します。この重大度のイベントでは原因
サービスは停止しない可能性がありますが、対処が必要な場合があります。

◦ 注意

イベントソースは正常ですが、重大度は重要な状態にあり、注意が必要であることを示します。

◦ 情報

イベントソースに注意が必要であることを示します。対処は不要です。

◦ デバッグ

イベントソースにデバッグメッセージが含まれるように指定します。

デフォルトでは、アラートの重大度タイプ、緊急の重大度タイプ、およびエラーの重大度タイプが表示さ
れます。

• * 出典 *

イベントのソースを表示します。

• * イベント *

イベントの概要を表示します。
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詳細領域

イベント概要、メッセージ名、シーケンス番号、メッセージ概要、および選択したイベントの対処方法など、
イベントの詳細を表示します。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してシステムアラートを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、クラ
スタのさまざまな要素を監視できます。

システムヘルスアラートを確認します

System Manager を使用して、サブシステムのシステムヘルスアラートについて承認して対応することができ
ます。表示される情報に基づいて、推奨される対処方法を実行し、アラートによって報告された問題を修正で
きます。

手順

1. [* Events & Jobs*>* System Alerts*] をクリックします。

2. [ * システム・アラート * ] ウィンドウで、サブシステム名の横にある矢印アイコンをクリックします。

3. 承認するアラートを選択し、 [* Acknowledge * （確認） ] をクリックします。

4. 名前を入力し、 * Acknowledge * （確認）をクリックします。

システムヘルスアラートを抑制

System Manager を使用して、手動の操作を必要としないシステムヘルスアラートを抑制できます。

手順

1. [* Events & Jobs*>* System Alerts*] をクリックします。

2. [ * システム・アラート * ] ウィンドウで、サブシステム名の横にある矢印アイコンをクリックします。

3. 抑制するアラートを選択し、 * 抑制 * をクリックします。

4. 名前を入力し、 * 抑制 * をクリックします。

システムヘルスアラートを削除します

System Manager を使用して、対応済みのシステムヘルスアラートを削除できます。

手順

1. [* Events & Jobs*>* System Alerts*] をクリックします。

2. [ * システム・アラート * ] ウィンドウで、サブシステム名の横にある矢印アイコンをクリックします。

3. 削除するアラートを選択し、 * 削除 * をクリックします。

4. [OK] をクリックします。

使用可能なクラスタヘルスモニタ

ヘルスモニタは複数あり、それぞれがクラスタの異なる部分を監視します。ヘルスモニタは、イベント検出、
アラート送信、およびクリアされたイベントの削除を行い、 ONTAP システム内で発生したエラーからのリカ
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バリに役立ちます。

ヘルスモニタ名（識別子） サブシステム名（識別子） 目的

クラスタスイッチ（ cluster -switch

）
スイッチ（ Switch-Health ） 温度、利用率、インターフェイス

の設定、冗長性（クラスタネット
ワークスイッチのみ）、ファンお
よび電源の動作に関して、クラス
タネットワークスイッチと管理ネ
ットワークスイッチを監視しま
す。クラスタスイッチヘルスモニ
タは SNMP でスイッチと通信しま
す。デフォルトの設定は SNMPv2c

です。

ONTAP 9.2 以降で
は、最後のポーリン
グ期間以降のクラス
タスイッチのリブー
トをこのモニタで検
出して報告できるよ
うになりました。

MetroCluster ファブリック スイッチ MetroCluster 構成のバックエンド
ファブリックトポロジを監視し
て、間違ったケーブル接続および
ゾーニングなどの設定ミスや、 ISL

の障害を検出します。

MetroCluster の健常性 インターコネクト、 RAID 、スト
レージ

FC-VI アダプタ、 FC イニシエータ
アダプタ、取り残されたアグリゲ
ートやディスク、およびクラスタ
間ポートを監視します

ノード接続（ node-connect ） CIFS のノンストップオペレーショ
ン（ CIFS-NDO ）

SMB 接続を監視して、 Hyper-V ア
プリケーションへのノンストップ
オペレーションを実現します。

ストレージ（ SAS-connect ） ノードレベルでシェルフ、ディス
ク、およびアダプタを監視して、
適切なパスと接続を維持します。

システム

該当なし 他のヘルスモニタからの情報を集
約します。

システム接続（ system-connect ）

システムヘルスアラートへの対応方法

システムヘルスアラートが発生した場合は、確認して詳細を確認し、原因となった状態を修復して、再発を防
止できます。
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ヘルスモニタからアラートが発せられた場合、次のいずれかの方法で対応できます。

• 影響を受けるリソース、アラートの重大度、原因の可能性、考えられる影響、対処方法など、アラートに
関する情報を入手する

• アラートが発せられた時間、すでに誰かが承認しているかどうかなど、アラートに関する詳細情報を入手
する

• 特定のシェルフやディスクなど、影響を受けるリソースまたはサブシステムの状態に関するヘルス関連の
情報を取得する

• アラートを承認して、問題に対応中のユーザがいることを示し、自分自身を「承認者」と指定します。

• ケーブル接続を修正して接続の問題を解決するなど、アラートで指定された対処方法を実施することで、
問題を解決する

• アラートが自動的に解除されない場合は、そのアラートを削除します。

• サブシステムのヘルスの状態に影響しないようにアラートを抑制する

問題を把握した場合は、抑制が役に立ちます。アラートを抑制すると、そのアラートは引き続き発生する
可能性がありますが、抑制されたアラートが発生すると、サブシステムのヘルスは「 ok-with-suppressed

」と表示されます。

System Alerts （システムアラート）ウィンドウ

システムヘルスアラートの詳細については、 System Alerts （システムアラート）ウィンドウを参照してくだ
さい。また、アラートの承認、削除、および抑制もこのウィンドウから実行できます。

コマンドボタン

• * 確認 *

選択したアラートを承認し、問題に対処中であることを示すことができます。このボタンをクリックした
ユーザが「承認者」に設定されます。

• * 抑制 *

選択したアラートを抑制して、同じアラートが再び通知されないようにすることができます。ユーザは「
抑制者」と特定されます。

• * 削除 *

選択したアラートを削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

アラートのリスト

• * サブシステム（番号警告数） *

SAS 接続、スイッチヘルス、 CIFS NDO 、 MetroCluster など、アラートが生成されるサブシステムの名
前が表示されます。
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• * アラート ID*

アラート ID が表示されます。

• * ノード *

アラートが生成されるノードの名前が表示されます。

• * 重大度 *

アラートの重大度を「 Unknown 」、「 Other 」、「 Information 」、「 Degraded 」、「 Minor 」、 メ
ジャー ' クリティカル ' 致命的

• * リソース *

特定のシェルフやディスクなど、アラートを生成したリソースが表示されます。

• * 時間 *

アラートが生成された時刻が表示されます。

詳細領域

詳細領域には、アラートが生成された時刻や、そのアラートが承認されているかどうかなど、アラートに関す
る詳細情報が表示されます。また、考えられる原因、アラートによって発生する状態が与えるかもしれない影
響、およびアラートによって報告された問題を修正するための推奨される対処方法なども示されます。

• 関連情報 *

"システム管理"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 AutoSupport 通知を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ストレージシステムの健常
性の監視に役立つ AutoSupport 通知を設定できます。

AutoSupport 通知を設定する

System Manager の Edit AutoSupport Settings dialog box を使用して、 E メール通知の送信に使用する E メ
ールアドレスを指定し、複数の E メールホスト名を追加することで、 AutoSupport 通知を設定できます。

手順

1. * をクリックします > AutoSupport * 。

2. ノードを選択し、 * Edit * をクリックします。

3. [Email Recipient] タブで、電子メール通知の送信元の電子メールアドレスを入力し、電子メール受信者と
各電子メール受信者のメッセージコンテンツを指定して、メールホストを追加します。

ホスト名の E メールアドレスは 5 つまで追加できます。

4. [* Others * （その他 * ） ] タブで、電子メールメッセージを配信する転送プロトコルをドロップダウンリ
ストから選択し、 HTTP または HTTPS プロキシサーバの詳細を指定します。
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5. [OK] をクリックします。

6. AutoSupport 通知用に設定した設定が、 * AutoSupport * ウィンドウで正しく設定されていることを確認し
ます。

AutoSupport 設定を有効または無効にします

System Manager を使用して、ストレージシステムで AutoSupport 設定を有効または無効にすることができま
す。AutoSupport メッセージを使用すると、ストレージシステムのヘルスを監視したり、テクニカルサポート
や社内のサポート部門に通知を送信したりできます。

このタスクについて

AutoSupport オプションはデフォルトで有効になっています。

手順

1. * をクリックします > AutoSupport * 。

2. ノードを選択し、 * Enable * または * Disable * をクリックします。

3. [OK] をクリックします。

4. AutoSupport のステータスに変更内容が正しく表示されることを確認します。

AutoSupport E メール受信者を追加します

System Manager の AutoSupport 設定の編集ダイアログボックスの * E メール受信者 * タブを使用して、
AutoSupport 通知の受信者の E メールアドレスを追加できます。

手順

1. * をクリックします > AutoSupport * 。

2. ノードを選択し、 * Edit * をクリックします。

3. [ 電子メール受信者 *] タブで、電子メール受信者のアドレスを入力し、受信者が完全なメッセージと短い
メッセージのどちらを受信するかを指定して、 [ * 追加 ] をクリックします。

4. [OK] をクリックします。

5. 指定した詳細が * AutoSupport * ウィンドウに表示されていることを確認します。

AutoSupport 設定をテストします

System Manager の AutoSupport テストダイアログボックスを使用して、 AutoSupport が正しく設定されてい
ることをテストできます。

手順

1. * をクリックします > AutoSupport * 。

2. ノードを選択し、 * Test * をクリックします。

3. [* AutoSupport Test* ] ダイアログ・ボックスで、 AutoSupport の件名に「 Test AutoSupport 」と入力する
か、 AutoSupport の設定をテストしていることを受信者に知らせる任意のテキストを入力します。

4. [ * テスト * ] をクリックします。

「 Test AutoSupport 」という件名の電子メールメッセージ、または「 AutoSupport subject 」フィールド
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に入力したテキストが、指定した受信者に送信されます。

AutoSupport データを生成します

System Manager を使用して 1 つまたは複数のノードの AutoSupport データを生成することで、それらのヘル
スを監視したり、テクニカルサポートに通知を送信したりできます。

手順

1. * をクリックします > AutoSupport * 。

2. ノードを選択し、 * AutoSupport Request* > * AutoSupport 生成 * をクリックします。

デフォルトでは、すべてのノードの AutoSupport データが生成されます。

3. [Generate AutoSupport * （ * 生成ツール * ） ] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a. 特定のノードの AutoSupport データを生成する場合は、 [ すべてのノードの AutoSupport データを生
成する *] チェックボックスをオフにして、ノードを選択します。

b. ケース番号を入力します。

4. [* 生成（ Generate ） ] をクリックする。

5. [* 確認 * （ * Confirmation * ） ] ダイアログボックスで、 [OK] をクリックします。

AutoSupport の概要を表示します

System Manager を使用して以前のすべての AutoSupport データのステータスと詳細を表示することで、テク
ニカルサポートに送信されたデータを確認することができます。また、ストレージシステムの健常性やパフォ
ーマンスに関する情報も確認できます。

手順

1. * をクリックします > AutoSupport * 。

2. ノードを選択し、 * AutoSupport Request* > * View Previous Summary * をクリックします。

すべてのノードの AutoSupport データが表示されます。

3. [OK] をクリックします。

AutoSupport の重大度のタイプ

AutoSupport メッセージには、各メッセージの目的を示す重大度のタイプが設定されます。たとえば、緊急の
問題にすぐに対処する場合や、情報提供のみを目的とした場合などです。

メッセージには次のいずれかの重大度が設定されます。

• * 警告 * ：アラートメッセージは、何らかの処置を行わないと、より高いレベルのイベントが発生する可
能性があることを示します。

アラートメッセージに対しては、 24 時間以内に対処を行う必要があります。

• * 緊急 * ：システム停止が発生すると、緊急メッセージが表示されます。
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緊急メッセージに対しては、すぐに対処する必要があります。

• * エラー * ：エラー状態は、無視した場合に発生する可能性がある問題を示します。

• * 通知 * ：通常の状態だが重要な状態。

• * 情報 * ：情報メッセージは、問題に関する詳細情報を提供しますが、これは無視してかまいません。

• * デバッグ *: デバッグレベルのメッセージには、実行する必要がある手順が記載されています。

社内のサポート部門が AutoSupport メッセージを E メールで受信する場合、重大度は E メールメッセージの
件名に表示されます。

AutoSupport ウィンドウ

AutoSupport ウィンドウでは、システムの現在の AutoSupport 設定を確認できます。システムの AutoSupport

設定を変更することもできます。

コマンドボタン

• * 有効 *

AutoSupport 通知を有効にします。* Enable * がデフォルトです。

• * 無効 *

AutoSupport 通知を無効にします

• * 編集 * 。

Edit AutoSupport Settings ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 E メール通知の
送信元の E メールアドレスを指定したり、ホスト名の複数の E メールアドレスを追加したりできます。

• * テスト *

AutoSupport テストダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 AutoSupport テストメ
ッセージを生成できます。

• * AutoSupport リクエスト *

次の AutoSupport 要求を実行します。

◦ * AutoSupport を生成 *

選択したノードまたはすべてのノードの AutoSupport データを生成します。

◦ * 前の概要を表示 *

以前のすべての AutoSupport データのステータスと詳細を表示します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

190



詳細領域

詳細領域には、ノード名、 AutoSupport のステータス、使用される転送プロトコル、プロキシサーバの名前
など、 AutoSupport の設定情報が表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してジョブを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ジョ
ブ情報の表示やジョブの進捗状況の監視などのジョブタスクを管理できます。

ジョブ

_ Jobs _ は非同期タスクであり、データのコピー、移動、ミラーリングなど、通常は長時間実行されるボリュ
ーム処理です。ジョブはジョブキューに配置され、リソースが利用可能になると実行されます。クラスタ管理
者は、ジョブ管理に関連するすべてのタスクを実行できます。

ジョブは、次のいずれかのカテゴリに分類されます。

• サーバ関連ジョブは、特定のノードで実行される管理フレームワークによってキューに入れられます。

• a_cluster-affilied_job は、クラスタ内の任意のノードで実行される管理フレームワークによってキューに
入れられます。

• a_private_job はノードに固有で、レプリケートされたデータベース（ RDB ）またはその他のクラスタメ
カニズムを使用しません。

プライベートジョブの管理用コマンドを実行するには、 advanced 権限レベル以上が必要です。

ジョブは、次の方法で管理できます。

• 次のようなジョブ情報を表示する

◦ ジョブはノード単位で実行されます

◦ クラスタ関連ジョブ

◦ 完了したジョブ

◦ ジョブ履歴

• ジョブの進捗状況を監視しています

• ジョブマネージャの初期化状態に関する情報を表示する

完了したジョブの結果は、イベントログで確認できます。

ジョブウィンドウ

ジョブウィンドウを使用して、ジョブ情報の表示やジョブの進捗状況の監視などのジョブタスクを管理できま
す。

コマンドボタン

• * 更新 *
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ウィンドウ内の情報を更新します。

タブ

• * 現在のジョブ *

このタブには、進行中のジョブタスクに関する情報が表示されます。

• * ジョブ履歴 *

このタブには、すべてのジョブに関する情報が表示されます。

ジョブリスト

• * ジョブ ID *

ジョブの ID を表示します。

• * 開始時間 *

ジョブの開始時間を表示します。

• * ジョブ名 *

ジョブの名前を表示します。

• * ノード *

ノードの名前が表示されます。

• * 状態 *

ジョブの状態を表示します。

• * ジョブ概要 *

ジョブの概要を表示します。

• * 進捗状況 *

ジョブの状態を表示します。

• * スケジュール名 *

スケジュールの名前が表示されます。

ONTAP 9.7 以前の System Manger を使用して、 Flash Pool の統計を表示する

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、選択
した Flash Pool アグリゲートの SSD 階層に対するリアルタイムの読み取り / 書き込み
ワークロードを表示できます。
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Flash Pool アグリゲートの統計情報ウィンドウ

選択した Flash Pool アグリゲートの SSD 階層に対する、リアルタイムの読み取り / 書き込みワークロードを
表示できます。

このページは、オールフラッシュで最適化されたノードを含むクラスタでは使用できません。

• * Flash Pool アグリゲートの統計情報を表示します。 *

Flash Pool アグリゲートのリストから、統計情報を表示する Flash Pool アグリゲートを選択できます。

SSD キャッシュの読み取りワークロード

Flash Pool アグリゲートに送信されたすべての読み取り要求のうち、 SSD 階層で実行された読み取り処理の
割合をグラフに表示します。

SSD キャッシュの書き込みワークロード

Flash Pool アグリゲートに送信されたすべての書き込み要求のうち、 SSD 階層で実行された書き込み処理の
割合をグラフに表示します。

System Manager の ONTAP ダッシュボードウィンドウ - 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）のダッシュボード
ウィンドウでは、 Storage Virtual Machine （ SVM ）とそのパフォーマンスについての
累積情報がわかりやすく表示されます。ダッシュボードウィンドウでは、設定されてい
るプロトコル、容量の上限に近づいているボリューム、パフォーマンスなど、 SVM に
関連する重要な情報を確認できます。

SVM の詳細

このウィンドウでは、 SVM の詳細が各パネルに表示されます。これには、プロトコルステータスパネル、容
量の上限に近づいているボリュームパネル、アプリケーションパネル、パフォーマンスパネルなどがありま
す。

• * プロトコルステータス *

SVM 用に設定されているプロトコルの概要が表示されます。プロトコル名をクリックすると設定を確認
できます。

プロトコルが設定されていない場合や SVM 用のプロトコルのライセンスがない場合は、プロトコル名を
クリックして、プロトコルを設定したりプロトコルのライセンスを追加したりできます。

• * 容量の上限に近いボリューム *

容量の使用率が 80% 以上になっていてすぐに対処が必要なボリュームの詳細情報が表示されます。

• * アプリケーション *

SVM の上位 5 つのアプリケーションに関する情報が表示されます。IOPS または容量の低い順または高い
順に上位 5 つのアプリケーションを表示できます。アプリケーションに関する詳細情報を表示するには、
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特定の棒グラフをクリックする必要があります。容量の場合は、合計スペース、使用済みスペース、およ
び使用可能なスペースが表示され、 IOPS の場合は IOPS の詳細が表示されます。L2/L3 アプリケーショ
ンについては、レイテンシも表示されます。

アプリケーションウィンドウに表示される使用サイズが、 CLI で使用されているサイズと
一致しません。

[ * 詳細の表示 * ] をクリックすると、特定のアプリケーションの [ アプリケーション ] ウィンドウを開くこ
とができます。すべてのアプリケーションの表示 * をクリックすると、 SVM のすべてのアプリケーショ
ンを表示できます。

アプリケーションパネルの更新間隔は 1 分です。

• * SVM パフォーマンス *

レイテンシや IOPS など、 SVM のプロトコルのパフォーマンス指標が表示されます。

ONTAP から SVM のパフォーマンス情報を取得できない場合は、対応するグラフは参照できません。その
場合、 System Manager で特定のエラーメッセージが表示されます。

SVM の Performance パネルの更新間隔は 15 秒です。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して SVM を監視します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）のダッシュボード
を使用すると、 Storage Virtual Machine （ SVM ）の健常性とパフォーマンスを監視で
きます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. 監視する SVM を選択します。

3. ダッシュボードパネル内の詳細情報を確認します。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 SVM の設定を編集します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
Storage Virtual Machine （ SVM ）のプロパティ（ネームサービススイッチ、ネームマッ
ピングスイッチ、アグリゲートリストなど）を編集できます。

このタスクについて

• SVM の次のプロパティの値を編集できます。

◦ ネームサービススイッチ

◦ データのやり取りに使用できるプロトコル

SVM に CIFS プロトコルが設定されている場合、その SVM で CIFS プロトコルを無効
にしても引き続きデータ処理に使用されます。
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◦ ボリュームの作成に使用できるアグリゲートのリスト

FlexVol ボリュームの場合、アグリゲートを割り当てることができるのは、 SVM 管理
者に管理を委譲している場合だけです。

• System Manager では、 CLI を使用して作成された SVM や、 ONTAP によって設定されておらず、デフ
ォルト値に設定されていない SVM については、ネームサービススイッチおよびネームマッピングスイッ
チの値は表示されません。

サービスタブが無効になっているため、コマンドラインインターフェイスを使用してサービスを表示でき
ます。

System Manager でネームサービススイッチおよびネームマッピングスイッチが表示されるのは、 SVM

を System Manager で作成した場合と、 SVM のサービスが ONTAP でデフォルト値に設定されている場
合だけです。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVMを選択し、*[編集]*をクリックします。

3. [ * 詳細 * ] タブで、必要なデータプロトコルを変更します。

4. リソース割り当て * タブで、ボリューム作成を委任する方法を次の中から 1 つ選択します。

ボリューム作成をプロビジョニングするアグリゲー
ト

作業

すべてのアグリゲート ボリューム作成を委譲しない * オプションを選択し
ます。

特定のアグリゲートの場合 a. [*Delegate volume creation *] オプションを選択
します。

b. ボリューム作成を委譲するアグリゲートを選択
します。

5. Service タブで、必要なデータベース・タイプのネーム・サービス・スイッチ・ソース、およびネーム・
サービス情報取得時の各ソースの参照順序を指定します。

各データベースタイプのデフォルト値は次のとおりです。

◦ hosts ：ファイル、 DNS

◦ namemap ：ファイル

◦ グループ：ファイル

◦ netgroup ： files

◦ passwd ：ファイル

6. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

◦ 関連情報 *
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ONTAP のネームサービススイッチ設定の仕組み

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンを使用して SVM を削除します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、スト
レージシステム構成から不要になった Storage Virtual Machine （ SVM ）を削除できま
す。

作業を開始する前に

次の作業を完了しておきます。

1. すべてのボリュームの Snapshot コピー、データ保護（ DP ）ミラー、および負荷共有（ LS ）ミラーを
無効にします

LS ミラーを無効にするには、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用する必要が
あります。

2. SVM を削除する場合は、 SVM に属する igroup を手動ですべて削除します

3. ポートセットをすべて削除します

4. ルートボリュームを含め、 SVM 内のボリュームをすべて削除します

5. LUN のマッピングを解除し、オフラインにして削除します

6. SVM を削除する場合は、 CIFS サーバを削除します

7. SVM に関連付けられている、カスタマイズされたユーザアカウントとロールをすべて削除します

8. CLI を使用して、 SVM に関連付けられている NVMe サブシステムをすべて削除します。

9. SVM を停止します

このタスクについて

SVM を削除すると、 SVM に関連付けられている次のオブジェクトも削除されます。

• LIF 、 LIF フェイルオーバーグループ、および LIF ルーティンググループ

• エクスポートポリシー

• 効率化ポリシー

Kerberos を使用するように設定されている SVM を削除したり、別の Service Principal Name （ SPN ；サー
ビスプリンシパル名）を使用するように SVM を変更したりした場合、 SVM の元のサービスプリンシパルは
自動的に削除されず、また Kerberos Realm からも無効になりません。プリンシパルは、手動で削除するか無
効にする必要があります。プリンシパルを削除または無効にするためには、 Kerberos Realm 管理者のユーザ
名とパスワードが必要です。

ある SVM を削除する前に別の SVM にその SVM のデータを移動しておく場合は、 SnapMirror テクノロジを
使用します。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. 削除する SVM を選択し、 * Delete * をクリックします。
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3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

ONTAP 9.7 以前のシステムで SVM を起動します

Storage Virtual Machine （ SVM ）を起動すると、 ONTAP System Manager クラシック
（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して Storage Virtual Machine （ SVM ）からデー
タアクセスを提供できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. 開始する SVM を選択し、 * Start * をクリックします。

結果

SVM によるクライアントへのデータの提供が開始されます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンを使用して SVM を停止します

Storage Virtual Machine （ SVM ）を含む問題 のトラブルシューティングを行う場合、
SVM を削除する場合、または SVM からのデータアクセスを停止する場合は、 ONTAP

System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して SVM を停止で
きます。

作業を開始する前に

SVM に接続されているすべてのクライアントを切断する必要があります。

SVM の停止時に SVM にクライアントが接続されていると、データの損失が発生する可能性が
あります。

このタスクについて

• Storage Failover （ SFO ；ストレージフェイルオーバー）中は SVM を停止できません。

• SVM を停止すると、 SVM 管理者は SVM にログインできなくなります。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. 停止する SVM を選択し、 * 停止 * をクリックします。

結果

SVM によるクライアントへのデータの提供が停止します。

System Manager を使用して ONTAP 9.7 以前を管理します

ONTAP システムマネージャクラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）では、クラスタ
管理者によって割り当てられた権限に応じて、 Storage Virtual Machine （ SVM ）管理
者が SVM とそのリソース（ボリューム、プロトコル、サービスなど）を管理できま
す。SVM 管理者は、 SVM を作成、変更、または削除できません。
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SVM 管理者は、 System Manager にログインできません。

SVM 管理者は、次の管理作業のすべてまたは一部を実施できます。

• データアクセスプロトコルの設定

SVM 管理者は、 NFS 、 CIFS 、 iSCSI 、および Fibre Channel （ FC 、 FCoE を含む）などのデータア
クセスプロトコルを設定できます。

• サービスの設定

SVM 管理者は、 LDAP 、 NIS 、 DNS などのサービスを設定できます。

• ストレージ管理

SVM 管理者は、ボリューム、クォータ、 qtree 、およびファイルを管理できます。

• SAN 環境での LUN 管理

• ボリュームの Snapshot コピーの管理

• SVM の監視

SVM 管理者は、ジョブ、ネットワーク接続、ネットワークインターフェイス、および SVM のヘルスを監
視できます。

• 関連情報 *

"ONTAP 9 ドキュメンテーション・センター"

ファイルアクセスをトレースして、 System Manager を備えた SVM のアクセスエラーを診断します

System Manager 9.6 以降では、 Storage Virtual Machine （ SVM ）の CIFS / NFS ファ
イルアクセスエラーを診断できます。

このタスクについて

「 access denied 」エラーなどのファイル・アクセスの問題は ' 共有の構成 ' 権限 ' またはユーザ・マッピン
グに問題がある場合に発生する可能性がありますファイルアクセスの問題を解決するには、 System Manager

を使用して、ユーザがアクセスを希望するファイルまたは共有のアクセストレース結果を表示すると役立ちま
す。System Manager には、ファイルまたは共有に対する読み取り、書き込み、または実行の有効な権限があ
るかどうかと、アクセスが有効または無効な理由が表示されます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. ファイルアクセスエラーが返されたファイルまたは共有が含まれている SVM を選択します。

3. ファイルアクセスのトレース * をクリックします。

選択した SVM の Trace File Access ウィンドウには、ファイルアクセス権限をトレースするための前提条
件と手順が表示されます。

4. [ 続行 ] をクリックして、ファイルトレースプロセスを開始します。
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5. 選択した SVM のファイルまたは共有へのアクセスに使用しているプロトコルを選択します。

6. [ * ユーザー名 * ] フィールドに、ファイルまたは共有にアクセスしようとしているユーザーの名前を入力
します。

7. * オプション： * クリック  詳細を指定してトレースの範囲を限定します。

[ 詳細オプション ] ダイアログボックスでは、次の詳細を指定できます。

◦ * クライアント IP アドレス * ：クライアントの IP アドレスを指定します。

◦ * ファイル * ：トレースするファイル名またはファイルパスを指定します。

◦ * トレース結果に表示 * ：アクセスが拒否されたエントリのみを表示するか、すべてのエントリを表示
するかを指定します。指定した詳細を適用し、 [Trace File Access] ウィンドウに戻るには、 [* Apply]

をクリックします。

8. [ トレースを開始 ] をクリックします。

トレースが開始され、結果テーブルが表示されます。ユーザがファイルアクセス要求時にエラーを受け取
るまで、このテーブルは空です。結果リストは 15 秒ごとに更新され、新しいものから順にメッセージが
表示されます。

9. 該当するユーザに、ファイルへのアクセスを 60 分以内に試すように伝えます。

トレース期間中に指定のユーザ名に対してエラーが発生すると、拒否されたファイルアクセス要求の詳細
が結果リストに表示されます。「理由」列には、ユーザがファイルにアクセスできない原因となった理由
が表示されます。

10. *オプション：*結果テーブルの*理由*列で、*権限の表示*をクリックして、ユーザーがアクセスしようとし
ているファイルの権限を表示します。

◦ 「 Synchronize 」、「 Read Control 」、「 Read Attributes 」、「 Execute 」、「 Read EA 」に対し
てアクセスが許可されていないというメッセージがトレース結果に表示される場合、 「 Write 」また
は「 Read 」は、表示されている一連の権限に必要なアクセスが付与されていないことを示します。
権限の実際のステータスを表示するには、表示されたリンクから権限を表示する必要があります。

◦ CIFS プロトコルを指定した場合は、有効なファイル権限と共有権限ダイアログボックスが表示され、
ユーザがアクセスしようとしている共有とファイルに関連付けられているファイル権限と共有権限の
両方が一覧表示されます。

◦ NFS プロトコルを指定した場合は、有効なファイル権限ダイアログボックスが表示され、ユーザがア
クセスしようとしているファイルに関連付けられているファイル権限の一覧が表示されます。チェッ
ク・マークは権限が付与されていることを示し 'X は権限が付与されていないことを示します

[OK] をクリックして、 [ ファイルアクセスのトレース（ Trace File Access ） ] ウィンドウに戻ります。

11. *オプション：*結果テーブルに読み取り専用データが表示されます。トレース結果について、次の操作を
実行できます。

◦ [ * クリップボードにコピー * ] をクリックして、結果をクリップボードにコピーします。

◦ トレース結果のエクスポート（ Export Trace Results ） * をクリックして、結果をカンマ区切り値（
CSV ）ファイルにエクスポートします。

12. トレース操作を終了するには、 * トレースを停止 * をクリックします。
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System Manager を備えた SVM について - ONTAP 9.7 以前

SVMSはONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）とともに使
用すると、物理ストレージかコントローラに関係なく、他のストレージシステムと同様
に、クライアントにデータアクセスを提供できます。SVM には、ノンストップオペレー
ション、優れた拡張性、セキュリティ、ユニファイドストレージなどの利点がありま
す。

SVM には次の利点があります。

• マルチテナンシー

SVM は、セキュアマルチテナンシーの基本ユニットであり、ストレージインフラをパーティショニング
することで、複数の独立したストレージシステムが存在するように見せることができます。これらのパー
ティションでは、データと管理が分離されます。

• ノンストップオペレーション

SVM は、必要なかぎり継続的に無停止で稼働できます。SVM を使用すると、ソフトウェアとハードウェ
アのアップグレード、ノードの追加と削除、およびすべての管理操作中もクラスタを継続的に稼働できる
ようになります。

• 拡張性

SVM は、オンデマンドデータスループットなどのストレージ要件を満たします。

• セキュリティ

SVM はそれぞれ単一の独立したサーバとみなされるため、複数の SVM を相互にデータフローがない状態
でクラスタ内に共存させることができます。

• ユニファイドストレージ

SVM は、複数のデータアクセスプロトコルを使用して同時にデータをやり取りできます。SVM は、
CIFS や NFS などの NAS プロトコルでファイルレベルのデータアクセスを提供し、 iSCSI 、 FC / FCoE

、 NVMe などの SAN プロトコルでブロックレベルのデータアクセスを提供します。SVM は、 SAN クラ
イアントと NAS クライアントそれぞれに同時にデータを提供できます。

• 管理の委譲

SVM 管理者には、クラスタ管理者によって割り当てられた権限があります。

System ManagerでのONTAP ネームサービススイッチの設定について- ONTAP 9.7以前

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）では、UNIXシステム
の/etc/nsswitch.confファイルに相当するテーブルにネームサービス設定情報が格納され
ます。このテーブルを環境に応じて適切に設定するためには、その機能と ONTAP でテ
ーブルがどのように使用されるかを理解しておく必要があります。

ONTAP ネームサービススイッチテーブルは、 ONTAP が特定の種類のネームサービス情報を取得する際にど
のネームサービスソースをどの順番で参照するかを決定します。ONTAP では、 SVM ごとに個別のネームサ
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ービススイッチテーブルが保持されます。

データベースタイプ

テーブルには、次の各データベースタイプについてネームサービスのリストが格納されます。

データベースタイプ ネームサービスソースの用途 有効なソース

ホスト ホスト名の IP アドレスへの変換 ファイル、 DNS

グループ ユーザグループ情報を検索してい
ます

files 、 nis 、 ldap が表示されます

パスワード ユーザ情報を検索しています files 、 nis 、 ldap が表示されます

ネットグループ ネットグループ情報の検索 files 、 nis 、 ldap が表示されます

namemap ユーザ名のマッピング ファイル、 LDAP

ソースタイプ

ソースタイプによって、該当する情報を取得するために使用するネームサービスソースが決まります。

ソースタイプ 情報の検索先 使用するコマンド

ファイル ローカルのソースファイル 「 vserver services name-service

unix-user

「 vserver services name-service

unix-group 」を参照してください

vserver services name-service

netgroup

「 vserver services name-service

dns hosts 」という名前になります

NIS SVM の NIS ドメイン設定で指定さ
れた外部の NIS サーバ

「 vserver services name-service

nis-domain 」です

LDAP SVM の LDAP クライアント設定で
指定された外部の LDAP サーバ

vserver services name-service ldap

DNS SVM の DNS 設定で指定された外
部の DNS サーバ

vserver services name-service dns

データアクセスと SVM 管理者の両方の認証に NIS または LDAP を使用する場合も、 NIS 認証または LDAP

認証が失敗した場合に備え、「 files 」を含め、ローカルユーザをフォールバックとして設定する必要があり
ます。
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• 関連情報 *

SVM の設定を編集します

ONTAP 9.7 以前の場合は、 System Manager の Storage Virtual Machine ウィンドウが開きます

Storage Virtual Machine （ SVM ）を管理して、 Storage Virtual Machine に関する情報
を表示するには、 ONTAP System Manger クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）
の Storage Virtual Machines ウィンドウを使用します。

ディザスタリカバリ（ DR ）用に設定された SVM は、 System Manager で管理（作成、削除、開始、または
停止）できません。また、ディザスタリカバリ用に設定された SVM に関連付けられたストレージオブジェク
トも、アプリケーションインターフェイスで表示できません。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

Storage Virtual Machine （ SVM ）セットアップウィザードを開きます。このウィザードで、新しい SVM

を作成できます。

• * 編集 * 。

Storage Virtual Machine の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択した
SVM のプロパティを変更できます。選択した SVM のネームサービススイッチ、ネームマッピングスイッ
チ、アグリゲートリストなどを変更できます。

• * 削除 *

選択した SVM を削除します。

• * 開始 *

選択した SVM を起動します。

• * 停止 *

選択した SVM を停止します。

• * SVM 設定 *

選択した SVM のストレージ、ポリシー、および設定を管理します。

• * 保護オペレーション *

次のオプションが用意されています。

◦ * 初期化 *

SVM 関係を初期化して、ソース SVM からデスティネーション SVM へのベースライン転送を実行で
きます。
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◦ * アップデート *

ソース SVM からデスティネーション SVM にデータを更新できます。

◦ * デスティネーション SVM をアクティブ化 *

デスティネーション SVM をアクティブ化できます。

◦ * ソース SVM から再同期 *

解除した関係の再同期を開始できます。

◦ * デスティネーション SVM から再同期（逆再同期） *

デスティネーション SVM からソース SVM に関係を再同期できます。

◦ * ソース SVM を再アクティブ化 *

ソース SVM を再アクティブ化できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

• * ファイルアクセスのトレース *

選択した SVM にあるファイルや共有について、指定したユーザ名でアクセスできるかどうかをトレース
できます。

SVM リスト

SVM リストには、各 SVM の名前と、その SVM で使用可能なプロトコルが表示されます。

System Manager で表示できるのはデータ SVM だけです。

• * 名前 *

SVM の名前が表示されます。

• * 状態 *

SVM の状態が表示されます。これには、実行中、開始中、停止中、停止中などの情報が含まれます。

• * サブタイプ *

SVM のサブタイプが表示されます。サブタイプは次のいずれかになります。

◦ デフォルト

SVM がデータ提供用 SVM であることを示します。

◦ DP デスティネーション
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SVM がディザスタリカバリ用に設定されていることを示します。

◦ sync-source （同期元）

SVM が MetroCluster 設定のプライマリサイト内にあることを示します。

◦ 同期先

SVM が MetroCluster 構成のセカンダリサイト内にあることを示します。

• * 許可されたプロトコル *

各 SVM で許可されているプロトコル（ CIFS 、 NFS など）が表示されます。

• * IPspace *

関連付けられている SVM の IPspace が表示されます。

• * ボリュームタイプ *

各 SVM で許可されているボリュームのタイプ（ FlexVol など）が表示されます。

• * 保護されている *

SVM が保護されているかどうかが表示されます。

• * 構成状態 *

SVM の設定状態がロックされているかどうかが表示されます。

詳細領域

SVM のリストの下の領域には、選択した SVM に関する詳細情報が表示されます。これには、許可されてい
るボリュームのタイプ、言語、 Snapshot ポリシーなどの情報が含まれます。

この SVM で許可されるプロトコルを設定することもできます。SVM の作成時にプロトコルを設定していな
い場合は、プロトコルのリンクをクリックしてプロトコルを設定できます。

System Manager を使用して、ディザスタリカバリ用に設定された SVM のプロトコルを設定することはでき
ません。

SVM に対してすでに FCP サービスが開始されている場合は、 FC および FCoE のリンクをク
リックするとネットワークインターフェイスウィンドウが開きます。

プロトコル設定のステータスは色で示されます。
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ステータス 説明

緑 LIF が存在し、プロトコルが設定されています。リン
クをクリックすると、設定の詳細を確認できます。

設定は一部完了している可能性があり
ますただし、サービスは実行されてい
ます。LIF を作成して設定を完了する
には、ネットワークインターフェイス
ウィンドウを使用します。

黄色 次のいずれかを示します。

• LIF が存在します。サービスは作成されています
が実行されていません。

• LIF が存在します。サービスが作成されていませ
ん。

• サービスが作成されました。LIF は存在しませ
ん。

グレー プロトコルが設定されていません。プロトコルのリ
ンクをクリックしてプロトコルを設定できます。

グレーの枠線 プロトコルのライセンスがないか期限が切れていま
す。プロトコルのリンクをクリックすると、
Licenses ページにライセンスを追加できます。

管理インターフェイスを追加し、保護関係、保護ポリシー、 NIS ドメインなどの詳細を表示することもでき
ます。

詳細 * 領域には、 SVM のパブリック SSL 証明書へのリンクもあります。このリンクをクリックすると、次
のタスクを実行できます。

• 証明書の詳細、シリアル番号、開始日、および有効期限を表示します。

• 証明書をクリップボードにコピーします。

• 証明書の詳細を E メールで送信する。

ピア Storage Virtual Machines （ピア Storage Virtual Machines ）領域で

選択した SVM とピア関係にある SVM のリストと、それらのピア関係を使用しているアプリケーションの詳
細が表示されます。

System Manager の Trace File Access ウィンドウ

ONTAP System Manager 9.6 以降では、 CIFS または NFS プロトコルを使用して SVM

のファイルと共有へのアクセスで問題が発生した場合に、ファイルアクセスのトレース
ウィンドウを使用して問題を診断できます。
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コマンドボタン

• * 続行 *

選択した SVM のファイルアクセスのトレースを設定して開始します。

• * プロトコル *

選択した SVM のファイルと共有へのアクセスに使用しているプロトコルとして、 CIFS または NFS を選
択できます。

• * 詳細オプションアイコン *

追加の詳細を指定してトレースの範囲を絞り込むことができます。

• * トレース結果に表示 *

拒否されたファイルアクセス要求のみをトレース結果に表示するか、すべてのファイルアクセス要求（成
功した要求と拒否された要求）を表示するかを、 [ 詳細オプション ] ダイアログボックスで指定できま
す。

• * トレースを開始 *

トレースを開始できます。結果には、トレースを開始してから 60 分以内に送信されたファイルアクセス
要求で発生した問題が表示されます。

• * トレースを停止 *

トレースを停止できます。

• * 権限の表示 *

権限を表示できます。CIFS プロトコルを使用している場合は、有効なファイル権限と共有権限を表示で
きます。NFS プロトコルを使用している場合は、有効なファイル権限を表示できます。

• * クリップボードにコピー *

結果テーブルをクリップボードにコピーできます。

• * トレース結果のエクスポート *

トレース結果をカンマ区切り値（ .csv ）形式でファイルにエクスポートできます。

入力フィールド

• * ユーザー名 *

トレースするファイルアクセス要求エラーが返されたユーザの名前を入力します。

• * トレース結果の検索 *

検索結果に特定の情報を入力し、 * Enter * をクリックします。
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• * クライアント IP アドレス *

[ 詳細オプション ] ダイアログボックスでは、クライアントの IP アドレスを追加の詳細として指定して、
トレースの範囲を絞り込むことができます。

• * ファイル *

[ 詳細オプション ] ダイアログボックスでは、追加の詳細としてアクセスするファイルまたはファイルパ
スを指定して、トレースの範囲を絞り込むことができます。

CIFSプロトコルのトレース結果リスト

CIFS プロトコルを指定した場合、指定したパラメータに基づいて次のデータがトレース結果リストに表示さ
れます。このデータは新しいものから順番に表示されます。トレースを停止しても、別のトレースを開始する
まで結果はリストに残ります。

• share ：成功したかどうかに関係なく、システムがアクセスを試みた共有の名前。

• Path ：成功したかどうかに関係なく、システムがアクセスを試みたファイルのファイルパス。

• クライアント IP アドレス：アクセス要求が開始されたクライアントの IP アドレス。

• 理由：ファイルまたは共有へのアクセスの試行が成功または失敗した理由。

「 Synchronize 」、「 Read Control 」、「 Read Attributes 」、「 Execute 」、「 Read

EA 」に対してアクセスが許可されていないというメッセージがトレース結果に表示される
場合、 「 Write 」または「 Read 」は、表示されている一連の権限に必要なアクセスが付
与されていないことを示します。権限の実際のステータスを表示するには、表示されたリ
ンクから権限を表示する必要があります。

NFSプロトコルのトレース結果リスト

NFS プロトコルを指定した場合、指定したパラメータに基づいて次のデータがトレース結果リストに表示さ
れます。このデータは新しいものから順番に表示されます。トレースを停止しても、別のトレースを開始する
まで結果はリストに残ります。

• Path ：成功したかどうかに関係なく、システムがアクセスを試みたファイルのファイルパス。

• クライアント IP アドレス：アクセス要求が開始されたクライアントの IP アドレス。

• 理由：ファイルまたは共有へのアクセスの試行が成功または失敗した理由。

「 Synchronize 」、「 Read Control 」、「 Read Attributes 」、「 Execute 」、「 Read

EA 」に対してアクセスが許可されていないというメッセージがトレース結果に表示される
場合、 「 Write 」または「 Read 」は、表示されている一連の権限に必要なアクセスが付
与されていないことを示します。権限の実際のステータスを表示するには、表示されたリ
ンクから権限を表示する必要があります。

• 関連情報 *

"SMB / CIFS の管理"

SMB / CIFS および NFS のマルチプロトコル構成
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個のボリューム

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してボリュームのプロパティを編集します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、ボリュ
ーム名、セキュリティ形式、フラクショナルリザーブ、およびスペースギャランティな
どのボリュームプロパティを変更できます。また、 Storage Efficiency の設定（重複排除
スケジュール、重複排除ポリシー、圧縮）、およびスペース再生利用の設定も変更でき
ます。

作業を開始する前に

ボリューム暗号化を有効にするには、 System Manager を使用してボリューム暗号化ライセンスをインスト
ールし、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して「 key-manager setup 」を有効にしておく必
要があります。「 key-manager setup 」を有効にした後、 Web ブラウザを更新する必要があります。

このタスクについて

• フラクショナルリザーブは 0% または 100% のどちらかに設定できます。

• データ圧縮は 32 ビットボリュームではサポートされていません。

• Data ONTAP 8.3.1 クラスタの場合は、 Cloud Volumes ONTAP for AWS （ AWS ）に対してインライン圧
縮とバックグラウンド圧縮の両方を有効にすることができます。

Data ONTAP Edge では圧縮はサポートされません。

• SnapLock Compliance ボリュームの名前は変更できません。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、編集するボリュームが配置されている Storage Virtual

Machine （ SVM ）を選択します。

3. 変更するボリュームを選択し、 * 編集 * をクリックします。

ボリュームの編集ダイアログボックスが表示されます。

4. [ 一般 * （ General * ） ] タブで、必要に応じて次のプロパティを変更します。

◦ ボリューム名を変更します

◦ ボリューム暗号化を有効にします

このオプションを使用できるのは、ボリューム暗号化ライセンスを有効にした場合のみです。また、
対応するプラットフォームで暗号化がサポートされている必要があります。key-manager setup は CLI

から実行できます。

◦ ボリュームのセキュリティ形式を変更します

◦ シンプロビジョニングを有効または無効にします

5. Storage Efficiency * タブをクリックし、次のプロパティを設定して Storage Efficiency を有効にします。

◦ 重複排除
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◦ データ圧縮オールフラッシュで最適化されたアグリゲートに含まれるボリュームでバックグラウンド
圧縮を有効にすることはできません。このようなボリュームで有効にできるのは、インライン圧縮の
みです。

インライン重複排除を有効にできるのは、オールフラッシュで最適化されたアグリゲートに含まれるボリ
ュームと Flash Pool アグリゲートに含まれるボリュームだけです。

6. SnapLock ボリュームの場合は、 * SnapLock * タブをクリックして、次の手順を実行します。

a. 自動コミット期間を指定します。

自動コミット期間は、ボリューム内のファイルに変更がなかった場合に WORM 状態にコミットされ
るまでの期間です。

b. 最小保持期間と最大保持期間を指定します。

値は 1~70 年、または Infinite Volume の範囲で指定する必要があります。

c. デフォルトの保持期間を選択します。

デフォルトの保持期間は、最小保持期間と最大保持期間の間の値に設定します。

7. [ * 詳細設定 * ] タブをクリックして、次のプロパティを有効にします。

◦ ボリュームの使用済みスペースが拡張しきい値を超えたときにボリュームを自動的に拡張する場合
は、「 * grow * 」を選択します。

◦ 使用済みスペースの量に応じてボリュームのサイズを拡張または縮小する場合は、「 * grow 」また
は「 Shrink * 」を選択します。

i. ボリュームを拡張できる最大サイズを指定します。

◦ 次のいずれかのオプションを選択して、古い Snapshot コピーの自動削除を有効にします。

▪ 試用してください

他のサブシステムによってロックされていない Snapshot コピーを削除します。

▪ 破棄

データバックアップ機能によってロックされている Snapshot コピーを削除します。

▪ 中断します

データ転送を中断する可能性のある Snapshot コピーを削除します。

◦ ボリュームに割り当てるキャッシングポリシーを選択します。

このオプションは、 Flash Pool アグリゲートに含まれる FlexVol に対してのみ使用できます。

◦ ボリュームのキャッシュデータの保持優先度を選択します。

このオプションは、 Flash Pool アグリゲートに含まれる FlexVol に対してのみ使用できます。

◦ ボリュームに設定するフラクショナルリザーブを指定します。
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◦ ファイル読み取りのアクセス時間を更新します。

このオプションは、 SnapLock ボリュームに対しては無効になります。

8. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

CIFS をセットアップしています

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、データ保護ボリュームを編集します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、デー
タ保護（ DP ）ボリュームのボリューム名を変更できます。ソースボリュームで
Storage Efficiency が有効になっていない場合に、デスティネーションボリュームでのみ
Storage Efficiency を有効にすることもできます。

このタスクについて

ミラー DP ボリュームの Storage Efficiency を変更することはできません。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、編集する DP ボリュームが配置されている Storage

Virtual Machine （ SVM ）を選択します。

3. 変更するボリュームを選択し、 * 編集 * をクリックします。

4. Edit Data Protection Volume * （データ保護ボリュームの編集）ダイアログボックスで、ボリューム名を
変更します。

5. Enable Storage Efficiency * オプションが選択されていることを確認します。

ボリュームで Storage Efficiency がすでに有効になっている場合、このチェックボックスはデフォルトで
選択されます。

6. オプション：[Advanced]タブをクリックして、次の手順を実行します。

a. ボリュームに割り当てるキャッシングポリシーを選択します。

b. ボリュームのキャッシュデータの保持優先度を選択します。

これらのオプションは、 Flash Pool アグリゲートに含まれるデータ保護 FlexVol に対してのみ使用できま
す。

7. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してボリュームを削除します

ボリュームに含まれているデータが不要になった場合、またはボリュームに含まれてい
るデータを別の場所にコピーした場合は、 ONTAP System Manager クラシック（
ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して FlexVol ボリュームを削除できます。ボリュー
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ムを削除すると、そのボリューム内のすべてのデータが破棄され、そのデータは回復で
きません。

作業を開始する前に

FlexVol ボリュームを削除するには、次の条件を満たしている必要があります。

• ボリュームをアンマウントし、オフライン状態にする必要があります。

• FlexVol ボリュームがクローンされている場合、 FlexClone ボリュームを親ボリュームからスプリットす
るか、破棄する必要があります。

• ボリュームで SnapMirror 関係が確立されている場合は、その SnapMirror 関係を削除しておく必要があり
ます。

このタスクについて

FlexVol を削除する際は、次の制限事項に注意してください。

• SnapLock Enterprise ボリューム全体または SnapLock Enterprise ボリュームのファイルは削除できます
が、 SnapLock Enterprise ボリュームのファイル内のデータだけを削除することはできません。

• データがボリュームにコミットされている場合、 SnapLock Compliance ボリュームは削除できません。

• FlexVol に qtree とボリュームの両方が含まれている場合、 qtree はディレクトリとして表示されます。ボ
リュームを削除する際に誤って qtree を削除しないように注意してください。

• 元のボリュームに FlexCache ボリュームが関連付けられている場合は、元のボリュームを削除する前に
FlexCache ボリュームを削除する必要があります。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、削除するボリュームが配置されている Storage Virtual

Machine （ SVM ）を選択します。

3. 削除するボリュームを選択します。

削除する正しいボリュームを選択したことを確認してください。ボリュームを削除する
と、そのボリューム内のすべてのデータが破棄され、そのデータは回復できません。

4. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

5. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して FlexClone ボリュームを作成します

既存の FlexVol の書き込み可能なポイントインタイムコピーが必要なときは、 ONTAP

System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して FlexClone ボリ
ュームを作成できます。たとえば、テスト用にボリュームのコピーを作成したり、他の
ユーザに本番環境のデータへのアクセスは許可せずにテスト用のボリュームへのアクセ
スを提供したりすることができます。
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作業を開始する前に

• ストレージシステムに FlexClone ライセンスがインストールされている必要があります。

• クローニングするボリュームがオンラインであり、ルート以外のボリュームである必要があります。

このタスクについて

SnapMirror デスティネーションの FlexClone ボリュームの作成に使用されるベースの Snapshot コピーは、ビ
ジー状態としてマークされて削除できません。最新の Snapshot コピー以外の Snapshot コピーから
FlexClone ボリュームを作成する場合に、その Snapshot コピーがすでにソースボリュームからなくなってい
ると、 SnapMirror によるデスティネーションボリュームの更新はすべて失敗します。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. クローニングする FlexVol ボリュームをボリュームのリストから選択します。

4. [ * その他の操作 * > * クローン * > * 作成 * > * ボリューム * ] をクリックします。

5. 作成する FlexClone ボリュームの名前を入力します。

6. オプション：新しいFlexCloneボリュームに対してシンプロビジョニングを有効にする場合は、「*シンプ
ロビジョニング」を選択します。

デフォルトでは、この設定は親ボリュームの設定と同じになります。

7. Snapshot コピーを作成するか既存の Snapshot コピーを選択して、 FlexClone ボリュームを作成するため
のベースの Snapshot コピーとして使用します。

8. [* Clone* ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して FlexClone ファイルを作成します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、親フ
ァイルの書き込み可能なコピーである FlexClone ファイルを作成できます。これらのコ
ピーを使用して、アプリケーションをテストできます。

作業を開始する前に

• クローニングするファイルは、アクティブファイルシステムの一部である必要があります。

• ストレージシステムに FlexClone ライセンスがインストールされている必要があります。

このタスクについて

• FlexClone ファイルがサポートされるのは FlexVol ボリュームのみです。

親ボリュームからではなく、親ファイルが配置されているボリュームから親ファイルにアクセスすると、
ボリューム内の親ファイルの FlexClone ファイルを作成できます。

• FlexClone ファイルを SnapLock 上に作成することはできません。
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手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. FlexClone ファイルを作成するボリュームをボリュームのリストから選択します。

4. [ * その他のアクション * > * クローン * > * 作成 * > * ファイル * ] をクリックします。

5. Create FlexClone File * ダイアログボックスで、クローニングするファイルを選択し、 FlexClone ファイ
ルの名前を指定します。

6. [* Clone* ] をクリックします。

結果

FlexClone ファイルは、親ファイルと同じボリューム内に作成されます。

• 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 FlexClone ボリュームを親ボリュームからスプリットしま
す

System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、FlexCloneボリ
ュームを親ボリュームからスプリットできます。スプリットした FlexClone ボリューム
は通常の FlexVol になります。親ボリュームのディスクスペースが使用され続け、スト
レージ効率が維持されます。

作業を開始する前に

FlexClone ボリュームはオンラインである必要があります。

このタスクについて

AFF システムでないシステムの場合、クローンスプリット処理を実行するとクローンの既存の Snapshot コピ
ーがすべて削除されます。SnapMirror 更新に必要な Snapshot コピーも削除されます。そのため、以降の
SnapMirror 更新は失敗する可能性があります。

ボリュームで他の処理を実行する必要がある場合、クローンスプリット処理を一時停止できます。他の処理の
完了後にクローンスプリット処理を再開できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 親ボリュームからスプリットする FlexClone ボリュームを選択します。

4. [ * その他のアクション * > * クローン * > * スプリット * ] をクリックします。

5. クローンスプリット処理の FlexClone ボリュームの詳細を確認し、確認ダイアログボックスで「 * スプリ
ットの開始」をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ
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FlexClone ボリューム階層 ONTAP 9.7 以前を表示します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
FlexClone ボリュームとその親ボリュームの階層を表示できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ボリュームのリストから必要なボリュームを選択します。

4. [ * その他のアクション * > * クローン * > * 階層の表示 * ] をクリックします。

結果

少なくとも 1 つの FlexClone 子ボリュームを持つボリュームが表示されます。FlexClone ボリュームは、それ
ぞれの親ボリュームの子として表示されます。

• 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してボリュームのステータスを変更します

ボリュームをオフラインにするとき、オンラインに戻すとき、またはボリュームへのア
クセスを制限するときに、 ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使
用可能）を使用して FlexVol ボリュームのステータスを変更できます。

作業を開始する前に

• ボリュームをボリュームコピー処理または SnapMirror レプリケーション処理のターゲットにする場合
は、ボリュームを制限状態にする必要があります。

• NAS ボリュームをオフラインにする場合は、 NAS ボリュームをアンマウントする必要があります。

このタスクについて

ボリュームの保守、移動、または削除を実行するには、ボリュームをオフラインにします。オフラインにした
場合は、クライアントからボリュームへの読み取り、または書き込みはできません。ルートボリュームをオフ
ラインにすることはできません。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ステータスを変更するボリュームを選択します。

4. [ * その他の操作 * （ More Actions ） ] > * [ ステータスを * に変更（ Change status to * ） ] メニューか
ら、必要なボリュームステータスを選択します。

5. 確認ダイアログボックスで * OK * をクリックして、ボリュームのステータスを変更します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、保存された Snapshot コピーのリストを表示します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用すると、選択
したボリュームについて保存されているすべてのSnapshotコピーのリストを、ボリュー
ムウィンドウの下部ペインにあるSnapshotコピータブで確認できます。このリストを使
用して、 Snapshot コピーの名前変更、リストア、または削除を実行できます。

作業を開始する前に

ボリュームはオンラインである必要があります。

このタスクについて

一度に表示できる Snapshot コピーのボリュームは 1 つだけです。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 保存された Snapshot コピーを表示するボリュームの横にあるプラス記号（ + ）をクリックします。

4. Show More Details * リンクをクリックすると、ボリュームに関する詳細情報が表示されます。

5. [* Snapshot Copies * （ Snapshot コピー * ） ] タブをクリックします。

選択したボリュームで利用できる Snapshot コピーのリストが表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、定義されたスケジュール以外で Snapshot コピーを作成し
ます

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用すると、定
義されたスケジュール以外の時間にボリュームの Snapshot コピーを作成して、特定の
時点のファイルシステムの状態をキャプチャできます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ボリュームのリストからボリュームを選択します。

4. [ * その他の操作 * > * スナップショットの管理 * > * 作成 * ] をクリックします。

5. デフォルト名を変更する場合は、 * Create Snapshot Copy * （ Snapshot コピーの作成）ダイアログボッ
クスで、 Snapshot コピーの新しい名前を指定します。

有効な文字は、 ASCII 文字、数字、ハイフン（ - ）、アンダースコア（ _ ）、ピリオド（ . ）、およびプ
ラス記号（ + ）です。

Snapshot コピーのデフォルト名は、ボリューム名とタイムスタンプから構成されます。

6. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

7. 作成した Snapshot コピーが「 * Snapshot copies * 」タブの Snapshot コピーのリストに含まれているこ
とを確認します。
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◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 Snapshot コピーリザーブを設定します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ボリ
ューム内の Snapshot コピー用にスペース（割合で測定）を予約できます。Snapshot コ
ピーリザーブを設定すると、 Snapshot コピー用ディスクスペースが十分に確保され、
アクティブなファイルシステムのスペースが Snapshot コピーによって使用されること
がなくなります。

このタスクについて

Snapshot コピー用にデフォルトで予約されているスペースは、 SAN ボリュームと VMware ボリュームにつ
いては 5% です。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. Snapshot コピーリザーブを設定するボリュームを選択します。

4. [ * その他の操作 * > * スナップショットの管理 * > * 構成設定 * ] をクリックします。

5. Snapshot コピー用に確保するボリュームスペースの割合を入力または選択し、 * OK * をクリックしま
す。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前では、 Snapshot コピーのディレクトリを非表示にします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
Snapshot コピーディレクトリ（ .snapshot ）を非表示にして、ボリュームディレクトリ
を表示したときに Snapshot コピーディレクトリが表示されないようにすることができ
ます。デフォルトでは '.snapshot ディレクトリは表示されます

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 非表示にする Snapshot コピーディレクトリのボリュームを選択します。

4. [ * その他の操作 * > * スナップショットの管理 * > * 構成設定 * ] をクリックします。

5. [ スナップショットディレクトリ（ .snapshot ）を表示する * （ Make snapshot directory （ .snapshot ）
visible * ） ] オプションが選択されていないことを確認し、 [ * OK* ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

216



System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して、 Snapshot コピーの自動作成をスケジュールします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ボリ
ュームの自動 Snapshot コピーを自動作成するスケジュールを設定できます。コピーを
作成する時間と頻度を指定できます。保存する Snapshot コピーの数も指定できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ボリュームのリストから必要なボリュームを選択します。

4. [ * その他の操作 * > * スナップショットの管理 * > * 構成設定 * ] をクリックします。

5. Configure Volume Snapshot Copies * （ボリューム Snapshot コピーの設定）ダイアログボックスで、 *

Enable scheduled Snapshot Copies * （スケジュールされた Snapshot コピーを有効にする）を選択しま
す。

6. Snapshot ポリシーを選択します。

作成するスケジュールを設定できるのは、ポリシーベースの Snapshot コピーのみです。

7. OK * をクリックして変更を保存し、 Snapshot コピーのスケジュールを開始します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 Snapshot コピーからボリュームをリストアします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用すると、以
前に作成した Snapshot コピーに記録されている状態にボリュームをリストアして、失
われた情報を取得できます。Snapshot コピーからボリュームをリストアすると、既存の
ボリューム構成は上書きされます。Snapshot コピーの作成後にボリューム内のデータに
加えた変更はすべて失われます。

作業を開始する前に

• システムに SnapRestore ライセンスがインストールされている必要があります。

• リストアする FlexVol に LUN が含まれている場合、 LUN をアンマウントまたはマッピング解除する必要
があります。

• リストアしたボリューム用の十分な空きスペースが必要です。

• ボリュームにアクセスしているユーザに、ボリュームをリバートすること、および選択した Snapshot コ
ピーのデータによってボリューム内の現在のデータが置換されることを通知する必要があります。

このタスクについて

• リストアするボリュームに他のボリュームに対するジャンクションポイントが含まれている場合、それら
のジャンクションポイントにマウントされているボリュームはリストアされません。

• SnapLock Compliance ボリュームの Snapshot コピーはリストアできません。

手順
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1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. Snapshot コピーからリストアするボリュームを選択します。

4. [ * その他の操作 * > * スナップショットの管理 * > * リストア * ] をクリックします。

5. 適切な Snapshot コピーを選択し、 * Restore * をクリックします。

6. 確認のチェックボックスをオンにし、 * リストア * をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 Snapshot コピーの有効期限を延長します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ボリ
ューム内の Snapshot コピーの有効期限を延長できます。

作業を開始する前に

システムに SnapLock ライセンスがインストールされている必要があります。

このタスクについて

有効期限を延長できるのは、 SnapLock for SnapVault 関係のデスティネーションとして設定されているデー
タ保護（ DP ）ボリューム内の Snapshot コピーだけです。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ボリュームを選択します。

4. Show More Details * をクリックすると、ボリュームに関する詳細情報が表示されます。

5. [* Snapshot Copies * （ Snapshot コピー * ） ] タブをクリックします。

選択したボリュームで利用できる Snapshot コピーのリストが表示されます。

6. 変更する Snapshot コピーを選択し、 * 有効期限の延長 * をクリックします。

7. [ 有効期限の延長 *] ダイアログボックスで、有効期限を指定します。

値は 1~70 年、または Infinite Volume の範囲で指定する必要があります。

8. [OK] をクリックします。

Snapshot コピーの名前を System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンに変更します

整理や管理をしやすくするため、 ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以
前で使用可能）を使用して Snapshot コピーの名前を変更できます。

このタスクについて
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SnapVault 関係にある SnapLock DP ボリュームの（ WORM 状態にコミットされている） Snapshot コピー
の名前は変更できません。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 目的のボリュームをクリックします。

4. Show More Details * リンクをクリックすると、ボリュームに関する詳細情報が表示されます。

5. [* Snapshot Copies * （ Snapshot コピー * ） ] タブをクリックします。

選択したボリュームで利用できる Snapshot コピーのリストが表示されます。

6. 名前を変更する Snapshot コピーを選択し、 * その他の操作 * > * 名前の変更 * をクリックします。

7. 新しい名前を指定し、 * 名前の変更 * をクリックします。

有効な文字は、 ASCII 文字、数字、ハイフン（ - ）、アンダースコア（ _ ）、ピリオド（ . ）、およびプ
ラス記号（ + ）です。

8. [* Volumes] ウィンドウの [* Snapshot copies*] タブで、 Snapshot コピー名を確認します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して Snapshot コピーを削除します

ディスクスペースを節約したり解放したりする場合、 ONTAP System Manager クラシ
ック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して Snapshot コピーを削除できます。ま
た、不要になった Snapshot コピーを削除することもできます。

作業を開始する前に

使用中またはロック状態の Snapshot コピーを削除する場合は、 Snapshot コピーを使用しているアプリケー
ションからそのコピーを解放しておく必要があります。

このタスクについて

• FlexClone ボリュームが親ボリューム内のベースの Snapshot コピーを使用している場合、その Snapshot

コピーは削除できません。

ベースの Snapshot コピーは、 FlexClone ボリュームの作成に使用された Snapshot コピーです。親ボリ
ュームでは、ベースの Snapshot コピーのステータスは「 busy 」、アプリケーション依存関係は「 busy

、 vclone 」と常に表示されます。

• SnapMirror 関係で使用されているロックされた Snapshot コピーは削除できません。

この Snapshot コピーはロックされており、次回の更新に必要です。

• SnapVault 関係で使用されている SnapLock DP ボリュームの Snapshot コピーは、 Snapshot コピーの有
効期限を過ぎるまでは削除できません。
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• SnapVault 関係にある SnapLock DP ボリュームの（ WORM 状態にコミットされている） Snapshot コピ
ーは、 Snapshot コピーの有効期限を過ぎるまでは削除できません。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 目的のボリュームを展開します。

4. Show More Details * リンクをクリックすると、ボリュームに関する詳細情報が表示されます。

5. [* Snapshot Copies * （ Snapshot コピー * ） ] タブをクリックします。

選択したボリュームで利用できる Snapshot コピーのリストが表示されます。

6. 削除する Snapshot コピーを選択します。

7. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

8. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

"ONTAP 9 ドキュメンテーション・センター"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してボリュームのサイズを変更します

ボリュームがいっぱいになってきたら、ONTAP System Managerクラシック（ONTAP

9.7以前で使用可能）を使用して、ボリュームのサイズを拡張したり、いくつか
のSnapshotコピーを削除したり、Snapshotリザーブを調整したりできます。System

Manager のボリュームのサイズ変更ウィザードを使用して、空きスペースを増やすこと
ができます。

このタスクについて

• 自動拡張が設定されたボリュームの場合、ボリュームの増大分に基づいて、ボリュームの自動拡張の上限
を変更できます。

• データ保護ボリュームのサイズは、ミラー関係が解除されている場合やボリュームに対して逆再同期が実
行された場合は変更できません。

代わりに、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用してください。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. サイズを変更するボリュームを選択します。

4. [ * その他のアクション * > * サイズ変更 * ] をクリックします。

5. ウィザードの指示に従って、情報を入力または選択します。
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6. 詳細を確認し、 [* 終了 ] をクリックしてウィザードを完了します。

7. [*Volumes] ウィンドウで、使用可能な容量とボリュームの合計容量に加えた変更を確認します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ボリュームで Storage Efficiency を有効にします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して
Storage Efficiency を有効にし、ボリュームで重複排除とデータ圧縮の両方を設定したり
重複排除のみを設定したりして、ストレージスペースを節約できます。ボリュームの作
成時に有効にしなかった場合は、あとからボリュームを編集して Storage Efficiency を有
効にすることができます。

作業を開始する前に

• ボリュームはオンラインである必要があります。

• ポリシーベースの重複排除スケジュールを使用する場合は、効率化ポリシーを作成しておく必要がありま
す。

このタスクについて

• バックグラウンド圧縮を有効にできるのは、バックグラウンド重複排除が有効になっている場合だけで
す。

• インライン圧縮は、バックグラウンド重複排除の有効、無効に関係なく有効にすることができます。同様
に、インライン重複排除機能も、バックグラウンド重複排除機能の有効、無効に関係

• インライン重複排除を有効にできるのは、オールフラッシュで最適化されたアグリゲートに含まれるボリ
ュームと Flash Pool アグリゲートに含まれるボリュームだけです。

• System Manager 9.6 以降では、 FlexGroup DP ボリュームについての Storage Efficiency の編集がサポー
トされます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. Storage Efficiency を有効にするボリュームを選択し、 * Edit * をクリックします。

4. ボリュームの編集 * ダイアログボックスで、 * Storage Efficiency * をクリックします。

5. バックグラウンド重複排除 * チェックボックスを選択します。

6. 次のいずれかの方法を選択して重複排除を実行します。
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重複排除の実行対象 作業

Storage Efficiency ポリシーに基づきます a. [ * ポリシーベース * ] オプションが選択されて
いることを確認します。

b. 「 * Choose * 」をクリックし、ストレージ効率
化ポリシーを選択します。

c. [OK] をクリックします。

必要に応じて オンデマンド * オプションを選択します。

7. バックグラウンド圧縮を有効にするには、 * バックグラウンド圧縮 * チェックボックスを選択します。

オールフラッシュで最適化されたアグリゲートに含まれるボリュームでバックグラウンド圧縮を有効にす
ることはできません。

8. ボリュームへの書き込み中にデータを圧縮するには、「 * インライン圧縮 * 」チェックボックスを選択し
ます。

デフォルトで、インライン圧縮は、オールフラッシュで最適化されたアグリゲートに含まれるボリューム
で有効になります。

9. データがディスクに書き込まれる前に重複排除を実行するには、「インライン重複排除」チェックボック
スをオンにします。

デフォルトで、インライン重複排除は、オールフラッシュで最適化されたアグリゲートに含まれるボリュ
ームで有効になります。

10. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、重複排除スケジュールを変更します

重複排除を手動で実行するか、自動で実行するか、指定したスケジュールで実行するか
を選択することで、 ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で利用可能
）を使用して重複排除スケジュールを変更できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 重複排除スケジュールを変更する読み取り / 書き込みボリュームを選択します。

4. [ * 編集 ] をクリックし、 [ * Storage Efficiency * ] タブをクリックします。

5. 重複排除スケジュールを必要に応じて変更します。

6. [ 保存して閉じる ] をクリックします。
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◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、重複排除処理を実行します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で利用可能）を使用すると、重複
排除をFlexVol ボリュームの作成直後に実行するか、またはスケジュールを設定して、指
定した時間に実行することができます。

作業を開始する前に

• ボリュームで重複排除が有効になっている必要があります。

• ボリュームは、オンラインでマウントされている必要があります。

このタスクについて

重複排除は、処理中にシステムリソースを消費するバックグラウンドプロセスであるため、実行中の他の処理
に影響を与える可能性があります。他の処理を実行する前に、重複排除をキャンセルする必要があります。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 重複排除を実行するボリュームを選択します。

4. その他の操作 * > * Storage Efficiency * をクリックします。

5. 初めてボリュームに対して重複排除を実行する場合は、 Storage Efficiency * ダイアログボックスで * ボリ
ューム全体をスキャン * を選択して、ボリュームデータ全体に対して重複排除を実行します。

6. [ スタート ] ボタンをクリックします。

7. ボリュームウィンドウの * Storage Efficiency * タブで、重複排除処理の前回の実行結果を確認します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、アグリゲート間またはノード間で FlexVol ボリュームを移
動します

ONTAP System Manager 従来型（ ONTAP 9.7 以前で利用可能）を使用すると、 FlexVol

ボリュームを別のアグリゲートまたは別のノードに無停止で移動し、容量利用率とパフ
ォーマンスを向上させることができます。

作業を開始する前に

データ保護（ DP ）ボリュームを移動する場合は、ボリュームを移動する前にデータ保護のミラー関係を初期
化する必要があります。

このタスクについて

SnapLock ボリュームは、アグリゲート間およびノード間で移動することはできません。
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手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 移動するボリュームを選択します。

4. [ * その他のアクション * > * 移動 * （ * More Actions * > * Move * ） ]

5. ボリュームの移動 * ダイアログボックスで、ボリュームの移動先のアグリゲートまたはノードを選択し、
階層化ポリシーを変更します。

◦ ルートボリュームの階層化ポリシーは変更できません。

◦ ルートボリュームを FabricPool に移動することはできません。

◦ 読み取り / 書き込みボリュームの場合は、ボリュームの移動中に階層化ポリシーを「バ
ックアップ」に設定できます。

移動後、階層化ポリシーは「スナップショットのみ」に変わります。

◦ ソースアグリゲートとデスティネーションアグリゲートの両方の「 Used After Move 」
に表示される大容量階層の値は、推定値です。

正確な値については、アグリゲートウィンドウに移動して特定のアグリゲートの詳細を
確認してください。

6. [ 移動（ Move ） ] をクリックします。

ボリューム移動のための手動でのカットオーバーのトリガー

ボリューム移動処理では、ボリュームがカットオーバー保留フェーズになったときに、 System Manager を
使用して手動でカットオーバーをトリガーすることができます。カットオーバーの時間を設定し、その時間内
にカットオーバーの操作が失敗した場合にシステムで実行する処理を設定できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Volumes （ボリューム） ] タブをクリックします

4. ボリューム移動操作を開始したボリュームを展開します。

5. Show More Details * リンクをクリックすると、ボリュームに関する詳細情報が表示されます。

6. 概要 * タブで、 * カットオーバー * をクリックします。

7. カットオーバー * （ * Cutover * ）ダイアログボックスで、 * 詳細オプション * （ * Advanced Options * ）
をクリックします。

8. *オプション：カットオーバー操作とカットオーバー期間を指定します。

9. [OK] をクリックします。
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ストレージ QoS にボリュームを割り当てます

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
FlexVol ボリュームと FlexGroup ボリュームをストレージ QoS ポリシーグループに割り
当てることで、それらのボリュームのスループットを制限できます。System Manager

を使用して、新しいボリュームに対するストレージ QoS を割り当てたり、すでにポリシ
ーグループに割り当てられているボリュームに対するストレージ QoS の詳細を変更した
りできます。

このタスクについて

• ストレージ QoS を割り当てることができるのは、オンラインの読み書き可能（ rw ）ボリュームだけで
す。

• ポリシーグループに次のストレージオブジェクトが割り当てられている場合、ボリュームにストレージ
QoS を割り当てることはできません。

◦ ボリュームの親 Storage Virtual Machine （ SVM ）

◦ ボリュームの子 LUN

◦ ボリュームの子ファイル

• ストレージ QoS の割り当てや QoS の詳細の変更は、最大 10 個のボリュームについて同時に実行できま
す。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ストレージ QoS を割り当てるボリュームを 1 つ以上選択します。

4. その他の操作 * > * ストレージ QoS * をクリックします。

5. FlexVol ボリュームのワークロードパフォーマンスを管理する場合は、サービス品質の詳細 * ダイアログ
ボックスで、サービス品質の管理 * チェックボックスを選択します。

選択したボリュームの一部がすでにポリシーグループに割り当てられている場合、変更内容によってはそ
れらのボリュームのパフォーマンスに影響する可能性があります。

6. 新しいストレージ QoS ポリシーグループを作成するか、既存のポリシーグループを選択して、 FlexVol

の入出力（ I/O ）のパフォーマンスを制御します。
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状況 手順

新しいポリシーグループを作成します a. [ 新しいポリシーグループ *] を選択します。

b. ポリシーグループの名前を指定します。

c. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマンス
がオールフラッシュで最適化されている場
合にのみ最小スループット制限を設定でき
ます。System Manager 9.6 では、 ONTAP

Select Premium システムにも最小スループ
ット制限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュ
ームの最小スループット制限を設定するこ
とはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、ま
たは最小スループット値が 0 に設定されて
いる場合は、自動的に「なし」という値が
表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

d. 最大スループット制限を指定します。ポリシー
グループに含まれるオブジェクトのワークロー
ドがこのスループット制限を超えないように制
限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループット
制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒など
の単位で最大スループット制限を設定でき
ます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は '

自動的に値として無制限が表示されます

この値では大文字と小文字が区別されま
す。指定した単位は無視されます。
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状況 手順

既存のポリシーグループを選択してください a. [ ポリシーグループの選択 ] ダイアログボックス
で、 [ 既存のポリシーグループ ] を選択し、
[*Choose] をクリックして既存のポリシーグル
ープを選択します。

b. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマンス
がオールフラッシュで最適化されている場
合にのみ最小スループット制限を設定でき
ます。System Manager 9.6 では、 ONTAP

Select Premium システムにも最小スループ
ット制限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュ
ームの最小スループット制限を設定するこ
とはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、ま
たは最小スループット値が 0 に設定されて
いる場合は、自動的に「なし」という値が
表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

c. 最大スループット制限を指定します。ポリシー
グループに含まれるオブジェクトのワークロー
ドがこのスループット制限を超えないように制
限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループット
制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒など
の単位で最大スループット制限を設定でき
ます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は '

自動的に値として無制限が表示されます+こ
の値は大文字と小文字が区別されます。指
定した単位は無視されます。

ポリシーグループが複数のオブジェクトに割り
当てられている場合、指定した最大スループッ
トはそれらのオブジェクトの合計スループット
です。

7. オプション：*選択したボリュームのリストを確認する場合は、ボリューム数を指定するリンクをクリッ
クし、リストからボリュームを削除する場合は Discard *をクリックします。

このリンクは、複数のボリュームを選択した場合にのみ表示されます。
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8. [OK] をクリックします。

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して、ソース SVM からミラー関係を作成します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ソー
ス Storage Virtual Machine （ SVM ）からミラー関係を作成し、ミラーポリシーとミラ
ースケジュールを割り当てることができます。ミラーコピーを作成しておけば、ソース
ボリュームのデータが破損した場合や失われた場合でも、データをすぐに使用できま
す。

作業を開始する前に

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで SnapMirror ライセンスが有効になっている必要があり
ます。

◦ 一部のプラットフォームでは、デスティネーションクラスタで SnapMirror ライセンス
に加えて Data Protection Optimization \ （ DPO ）ライセンスが有効になっていれば、
ソースクラスタで SnapMirror ライセンスが有効になっていなくてもかまいません。

◦ デスティネーションクラスタで DPO ライセンスを有効にした後、ソースクラスタのブ
ラウザを更新して、「 Protect 」オプションを有効にする必要があります。

• SnapLock ボリュームのミラーリングを実行するには、ソースクラスタとデスティネーションクラスタの
両方に SnapMirror ライセンスがインストールされていて、デスティネーションクラスタに SnapLock ラ
イセンスがインストールされている必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、およびソース SVM とデスティネーション SVM で正常
なピア関係が確立されている必要があります。

• デスティネーションアグリゲートの使用可能なスペースを確保する必要があります。

• FlexVol ボリュームがオンラインであり、タイプが読み書き可能である必要があります。

• SnapLock アグリゲートのタイプが両方のクラスタで同じである必要があります。

• 一度に保護できるボリュームは最大 25 個です。

• ONTAP 9.2 以前のバージョンを実行しているクラスタから Security Assertion Markup Language （ SAML

）認証が有効になっているリモートクラスタに接続する場合は、リモートクラスタでパスワードベースの
認証を有効にする必要があります。

このタスクについて

• System Manager ではカスケード関係はサポートされません。

たとえば、関係のデスティネーションボリュームを別の関係のソースボリュームにすることはできませ
ん。

• ミラー関係は、同じタイプの SnapLock 間でのみ作成できます。

たとえば、ソースボリュームが SnapLock Enterprise ボリュームの場合は、デスティネーションボリュー
ムも SnapLock Enterprise ボリュームである必要があります。

• デスティネーションクラスタで ONTAP 9.3 より前のバージョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ソースボリュームで暗号化が有効になっていても、デスティネーションボリュームではデフォル
トで暗号化が無効になります。
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• FlexCache アプリケーション用にのみピアリングされ、 SnapMirror アプリケーションに対するピアリン
グ権限がない SVM は、このタスクの SVM のリストに表示されません。ONTAP System Manager 9.6 で
強化されたピアリングワークフローを使用すると、このような SVM に権限を付与したり、またはピアリ
ングすることができます。そのうえで、その SVM を選択して保護関係を作成できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ミラー関係を作成するボリュームを選択し、 * その他の操作 * > * 保護 * をクリックします。

Protect * オプションは、読み書き可能ボリュームに対してのみ使用できます。

4. * Replication * タイプを選択します。

選択したレプリケーションタイプ 手順

非同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 関係タイプを選択します。

関係タイプは、ミラー、バックアップ、ミラー
とバックアップのいずれかです。

c. クラスタと SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。
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選択したレプリケーションタイプ 手順

同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 同期ポリシーを選択します。

同期ポリシーは、 StrictSync または Sync のい
ずれかです。

c. クラスタと SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。

5. * をクリックします * 。次に、保護ポリシーと保護スケジュールを更新し、 * FabricPool 対応アグリゲー
ト * を選択して、保護関係を初期化します。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

タイプが _dp_is の新しいデスティネーションボリュームが作成され、次のデフォルト設定が適用されます。

• 自動拡張は有効になります。

• 圧縮は無効になります。

• 言語属性はソースボリュームと同じになります。

デスティネーション FlexVol ボリュームがソース FlexVol ボリュームとは別の SVM にある場合は、 2 つの
SVM 間にピア関係が作成されます（存在しない場合）。

ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間にミラー関係が作成されます。関係を初期化するよう
に選択した場合は、ベース Snapshot コピーがデスティネーションボリュームに転送されます。

• 関連情報 *

保護ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ソース SVM からバックアップ関係を作成します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ソー
ス Storage Virtual Machine （ SVM ）からバックアップ関係を作成し、バックアップポ
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リシーをバックアップ関係に割り当てて SnapVault を作成することができます。シス
テムでデータの消失や破損が発生した場合、 SnapVault デスティネーションからバック
アップデータをリストアできます。

作業を開始する前に

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタの両方で SnapVault ライセンスまたは SnapMirror ライセ
ンスが有効になっている必要があります。

◦ 一部のプラットフォームでは、デスティネーションクラスタで SnapVault ライセンスま
たは SnapMirror ライセンスに加えて Data Protection Optimization \ （ DPO ）ライセン
スが有効になっていれば、ソースクラスタで SnapVault ライセンスまたは SnapMirror

ライセンスが有効になっていなくてもかまいません。

◦ デスティネーションクラスタで DPO ライセンスを有効にした後、ソースクラスタのブ
ラウザを更新して、「 Protect 」オプションを有効にする必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、およびソース SVM とデスティネーション SVM で正常
なピア関係が確立されている必要があります。

• デスティネーションアグリゲートの使用可能なスペースを確保する必要があります。

• ソースアグリゲートとデスティネーションアグリゲートはどちらも 64 ビットである必要があります。

• バックアップ（ XDP ）ポリシーが存在する必要があります。

バックアップポリシーが存在しない場合は、新規に作成するか、自動的に割り当てられるデフォルトのバ
ックアップポリシー（ XDPDefault ）を使用する必要があります。

• FlexVol ボリュームがオンラインであり、タイプが読み書き可能である必要があります。

• SnapLock アグリゲートのタイプが同じである必要があります。

• 一度に保護できるボリュームは最大 25 個です。

• ONTAP 9.2 以前のバージョンを実行しているクラスタから Security Assertion Markup Language （ SAML

）認証が有効になっているリモートクラスタに接続する場合は、リモートクラスタでパスワードベースの
認証を有効にする必要があります。

このタスクについて

• System Manager ではカスケード関係はサポートされません。

たとえば、関係のデスティネーションボリュームを別の関係のソースボリュームにすることはできませ
ん。

• ロックのバックアップ関係は、 SnapLock 以外のボリューム（プライマリ）と SnapLock のデスティネー
ションボリューム（セカンダリ）の間でのみ作成できます。

• デスティネーションクラスタで ONTAP 9.3 より前のバージョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ソースボリュームで暗号化が有効になっていても、デスティネーションボリュームではデフォル
トで暗号化が無効になります。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

231



3. バックアップ関係を作成するボリュームを選択し、 * その他の操作 * > * 保護 * をクリックします。

Protect * オプションは、読み書き可能ボリュームに対してのみ使用できます。

4. * Replication * タイプを選択します。

選択したレプリケーションタイプ 手順

非同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 関係タイプを選択します。

関係タイプは、ミラー、バックアップ、ミラー
とバックアップのいずれかです。

c. クラスタと SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。

同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 同期ポリシーを選択します。

同期ポリシーは、 StrictSync または Sync のい
ずれかです。

c. クラスタと SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。
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5. * をクリックします * 、保護ポリシーと保護スケジュールを更新し、デスティネーションボリュームで
SnapLock のプロパティを有効にし、 FabricPool 対応アグリゲートを選択して、保護関係を初期化しま
す。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

保護ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ソース SVM からミラーとバックアップ関係を作成します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ソー
ス Storage Virtual Machine （ SVM ）からミラーとバックアップ関係を作成できます。
この関係を作成すると、ソースボリュームからデスティネーションボリュームにデータ
を定期的に転送して、データの保護を強化できます。また、ソースボリュームのバック
アップを作成して、データを長期にわたって保持することもできます。

作業を開始する前に

• ソースクラスタで ONTAP 8.3.2 以降が実行されている必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで SnapMirror ライセンスが有効になっている必要があり
ます。

◦ 一部のプラットフォームでは、デスティネーションクラスタで SnapMirror ライセンス
に加えて Data Protection Optimization \ （ DPO ）ライセンスが有効になっていれば、
ソースクラスタで SnapMirror ライセンスが有効になっていなくてもかまいません。

◦ デスティネーションクラスタで DPO ライセンスを有効にした後、ソースクラスタのブ
ラウザを更新して、「 Protect 」オプションを有効にする必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

• ソース SVM とデスティネーション SVM で正常なピア関係が確立されているか、デスティネーション
SVM にピア関係を確立する権限が設定されている必要があります。

• デスティネーションアグリゲートの使用可能なスペースを確保する必要があります。

• ソースアグリゲートとデスティネーションアグリゲートはどちらも 64 ビットである必要があります。

• FlexVol ボリュームがオンラインであり、タイプが読み書き可能である必要があります。

• SnapLock アグリゲートのタイプが同じである必要があります。

• 一度に保護できるボリュームは最大 25 個です。

• ONTAP 9.2 以前のバージョンを実行しているクラスタから Security Assertion Markup Language （ SAML

）認証が有効になっているリモートクラスタに接続する場合は、リモートクラスタでパスワードベースの
認証を有効にする必要があります。

このタスクについて

• System Manager ではカスケード関係はサポートされません。

たとえば、関係のデスティネーションボリュームを別の関係のソースボリュームにすることはできませ
ん。
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• デスティネーションクラスタで ONTAP 9.3 より前のバージョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ソースボリュームで暗号化が有効になっていても、デスティネーションボリュームではデフォル
トで暗号化が無効になります。

• FlexCache アプリケーションに対してのみピアリングされ、ピアリング権限がない SVM は、このタスク
の SVM のリストに表示されません。ONTAP System Manager 9.6 で強化されたピアリングワークフロー
を使用すると、このような SVM に権限を付与したり、またはピアリングすることができます。そのうえ
で、その SVM を選択して保護関係を作成できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ミラーとバックアップ関係を作成するボリュームを選択し、 * その他の操作 * > * 保護 * をクリックしま
す。

Protect * オプションは、読み書き可能ボリュームに対してのみ使用できます。

4. * Replication * タイプを選択します。

選択したレプリケーションタイプ 手順

非同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 関係タイプを選択します。

関係タイプは、ミラー、バックアップ、ミラー
とバックアップのいずれかです。

c. クラスタと SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。
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選択したレプリケーションタイプ 手順

同期 a. * オプション： * レプリケーションタイプと関
係タイプがわからない場合は、 * ヘルプ ME 選
択 * をクリックし、値を指定して、 * 適用 * を
クリックします。

b. 同期ポリシーを選択します。

同期ポリシーは、 StrictSync または Sync のい
ずれかです。

c. クラスタと SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバー
ジョンの ONTAP ソフトウェアが実行されてい
る場合、ピア関係が設定された SVM だけが表
示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3

以降が実行されている場合は、ピア関係が設定
された SVM と許可された SVM が表示されま
す。

d. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更
します。

5. オプション：*クリック*  。次に、保護ポリシーと保護スケジュールを更新し、 * FabricPool 対応アグリ
ゲート * を選択して、保護関係を初期化します。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して、 VMware 用の NFS データストアを作成します

VMware 用 NFS データストアの作成ウィザードは、 ONTAP System Manager クラシッ
ク（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）で使用して、 VMware 用の NFS データストアを作成
できます。NFS データストアのボリュームを作成し、 NFS データストアにアクセスす
る ESX サーバを指定できます。

作業を開始する前に

NFS サービスのライセンスが有効になっている必要があります。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ボリュームを選択し、 * その他の操作 * > * VMware 用ストレージのプロビジョニング * をクリックしま
す。

4. VMware 用 NFS データストアの作成ウィザードで、必要に応じて情報を入力または選択します。

5. 詳細を確認し、 [* 終了 ] をクリックしてウィザードを完了します。
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ボリュームの階層化ポリシーを変更します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ボリ
ュームのデフォルトの階層化ポリシーを変更し、ボリュームのデータが非アクティブに
なったときにクラウド階層に移動するかどうかを制御できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 階層化ポリシーを変更するボリュームを選択し、 * その他の操作 * > * 階層化ポリシーの変更 * をクリック
します。

4. 「 * 階層化ポリシー * 」リストから必要な階層化ポリシーを選択し、「 * 保存 * 」をクリックします。

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して FlexGroup ボリュームを作成します

ONTAP System Manager の従来型機能（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用すると、
特定のアグリゲートを選択するかシステムで推奨されるアグリゲートを選択して
FlexGroup ボリュームを作成できます。FlexGroup ボリュームには複数のボリュームを
含めることができ、各ボリュームを個別にではなくグループとして管理できます。

このタスクについて

• 作成できるのは読み書き可能（ rw ） FlexGroup ボリュームのみです。

• System Manager 9.6 以降では、 MetroCluster 構成内に FlexGroup ボリュームを作成できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. [* 作成 > FlexGroup の作成 *] をクリックします。

3. Create FlexGroup * ウィンドウで、 FlexGroup ボリュームの名前を指定します。

デフォルトでは、ベストプラクティスに従ってアグリゲートが選択されます。

4. ボリュームの暗号化を有効にするには、 [ Volume Encryption （ボリューム暗号化 ** ） ] ボタンをクリッ
クします。

このオプションを使用できるのは、ボリューム暗号化ライセンスを有効にした場合のみです。また、対応
するプラットフォームで暗号化がサポートされている必要があります。

選択したアグリゲートが暗号化されている場合にボリューム暗号化を有効にすると、ボリュームをまたぐ
ストレージ削減率に影響することがあります。

5. FlexGroup ボリュームのサイズを指定します。

単位も指定する必要があります。

6. FlexGroup ボリュームで FabricPool アグリゲートを使用するには、 * FabricPool * トグルボタンを有効に
します。

236



◦ 「 * FabricPool * 」を有効にすると、ドロップダウンメニューから次の選択肢から階層化ポリシーを選
択できます。

▪ * Snapshot のみ *

アクティブファイルシステムで現在参照されていないボリュームの Snapshot コピーのみを移動し
ます。「 Snapshot のみ」ポリシーは、デフォルトの階層化ポリシーです。

▪ * 自動 *

アクセス頻度の低いコールドデータと Snapshot コピーをアクティブなファイルシステムからクラ
ウド階層に移動します。

▪ * バックアップ（ System Manager 9.5 用） *

新たに転送されたデータ保護（ DP ）ボリュームのデータをクラウド階層に移動します。

▪ * すべて（ System Manager 9.6 以降） *

すべてのデータをクラウド階層に移動します。

▪ * なし *

クラウド階層へのボリュームのデータの移動が禁止されます。

◦ 「無効」の位置に * FlexGroup * を残すと、作成された FabricPool ボリュームには FabricPool 以外の
アグリゲートのみが含まれ、階層化ポリシーは「なし」に設定されます。

◦ SVM に FabricPool アグリゲートがない場合、「無効」の位置に「 * FabricPool * 」と表示され、変更
することはできません。

◦ SVM に FabricPool アグリゲートしかない場合は、「 FabricPool 」ボタンが「 enabled 」の位置に表
示され、変更することはできません。

7. 特定のアグリゲートを指定する場合は、をクリックします  （アドバンストオプション）。

作成する FlexGroup ボリュームに関連付けられているアグリゲートは、ベストプラクティスに従ってデフ
ォルトで選択されます。アグリゲートラベルの横に表示されます。

8. [* 保護（ Protection ） ] セクションで、次の操作を実行します。

a. * Volume Protection * オプションを有効にします。

b. 「 * Replication * 」タイプを選択します。

▪ Synchronous * レプリケーションタイプは FlexGroup ボリュームではサポートされ
ていません。

c. レプリケーションの種類と関係の種類がわからない場合は、「 * ヘルプ」「選択 * 」をクリックしま
す。

▪ 値を指定し、 * 適用 * をクリックします。

指定した値に基づいて、レプリケーションタイプと関係タイプが自動的に選択されます。

d. 関係タイプを選択します。
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関係タイプは、ミラー、バックアップ、ミラーとバックアップのいずれかです。

e. デスティネーションボリュームのクラスタと SVM を選択します。

選択したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバージョンの ONTAP ソフトウェアが実行されている場合、
ピア関係が設定された SVM だけが表示されます。選択したクラスタで ONTAP 9.3 以降が実行されて
いる場合は、ピア関係が設定された SVM と許可された SVM が表示されます。

f. ボリューム名サフィックスを必要に応じて変更します。

9. Create * をクリックして、 FlexGroup ボリュームを作成します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 FlexGroup ボリュームの情報を表示します

ONTAP システムマネージャクラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
FlexGroup ボリュームに関する情報を表示できます。FlexGroup ボリュームの割り当て
スペース、保護ステータス、およびパフォーマンスがグラフィカルに表示されます。

このタスクについて

また、 FlexGroup ボリュームに使用できる Snapshot コピーや FlexGroup ボリュームのデータ保護関係のほ
か、レイテンシ、 IOPS 、およびスループットを基準に、 FlexGroup ボリュームの平均パフォーマンス指
標、読み取りパフォーマンス指標、書き込みパフォーマンス指標も確認できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 表示された FlexGroup のリストで、情報を表示する FlexGroup ボリュームを選択します。

FlexGroup ボリュームに関する情報、 FlexGroup ボリュームに割り当てられているスペース、 FlexGroup

ボリュームの保護ステータス、および FlexGroup ボリュームに関するパフォーマンス情報が表示されま
す。

4. Show More Details * リンクをクリックすると、 FlexGroup ボリュームの詳細が表示されます。

5. FlexGroup ボリュームの Snapshot コピーを表示するには、「 * Snapshot copies * 」タブをクリックしま
す。

6. データ保護 * タブをクリックして、 FlexGroup ボリュームのデータ保護関係を表示します。

7. Storage Efficiency * タブをクリックして、 Storage Efficiency の設定を表示します。

8. パフォーマンス * タブをクリックして、レイテンシ、 IOPS 、およびスループットを基準に、 FlexGroup

ボリュームの平均パフォーマンス指標、読み取りパフォーマンス指標、書き込みパフォーマンス指標を表
示します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ
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FlexGroup ボリュームを編集しています

System Manager 9.6 以降では、既存の FlexGroup ボリュームのプロパティを編集でき
ます。

作業を開始する前に

FlexGroup はオンラインである必要があります。

このタスクについて

FabricPool FlexGroup ボリュームは、次の状況で拡張できます。

• FabricPool FlexGroup ボリュームは、 FabricPool アグリゲートでのみ拡張できます。

• FabricPool 以外の FlexGroup ボリュームは FabricPool 以外のアグリゲートでのみ拡張できます。

• FlexGroup ボリュームに FabricPool ボリュームと FabricPool 以外のボリュームが混在している場合、
FlexGroup ボリュームは FabricPool アグリゲートと FabricPool 以外のアグリゲートの両方で拡張できま
す。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 変更する FlexGroup ボリュームを選択し、 * 編集 * をクリックします。

4. オプション： FlexGroup ボリュームの名前を変更する場合は、*名前*フィールドに新しい名前を入力しま
す。

System Manager 9.6 以降では、 FlexGroup DP ボリュームの名前も変更できます。

5. オプション： encrypted *オプションを有効にして、ボリュームの暗号化を有効にします。

このオプションを使用できるのは、ボリューム暗号化ライセンスを有効にした場合のみです。また、対応
するプラットフォームで暗号化がサポートされている必要があります。

6. Snapshot コピーリザーブの割合を指定します。

7. * オプション： * クリック  FlexGroup ボリュームの設定を変更します。を参照してください
"FlexGroup ボリュームのアドバンストオプションの指定"。

8. FlexGroup ボリュームのサイズを変更するサイズを指定します。

デフォルトでは、既存のアグリゲートを使用して FlexGroup ボリュームのサイズが変更されます。ボリュ
ームに対して許容される最小サイズがサイズのフィールドの横に表示されます。

新しいリソースを追加して FlexGroup ボリュームを拡張する場合は、をクリックします 

（アドバンストオプション）。を参照してください "FlexGroup ボリュームのアドバンスト
オプションの指定"。

9. [ 保存（ Save ） ] をクリックして、変更を保存します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 FlexGroup ボリュームのアドバンストオプションを指定し
ます

FlexGroup ボリュームを作成するときに、 ONTAP System Manager クラシック（
ONTAP 9.7 以前でサポート）を使用して、 FlexGroup ボリュームに関連付けるオプショ
ンを指定できます。

手順

1. オプション： Create FlexGroup *ウィンドウで、をクリックします  をクリックして、アドバンストオ
プションを指定します。

[ 詳細オプション ] ウィンドウが表示されます。このセクションにはセクション（左側の列の見出し）が
あり、さまざまなオプションを指定できます。

2. 「 * 一般的な詳細」セクションで、スペースリザベーションとセキュリティ形式を選択し、ボリュームの
UNIX 権限を設定します。

次の制限事項に注意してください。

◦ スペースリザベーションオプションは、 FabricPool アグリゲートに対しては使用できません。

◦ シンプロビジョニングが有効になっている場合は、ボリュームにデータが書き込まれたときにのみ、
アグリゲートからボリュームにスペースが割り当てられます。

◦ オールフラッシュで最適化されたストレージシステムの場合はシンプロビジョニングがデフォルトで
有効になり、その他のストレージシステムの場合はシックプロビジョニングがデフォルトで有効にな
ります。

3. アグリゲートセクションでは、アグリゲートの選択 * ボタンを有効にしてベストプラクティスのデフォル
ト値を上書きし、 FabricPool アグリゲートのリストから選択できます。

4. 「スペースの最適化」セクションでは、ボリュームで重複排除を有効にできます。

System Manager では、デフォルトの重複排除スケジュールが使用されます。指定したボリュームサイズ
が重複排除の実行が可能な最大サイズよりも大きい場合、ボリュームは作成されますが、重複排除は有効
になりません。

オールフラッシュで最適化されたシステムでは、インライン圧縮と「 auto 」重複排除スケジュールはデ
フォルトで有効になっています。

5. 「 * QoS * （サービス品質）」セクションで、 FlexGroup ボリュームの入出力（ I/O ）パフォーマンスを
制御するポリシーグループを指定します。

6. [ 適用（ Apply ） ] をクリックして、変更を更新する。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して FlexGroup ボリュームのサイズを変更します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用すると、既
存のリソースのサイズを変更するか、または新しいリソースを追加して、 FlexGroup ボ
リュームのサイズを変更できます。

作業を開始する前に

• FlexGroup ボリュームのサイズを変更するには、既存のアグリゲートに十分な空きスペースが必要です。
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• FlexGroup ボリュームを拡張するには、拡張に使用するアグリゲートに十分な空きスペースが必要です。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. サイズを変更する FlexGroup ボリュームを選択し、 * その他の操作 * > * サイズ変更 * をクリックしま
す。

4. FlexGroup ボリュームのサイズ変更 * ウィンドウで、 FlexGroup ボリュームのサイズを変更するサイズを
指定します。

デフォルトでは、既存のアグリゲートを使用して FlexGroup ボリュームのサイズが変更されま
す。System Manager 9.6 以降では、ボリュームに対して許容される最小サイズがフィールドの横に表示
されます。

新しいリソースを追加して FlexGroup ボリュームを拡張する場合は、をクリックします 

（アドバンストオプション）。

5. Snapshot コピーリザーブの割合を指定します。

6. FlexGroup ボリュームのサイズを変更するには、 * サイズ変更 * をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 FlexGroup ボリュームのステータスを変更します

ONTAP ボリュームをオフラインにするとき、 FlexGroup ボリュームをオンラインに戻
すとき、または FlexGroup ボリュームへのアクセスを制限するときに、 FlexGroup

System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して FlexGroup ボリ
ュームのステータスを変更できます。

このタスクについて

System Manager では、 FlexGroup ボリュームのコンスティチュエントレベルの管理はサポートされません。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ステータスを変更する FlexGroup ボリュームを選択します。

4. [ * その他の操作 * > * ステータスを * に変更 ] をクリックし、必要なステータスを選択して FlexGroup ボ
リュームのステータスを更新します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して FlexGroup ボリュームを削除します

ONTAP FlexGroup ボリュームが不要になった場合は、 FlexGroup System Manager クラ
シック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用してボリュームを削除できます。

作業を開始する前に

• FlexGroup ボリュームのジャンクションパスがアンマウントされている必要があります。

• FlexGroup ボリュームがオフラインになっている必要があります。

このタスクについて

System Manager では、 FlexGroup ボリュームのコンスティチュエントレベルの管理はサポートされません。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 削除する FlexGroup ボリュームを選択し、 * 削除 * をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * OK * をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

FlexCache ボリュームを作成します

System Manager 9.6 以降では、 FlexCache ボリュームを作成できます。

このタスクについて

FlexCache を作成するには、 FlexCache 容量ライセンスが必要です。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. [* Volumes （ * ボリューム） ] ウィンドウで、 [* Create * （作成） ] > [* FlexCache * （ * ボリューム） ]

をクリックします

Create FlexCache （ボリュームの作成）ウィンドウが表示されます。

3. オプション： Origin Volume *領域の次のフィールドには、FlexCache ボリュームを作成する元のボリュー
ムの値が表示されます。これらは変更できます。

◦ * クラスタ * ：ドロップダウン・メニューを使用して、元のボリュームに関連付けられたクラスタを選
択します。

◦ * SVM * ：ドロップダウンメニューを使用して、元のボリュームが格納されている SVM を選択しま
す。

ピア関係が許可されているがまだ設定されていない SVM を選択した場合、 System Manager でピア
関係を設定できます。

◦ * 音量 * ：ドロップダウンメニューを使用してボリューム名を選択するか、フィールドに名前を入力し
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ます。

4. FlexCache Volume * 領域の以下のフィールドには、作成する FlexCache ボリュームのデフォルト値が表
示されます。これらは変更できます。

◦ * SVM * ：ドロップダウンメニューを使用して、 FlexCache ボリュームを作成する SVM を選択しま
す。FlexCache ライセンスの容量がフルまたはほぼフルの場合は、 * Manage FlexCache license* を
選択してライセンスを変更できます。

◦ * 新しいボリューム名 * ： FlexCache ボリュームの名前を入力します。

◦ * サイズ * ： FlexCache ボリュームのサイズと単位を指定します。

サイズのフィールドは、最初にデフォルトで設定されています。ライセンス容量を超えるサイズは指
定できません。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックして、 FlexCache ボリュームを作成します。

ボリュームのリストに FlexCache ボリュームを表示するには、 * Volumes * ウィンドウに戻ります。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

FlexCache ボリューム情報を表示しています

System Manager 9.6 以降では、 FlexCache ボリュームに関する情報を表示できま
す。FlexCache ボリュームの割り当てスペースとパフォーマンスがグラフィカルに表示
されます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 表示されたボリュームのリストで、情報を表示する FlexCache ボリュームを選択します。

Style * 列には、 FlexCache ボリュームの「 FlexCache 」が表示されます。

選択すると、選択した FlexCache ボリュームのボリュームウィンドウが表示されます。

4. 最初に、 * Volume * （ボリューム）ウィンドウに * Overview * （概要 * ）タブが表示されます。各タブを
クリックすると、 FlexCache ボリュームに関するその他の詳細が表示されます。

クリックするタブ 表示される詳細

• 概要 * FlexCache ボリュームに関する基本情報、
FlexCache ボリュームに割り当てられているスペー
ス、および FlexCache ボリュームに関するパフォ
ーマンス情報。

• ストレージ効率 * FlexCache ボリュームの Storage Efficiency 設定。
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クリックするタブ 表示される詳細

• パフォーマンス * レイテンシ、 IOPS 、およびスループットを基準
に、 FlexCache ボリュームの平均パフォーマンス
指標、読み取りパフォーマンス指標、書き込みパフ
ォーマンス指標。また、キャッシュヒットまたはキ
ャッシュミスの割合も表示されます。

5. *オプション：*その他のアクション*をクリックして追加情報 を表示し、ドロップダウンメニューで選択
したアクションを実行します。

アクション 説明

ステータスを変更します FlexCache ボリュームのステータスを変更できま
す。を参照してください "FlexCache ボリュームの
ステータス変更"。

サイズ変更 FlexCache ボリュームのサイズを変更できます。を
参照してください "FlexCache のサイズを変更して
います"。

ストレージ効率 FlexCache ボリュームのストレージ効率を改善する
ためのパラメータを調整できます。

Storage QoS FlexCache ボリュームの最小および最大のストレー
ジ制限を調整できます。

暗号化キー変更 暗号化キーをリセットできます（ FlexCache を含
むピアクラスタで暗号化を有効にしている場合のみ
）。

FlexCache ボリュームを編集しています

System Manager 9.6 以降では、既存の FlexCache ボリュームのプロパティを編集でき
ます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 変更する FlexCache ボリュームを選択し、 * 編集 * をクリックします。

4. オプション： FlexCache Volume の下の Volume *フィールドに、FlexCache ボリュームの新しい名前を入
力します。

5. オプション： FlexCache Volume の下の Size *フィールドにFlexCache ボリュームの新しいサイズを入力
し、ドロップダウンメニューから単位を選択します。

6. *オプション：*暗号化を有効または無効にします。
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7. * オプション： * クリック  FlexCache ボリュームの詳細設定を変更します。を参照してください
"FlexCache ボリュームの詳細設定"。

8. [ 保存（ Save ） ] をクリックして、変更を保存します。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

FlexCache ボリュームのアドバンストオプションの指定

System Manager 9.6 以降では、 FlexCache ボリュームを編集する際に、 FlexCache ボ
リュームに関連付けるアドバンストオプションを指定できます。

手順

1. オプション：[Edit FlexCache volume*（ボリュームの編集）]ウィンドウで、をクリックします  をクリ
ックして、アドバンストオプションを指定します。

[ 詳細オプション ] ウィンドウが表示されます。このセクションにはセクション（左側の列の見出し）が
あり、さまざまなオプションを指定できます。

2. オプション： General Details *セクションで、ボリュームの権限を編集できます。

3. アグリゲートセクションでは、アグリゲートの選択 * の切り替えボタンを有効にしてベストプラクティス
のデフォルト設定を上書きし、アグリゲートのリストから選択することができます。

4. Storage Efficiency * セクションでは、ボリュームで圧縮機能や重複排除機能を有効にできます。

FlexCache ボリュームに対しては、重複排除はデフォルトで有効になりません。指定したボリュームサイ
ズが重複排除の実行に必要な最大サイズよりも大きい場合、 System Manager はデフォルトの重複排除ス
ケジュールを使用します。

5. [ 適用（ Apply ） ] をクリックして、変更を更新する。

FlexCache のサイズを変更しています

System Manager 9.6 以降では、既存のリソースのサイズを変更するか、または新しいリ
ソースを追加して、 FlexCache ボリュームのサイズを変更できます。

作業を開始する前に

• FlexCache ボリュームのサイズを変更するには、既存のアグリゲートに十分な空きスペースが必要です。

• FlexCache ボリュームを拡張するには、拡張に使用するアグリゲートに十分な空きスペースが必要です。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. サイズを変更する FlexCache ボリュームを選択し、 * その他の操作 * > * サイズ変更 * をクリックしま
す。

4. FlexCache ボリュームのサイズ変更 * ウィンドウで、 FlexCache ボリュームのサイズを変更するサイズを
指定します。
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デフォルトでは、既存のアグリゲートを使用して FlexCache ボリュームのサイズが変更されま
す。System Manager 9.6 以降では、ボリュームに対して許容される最大サイズがフィールドの横に表示
されます。

新しいリソースを追加して FlexCache ボリュームを拡張する場合は、をクリックします 

（アドバンストオプション）。を参照してください "FlexCache ボリュームのアドバンスト
オプションの指定"。

5. FlexCache ボリュームのサイズを変更するには、 * Save * （保存）をクリックします。

◦ 関連情報 *

Volumes （ボリューム）ウィンドウ

FlexCache ボリュームのステータス変更

System Manager 9.6 以降 FlexCache では、 FlexCache ボリュームをオフラインまたは
オンラインにしたり、 FlexCache ボリュームへのアクセスを制限したりするときに、ボ
リュームのステータスを変更できます。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. ステータスを変更する FlexCache ボリュームを選択します。

4. [ * その他の操作 * > * ステータスを * に変更 ] をクリックし、必要なステータスを選択して FlexCache ボ
リュームのステータスを更新します。

FlexCache ボリュームをオフラインにしてステータスを「制限」に変更するには、まずボ
リュームをアンマウントする必要があります。

FlexCache ボリュームを削除しています

System Manager 9.6 以降では、不要になった FlexCache を削除できます。

作業を開始する前に

• FlexCache ボリュームのジャンクションパスがアンマウントされている必要があります。

• FlexCache ボリュームがオフラインになっている必要があります。

手順

1. [* ストレージ > ボリューム *] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、 * すべての SVM * を選択します。

3. 削除する FlexCache ボリュームを選択し、 * 削除 * をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * OK * をクリックします。

◦ 関連情報 *
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Volumes （ボリューム）ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンでの FlexVol のボリュームギャランティについて

System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 FlexVol ボリ
ュームのボリュームギャランティを設定できます。ボリュームギャランティ（ _ スペー
スギャランティ _ とも呼ばれます）の設定により、ボリュームのスペースを包含アグリ
ゲートから割り当てる方法が決まります。ボリュームに対してスペースを事前に割り当
てるか、または事前割り当てを行わないオプションがあります。

ギャランティ設定はボリュームの属性です。

ギャランティは、新しいボリュームを作成するときに設定します。また、新しいギャランティ用の十分な空き
スペースがある場合、既存のボリュームのギャランティを変更することもできます。

ボリューム・ギャランティ・タイプには 'volume` ( デフォルト・タイプ ) または 'none' を指定できます

• ギャランティタイプを「 volume 」にすると、ボリュームの作成時に、アグリゲートのスペースがボリュ
ーム全体に割り当てられます。そのスペースがまだデータに使用されているかどうかは考慮されません。

割り当てられたスペースは、アグリゲート内の他のボリュームには割り当てることはできません。

• ギャランティを「 none 」にすると、ボリュームで必要になったときにのみアグリゲートからスペースが
割り当てられます。

このギャランティタイプのボリュームで使用されるスペースの量は、ボリュームの初期サイズで決まるの
ではなく、データが追加されるに従って増えていきます。ボリュームのデータが初期サイズに達しないか
ぎり、スペースは未使用のままになります。ギャランティが「 none 」に設定されたボリュームの最大サ
イズは、アグリゲート内の空きスペースの量に制限されません。アグリゲートに関連付けられたすべての
ボリュームの合計サイズがアグリゲートの空きスペースの量を超えることがありますが、実際に使用でき
るスペースの量はアグリゲートのサイズによって制限されます。

書き込みに対応できる十分なスペースが包含アグリゲートにない場合、そのボリュームに格納された LUN

またはファイル（スペースがリザーブされた LUN およびファイルを含む）への書き込みが失敗すること
があります。

アグリゲート内のスペースが既存のボリュームの「 volume 」ギャランティ用に割り当てられている場合、ボ
リュームがまだスペースを使用していなくても、そのスペースはアグリゲート内で空きスペースとみなされま
せん。アグリゲート Snapshot コピーの作成や包含アグリゲートでの新しいボリュームの作成など、アグリゲ
ートの空きスペースを消費する操作は、そのアグリゲートに十分な空きスペースがある場合にのみ行うことが
できます。これらの操作では、すでに別のボリュームに割り当てられているスペースを使用できません。

アグリゲートの空きスペースを使い果たした場合、成功が保証されるのは、そのアグリゲート内のスペースが
事前に割り当てられているボリュームまたはファイルへの書き込みだけです。

ギャランティはオンラインボリュームについてのみ適用されます。ボリュームをオフラインにした場合、その
ボリュームに対して割り当てられた未使用のスペースは、そのアグリゲート内の他のボリュームで使用可能に
なります。ボリュームを再びオンラインにするときに、そのギャランティに対応できるだけの十分なスペース
がアグリゲートにないと、ボリュームはオフラインのままになります。ボリュームを強制的にオンラインにす
る必要があります。その時点でボリュームのギャランティは無効になります。

• 関連情報 *
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"ネットアップテクニカルレポート 3965 ：『 NetApp Thin Provisioning Deployment and Implementation Data

ONTAP 8.1 （ 7-Mode ）』"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 FlexVol ボリュームのスペースリザベーションを使用しま
す

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）では、スペースリ
ザベーションを使用して FlexVol ボリュームをプロビジョニングできます。シンプロビ
ジョニングを使用すると、すべてのストレージが使用中でないかぎり、アグリゲートの
実際の使用可能容量よりも多くのストレージを割り当てることが可能です。

シックプロビジョニングでは、ボリューム内のブロックにいつでも書き込むことができるように、アグリゲー
トの十分なストレージが確保されます。

アグリゲートは、複数の Storage Virtual Machine （ SVM ）に含まれるボリュームにストレージを提供できま
す。シンプロビジョニングを使用していて、 SVM 同士を厳密に分離する必要がある場合（たとえば、マルチ
テナンシー環境でストレージを提供している場合など）、全容量が割り当てられたボリューム（シックプロビ
ジョニング）を使用するか、テナント間でアグリゲートが共有されないようにする必要があります。

スペースリザベーションが「デフォルト」に設定されている場合、 ONTAP のスペースリザベーション設定が
ボリュームに適用されます。

• 関連情報 *

"ネットアップテクニカルレポート 3563 ：『 NetApp Thin Provisioning Increases Storage Utilization With On

Demand Allocation 』"

"ネットアップテクニカルレポート 3483 ：『 NetApp の SAN または IP SAN 構成のエンタープライズ環境に
おけるシン・プロビジョニング』"

System Manager を使用してボリュームのサイズを変更するためのオプション - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で利用可能）のボリュームのサ
イズ変更ウィザードを使用して、ボリュームのサイズ変更、 Snapshot リザーブの調
整、 Snapshot コピーの削除、変更の結果の動的な表示を行うことができます。

ボリュームのサイズ変更ウィザードには、ボリューム内の現在のスペース割り当てを示す棒グラフが表示され
ます。このグラフには、使用スペースと空きスペースの量も表示されます。ボリュームの Snapshot リザーブ
のサイズを変更すると、このグラフは変更を反映して動的に更新されます。

また、「スペースの計算」ボタンを使用して、選択した Snapshot コピーを削除することにより解放されるス
ペースの量を確認することもできます。

ボリュームのサイズ変更ウィザードを使用して、次の変更をボリュームに加えることができます。

• * ボリュームサイズを変更します。 *

ボリュームの合計サイズを変更して、ストレージスペースを増加または減少させることができます。

• * スナップショット予約の調整 *

Snapshot コピー用にリザーブされるスペースの量を調整して、ストレージスペースを増加または減少さ
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せることができます。

• * Snapshot コピーを削除 *

Snapshot コピーを削除してボリュームスペースを再生できます。

使用中の Snapshot コピーは削除できません。

• * 自動拡張 *

必要に応じて、ボリュームの自動拡張の上限を指定できます。

System Manager のボリュームウィンドウ - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の Volumes （ボリ
ューム）ウィンドウを使用して、 FlexVol ボリュームと FlexGroup ボリュームを管理で
きます。System Manager 9.6 以降では、 FlexCache ボリュームも管理できます。

ディザスタリカバリ用に設定された Storage Virtual Machine （ SVM ）のボリュームについては、 System

Manager で表示したり管理したりすることはできません。代わりに CLI を使用する必要があります。

コマンドボタンと列のリストは、選択したボリュームのタイプによって異なります。選択した
ボリュームに適用可能なコマンドボタンと列だけを表示できます。

選択フィールド

• * SVM 選択プルダウンメニュー *

リストに表示するすべての SVM または特定の SVM を選択できます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

次のオプションが用意されています。

◦ * FlexVol *

ボリュームの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 FlexVol ボリューム
を追加できます。

◦ * FlexGroup *

Create FlexGroup ウィンドウが開きます。このウィンドウで、 FlexGroup ボリュームを作成できま
す。

◦ * FlexCache *

FlexCache ボリュームの作成ウィンドウを開きます。このウィンドウで、 FlexCache ボリュームを作
成できます。
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• * 編集 * 。

選択したボリュームのプロパティを編集できます。

• * 削除 *

選択したボリュームを削除します。

• * その他のアクション *

次のオプションが用意されています。

◦ * ステータスを * に変更します

選択したボリュームのステータスを次のいずれかに変更します。

▪ オンライン

▪ オフラインです

▪ 制限

◦ * サイズ変更 *

ボリュームのサイズを変更できます。

FlexGroup ボリュームについては、既存のリソースを使用してボリュームのサイズを変更するか、新
しいリソースを追加してボリュームを拡張できます。

FlexCache の場合は、アグリゲートの追加や削除も実行できます。

◦ * 保護 *

ソースとして選択されているボリュームの Create Protection Relationship ウィンドウを開きます。

◦ * スナップショットの管理 *

以下を含む Snapshot オプションを一覧表示します。

▪ * 作成 * 。

Create Snapshot （スナップショットの作成）ダイアログボックスが表示されます。このダイアロ
グボックスを使用して、選択したボリュームの Snapshot コピーを作成できます。

▪ * 構成設定 *

Snapshot を設定します。

▪ * 復元 *

選択したボリュームの Snapshot コピーをリストアします。

◦ * クローン *
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以下を含むクローン関連のオプションを一覧表示します。

▪ * 作成 * 。

選択したボリュームのクローン、または選択したボリュームのファイルのクローンを作成しま
す。

▪ * 分割 *

親ボリュームからクローンをスプリットします。

▪ * 階層の表示 *

クローン階層の情報を表示します。

◦ * ストレージ効率 *

Storage Efficiency ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、重複排除を手動で開
始したり、実行中の重複排除処理を中止したりできます。このボタンは、ストレージシステムで重複
排除が有効になっている場合にのみ表示されます。

◦ * 移動 *

ボリュームの移動ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスを使用して、 1 つのアグ
リゲートまたはノードから同じ SVM 内の別のアグリゲートまたはノードにボリュームを移動できま
す。

◦ * ストレージ QoS *

Quality of Service の詳細ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、新規または既
存のポリシーグループに 1 つ以上のボリュームを割り当てることができます。

◦ * 階層化ポリシーの変更 *

選択したボリュームの階層化ポリシーを変更できます。

◦ * ボリューム暗号化キー変更 *

ボリュームのデータ暗号化キーを変更します。

ボリューム内のデータは、自動的に生成された新しいキーを使用して再度暗号化されます。古いキー
は、キー変更処理が完了すると自動的に削除されます。

System Manager 9.6 以降では、 FlexGroup DP ボリュームと FlexCache ボリュームのボリューム暗
号化キーの変更がサポートされます。NAE アグリゲートから暗号化を継承したボリュームでは、キー
の変更は無効です。

同じボリュームのキー変更処理の実行中にボリューム移動処理を開始すると、キー変更処
理は中止されます。System Manager 9.5 以前のバージョンでは、ボリュームの変換処理ま
たはキー変更処理の実行中にボリュームを移動しようとすると、警告なしで処理が中止さ
れます。System Manager 9.6 以降では、変換処理またはキー変更処理の実行中にボリュー
ムを移動しようとした場合、続行すると変換処理またはキー変更処理が中止されることを
通知する警告メッセージが表示されます。
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◦ * VMware 用のストレージのプロビジョニング *

NFS データストアのボリュームを作成し、 NFS データストアにアクセスする ESX サーバを指定でき
ます。

• * 保護関係が見つかりません *

オンラインだが保護されていない読み書き可能ボリュームと、保護関係が確立されているが初期化されて
いないボリュームが表示されます。

• * フィルターのリセット *

保護関係が確立されていないボリュームを表示するフィルタをリセットできます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

•

ボリュームウィンドウのリストに表示する詳細を選択できます。

ボリュームリスト

• * ステータス *

ボリュームのステータスが表示されます。

• * 名前 *

ボリュームの名前が表示されます。

• * スタイル *

System Manager 9.5 では、 FlexVol や FlexGroup などのボリュームタイプが表示されます。CLI を使用し
て作成された FlexCache ボリュームは、 FlexGroup ボリュームと表示されます。

System Manager 9.6 では、ボリュームのタイプとして FlexVol 、 FlexGroup 、または FlexCache が表示
されます。

• * SVM *

ボリュームが含まれている SVM が表示されます。

• * アグリゲート *

ボリュームに属するアグリゲートの名前が表示されます。

• * シンプロビジョニング *

選択したボリュームにスペースギャランティが設定されているかどうかが表示されます。オンライン・ボ
リュームの有効な値は 'Yes' と 'No' です
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• * ルートボリューム *

ボリュームがルートボリュームかどうかが表示されます。

• * 利用可能なスペース *

ボリューム内の使用可能なスペースが表示されます。

• * 合計容量 *

Snapshot コピー用に確保されたスペースを含むボリュームの合計スペースが表示されます。

• * % 使用済み *

ボリューム内で使用されているスペース（割合）が表示されます。

• * 論理使用率

ボリューム内で使用されている論理スペースが表示されます。これには、スペースリザーブも含まれま
す。

このフィールドは、 CLI を使用して論理スペースのレポートを有効にした場合にのみ表示
されます。

• * 論理スペースレポート *

ボリュームで論理スペースのレポートが有効になっているかどうかが表示されます。

このフィールドは、 CLI を使用して論理スペースのレポートを有効にした場合にのみ表示
されます。

• * 論理スペースの適用 *

ボリュームの論理スペースを算出するかどうかが表示されます。

• * タイプ *

ボリュームのタイプが表示されます。読み書きの場合は「 rw 」、負荷共有の場合は「 ls 」、データ保護
の場合は「 p 」が表示されます。

• * 保護関係 *

ボリュームで保護関係が開始されているかどうかが表示されます。

ONTAP システムと ONTAP 以外のシステムの間の関係である場合、デフォルトでは値は「 No 」と表示
されます。

• * ストレージ効率 *

選択したボリュームで重複排除処理が有効か無効かが表示されます。

• * 暗号化済み *
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ボリュームが暗号化されているかどうかが表示されます。

• * QoS ポリシーグループ *

ボリュームが割り当てられているストレージ QoS ポリシーグループの名前が表示されます。デフォルト
では、この列は表示されません。

• * SnapLock タイプ *

ボリュームの SnapLock タイプが表示されます。

• * クローン *

ボリュームが FlexClone ボリュームかどうかが表示されます。

• * ボリューム移動中 *

ボリュームをアグリゲート間またはノード間で移動しているかどうかが表示されます。

• * 階層化ポリシー *

FabricPool 対応アグリゲートの階層化ポリシーが表示されます。デフォルトの階層化ポリシーは「スナッ
プショットのみ」です。

• * アプリケーション *

ボリュームに割り当てられているアプリケーションの名前が表示されます。

概要エリア

ボリュームのリストの各行の左側にあるプラス記号（ + ）をクリックすると、そのボリュームに関する詳細
の概要が表示されます。

• * 保護 *

選択したボリュームの [ ボリューム ] ウィンドウの [ * データ保護 * ] タブを表示します。

• * パフォーマンス *

選択したボリュームの [ ボリューム ] ウィンドウに [ パフォーマンス *] タブが表示されます。

• * 詳細を表示 *

選択したボリュームの [ ボリューム ] ウィンドウが表示されます。

選択したボリュームのボリュームウィンドウ

このウィンドウは次のいずれかの方法で表示できます。

• Volumes （ボリューム）ウィンドウのボリュームリストでボリューム名をクリックします。

• 選択したボリュームに対して表示される * 概要 * 領域で * 詳細を表示 * をクリックします。
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ボリュームウィンドウには、次のタブが表示されます。

• * 概要タブ *

選択したボリュームに関する全般的な情報が表示されます。これには、ボリュームのスペース割り当て、
ボリュームの保護ステータス、ボリュームのパフォーマンスなどの情報が含まれます。ボリューム移動の
状態やフェーズなど、ボリュームの暗号化に関する詳細が表示されます。これには、暗号化ステータスと
暗号化タイプ、変換ステータスまたはキーの変更ステータス、移動するボリュームに関する情報が含まれ
ます。 ボリュームの移動先のデスティネーションノードとアグリゲート、ボリューム移動の進行状況、ボ
リューム移動処理が完了するまでの推定時間、およびボリューム移動処理の詳細。また、ボリュームが入
出力（ I/O ）処理用にブロックされているかどうかや処理をブロックするアプリケーションの情報も表示
されます。

FlexCache ボリュームについては、 FlexCache ボリュームの作成元に関する詳細が表示されます。

パフォーマンスデータの更新間隔は 15 秒です。

このタブには、次のコマンドボタンがあります。

◦ * カットオーバー *

カットオーバーを手動で開始できるカットオーバーダイアログボックスを開きます。

「カットオーバー * 」コマンドボタンは、ボリューム移動操作が「複製」または「ハード延期」状態の場
合にのみ表示されます。

• * 「 Snapshot Copies 」タブ *

選択したボリュームの Snapshot コピーが表示されます。このタブには、次のコマンドボタンがありま
す。

◦ * 作成 * 。

Create Snapshot Copy ダイアログ・ボックスを開きますこのダイアログ・ボックスでは ' 選択したボ
リュームの Snapshot コピーを作成できます

◦ * 構成設定 *

Snapshot を設定します。

◦ メニュー：その他の操作 [ 名前の変更 ]

Snapshot コピーの名前変更ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択した
Snapshot コピーの名前を変更できます。

◦ メニュー：その他の操作 [ リストア ]

Snapshot コピーをリストアします。

◦ メニュー：その他の操作 [ 保持期間の延長 ]

Snapshot コピーの有効期限を延長します。
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◦ * 削除 *

選択した Snapshot コピーを削除します。

◦ * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

• * [ データ保護 ] タブ *

選択したボリュームに関するデータ保護情報が表示されます。

ソースボリューム（読み取り / 書き込みボリューム）が選択されている場合は、デスティネーションボリ
ューム（ DP ボリューム）に関連するすべてのミラー関係、バックアップ関係、ミラーとバックアップ関
係がタブに表示されます。デスティネーションボリュームが選択されている場合は、ソースボリュームと
の関係が表示されます。

ローカルクラスタのクラスタピア関係の一部またはすべてが正常な状態でない場合は、正常なクラスタピ
ア関係に関連する保護関係が Data Protection タブに表示されるまでにしばらく時間がかかることがあり
ます。正常でないクラスタピアに関連する関係は表示されません。

• * Storage Efficiency タブ *

次のペインに情報が表示されます。

◦ 棒グラフ

データと Snapshot コピーで使用されているボリュームスペースがグラフ形式で表示されま
す。Storage Efficiency 削減の設定を適用した前後のスペース使用の詳細を確認できます。

◦ 詳細

重複排除処理がボリュームで有効かどうか、重複排除モード、重複排除処理のステータス、タイプ、
インライン圧縮またはバックグラウンド圧縮がボリュームで有効かどうかなど、重複排除処理プロパ
ティに関する情報が表示されます。

◦ 前回の実行の詳細

ボリュームで前回実行された重複排除処理に関する詳細が表示されます。ボリューム上のデータに適
用した圧縮処理や重複排除処理によるスペース削減量も確認できます。

• * パフォーマンスタブ *

スループット、 IOPS 、レイテンシなど、選択したボリュームの平均パフォーマンス指標、読み取りパフ
ォーマンス指標、書き込みパフォーマンス指標が表示されます。

クライアントのタイムゾーンやクラスタのタイムゾーンを変更すると、パフォーマンス指標のグラフも変
わります。最新のグラフを表示するには、ブラウザの表示を更新する必要があります。

• * FlexCache タブ *

選択した元のボリュームに FlexCache ボリュームが関連付けられている場合にのみ、 FlexCache ボリュ
ームに関する詳細が表示されます。それ以外の場合、このタブは表示されません。
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• 関連情報 *

FlexVol ボリュームの作成

FlexClone ボリュームの作成

FlexClone ファイルを作成しています

ボリュームの削除

Snapshot コピーリザーブを設定します

Snapshot コピーを削除しています

定義されたスケジュール以外での Snapshot コピーの作成

ボリュームプロパティを編集しています

ボリュームのステータスを変更する

ボリュームで Storage Efficiency を有効にします

重複排除スケジュールを変更する

重複排除処理の実行

親ボリュームから FlexClone ボリュームをスプリットする

ボリュームのサイズを変更中です

Snapshot コピーからのボリュームのリストア

Snapshot コピーの自動作成をスケジュール設定しています

Snapshot コピーの名前を変更中です

Snapshot コピーディレクトリを非表示にします

FlexClone ボリューム階層を表示します

FlexGroup ボリュームの作成

FlexGroup ボリュームを編集しています

FlexGroup のサイズを変更しています

FlexGroup ボリュームのステータス変更

FlexGroup ボリュームを削除しています

FlexGroup ボリューム情報を表示しています

FlexCache ボリュームの作成
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FlexCache ボリュームを編集しています

FlexCache のサイズを変更しています

FlexCache ボリュームを削除しています

System Manager のジャンクションパスウィンドウ - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で利用可能）のジャンクション
パスウィンドウを使用して、 FlexVol ボリュームを SVM ネームスペースのジャンクショ
ンにマウントまたはアンマウントできます。

ボリュームをマウント

System Manager を使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）のネームスペースのジャンクションにボリ
ュームをマウントできます。

このタスクについて

• ジャンクションパスにボリュームをマウントする際に、言語設定がそのパスの直接の親ボリュームと異な
っていると、一部の文字が正しくデコードされないために NFSv3 クライアントから一部のファイルにア
クセスできないことがあります。

直接の親ディレクトリがルートボリュームの場合、この問題は発生しません。

• SnapLock ボリュームは SVM のルートにしかマウントできません。

• 通常のボリュームを SnapLock ボリュームにマウントすることはできません。

手順

1. Storage * > * Junction Path * をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、ボリュームをマウントする SVM を選択します。

3. [ マウント ] をクリックし、マウントするボリュームを選択します。

4. *オプション：*デフォルトのジャンクション名を変更する場合は、新しい名前を指定します。

5. 「 * Browse * 」をクリックし、ボリュームをマウントするジャンクションパスを選択します。

6. [OK] をクリックし、 [ マウント *] をクリックします。

7. 新しいジャンクションパスを「 * Details * 」タブで確認します。

FlexVol ボリュームをアンマウント

System Manager の Storage ペインで Junction Path オプションを使用すると、 Storage Virtual Machine （
SVM ）ネームスペースのジャンクションから FlexVol ボリュームをアンマウントできます。

手順

1. Storage * > * Junction Path * をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューで、ボリュームをアンマウントする SVM を選択します。

3. アンマウントする必要があるボリュームを選択し、 * Unmount * をクリックします。
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4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * Unmount * をクリックします。

エクスポートポリシーを変更します

ボリュームの作成時には、 Storage Virtual Machine （ SVM ）のルートボリュームのデフォルトのエクスポー
トポリシーが自動的に継承されます。System Manager を使用して、ボリュームに関連付けられているデフォ
ルトのエクスポートポリシーを変更して、データにアクセスするクライアントを再定義できます。

手順

1. Storage * > * Junction Path * をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、変更するボリュームが配置されている SVM を選択し
ます。

3. ボリュームを選択し、 * エクスポートポリシーの変更 * をクリックします。

4. エクスポートポリシーを選択し、 * Change * をクリックします。

5. ジャンクションパス * ウィンドウの * エクスポートポリシー * 列に、ボリュームに適用したエクスポート
ポリシーが表示されていることを確認します。

結果

デフォルトのエクスポートポリシーが選択したエクスポートポリシーに置き換えられます。

ジャンクションパスウィンドウ

Junction Path メニューを使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）の NAS ネームスペースを管理できま
す。

コマンドボタン

• * マウント *

ボリュームのマウントダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 SVM ネームスペー
スのジャンクションにボリュームをマウントできます。

• * Unmount *

ボリュームのアンマウントダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ボリュームを親
ボリュームからアンマウントできます。

• * エクスポートポリシーの変更 *

エクスポートポリシーの変更ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ボリュームに
関連付けられている既存のエクスポートポリシーを変更できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ジャンクションパスのリスト

• * パス *
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マウントされたボリュームのジャンクションパスを指定します。ジャンクションパスをクリックすると、
関連するボリュームと qtree を表示できます。

• * ストレージオブジェクト *

ジャンクションパスにマウントされたボリュームの名前を指定します。ボリュームに含まれる qtree を表
示することもできます。

• * エクスポートポリシー *

マウントされたボリュームのエクスポートポリシーを指定します。

• * セキュリティ形式 *

ボリュームのセキュリティ形式を指定します。指定できる値は、 UNIX （ UNIX モードビット）、 NTFS

（ CIFS ACL ）、 Mixed （ NFS 権限と CIFS 権限の混合）です。

[ 詳細 ] タブ

選択したボリュームまたは qtree に関する、名前、ストレージオブジェクトのタイプ、マウントオブジェクト
のジャンクションパス、エクスポートポリシーなどの基本的な情報が表示されます。選択したオブジェクトが
qtree の場合、スペースのハードリミット、ソフトリミット、および使用状況が表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して共有を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、共有を作成、編集、管理で
きます。

CIFS 共有を作成する

System Manager を使用して CIFS 共有を作成し、 CIFS ユーザがアクセス可能なフォルダ、 qtree 、または
ボリュームを指定できます。

作業を開始する前に

CIFS をセットアップして開始するには、 CIFS ライセンスがインストールされている必要があります。

手順

1. [* ストレージ > 共有 ] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、 CIFS 共有を作成する SVM を選択します。

3. [ 共有の作成 *] をクリックします。

4. [ 共有の作成 * ] ウィンドウで、 [ * 参照 ] をクリックし、共有するフォルダ、 qtree 、またはボリュームを
選択します。

5. 新しい CIFS 共有の名前を指定します。

6. オプション： Hyper-VおよびSQL *で継続的可用性を有効にするチェックボックスをオンにすると、SMB

3.0以降をサポートするクライアントがノンストップオペレーション時にファイルを継続して開いておけ
るようになります。

このオプションを使用して開いたファイルは、フェイルオーバー、ギブバック、 LIF の移行など、システ
ムを停止させるイベントから保護されます。
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System Manager 9.6 以降では、 FlexGroup ボリュームの継続的可用性がサポートされます。

7. SMB 3.0 暗号化を有効にするには、 * この共有へのアクセス時にデータを暗号化 * チェックボックスをオ
ンにします。

8. 共有の概要またはコメントを入力し、 * Create * をクリックします。

結果

CIFS 共有が作成され、グループ内の「 Everyone の完全な制御」にアクセス権限が設定されます。

共有アクセスを停止します

フォルダ、 qtree 、またはボリュームへの共有ネットワークアクセスを削除するときは、 System Manager を
使用して共有を停止できます。

作業を開始する前に

CIFS ライセンスをインストールしておく必要があります。

手順

1. [* ストレージ > 共有 ] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、停止する CIFS 共有が配置されている SVM を選択し
ます。

3. 共有のリストから、共有を停止する共有を選択し、 * 共有の停止 * をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 停止 * をクリックします。

5. 共有が [ * 共有 ] ウィンドウに表示されなくなったことを確認します。

ホームディレクトリ共有を作成する

System Manager を使用して、ホームディレクトリ共有を作成し、ホームディレクトリ検索パスを管理できま
す。

作業を開始する前に

CIFS がセットアップされて開始されている必要があります。

手順

1. [* ストレージ > 共有 ] をクリックします。

2. [ ホームディレクトリの作成 *] をクリックし、ユーザーをディレクトリにマップする方法を決定するパタ
ーン情報を入力します。

3. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

4. 作成したホームディレクトリが * Shares * ウィンドウに表示されていることを確認します。

共有設定を編集します

System Manager を使用して、シンボリックリンクの設定、共有に対するユーザやグループのアクセス権、共
有へのアクセスの種類など、共有設定を変更することができます。また、 Hyper-V による共有の継続的可用
性や Access-Based Enumeration （ ABE ；アクセスベースの列挙）を有効または無効にすることもできま
す。System Manager 9.6 以降では、 FlexGroup ボリュームの継続的可用性がサポートされます。

261



手順

1. [* ストレージ > 共有 ] をクリックします。

2. 共有のリストから変更する共有を選択し、 * 編集 * をクリックします。

3. 共有設定の編集 * ダイアログボックスで、必要に応じて共有設定を変更します。

a. General * タブで、 Hyper-V による共有の継続的可用性を有効にします

継続的可用性を有効にすると、 SMB 3.0 をサポートする SMB 3.0 クライアントで、無停止運用時に
ファイルを継続して開いておくことができます。継続して開いておくように指定したファイルは、フ
ェイルオーバー、ギブバック、 LIF の移行など、システムを停止させるイベントから保護されます。

b. [ * アクセス許可 * ] タブで、ユーザーまたはグループを追加し、アクセスの種類を指定するアクセス
許可を割り当てます。

c. [ * オプション * （ * Options * ） ] タブで、必要なオプションを選択します。

4. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

5. [* 共有 ] ウィンドウで選択した共有に加えた変更を確認します。

ONTAP で動的ホームディレクトリを有効にする方法

ONTAP ホームディレクトリを使用すると、 SMB 共有を設定し、ユーザと一連の変数に基づいてさまざまな
ディレクトリにマッピングすることができます。ユーザごとに別個の共有を作成するのではなく、 1 つの共
有を設定し、いくつかのホームディレクトリパラメータを指定して、エントリポイント（共有）とホームディ
レクトリ（ SVM 上のディレクトリ）間の関係をユーザ単位で定義します。

ゲストユーザとしてログインしたユーザは、ホームディレクトリを持ちません。また、他のユーザのホームデ
ィレクトリにアクセスすることはできません。ユーザとディレクトリのマッピング方法を決定する 4 つの変
数があります。

• * 共有名 *

ユーザの接続先として作成する共有の名前です。この共有にはホームディレクトリのプロパティを設定す
る必要があります。

共有名には、次の動的な名前を使用できます。

◦ `%w ( ユーザーの Windows ユーザー名 )

◦ `%d( ユーザーの Windows ドメイン名 )

◦ `%u (ユーザのマッピングされたUNIXユーザ名)

すべてのホーム・ディレクトリ間で一意になるように’共有名には'%wまたは%u変数を使用する必要があ
ります共有名には '%d' 変数と '%w 変数の両方を使用することも ( 例 : %d'`%w ) ' 固定部分と変数部分で
構成することもできます ( 例 : home_`%w ')

• * 共有パス *

共有によって定義される、つまり、共有名の 1 つに関連付けられる相対パスです。各検索パスに付加され
て、 SVM のルートからのユーザのホームディレクトリの完全パスを生成します。静的 ( 例 : 'home) ' 動的
( 例 : '%w') ' またはその 2 つの組み合わせ ( 例 : 'eng/%w`) を使用できます

• * 検索パス *
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SVM のルートからの絶対パスのセットで、 ONTAP ではこのパスに基づいてホームディレクトリが検索さ
れます。vserver cifs home-directory search-path add コマンドを使用して 1 つ以上の検索パスを指定でき
ます。複数 ONTAP の検索パスを指定すると、有効なパスが見つかるまで、指定された順に各検索パスが
試行されます。

• * ディレクトリ *

ユーザに対して作成する、そのユーザのホームディレクトリです。通常、ディレクトリ名はユーザの名前
です。ホームディレクトリは、検索パスで定義されるいずれかのディレクトリに作成する必要がありま
す。

たとえば、次のように設定します。

• ユーザ： John Smith

• ユーザのドメイン： acme

• ユーザ名： jsmith

• SVM 名： vs1

• ホームディレクトリ共有名 #1 ： home_`%w 共有パス： %w

• ホームディレクトリ共有名 #2:`%w 共有パス :%d/%w

• 検索パス #1 ：「 /vol0HOME/home 」

• 検索パス #2 ： '/vol1home/ ホーム

• 検索パス #3 ： //vol2home/ ホーム

• ホームディレクトリ :`/vol1home/home/jsmith`

シナリオ 1 ：ユーザは \\vs1\home_jsmith' に接続します。これは ' 最初のホーム・ディレクトリ共有名に一致
し ' 相対パス 'jsmith' を生成しますONTAP は ' 各検索パスを順に確認して 'jsmith という名前のディレクトリを
検索します

• 「 /vol0home/home/jsmith 」は存在しないので、検索パス #2 に進みます。

• 「 /vol1home/home/jsmith 」は存在します。したがって、検索パス #3 は確認されません。これでユーザ
は自分のホームディレクトリに接続されました。

シナリオ 2 ：ユーザは \\vs1\jsmith' に接続します。これは '2 番目のホーム・ディレクトリの共有名に一致し '

相対パス 'acme/jsmith が生成されますONTAP は ' 各検索パスを順に確認して 'acme/jsmith という名前のディ
レクトリを検索します

• 「 /vol0home/home/acme/jsmith は存在しないので、検索パス #2 に進みます。

• 「 /vol1home/home/acme/jsmith は存在しないので、検索パス #3 に進みます。

• 「 /vol2home/home/acme/jsmith 」は存在しません。ホームディレクトリが存在しないため、接続は失敗
します。

共有ウィンドウ

共有の管理や共有に関する情報の表示には、共有ウィンドウを使用できます。
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コマンドボタン

• * 共有の作成 *

共有を作成できる [ 共有の作成 ] ダイアログボックスを開きます。

• * ホームディレクトリを作成 *

Create Home Directory Share ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、新しいホー
ムディレクトリ共有を作成できます。

• * 編集 * 。

設定の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択した共有のプロパティを変
更できます。

• * 共有を停止 *

選択したオブジェクトが共有されないようにします。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

共有リスト

共有リストには、各共有の名前とパスが表示されます。

• * 共有名 *

共有の名前が表示されます。

• * パス *

共有されている既存のフォルダ、 qtree 、またはボリュームの完全なパス名が表示されます。パスの区切
り文字には、スラッシュまたはバックスラッシュを使用できますが、 ONTAP では、いずれの区切り文字
もスラッシュとして表示されます。

• * ホームディレクトリ *

ホームディレクトリ共有の名前が表示されます。

• * コメント *

共有の追加の説明がある場合に表示されます。

• * 共有の継続的な可用性 *

共有が継続的可用性に対して有効になっているかどうかが表示されます。System Manager 9.6 以降で
は、 FlexGroup ボリュームの継続的可用性がサポートされます。
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詳細領域

共有リストの下の領域には、共有プロパティと各共有のアクセス権が表示されます。

• * プロパティ *

◦ 名前

共有の名前が表示されます。

◦ oplock ステータス

共有で便宜的ロック（ oplock ）を使用するかどうかを示します。

◦ 参照可能

Windows クライアントから共有を参照できるかどうかを示します。

◦ Snapshot を表示します

クライアントで Snapshot コピーを表示できるかどうかを示します。

◦ 共有の継続的な可用性

共有が継続的に利用できるように有効になっているか無効になっているかを示します。System

Manager 9.6 以降では、 FlexGroup ボリュームの継続的可用性がサポートされます。

◦ ABE ：アクセスベースの列挙

共有で Access-Based Enumeration が有効になっているかどうかを示します。

◦ BranchCache

共有で BranchCache が有効になっているかどうかを示します。

◦ SMB 暗号化

SMB 3.0 を使用したデータ暗号化が Storage Virtual Machine （ SVM ）レベルまたは共有レベルで有
効になっているかどうかを示します。SMB 暗号化が SVM レベルで有効になっている場合は、すべて
の共有に SMB 暗号化が適用され、（ SVM レベルで）「有効」という値が表示されます。

◦ 以前のバージョン

クライアントで以前のバージョンを表示してリストアできるかどうかを指定します。

• * 共有アクセス制御 *

共有のドメインユーザ、ドメイングループ、ローカルユーザ、およびローカルグループのアクセス権が表
示されます。

• 関連情報 *

CIFS をセットアップしています
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して LUN を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 LUN

を管理できます。

クラスタ内のすべての LUN には、 LUN タブを使用してアクセスできます。また、 SVM に固有の LUN に
は、 * SVM * > * LUNs * を使用してアクセスできます。

LUN タブは、 FC / FCoE および iSCSI のライセンスが有効になっている場合にのみ表示され
ます。

• 関連情報 *

"SAN 管理"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 FC SAN 向けに最適化された LUN を作成します

AFF プラットフォームでのクラスタの初期セットアップ時に、 ONTAP System Manager

クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して FC SAN 向けに最適化された
LUN を作成できます。

作業を開始する前に

• LUN を含まない AFF_SAN_DEFAULT_SVM という名前の Storage Virtual Machine （ SVM ）を 1 つだけ
作成しておく必要があります。

• ハードウェアのセットアップが完了していることを確認しておく必要があります。

"ONTAP 9 ドキュメンテーション・センター"

このタスクについて

• この方法は、 2 つ以上のノードで構成されるクラスタの初期セットアップでのみ使用できます。

System Manager では、最初の 2 つのノードだけを使用して LUN が作成されます。

• 各 LUN は別々のボリュームに作成されます。

• ボリュームはシンプロビジョニングされます。

• 作成される LUN のスペースリザベーションは無効になります。

• クラスタのほとんどの設定は出荷時点で完了しており、ストレージ効率とパフォーマンスが最大になるよ
うに最適化されています。

これらの設定は変更しないでください。

手順

1. クラスタ管理者のクレデンシャルを使用して System Manager にログインします。

この方法で LUN を作成したあとで、再度この方法を使用することはできません。

LUN を作成せずにダイアログボックスを閉じた場合は、 LUN タブに移動し、 * 作成 * をクリックして再
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度ダイアログボックスにアクセスする必要があります。

2. LUN の作成 * ダイアログボックスの * LUN の詳細 * 領域で、アプリケーション・タイプを指定します。

アプリケーションの種類 作業

Oracle の場合 a. データベースの名前とサイズを指定します。

b. Oracle Real Application Clusters （ RAC ）を導
入した場合は、 [* Oracle RAC* ] チェックボッ
クスをオンにします。

サポートされる RAC ノード数は 2 つだけで
す。イニシエータグループに少なくとも 2 つの
イニシエータが追加されていることを確認して
ください。

SQL> データベースの数と各データベースのサイズを指定
します。

その他 a. 各 LUN の名前とサイズを指定します。

b. LUN を追加で作成する場合は、 * LUN の追加 *

をクリックし、各 LUN の名前とサイズを指定
します。

選択したアプリケーションの種類に基づいて、データ LUN 、ログ LUN 、バイナリ LUN 、および一時的
な LUN が作成されます。

3. [* Map to these Initiators] * 領域で、次の手順を実行します。

a. イニシエータグループの名前とオペレーティングシステムのタイプを指定します。

b. ホストイニシエータの WWPN をドロップダウンリストから選択するかテキストボックスにイニシエ
ータを入力して追加します。

c. イニシエータのエイリアスを追加します。

イニシエータグループが 1 つだけ作成されます。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

作成した LUN の情報が表示されます。

5. [* 閉じる * ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

"ONTAP 9 ドキュメンテーション・センター"

System Manager - ONTAP 9.7 以前でのアプリケーション固有の LUN 設定

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）では、 AFF クラス
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タで FC SAN 向けに最適化された LUN を作成する際に、 Oracle や SQL などのアプ
リケーションがサポートされます。LUN サイズなどの LUN 設定は、各アプリケーショ
ンに固有なルールに従って決まります。SQL および Oracle の場合、 LUN 設定は自動的
に作成されます。

クラスタに複数のノードがある場合、 System Manager は API で選択された最初の 2 つのノードだけを使用
して LUN を作成します。2 つのノードにはそれぞれデータアグリゲートがすでに作成されています。アグリ
ゲートの使用可能容量と同じサイズのボリュームがそれぞれ作成されます。ボリュームはシンプロビジョニン
グされ、 LUN のスペースリザベーションは無効になっています。

ストレージ効率化ポリシーは、デフォルトでは「毎日」に設定され、サービス品質（ QoS ）は「 best_effort

」に設定されます。クラスタでは、アクセス時間（ atime ）の更新がデフォルトで有効になっていますが、ボ
リュームの作成時は System Manager によって無効に設定され、ファイルの読み取りや書き込みが実行され
てもディレクトリのアクセス時間フィールドは更新されません。

アクセス時間の更新を有効にすると、クラスタのデータ提供パフォーマンスが低下する原因に
なります。

SQL の LUN 設定

デフォルトでは、 LUN とボリュームは SQL Server の 1 つのインスタンス用にプロビジョニングされ、それ
ぞれ 1TB の 2 つのデータベースと 24 個の物理コアで構成されます。SQL Server 用の一定のルールに従って
LUN とボリュームのスペースがプロビジョニングされます。HA ペア間で LUN の負荷分散が実行されます。
データベースの数は変更できます。データベースごとに 8 つのデータ LUN と 1 つのログ LUN が作成さ
れ、SQL インスタンスごとに一時的な LUN が 1 つ作成されます。

次の表に、 SQL のデフォルト設定でスペースがどのようにプロビジョニングされるかを示します。

ノード アグリゲート LUN タイプ ボリューム名 LUN 名 LUN
サイズの計算
式

LUN サイズ（
GB ）

ノード 1 node1 _

aggr1
データ DB01_data01

のストレージ
システム

DB01_data01

のストレージ
システム

データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB01_data02 DB01_data02 データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB01_data03 DB01_data03 データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB01_data04 DB01_data04 データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB02_data01

のようになり
ます

DB02_data01

のようになり
ます

データベース
サイズ ÷ 8

125
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ノード アグリゲート LUN タイプ ボリューム名 LUN 名 LUN
サイズの計算
式

LUN サイズ（
GB ）

データ DB02_data02 DB02_data02 データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB02_data03 DB02_data03 データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB02_data04 DB02_data04 データベース
サイズ ÷ 8

125

ログ DB01_log の
コマンドです

DB01_log の
コマンドです

データベース
サイズ ÷ 20

50

温度 SQL_TEMP SQL_TEMP データベース
サイズ ÷ 3

330

ノード 2 node2 _

aggr1
データ DB01_data05 DB01_data05 データベース

サイズ ÷ 8

125

データ DB01_data06 DB01_data06 データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB01_DATA0

7

DB01_DATA0

7
データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB01_data08 DB01_data08 データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB02_data05 DB02_data05 データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB02_data06 DB02_data06 データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB02_DATA0

7

DB02_DATA0

7
データベース
サイズ ÷ 8

125

データ DB02_data08 DB02_data08 データベース
サイズ ÷ 8

125

ログ DB02_log DB02_log データベース
サイズ ÷ 20

50
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Oracle の LUN 設定

デフォルトでは、 LUN とボリュームは 2TB の 1 つのデータベース用にプロビジョニングされます。Oracle

用の一定のルールに従って LUN とボリュームのスペースがプロビジョニングされます。デフォルトでは、
Oracle Real Application Clusters （ RAC ）は選択されません。

次の表に、 Oracle のデフォルト設定でスペースがどのようにプロビジョニングされるかを示します。

ノード アグリゲート LUN タイプ ボリューム名 LUN 名 LUN
サイズの計算
式

LUN サイズ（
GB ）

ノード 1 node1 _

aggr1
データ ORA_vol01 ORA_lundata

01
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL02 ORA_lundata

02
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL03 ORA_lundata

03
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL04 ORA_lundata

04
データベース
サイズ ÷ 8

250

ログ ORA_VOL05 ORA_lunlog1 データベース
サイズ ÷ 40

50

バイナリ ORA_VOL06 ORA_ORabin

1.
データベース
サイズ ÷ 40

50

ノード 2 node2 _

aggr1
データ ORA_VOL07 ORA_lundata

05
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL08 ORA_lundata

06
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL09 ORA_lundata

07
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL10 ORA_lundata

08
データベース
サイズ ÷ 8

250

ログ ORA_VOL11 ORA_lunlog2 データベース
サイズ ÷ 40

50

Oracle RAC については、 LUN はグリッドファイル用にプロビジョニングされます。Oracle RAC でサポート
される RAC ノード数は 2 つだけです。

次の表に、 Oracle RAC のデフォルト設定でスペースがどのようにプロビジョニングされるかを示します。
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ノード アグリゲート LUN タイプ ボリューム名 LUN 名 LUN
サイズの計算
式

LUN サイズ（
GB ）

ノード 1 node1 _

aggr1
データ ORA_vol01 ORA_lundata

01
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL02 ORA_lundata

02
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL03 ORA_lundata

03
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL04 ORA_lundata

04
データベース
サイズ ÷ 8

250

ログ ORA_VOL05 ORA_lunlog1 データベース
サイズ ÷ 40

50

バイナリ ORA_VOL06 ORA_ORabin

1.
データベース
サイズ ÷ 40

50

グリッド（
Grid ）

ORA_VOL07 ORA_lungrid1 10 GB 10.

ノード 2 node2 _

aggr1
データ ORA_VOL08 ORA_lundata

05
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL09 ORA_lundata

06
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL10 ORA_lundata

07
データベース
サイズ ÷ 8

250

データ ORA_VOL11 ORA_lundata

08
データベース
サイズ ÷ 8

250

ログ ORA_VOL12 ORA_lunlog2 データベース
サイズ ÷ 40

50

バイナリ ORA_VOL13 ORA_ORabin

2
データベース
サイズ ÷ 40

50

その他の種類のアプリケーションの LUN 設定

各 LUN はボリューム内にプロビジョニングされます。LUN のスペースは、指定したサイズに基づいてプロビ
ジョニングされます。ノード間ですべての LUN の負荷分散が実行されます。
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System Manager を使用して ONTAP 9.7 以前を作成します

空きスペースがある場合、ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用
可能）を使用して、既存のアグリゲート、ボリューム、またはqtreeのLUNを作成できま
す。既存のボリュームに LUN を作成したり、その LUN に対する新しい FlexVol を作成
したりできます。また、ワークロードのパフォーマンスを管理するためにストレージ
QoS を有効にすることもできます。

このタスクについて

LUN ID を指定した場合、 System Manager は LUN を追加する前に ID の有効性をチェックします。LUN ID

の指定を省略すると、 ONTAP ソフトウェアにより自動的に LUN ID が割り当てられます。

LUN マルチプロトコルタイプを選択する際は、各タイプの使用に関するガイドラインを考慮する必要があり
ます。LUN マルチプロトコルタイプ、すなわちオペレーティングシステムのタイプにより、 LUN 上のデータ
のレイアウト、および LUN の最小サイズと最大サイズが決まります。LUN の作成後に、 LUN のホストオペ
レーティングシステムのタイプを変更することはできません。

MetroCluster 構成の場合、 LUN の FlexVol 作成時に System Manager に表示されるのは以下のアグリゲート
のみです。

• 通常モードの場合：プライマリサイトの同期元 SVM またはデータ提供用 SVM にボリュームを作成する
場合、プライマリサイトのクラスタに属しているアグリゲートのみが表示される。

• 切り替えモードの場合：フェイルオーバー先のサイトの同期先 SVM またはデータ提供用 SVM にボリュ
ームを作成する場合、切り替えられたアグリゲートのみが表示される。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [* LUN 管理 * ] タブで、 [* 作成 ] をクリックします。

3. LUN を作成する SVM を参照して選択します。

4. LUN 作成ウィザード * で、 LUN の名前、サイズ、タイプ、概要を指定し、 * スペース・リザーブ * を選
択して、 * 次へ * をクリックします。

5. LUN 用の新しい FlexVol ボリュームを作成するか、既存のボリュームまたは qtree を選択し、 * Next * を
クリックします。

6. LUN へのホストアクセスを制御する場合はイニシエータグループを追加し、 * Next * をクリックします。

7. LUN のワークロードパフォーマンスを管理する場合は、 [ サービス品質の管理 ] チェックボックスをオン
にします。

8. 新しいストレージ QoS ポリシーグループを作成するか、または既存のポリシーグループを選択して、
LUN の入出力（ I/O ）のパフォーマンスを制御します。
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状況 手順

新しいポリシーグループを作成します a. [ 新しいポリシーグループ *] を選択します

b. ポリシーグループの名前を指定します。

c. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマンス
がオールフラッシュで最適化されている場
合にのみ最小スループット制限を設定でき
ます。System Manager 9.6 では、 ONTAP

Select Premium システムにも最小スループ
ット制限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュ
ームの最小スループット制限を設定するこ
とはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、ま
たは最小スループット値が 0 に設定されて
いる場合は、自動的に「なし」という値が
表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

d. 最大スループット制限を指定します。ポリシー
グループに含まれるオブジェクトのワークロー
ドがこのスループット制限を超えないように制
限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループット
制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒など
の単位で最大スループット制限を設定でき
ます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は、
値として自動的に「無制限」と表示され、
大文字と小文字が区別されます。

指定した単位は無視されます。
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状況 手順

既存のポリシーグループを選択してください a. [ ポリシーグループの選択 ] ダイアログボックス
で、 [ 既存のポリシーグループ ] を選択し、
[*Choose] をクリックして既存のポリシーグル
ープを選択します。

b. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマンス
がオールフラッシュで最適化されている場
合にのみ最小スループット制限を設定でき
ます。System Manager 9.6 では、 ONTAP

Select Premium システムにも最小スループ
ット制限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュ
ームの最小スループット制限を設定するこ
とはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、ま
たは最小スループット値が 0 に設定されて
いる場合は、自動的に「なし」という値が
表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

c. 最大スループット制限を指定します。ポリシー
グループに含まれるオブジェクトのワークロー
ドがこのスループット制限を超えないように制
限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループット
制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒など
の単位で最大スループット制限を設定でき
ます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は、
値として自動的に「無制限」と表示され、
大文字と小文字が区別されます。

指定した単位は無視されます。

ポリシーグループが複数のオブジェクトに割り
当てられている場合、指定した最大スループッ
トはそれらのオブジェクトの合計スループット
です。

9. 指定された詳細情報を [* LUN summary] ウィンドウで確認し、 [Next] をクリックします。

10. 詳細を確認し、 [* 終了 ] をクリックしてウィザードを完了します。
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◦ 関連情報 *

LUN ウィンドウ

LUN マルチプロトコルタイプの使用に関するガイドライン

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンで LUN を削除します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 LUN

を削除し、 LUN で使用されていたスペースを包含アグリゲートや包含ボリュームに戻す
ことができます。

作業を開始する前に

• LUN をオフラインにする必要があります。

• LUN をすべてのイニシエータホストからマッピング解除します。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [* LUN 管理 * ] タブで、削除する LUN を 1 つ以上選択し、 [ * 削除 * ] をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

◦ 関連情報 *

LUN ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してイニシエータグループを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、イニ
シエータグループを管理できます。イニシエータグループを使用すると、特定の LUN へ
のホストアクセスを制御できます。イニシエータがアクセスできる LIF を制限するに
は、ポートセットを使用します。

igroup を作成します

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [* イニシエータ・グループ * ] タブで、 [* 作成 ] をクリックします。

3. イニシエータグループの作成 * ダイアログボックスの * 全般 * タブで、 igroup 名、オペレーティング・シ
ステム、ホスト・エイリアス名、ポートセット、およびグループでサポートされるプロトコルを指定しま
す。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

igroup を削除します

System Manager のイニシエータグループタブを使用して、イニシエータグループを削除できます。

作業を開始する前に
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イニシエータグループにマッピングされている LUN は、すべて手動でマッピング解除する必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. イニシエータグループ * タブで、削除するイニシエータグループを 1 つ以上選択し、 * Delete * をクリッ
クします。

3. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

4. 削除したイニシエータグループが「 * イニシエータグループ * 」タブに表示されていないことを確認しま
す。

イニシエータを追加する

System Manager を使用して、イニシエータグループにイニシエータを追加できます。所属先のイニシエータ
グループが LUN にマッピングされると、イニシエータはその LUN にアクセスできるようになります。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [* LUN 管理 * ] タブで、イニシエータを追加するイニシエータ・グループを選択し、 [* 編集 ] をクリック
します。

3. イニシエータグループの編集 * ダイアログボックスで、 * イニシエータ * をクリックします。

4. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

5. イニシエータ名を指定し、「 * OK 」をクリックします。

6. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

イニシエータグループからイニシエータを削除します

System Manager のイニシエータグループタブを使用して、イニシエータを削除できます。イニシエータグル
ープからイニシエータを削除するには、イニシエータのイニシエータグループとの関連付けを解除する必要が
あります。

作業を開始する前に

削除するイニシエータを含むイニシエータグループにマッピングされているすべての LUN は、手動でマッピ
ング解除する必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. イニシエータグループ * タブで、イニシエータを削除するイニシエータグループを選択し、 * Edit * をク
リックします。

3. イニシエータグループの編集 * ダイアログボックスで、 * Initiators * タブをクリックします。

4. テキストボックスからイニシエータを選択して削除し、 * 保存 * をクリックします。

イニシエータのイニシエータグループとの関連付けが解除されます。

◦ 関連情報 *

LUN ウィンドウ

276



ONTAP 9.7 以前のシステムでポートセットを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ポー
トセットを作成、削除、および編集できます。

ポートセットを作成します

ONTAP System Manager クラシックを使用して、ポートセットを作成し、 LUN へのアクセスを制限できま
す。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [ * ポートセット * ] タブで、 [ * 作成 ] をクリックします。

3. [Create portset *] ダイアログボックスで、プロトコルのタイプを選択します。

4. ポートセットに関連付けるネットワークインターフェイスを選択してください。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

ポートセットを削除します

System Manager を使用して、不要になったポートセットを削除できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [ * ポートセット * ] タブで、 1 つまたは複数のポートセットを選択し、 [ * 削除 * ] をクリックします。

3. 削除を確認するには、 * Delete * をクリックします。

ポートセットを編集します

System Manager のポートセットタブを使用して、ポートセットに関連する設定を編集できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [ * ポートセット * ] タブで、編集するポートセットを選択し、 [ * 編集 ] をクリックします。

3. [ ポートセットの編集 *] ダイアログボックスで、必要な変更を行います。

4. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

SVM で iSCSI プロトコルを設定します

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して LUN をクローニングします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用すると、テ
スト用に LUN の一時的なコピーを作成できます。また、追加のユーザに本番環境のデー
タへのアクセスを許可することなく、それらのユーザが利用できるデータのコピーを作
成することも可能です。LUN クローンを使用すると、 LUN の読み書き可能なコピーを
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複数作成できます。

作業を開始する前に

• ストレージシステムに FlexClone ライセンスがインストールされている必要があります。

• LUN でスペースリザベーションが無効になっている場合、格納先のボリュームにクローンへの変更に対応
できる十分なスペースが必要です。

このタスクについて

• LUN クローンの作成時、 System Manager では LUN クローンの自動削除がデフォルトで有効になってい
ます。

ONTAP でスペースの節約のために自動削除がトリガーされると、 LUN クローンが削除されます。

• SnapLock 上の LUN はクローニングできません。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [* LUN 管理 * ] タブで、クローンを作成する LUN を選択し、 [* クローン * ] をクリックします。

3. デフォルト名を変更する場合は、 LUN クローンの新しい名前を指定します。

4. [* Clone* ] をクリックします。

5. 作成した LUN クローンが「 * LUNs 」ウィンドウに表示されていることを確認します。

◦ 関連情報 *

LUN ウィンドウ

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して LUN を編集します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の LUN プロパティ
ダイアログボックスを使用して、 LUN の名前、概要 、サイズ、スペースリザベーショ
ン設定、またはマッピングされたイニシエータホストを変更できます。

このタスクについて

LUN のサイズを変更するときは、その LUN を使用しているホストのタイプやアプリケーションに対して推奨
されている手順をホスト側で実行する必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [* LUN 管理 * ] タブで、 LUN のリストから編集する LUN を選択し、 [ * 編集 ] をクリックします。

3. 必要な変更を行います。

4. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

LUN ウィンドウ
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 LUN をオンラインにします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の * LUN 管理 * タ
ブを使用して、選択した LUN をオンラインにしてホストで使用できるようにすることが
できます。

作業を開始する前に

LUN にアクセスしているすべてのホストアプリケーションを、停止または同期させる必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [* LUN 管理 * ] タブで、オンラインにする LUN を 1 つ以上選択します。

3. [ ステータス *] 、 [ オンライン *] の順にクリックします。

◦ 関連情報 *

LUN ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 LUN をオフラインにします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の * LUN 管理 * タ
ブを使用して、選択した LUN をオフラインにしてブロックプロトコルアクセスに使用で
きないようにすることができます。

作業を開始する前に

LUN にアクセスしているすべてのホストアプリケーションを、停止または同期させる必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. LUN 管理 * タブで、オフラインにする LUN を 1 つ以上選択します。

3. [ * ステータス * > * オフライン * ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

LUN ウィンドウ

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して LUN を移動します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
Storage Virtual Machine （ SVM ）内で、格納先ボリュームから別のボリュームまたは
qtree に LUN を移動できます。ハイパフォーマンスディスクを含むアグリゲートでホス
トされているボリュームに LUN を移動すると、 LUN へのアクセス速度が向上します。

このタスクについて

• 同じボリューム内の qtree に LUN を移動することはできません。

• CLI を使用してファイルから作成した LUN は、 System Manager を使用して移動することはできませ
ん。
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• LUN の移動処理は無停止で実行でき、移動中も LUN はオンラインでデータを提供することができます。

• デスティネーションボリュームに割り当てられているスペースが LUN の格納に十分でない場合は、
System Manager を使用して LUN を移動することはできません。ボリュームで自動拡張が有効になって
いても同様です。

代わりに CLI を使用する必要があります。

• SnapLock ボリューム上で LUN を移動することはできません。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [* LUN 管理 * ] タブで、 LUN のリストから移動する LUN を選択し、 [* 移動 ] をクリックします。

3. オプション： LUNの移動*ダイアログ・ボックスの*移動オプション*領域で’デフォルトの名前を変更する
場合は’新しいLUN名を指定します

4. LUN の移動先のストレージオブジェクトを選択し、次のいずれかの操作を実行します。

LUN の移動先 作業

新しいボリューム a. 新しいボリュームを作成するアグリゲートを選
択します。

b. ボリュームの名前を指定します。

既存のボリュームまたは qtree a. LUN を移動するボリュームを選択します。

b. 選択したボリュームに qtree が含まれている場
合、 LUN の移動先の qtree を選択します。

5. [ 移動（ Move ） ] をクリックします。

6. LUN の移動処理を確認し、 * Continue * をクリックします。

ごく短時間、移動した LUN が元のボリュームと移動後のボリュームの両方に表示されます。移動処理が
完了すると、デスティネーションボリュームに LUN が表示されます。

デスティネーションボリュームまたは qtree が、 LUN の新しいコンテナパスとして表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ストレージ QoS に LUN を割り当てます

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して LUN を
ストレージ QoS ポリシーグループに割り当てることで、 LUN のスループットを制限で
きます。新しい LUN にストレージ QoS を割り当てたり、すでにポリシーグループに割
り当てられている LUN に対するストレージ QoS の詳細を変更したりできます。

このタスクについて

• ポリシーグループに次のストレージオブジェクトが割り当てられている場合、 LUN にストレージ QoS を
割り当てることはできません。

◦ LUN の親ボリューム
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◦ LUN の親 Storage Virtual Machine （ SVM ）

• ストレージ QoS の割り当てや QoS の詳細の変更は、最大 10 個の LUN について同時に実行できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. LUN 管理 * タブで、ストレージ QoS を割り当てる LUN を 1 つ以上選択します。

3. [* ストレージ QoS * ] をクリックします。

4. LUN のワークロードパフォーマンスを管理する場合は、 * サービス品質の詳細 * ダイアログボックスで *

ストレージ QoS の管理 * チェックボックスを選択します。

選択した LUN の一部がすでにポリシーグループに割り当てられている場合、変更内容によってはそれら
の LUN のパフォーマンスに影響する可能性があります。

5. 新しいストレージ QoS ポリシーグループを作成するか、または既存のポリシーグループを選択して、
LUN の入出力（ I/O ）のパフォーマンスを制御します。
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状況 手順

新しいポリシーグループを作成します a. [ 新しいポリシーグループ *] を選択します。

b. ポリシーグループの名前を指定します。

c. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマンス
がオールフラッシュで最適化されている場
合にのみ最小スループット制限を設定でき
ます。System Manager 9.6 では、 ONTAP

Select Premium システムにも最小スループ
ット制限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュ
ームの最小スループット制限を設定するこ
とはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、ま
たは最小スループット値が 0 に設定されて
いる場合は、自動的に「なし」という値が
表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

d. 最大スループット制限を指定します。ポリシー
グループに含まれるオブジェクトのワークロー
ドがこのスループット制限を超えないように制
限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループット
制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒など
の単位で最大スループット制限を設定でき
ます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は、
値として自動的に「無制限」と表示され、
大文字と小文字が区別されます。

指定した単位は無視されます。

282



状況 手順

既存のポリシーグループを選択してください a. [ ポリシーグループの選択 ] ダイアログボックス
で、 [ 既存のポリシーグループ ] を選択し、
[*Choose] をクリックして既存のポリシーグル
ープを選択します。

b. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマンス
がオールフラッシュで最適化されている場
合にのみ最小スループット制限を設定でき
ます。System Manager 9.6 では、 ONTAP

Select Premium システムにも最小スループ
ット制限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュ
ームの最小スループット制限を設定するこ
とはできません。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、ま
たは最小スループット値が 0 に設定されて
いる場合は、自動的に「なし」という値が
表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されま
す。

c. 最大スループット制限を指定します。ポリシー
グループに含まれるオブジェクトのワークロー
ドがこのスループット制限を超えないように制
限されます。

◦ 最小スループット制限と最大スループット
制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合
は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒など
の単位で最大スループット制限を設定でき
ます。

◦ 最大スループット値を指定しない場合は、
値として自動的に「無制限」と表示され、
大文字と小文字が区別されます。+指定した
単位は無視されます。

ポリシーグループが複数のオブジェクトに割り
当てられている場合、指定した最大スループッ
トはそれらのオブジェクトの合計スループット
です。

6. *オプション：*選択したLUNのリストを確認するLUNの数を指定するリンクをクリックし、リストか
らLUNを削除する場合は「*破棄」をクリックします。

このリンクは、複数の LUN を選択した場合にのみ表示されます。
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7. [OK] をクリックします。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してイニシエータグループを編集します

ONTAP System Manager classic （ ONTAP 9.7 以前で利用可能）の * イニシエータグル
ープの編集 * ダイアログボックスを使用して、既存のイニシエータグループとそのオペ
レーティングシステムの名前を変更できます。イニシエータをイニシエータグループに
追加したり、イニシエータグループから削除したりできます。また、イニシエータグル
ープに関連付けられているポートセットを変更することもできます。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. [* イニシエータ・グループ ] タブで ' 変更するイニシエータ・グループを選択し '[* 編集 *] をクリックしま
す

3. 必要な変更を行います。

4. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

5. イニシエータグループに対して行った変更を、 [* イニシエータグループ ] タブで確認します。

◦ 関連情報 *

LUN ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してイニシエータを編集します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の * イニシエータ
グループの編集 * ダイアログボックスを使用して、イニシエータグループ内の既存のイ
ニシエータの名前を変更できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. イニシエータグループ * タブで、イニシエータが属するイニシエータグループを選択し、 * Edit * をクリ
ックします。

3. イニシエータグループの編集 * ダイアログボックスで、 * イニシエータ * をクリックします。

4. 編集するイニシエータを選択し、 * Edit * をクリックします。

5. 名前を変更し、 * OK * をクリックします。

6. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

LUN ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 LUN の情報を表示します

ONTAP システムマネージャクラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の * LUN 管理 *

タブを使用して、名前、ステータス、サイズ、タイプなど、 LUN に関する詳細を表示で
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きます。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. LUN 管理 * タブで、表示された LUN のリストから、情報を表示する LUN を選択します。

3. LUN の詳細を「 * LUNs * 」ウィンドウで確認します。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してイニシエータグループを表示します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の * イニシエータ
グループ * タブを使用すると、これらのイニシエータグループにマッピングされている
すべてのイニシエータグループとイニシエータグループ、およびイニシエータグループ
にマッピングされている LUN と LUN ID を表示できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * LUNs * ] をクリックします。

2. イニシエータグループ * をクリックし、上部ペインに表示されているイニシエータグループを確認しま
す。

3. イニシエータを表示するイニシエータグループを選択します。イニシエータは下部ペインの * Initiators *

タブに表示されます。

4. イニシエータグループを選択すると、マッピングされている LUN が表示されます。マッピングされてい
る LUN のリストは下部ペインの * マッピングされている LUN * に表示されます。

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用する場合の LUN を含む FlexVol の操作に関するガイドライン

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）では、 LUN を含む
FlexVol を操作する場合、 Snapshot コピーのデフォルト設定を変更する必要がありま
す。LUN のレイアウトを最適化して管理を簡易化することもできます。

Snapshot コピーは、 SnapMirror 、 SyncMirror 、ダンプとリストア、 ndmpcopy など、多くのオプション機
能で必要となります。

ボリュームを作成すると、 ONTAP によって次の処理が自動的に実行されます。

• Snapshot コピー用にスペースの 5% をリザーブします

• Snapshot コピーをスケジュールします

ONTAP 内で Snapshot コピーを作成する内部スケジュールメカニズムでは、 LUN 内のデータの整合性が保証
されません。したがって、次のタスクを実行して、 Snapshot コピーの各設定を変更する必要があります。

• Snapshot コピーの自動スケジュールを無効にします。

• 既存の Snapshot コピーをすべて削除します。

• Snapshot コピー用にリザーブされるスペースの割合をゼロに設定します。

LUN を含むボリュームを作成するときは、次のガイドラインに従う必要があります。
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• システムのルートボリュームには LUN を作成しないでください。

ONTAP は、このボリュームを使用してストレージシステムを管理します。デフォルトのルートボリュー
ムは /vol/vol0 です。

• SAN ボリュームを使用して LUN を格納します。

• LUN を含むボリュームには、他のファイルやディレクトリを配置しないようにします。

これができず、 LUN とファイルを同じボリュームに格納する場合は、別個の qtree を使用して LUN を格
納します。

• 複数のホストが同じボリュームを共有する場合は、そのボリュームに qtree を作成し、同じホストのすべ
ての LUN を格納します。

これは、 LUN の管理と追跡を簡素化するためのベストプラクティスです。

• 管理しやすくするために、 LUN およびボリュームに、それらの所有権または使用方法を反映した名前を
付けます。

• 関連情報 *

"ONTAP 9 ドキュメンテーション・センター"

System Manager - ONTAP 9.7 以前での LUN のスペースリザベーションについて理解している必要がありま
す

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）のスペースリザベ
ーション設定（ボリュームギャランティとの組み合わせ）と LUN のスペース予約の関係
を知っておくと、スペースリザベーションを無効にした場合の影響を理解することがで
きます。また、 LUN とボリューム設定の特定の組み合わせが有用でない理由について理
解することもできます。

スペースリザベーションを有効にして LUN （スペースリザーブ LUN ）を格納するボリュームギャランティ
を設定している場合、作成時にボリュームの空きスペースが LUN 用に確保されます。このリザーブスペース
のサイズは LUN のサイズで決まります。ボリュームの他のストレージオブジェクト（他の LUN 、ファイ
ル、 Snapshot コピーなど）はこのスペースを使用できません。

スペースリザベーションを無効にして LUN （スペースリザーブなしの LUN ）を作成すると、その LUN 用の
スペースは確保されません。LUN への書き込み処理に必要なストレージは、十分な空きスペースがある場合
にかぎり、必要なときにボリュームから割り当てられます。

ギャランティが none のボリュームにスペースリザーブ LUN を作成する場合の処理は、スペースリザーブな
しの LUN と同じです。ギャランティが none のボリュームは、ボリューム自体、書き込み時に初めてスペー
スが割り当てられるため、 LUN に割り当てられるスペースはありません。このため、ギャランティが none

のボリュームにスペースリザーブ LUN を作成することは推奨されません。この組み合わせは、書き込みが保
証されているような誤解を与えますが、実際には保証されていません。

スペースリザベーションが「デフォルト」に設定されている場合、 ONTAP のスペースリザベーション設定が
LUN に適用されます。新しいボリュームを作成する場合、コンテナボリュームにも ONTAP のスペースリザ
ベーション設定が適用されます。
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System Manager - ONTAP 9.7 以前で LUN マルチプロトコルタイプを使用する場合のガイドライン

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）では、 LUN マルチ
プロトコルタイプまたはオペレーティングシステムタイプによって、 LUN にアクセスす
るホストのオペレーティングシステムが指定されます。また、 LUN のデータレイアウ
ト、および LUN の最小サイズと最大サイズも決定します。

ONTAP のすべてのバージョンがすべての LUN マルチプロトコルタイプをサポートするわけで
はありません最新の情報については、 Interoperability Matrix Tool を参照してください。

次の表に、 LUN マルチプロトコルタイプの値と各タイプの使用に関するガイドラインを示します。

LUN マルチプロトコルタイプ を使用する状況

AIX の場合 ホストオペレーティングシステムが AIX の場合。

HP-UX ホストオペレーティングシステムが HP-UX の場合。

Hyper-V Windows Server 2008 または Windows Server 2012

の Hyper-V を使用していて、 LUN に Virtual Hard

Disk （ VHD ；仮想ハードディスク）が格納されてい
る場合。LUN タイプに hyper_v を使用している場合
は、 igroup の OS タイプにも hyper_v を使用する必
要があります。

raw LUN の場合、 LUN マルチプロト
コルタイプで使用する子オペレーティ
ングシステムのタイプを使用できま
す。

Linux の場合 ホストオペレーティングシステムが Linux の場合。

NetWare ホストオペレーティングシステムが NetWare の場
合。

OpenVMS ホストオペレーティングシステムが OpenVMS の場
合。

Solaris の場合 ホストオペレーティングシステムが Solaris であり、
Solaris EFI ラベルを使用していない場合。

Solaris EFI Solaris EFI ラベルを使用している場合。

Solaris EFI ラベルと他の LUN マルチ
プロトコルタイプを併用すると、 LUN

が正しくアライメントされなくなるこ
とがあります。
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LUN マルチプロトコルタイプ を使用する状況

VMware ESX Server を使用していて、 LUN に VMFS を設定
する予定がある場合。

LUN に RDM を設定する場合は、ゲス
トオペレーティングシステムを LUN

マルチプロトコルタイプとして使用で
きます。

Windows 2003 MBR の場合 ホストオペレーティングシステムが MBR パーティシ
ョニング方法を使用する Windows Server 2003 の場
合。

Windows 2003 GPT GPT パーティショニング方法を使用する必要があ
り、 GPT を使用する機能がホストにある場
合。Windows Server 2003 Service Pack 1 以降は、
GPT パーティショニング方法を使用できます。ま
た、 64 ビットバージョンの Windows はすべて、
GPT パーティショニング方法をサポートしていま
す。

Windows 2008 以降 ホストオペレーティングシステムが Windows Server

2008 以降であり、 MBR パーティショニング方法と
GPT パーティショニング方法の両方がサポートされ
ている場合。

Xen Xen を使用していて、 LUN に Dom0 を使用して
Linux LVM を設定する予定がある場合。

raw LUN の場合、 LUN マルチプロト
コルタイプで使用するゲストオペレー
ティングシステムのタイプを使用でき
ます。

• 関連情報 *

LUN を作成しています

"ネットアップの相互運用性"

"『 Solaris Host Utilities 6.1 Installation and Setup Guide 』"

"『 Solaris Host Utilities 6.1 Quick Command Reference 』"

"『 Solaris Host Utilities 6.1 Release Notes 』"
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System Manager の LUNs ウィンドウ - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の LUNs ウィンド
ウを使用して、 LUN の作成と管理、および LUN に関する情報の表示を行うことができ
ます。イニシエータグループやイニシエータ ID を追加、編集、削除することもできま
す。

[LUN Management] タブをクリックします

このタブでは、 LUN の作成、クローニング、削除、移動、およびそれらの設定の編集を行うことができま
す。また、 LUN をストレージ QoS ポリシーグループに割り当てることもできます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

LUN 作成ウィザードを開きます。このウィザードで、 LUN を作成できます。

既存の LUN が格納されていない AFF プラットフォーム上のクラスタでは、 FC SAN 向けに最適化された
LUN の作成ダイアログボックスが開き、 FC SAN 向けに最適化された LUN を設定できます。

• * クローン *

Clone LUN ダイアログ・ボックスを開きますこのダイアログ・ボックスで ' 選択した LUN のクローンを
作成できます

• * 編集 * 。

LUN の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択した LUN の設定を編集で
きます。

• * 削除 *

選択した LUN を削除します。

• * ステータス *

選択した LUN のステータスをオンラインまたはオフラインに変更できます。

• * 移動 *

LUN の移動ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択した LUN を、同じ
Storage Virtual Machine （ SVM ）内の新しいボリュームまたは既存のボリュームまたは qtree に移動で
きます。

• * ストレージ QoS *

Quality of Service の詳細ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、新規または既存の
ポリシーグループに 1 つ以上の LUN を割り当てることができます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

289



LUN リスト

• * 名前 *

LUN の名前が表示されます。

• * SVM *

LUN が作成された Storage Virtual Machine （ SVM ）の名前が表示されます。

• * コンテナパス *

LUN が含まれているファイルシステム（ボリュームまたは qtree ）の名前が表示されます。

• * スペース予約 *

スペースリザベーションが有効になっているかどうかを示します。

• * 利用可能なサイズ *

LUN で使用可能なスペースが表示されます。

• * 合計サイズ *

LUN の合計スペースが表示されます。

• * % 使用済み *

使用中の合計スペース（割合）が表示されます。

• * タイプ *

LUN タイプを示します。

• * ステータス *

LUN のステータスを示します。

• * ポリシーグループ *

LUN が割り当てられているストレージ QoS ポリシーグループの名前が表示されます。デフォルトでは、
この列は表示されません。

• * アプリケーション *

LUN に割り当てられているアプリケーションの名前が表示されます。

• * 概要 *

LUN の概要が表示されます。
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詳細領域

LUN リストの下の領域には、選択した LUN に関する詳細が表示されます。

• * 詳細タブ *

LUN に関する詳細が表示されます。これには、シリアル番号、クローンかどうか、概要、割り当てられて
いるポリシーグループ、ポリシーグループの最小スループット、ポリシーグループの最大スループット、
LUN の移動処理の詳細などの情報が含まれます。 LUN に割り当てられているアプリケーションを特定し
ます。選択した LUN に関連付けられているイニシエータグループとイニシエータに関する詳細も確認で
きます。

• * パフォーマンスタブ *

データ速度、 IOPS 、応答時間など、 LUN のパフォーマンス指標のグラフが表示されます。

クライアントのタイムゾーンやクラスタのタイムゾーンを変更すると、パフォーマンス指標のグラフも変
わります。最新のグラフを表示するには、ブラウザの表示を更新します。

イニシエータグループタブ

イニシエータグループやイニシエータ ID の作成、削除、およびそれらの設定の編集を行うことができます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

イニシエータグループの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、イニシエータ
グループを作成して、特定の LUN へのホストアクセスを制御できます。

• * 編集 * 。

イニシエータグループの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択したイニ
シエータグループの設定を編集できます。

• * 削除 *

選択したイニシエータグループを削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

イニシエータグループのリスト

• * 名前 *

イニシエータグループの名前が表示されます。

• * タイプ *

イニシエータグループでサポートされるプロトコルのタイプを示します。サポートされるプロトコルは、
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iSCSI 、 FC / FCoE 、 Mixed （ iSCSI および FC / FCoE ）です。

• * オペレーティング・システム * ：

イニシエータグループのオペレーティングシステムを示します。

• * ポートセット *

イニシエータグループに関連付けられているポートセットが表示されます。

• * イニシエータ数 *

イニシエータグループに追加されているイニシエータの数が表示されます。

詳細領域

イニシエータグループリストの下の領域には、選択したイニシエータグループに追加されているイニシエータ
と、イニシエータグループにマッピングされている LUN に関する詳細が表示されます。

[ ポートセット ] タブ

ポートセットの作成、削除、およびそれらの設定の編集を行うことができます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

ポートセットの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ポートセットを作成し
て LUN へのアクセスを制限できます。

• * 編集 * 。

ポートセットの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ポートセットに関連付
けるネットワークインターフェイスを選択できます。

• * 削除 *

選択したポートセットを削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ポートセットのリスト

• * ポートセット名 *

ポートセットの名前が表示されます。

• * タイプ *

ポートセットでサポートされるプロトコルのタイプを示します。サポートされるプロトコルは、 iSCSI 、
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FC / FCoE 、 Mixed （ iSCSI および FC / FCoE ）です。

• * インターフェイス数 *

ポートセットに関連付けられているネットワークインターフェイスの数が表示されます。

• * イニシエータグループ数 *

ポートセットに関連付けられているイニシエータグループの数が表示されます。

詳細領域

ポートセットリストの下の領域には、選択したポートセットに関連付けられているネットワークインターフェ
イスとイニシエータグループに関する詳細が表示されます。

• 関連情報 *

LUN を作成しています

LUN を削除しています

igroup を作成しています

LUN を編集しています

igroup を編集しています

イニシエータを編集中

LUN をオンラインにしています

LUN をオフラインにしています

LUN のクローニング

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して qtree を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 qtree

を作成、編集、および削除できます。

qtree を作成する

qtree を使用すると、ボリューム内のデータを管理およびパーティショニングできます。System Manager の
qtree の作成ダイアログボックスを使用して、ストレージシステム上のボリュームに新しい qtree を追加でき
ます。

手順

1. Storage * > * Qtrees * をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、 qtree を作成する Storage Virtual Machine （ SVM ）
を選択します。
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3. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

4. Create Qtree * ダイアログボックスの * Details * タブに、 qtree の名前を入力します。

5. qtree を追加するボリュームを選択します。

ボリューム参照リストには、オンラインになっているボリュームのみが表示されます。

6. qtree の便宜的ロック（ oplock ）を無効にするには、この qtree * のファイルとディレクトリで oplock を
有効にするチェックボックスをオフにします。

デフォルトでは、 oplock は各 qtree で有効になっています。

7. デフォルトで継承されるセキュリティ形式を変更する場合は、新しいセキュリティ形式を選択します。

qtree のデフォルトのセキュリティ形式は、 qtree が含まれるボリュームのセキュリティ形式です。

8. デフォルトで継承されるエクスポートポリシーを変更する場合は、既存のエクスポートポリシーを選択す
るか、エクスポートポリシーを作成します。

qtree のデフォルトのエクスポートポリシーは、 qtree が含まれるボリュームに割り当てられているエク
スポートポリシーです。

9. ディスクスペースの使用を制限する場合は、 [Quotas] タブをクリックします。

a. qtree にクォータを適用する場合は、 * qtree quota * をクリックし、ディスクスペース制限を指定しま
す。

b. qtree 上のすべてのユーザにクォータを適用する場合は、 * User quota * をクリックし、ディスクスペ
ースリミットを指定します。

10. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

11. Qtrees * ウィンドウで、作成した qtree が qtree のリストに含まれていることを確認します。

qtree を削除します

System Manager で qtree を削除し、ボリューム内で qtree が使用しているディスクスペースを再利用するこ
とができます。qtree を削除すると、その qtree に適用されているすべてのクォータが ONTAP によって適用
されなくなります。

作業を開始する前に

• qtree のステータスは正常である必要があります。

• LUN を含む qtree に対しては実行できません。

手順

1. Storage * > * Qtrees * をクリックします。

2. Qtrees * ウィンドウで、削除する qtree を 1 つ以上選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

4. Qtrees * ウィンドウで、削除した qtree が qtree のリストに含まれていないことを確認します。
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qtree を編集します

System Manager を使用して、セキュリティ形式、便宜的ロック（ oplock ）の有効化と無効化、新規または
既存のエクスポートポリシーの割り当てなど、 qtree のプロパティを変更できます。

手順

1. Storage * > * Qtrees * をクリックします。

2. 編集する qtree を選択し、 * Edit * をクリックします。

3. Edit Qtree * ダイアログボックスで、必要に応じて次のプロパティを編集します。

◦ oplock

◦ セキュリティ形式

◦ エクスポートポリシー

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

5. Qtrees * ウィンドウで、選択した qtree に加えた変更を確認します。

qtree へのエクスポートポリシーの割り当て

ボリューム全体をエクスポートする代わりに、ボリュームの特定の qtree をエクスポートしてクライアントか
ら直接アクセスできるようにすることができます。System Manager を使用すると、 qtree にエクスポートポ
リシーを割り当てて qtree をエクスポートできます。Qtrees window では、 1 つ以上の qtree にエクスポート
ポリシーを割り当てることができます。

手順

1. Storage * > * Qtrees * をクリックします。

2. SVM フィールドのドロップダウンメニューから、エクスポートする qtree を配置する Storage Virtual

Machine （ SVM ）を選択します。

3. エクスポートポリシーを割り当てる qtree を 1 つ以上選択し、 * エクスポートポリシーの変更 * をクリッ
クします。

4. エクスポートポリシー * ダイアログボックスで、エクスポートポリシーを作成するか、既存のエクスポー
トポリシーを選択します。

"エクスポートポリシーを作成しています"

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

6. qtree に割り当てたエクスポートポリシーとそれに関連するエクスポートルールが、該当する qtree の「 *

Details * 」タブに表示されていることを確認します。

qtree 情報を表示します

System Manager の qtree ウィンドウを使用して、 qtree を含むボリューム、 qtree 名、セキュリティ形式、
および qtree のステータス、および oplock のステータスを表示できます。

手順

1. Storage * > * Qtrees * をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、情報を表示する qtree が含まれている Storage Virtual

Machine （ SVM ）を選択します。
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3. 表示された qtree のリストから qtree を選択します。

4. Qtrees * ウィンドウで qtree の詳細を確認します。

qtree のオプション

qtree とは、論理的に定義されたファイルシステムで、 FlexVol ボリューム内のルートディレクトリに特別な
サブディレクトリとして作成できます。qtree は、ボリューム内のデータの管理やパーティショニングに使用
できます。

ボリュームを含む FlexVol に qtree を作成した場合、 qtree はディレクトリとして表示されます。そのため、
ボリュームを削除する際に誤って qtree を削除しないように注意する必要があります。

qtree の作成時に指定できるオプションは次のとおりです。

• qtree の名前

• qtree を配置するボリューム

• oplock

デフォルトでは、 qtree の oplock は有効になっています。ストレージシステム全体の oplock を無効にす
ると、個々の qtree で oplock を有効にしても、 oplock は設定されません。

• セキュリティ形式

セキュリティ形式には、 UNIX 、 NTFS 、 Mixed （ UNIX および NTFS ）のいずれかを指定できます。
デフォルトでは、 qtree のセキュリティ形式は、選択したボリュームのセキュリティ形式と同じになりま
す。

• エクスポートポリシー

新しいエクスポートポリシーを作成するか、既存のポリシーを選択できます。デフォルトでは、 qtree の
エクスポートポリシーは、選択したボリュームのものと同じになります。

• qtree とユーザクォータのスペース使用制限

Qtrees window

Qtrees window では、 qtree に関する情報を作成、表示、および管理できます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

qtree の作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、新しい qtree を作成できま
す。

• * 編集 * 。

qtree の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、セキュリティ形式を変更した
り、 qtree 上の oplock （便宜的ロック）を有効または無効にしたりできます。

• * エクスポートポリシーの変更 *
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エクスポートポリシーダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、新規または既存のエ
クスポートポリシーに 1 つ以上の qtree を割り当てることができます。

• * 削除 *

選択した qtree を削除します。

このボタンは、選択した qtree のステータスが正常な場合にのみ有効になります。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

qtree のリスト

qtree のリストには、 qtree が属するボリュームと qtree の名前が表示されます。

• * 名前 *

qtree の名前が表示されます。

• * 音量 *

qtree が属するボリュームの名前が表示されます。

• * セキュリティ形式 *

qtree のセキュリティ形式を示します。

• * ステータス *

qtree の現在のステータスを示します。

• * oplocks *

qtree に対して oplock の設定が有効になっているか無効になっているかを示します。

• * エクスポートポリシー *

qtree が割り当てられているエクスポートポリシーの名前が表示されます。

詳細領域

• * 詳細タブ *

選択した qtree に関する詳細情報が表示されます。これには、 qtree が含まれているボリュームのマウン
トパス、エクスポートポリシーの詳細、エクスポートポリシールールなどの情報が含まれます。

• 関連情報 *

"ONTAP の概念"
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"論理ストレージ管理"

"NFS の管理"

"SMB / CIFS の管理"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してクォータを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、クォ
ータを作成、編集、および削除できます。

クォータを作成する

クォータを使用すると、ユーザ、グループ、または qtree によって使用されるディスクスペースやファイル数
を制限したり、追跡したりできます。System Manager のクォータの追加ウィザードを使用して、クォータを
作成し、そのクォータを特定のボリュームまたは qtree に適用できます。

このタスクについて

System Manager を使用する場合、クォータで所有できるファイル数のハードリミットとソフトリミットに指
定できる最小値は 1000 です。1000 未満の値を指定する場合は、 CLI を使用してください。

手順

1. [* ストレージ > クォータ ] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、クォータを作成する Storage Virtual Machine （ SVM

）を選択します。

3. ユーザー定義のクォータ * （ User Defined Quotas * ）タブで、 * 作成 * （ Create * ）をクリックしま
す。

クォータの作成ウィザードが表示されます。

4. ウィザードの指示に従って、情報を入力または選択します。

5. 詳細を確認し、 [* 終了 ] をクリックしてウィザードを完了します。

次に何をするか

ローカルのユーザ名または RID を使用してユーザクォータを作成できます。ユーザ名またはグループ名を使
用してユーザ・クォータまたはグループ・クォータを作成する場合は '/etc/passwd ファイルおよび /etc/group

ファイルをそれぞれ更新する必要があります

クォータを削除します

ユーザやユーザのストレージ要件および制限が変更になった場合は、 System Manager を使用して 1 つ以上
のクォータを削除できます。

手順

1. [* ストレージ > クォータ ] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、削除するクォータが配置されている Storage Virtual

Machine （ SVM ）を選択します。

298

https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/volumes/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/nfs-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/nfs-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/nfs-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/nfs-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/nfs-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/nfs-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/nfs-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/smb-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/smb-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/smb-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/smb-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/smb-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/smb-admin/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/ontap/smb-admin/index.html


3. 削除するクォータを 1 つ以上選択し、 * 削除 * をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

クォータ制限を編集します

System Manager を使用して、ディスクスペースのしきい値、クォータターゲットで使用できるディスクスペ
ースの容量のハードリミットとソフトリミット、およびクォータターゲットで所有できるファイル数のハード
リミットとソフトリミットを編集できます。

手順

1. [* ストレージ > クォータ ] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、編集するクォータが含まれている Storage Virtual

Machine （ SVM ）を選択します。

3. 編集するクォータを選択し、 * 制限の編集 * をクリックします。

4. [ 制限の編集 *] ダイアログボックスで、必要に応じてクォータの設定を編集します。

クォータで所有できるファイル数のハードリミットとソフトリミットに指定できる最小値は 100 で
す。100 未満の値を指定する場合は、 CLI を使用してください。

5. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

6. [ ユーザー定義クォータ ] タブで、選択したクォータに加えた変更を確認します。

クォータをアクティブ化または非アクティブ化します

System Manager を使用して、ストレージシステム上の選択した 1 つ以上のボリュームでクォータをアクティ
ブ化または非アクティブ化できます。ユーザやユーザのストレージ要件および制限が変更になった場合に、ク
ォータをアクティブ化または非アクティブ化できます。

手順

1. [* ストレージ > クォータ ] をクリックします。

2. SVM フィールドのドロップダウンメニューから、アクティブ化または非アクティブ化するクォータが配
置されている Storage Virtual Machine （ SVM ）を選択します。

3. [* Quota Status on Volumes] タブで、クォータをアクティブ化または非アクティブ化する 1 つ以上のボリ
ュームを選択します。

4. 必要に応じて、 [ 活動化（ Activate ） ] または [ * 非活動化（ * Deactivate ） ] をクリック

5. クォータを非アクティブ化する場合は、確認のチェックボックスをオンにし、 * OK * をクリックします。

6. ボリュームのクォータステータスを * Status * 列で確認します。

クォータのサイズを変更

System Manager のクォータのサイズ変更ダイアログボックスを使用して、指定したボリューム内のアクティ
ブなクォータを調整し、クォータに対する変更を反映させることができます。

作業を開始する前に

クォータのサイズを変更するボリュームで、クォータが有効になっている必要があります。
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手順

1. [* ストレージ > クォータ ] をクリックします。

2. [* Quotas* （クォータ） ] ウィンドウの [* Quota Status on Volumes] （ボリュームのクォータステータス
）タブで、クォータのサイズを変更する 1 つ以上のボリュームを選択します。

3. [ * サイズ変更 * ] をクリックします。

クォータ情報を表示します

System Manager のクォータウィンドウを使用して、クォータが適用されているボリュームと qtree 、クォー
タのタイプ、クォータが適用されているユーザまたはグループ、スペースおよびファイルの使用量など、クォ
ータの詳細を表示できます。

手順

1. [* ストレージ > クォータ ] をクリックします。

2. SVM * フィールドのドロップダウンメニューから、情報を表示するクォータが存在する Storage Virtual

Machine （ SVM ）を選択します。

3. 適切な操作を実行します。

状況 作業

作成したすべてのクォータの詳細を表示する ユーザー定義クォータ * タブをクリックします。

現在アクティブなクォータの詳細を表示する [* クォータレポート *] タブをクリックします。

4. 表示されているクォータのリストから、情報を表示するクォータを選択します。

5. クォータの詳細を確認します。

クォータのタイプ

クォータは、適用先のターゲットに基づいて分類できます。

適用先のターゲットに基づくクォータのタイプを次に示します。

• * ユーザークォータ *

ターゲットはユーザです。

ユーザは、 UNIX ユーザ名、 UNIX UID 、 Windows SID 、 UID がユーザに一致するファイルまたはディ
レクトリ、 Windows 2000 より前の形式の Windows ユーザ名、およびユーザの SID 所有の ACL が設定
されたファイルまたはディレクトリによって表すことができます。このクォータはボリュームまたは
qtree に適用できます。

• * グループクォータ *

ターゲットはグループです。

グループは、 UNIX グループ名、 GID 、または GID がグループに一致するファイルまたはディレクトリ
で表されます。ONTAP では、 Windows ID に基づいてグループクォータを適用しません。クォータはボ
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リュームまたは qtree に適用できます。

• * qtree クォータ *

ターゲットは qtree であり、 qtree へのパス名によって指定されます。

ターゲット qtree のサイズを決定できます。

• * デフォルトクォータ *

ターゲットごとに個別のクォータを作成することなく、大量のクォータターゲットにクォータ制限を自動
的に適用します。

デフォルトクォータは、 3 種類のクォータターゲット（ユーザ、グループ、および qtree ）のすべてに適
用できます。クォータのタイプは type フィールドの値によって決まります

クォータ制限

クォータタイプごとにディスクスペース制限を適用するか、ファイル数を制限できます。クォータの制限を指
定しない場合、何も適用されません。

クォータには、ソフトクォータとハードクォータがあります。ソフトクォータ原因 Data ONTAP では、指定
された制限を超過すると通知が送信されますが、ハードクォータでは、指定された制限を超過すると書き込み
処理が失敗します。

ハードクォータを設定すると、システムリソースにハードリミットが適用されます。実行することで制限値を
超えてしまう処理は、すべて失敗します。以下の設定でハードクォータを作成します。

• ディスク制限パラメータ

• ファイル制限パラメータ

ソフトクォータを設定すると、リソース使用量が特定のレベルに達したときに警告メッセージが送信されます
が、データアクセス処理には影響しません。そのため、クォータを超過する前に適切な処理を実行できます。
ソフトクォータは以下の設定で構成されます。

• ディスク制限しきい値パラメータ

• ディスクのソフトリミットパラメータ

• ファイルのソフトリミットパラメータ

しきい値クォータとソフトディスククォータを使用すると、管理者はクォータについての通知を複数受け取る
ことができます。通常、書き込みが失敗し始める前にしきい値によって「最終警告」が通知されるようにする
ため、管理者はディスク制限のしきい値をディスク制限よりもわずかに小さい値に設定します。

• * ディスク容量のハードリミット *

ハードクォータに適用されるディスクスペース制限。

• * ディスク容量のソフトリミット *

ソフトクォータに適用されるディスクスペース制限。
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• * しきい値制限 *

しきい値クォータに適用されるディスクスペース制限。

• * ファイルのハードリミット *

ハードクォータの最大ファイル数。

• * ファイルソフトリミット *

ソフトクォータの最大ファイル数。

クォータ管理

System Manager には、クォータを作成、編集、または削除するいくつかの機能が用意されています。ユーザ
クォータ、グループクォータ、またはツリークォータを作成し、ディスクレベルおよびファイルレベルでクォ
ータ制限を指定できます。すべてのクォータは、ボリューム単位で設定されます。

クォータの作成後、次のタスクを実行できます。

• クォータを有効または無効にします

• クォータのサイズを変更

クォータウィンドウ

クォータウィンドウを使用して、クォータに関する情報を作成、表示、および管理できます。

タブ

• * ユーザー定義クォータ *

ユーザー定義クォータ * タブを使用して、作成したクォータの詳細を表示したり、クォータを作成、編
集、または削除することができます。

• * クォータレポート *

クォータレポートタブを使用して、スペースとファイルの使用状況を表示したり、アクティブなクォータ
のスペースとファイルの制限を編集したりできます。

• * ボリュームのクォータステータス *

ボリュームのクォータステータスタブを使用して、クォータのステータスを表示したり、クォータのオン
/ オフを切り替えたり、クォータのサイズを変更したりできます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

クォータの作成ウィザードを開きます。このウィザードで、クォータを作成できます。

• * 制限の編集 *
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制限の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択したクォータの設定を編集
できます。

• * 削除 *

選択したクォータをクォータのリストから削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ユーザ定義のクォータのリスト

クォータのリストには、各クォータの名前とストレージの情報が表示されます。

• * 音量 *

クォータが適用されるボリュームを示します。

• * qtree *

クォータに関連付けられている qtree を示します。「すべての qtree 」は、クォータがすべての qtree に
関連付けられていることを示します。

• * タイプ *

クォータのタイプがユーザ、グループ、またはツリーのいずれであるかを示します。

• * ユーザー / グループ *

クォータに関連付けられているユーザまたはグループを示します。「 all users 」は、クォータがすべての
ユーザに関連付けられていることを示します。「すべてのグループ」は、そのクォータがすべてのグルー
プに関連付けられていることを示します。

• * クォータターゲット *

クォータの割り当て先のターゲットのタイプを示します。qtree 、ユーザ、またはグループです。

• * スペースのハードリミット *

ハードクォータに適用されるディスクスペース制限を示します。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

• * スペースソフトリミット *

ソフトクォータに適用されるディスクスペース制限を示します。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

• * しきい値 *

しきい値クォータに適用されるディスクスペース制限を示します。
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このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

• * ファイルハードリミット *

ハードクォータの最大ファイル数を示します。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

• * ファイルソフトリミット *

ソフトクォータの最大ファイル数を指定します。

このフィールドはデフォルトでは非表示になっています。

詳細領域

クォータのリストの下の領域には、クォータの詳細が表示されます。これには、クォータエラー、スペースの
使用量と制限、ファイルの使用量と制限などの情報が含まれます。

• 関連情報 *

"論理ストレージ管理"

System Manager - ONTAP 9.7 以前で CIFS プロトコルを設定します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 CIFS

サーバを有効にして、 CIFS クライアントがクラスタ上のファイルにアクセスできるよ
うに設定することができます。

CIFS をセットアップする

System Manager を使用して、 CIFS サーバを有効にして、 CIFS クライアントがクラスタ内のファイルにア
クセスできるようにすることができます。

作業を開始する前に

• ストレージシステムに CIFS のライセンスがインストールされている必要があります。

• Active Directory ドメインで CIFS を設定する場合には、次の要件を満たす必要があります。

◦ DNS が有効になっていて、正しく設定されていること。

◦ ストレージシステムが、完全修飾ドメイン名（ FQDN ）を使用してドメインコントローラと通信でき
る

◦ クラスタとドメインコントローラ間の時間差（クロックスキュー）が 5 分以内である必要がありま
す。

• Storage Virtual Machine （ SVM ）に設定されているプロトコルが CIFS のみの場合は、次の要件を満た
す必要があります。

◦ ルートボリュームのセキュリティ形式は NTFS である必要があります。

System Manager では、デフォルトでセキュリティ形式が UNIX に設定されます。
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◦ CIFS プロトコルの場合 ' スーパーユーザー・アクセスは 'any' に設定する必要があります

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* 構成 ] タブで、 [ セットアップ *] をクリックします。

4. [* CIFS Server Setup*] ダイアログ・ボックスの [*General] タブで 'NetBIOS 名と Active Directory ドメイ
ンの詳細を指定します

5. [* オプション * ] タブをクリックして、次の操作を実行します。

◦ SMB 設定領域で、必要に応じて SMB 署名チェックボックスと SMB 暗号化チェックボックスを選択
または選択解除します。

◦ デフォルトの UNIX ユーザを指定します。

◦ [WINS Servers] 領域で、必要な IP アドレスを追加します。

6. [ セットアップ ] をクリックします。

CIFS の一般プロパティを編集します

System Manager を使用して、デフォルトの UNIX ユーザや Windows ユーザなど、 CIFS の一般プロパティ
を変更できます。CIFS サーバの SMB 署名を有効または無効にすることもできます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [ * 環境設定 * ] タブで、 [ * オプション * ] をクリックします。

4. CIFS オプション * ダイアログボックスで、必要に応じて次の CIFS サーバプロパティを変更します。

◦ UNIX ユーザ

◦ Windows ユーザ

◦ IP アドレス

◦ SMB 署名を有効または無効にします

SMB 署名を有効にすると、データの侵害防止に役立ちます。ただし、ネットワークトラフィックは同
じですが、クライアントとサーバの両方で CPU 使用率の増加という形でパフォーマンスの低下が発生
する場合があります。リプレイアタックに対する保護を必要としない Windows クライアントについて
は、 SMB 署名を無効にすることができます。

Windows クライアントでの SMB 署名の無効化については、 Microsoft Windows のマニュアルを参照して
ください。

◦ SMB 3.0 暗号化を有効または無効にします

SMB 3.0 セッションとトランスポート接続の間で複数のチャネルを確立するには、 SMB マルチチャ
ネルを有効にする必要があります。
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5. [ 保存（ Save ） ] または [ 保存して閉じる（ Save and Close ） ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

CIFS 共有を作成する

CIFS ウィンドウ

ボリュームプロパティを編集しています

エクスポートポリシールールの変更

"SMB / CIFS の管理"

ホームディレクトリパスの管理 - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、スト
レージシステムがユーザの CIFS ホームディレクトリの場所を解決するために使用する
パスを 1 つ以上指定できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [ 構成 *] タブの [ ホームディレクトリ *] 領域で、 [ 管理 *] をクリックします。

4. [ ホーム・ディレクトリの管理 * ] ダイアログ・ボックスで ' ストレージ・システムがユーザーの CIFS ホ
ーム・ディレクトリの検索に使用するパスを指定します

5. [ * 追加 ] をクリックし、 [ * 保存して閉じる * ] をクリックします。

ホームディレクトリパスを削除します

ストレージシステムで、ホームディレクトリパスを使用してユーザの CIFS ホームディレクトリの場所が解決
されないようにするには、 System Manager でそのホームディレクトリパスを削除します。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [ 構成 *] タブの [ ホームディレクトリ *] 領域で、 [ 管理 *] をクリックします。

4. [ ホームディレクトリの管理 *] ダイアログボックスで、削除するホームディレクトリパスを選択し、 [ 削
除 *] をクリックします。

5. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 CIFS ドメインコントローラをリセットします

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、指定
したドメインのドメインコントローラへの CIFS 接続をリセットできます。ドメインコ
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ントローラ情報をリセットしないと、原因が接続エラーを発生させる可能性があります
。

このタスクについて

優先ドメインコントローラのリストにドメインを追加したり、リストからドメインを削除したりした場合は、
ストレージシステムの使用可能なドメインコントローラの検出情報を更新する必要があります。ONTAP で
は、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して、ストレージシステムの使用可能なドメインコン
トローラの検出情報を更新できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [ * ドメイン * ] タブで、 [ * リセット * ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

CIFS ウィンドウ

ONTAP 9.7 以前の System Manager を使用して、 CIFS グループポリシーの設定を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）の CIFS ウィンド
ウを使用して、グループポリシーを更新および管理できます。

CIFS グループポリシー設定を更新する

CLI を使用してポリシー設定を変更した場合は、変更後にグループポリシーを更新する必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* ドメイン *] タブをクリックします。

4. [* グループポリシー ] 領域で、更新するグループポリシー設定を選択し、 [*Update] をクリックします。

CIFS のグループポリシー設定を有効または無効にします

CIFS のグループポリシー設定は、 System Manager の CIFS ウィンドウで有効または無効にできます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* ドメイン *] タブをクリックします。

4. [* グループポリシー ] 領域で、有効または無効にするグループポリシー設定を選択し、必要に応じて
[*Enable] または [Disable] をクリックします。

CIFS グループポリシーをリロードします

CIFS グループポリシーのステータスが変更になった場合は、ポリシーをリロードする必要がありま
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す。System Manager の CIFS ウィンドウを使用して、グループポリシーをリロードできます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* ドメイン *] タブをクリックします。

4. [* グループポリシー ] 領域で、リロードするグループポリシー設定を選択し、 [*Reload] をクリックしま
す。

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して BranchCache を設定します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 CIFS

対応の Storage Virtual Machine （ SVM ）で BranchCache を設定し、要求元のクライア
ントのローカルコンピュータにコンテンツをキャッシュすることができます。

作業を開始する前に

• CIFS のライセンスが有効になっていて、 CIFS サーバが設定されている必要があります。

• BranchCache バージョン 1 の場合、 SMB 2.1 以降が有効になっている必要があります。

• BranchCache バージョン 2 の場合、 SMB 3.0 が有効になっていて、リモートの Windows クライアント
で BranchCache 2 がサポートされている必要があります。

このタスクについて

• BranchCache は SVM で設定できます。

• CIFS サーバ上のすべての SMB 共有に格納されたすべてのコンテンツに対してキャッシュサービスを提供
する場合は、すべての共有の BranchCache 設定を作成できます。

• CIFS サーバ上の選択した SMB 共有に格納されたコンテンツに対してキャッシュサービスを提供する場合
は、共有ごとの BranchCache 設定を作成できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Branch] タブで、 [SetUp] をクリックします。

4. [* BranchCache セットアップ * ] ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

a. ハッシュストアのパスを指定します。

ハッシュデータを格納する既存のディレクトリのパスを指定できます。デスティネーションパスは読
み取り / 書き込み可能である必要があります。Snapshot ディレクトリなどの読み取り専用パスは指定
できません。

b. ハッシュデータストアの最大サイズ（ KB 、 MB 、 GB 、 TB 、または PB ）を指定します。

ハッシュデータがこの値を超えると、古いハッシュが削除されて新しいハッシュを格納するスペース
が確保されます。ハッシュストアのデフォルトサイズは 1GB です。

c. BranchCache 設定の動作モードを指定します。
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デフォルトの動作モードは「すべての共有」に設定されています。

d. クライアントが BranchCache サーバを偽装できないようにするためのサーバキーを指定できます。

サーバキーを特定の値に設定すると、複数のサーバが同じファイルの BranchCache データを提供して
いる場合に、クライアントがその同じサーバキーを使用してサーバのハッシュを使用できるようにな
ります。サーバキーにスペースを含める場合は、サーバキーを引用符で囲む必要があります。

e. 必要な BranchCache のバージョンを選択します。

デフォルトでは、クライアントでサポートされるすべてのバージョンが選択されます。

5. [ セットアップ ] をクリックします。

BranchCache 設定を変更します

System Manager の CIFS ウィンドウを使用して、 CIFS 対応の Storage Virtual Machine （ SVM ）に対して
設定されている BranchCache 設定を変更することができます。ハッシュストアのパス、ハッシュストアのサ
イズ、動作モード、およびサポートする BranchCache のバージョンを変更できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Branch] タブで、 [Edit] をクリックします。

4. [* BranchCache 設定の変更 * ] ダイアログボックスで、必要な情報を変更します。

◦ ハッシュストアパス

ハッシュストアのパスを変更する際、前のハッシュストアのキャッシュ済みハッシュデータを保持す
ることもできます。

◦ ハッシュストアサイズ

◦ 動作モード

◦ BranchCache バージョン

5. * 変更 * をクリックします。

BranchCache 設定を削除します

BranchCache 用に設定された Storage Virtual Machine （ SVM ）でキャッシュサービスを提供する必要がな
くなった場合、 System Manager を使用して BranchCache 設定を削除できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Branch] タブで、 [Delete] をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

ハッシュストアから既存のハッシュを削除することもできます。
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System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、優先ドメインコントローラを管理します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、優先ド
メインコントローラを管理できます。

優先ドメインコントローラを追加する

System Manager では、 DNS を介してドメインコントローラが自動的に検出されます。必要に応じて、特定
のドメインに対する優先ドメインコントローラのリストにドメインコントローラを追加することができます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* ドメイン ] タブで、 [ 優先ドメインコントローラー * ] 領域の [* 追加 ] をクリックします。

4. 追加するドメインコントローラの完全修飾ドメイン名（ FQDN ）および IP アドレスを入力します。

ドメインコントローラの IP アドレスをカンマで区切って入力することで複数のドメインコントローラを
追加できます。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

6. 追加したドメインコントローラが優先ドメインコントローラのリストに表示されていることを確認しま
す。

優先ドメインコントローラを編集する

System Manager を使用して、特定のドメインに対して設定されている優先ドメインコントローラの IP アド
レスを変更することができます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Domain] タブの [* Preferred Domain Controllers] 領域で、編集するドメインコントローラをダブルクリッ
クします。

4. ドメインコントローラの IP アドレスを変更し、 * 保存 * をクリックします。

優先ドメインコントローラを削除する

System Manager を使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）が関連付けられている優先ドメインコント
ローラを削除することができます。これは、特定のドメインコントローラが不要になった場合に実行できま
す。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [ * ドメイン * ] タブで、 [ * 優先ドメインコントローラー * ] 領域から削除するドメインを選択し、 [ * 削除
* ] をクリックします。
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4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 CIFS ドメインの情報を表示します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、スト
レージシステムに接続されているドメインコントローラとサーバに関する情報を表示で
きます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* ドメイン *] タブをクリックします。

4. 接続されているドメインコントローラとサーバに関する情報を確認します。

System Manager の CIFS ウィンドウ - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System ManagerのCIFSウィンドウ（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用し
て、CIFSサーバの設定、ドメインコントローラの管理、UNIXシンボリックマッピング
の管理、およびBranchCacheの設定を行うことができます。

[ 構成 ] タブ

Configuration タブでは、 CIFS サーバを作成および管理できます。

• * サーバ *

CIFS サーバのステータス、サーバの名前、認証モード、 Active Directory ドメインの名前、および SMB

マルチチャネルのステータスを示します。

• * ホームディレクトリ *

ホームディレクトリのパス、および PC のユーザ名とホームディレクトリのマップ方法を決定する形式を
示します。

• * コマンドボタン *

◦ セットアップ（ Setup ）

CIFS セットアップウィザードを開きます。このウィザードで、 Storage Virtual Machine （ SVM ）の
CIFS を設定できます。

◦ オプション（ Options ）

CIFS Options dialog box を開きます。このダイアログボックスで、 SMB 3.0 署名の有効化と無効化、
SMB 3.0 暗号化の有効化と無効化、および Windows Internet Name Service （ WINS ）サーバの追加
を行うことができます。

SMB 署名は、 CIFS サーバとクライアント間のネットワークトラフィックを侵害から保護します。
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◦ 削除

CIFS サーバを削除できます。

◦ 更新

ウィンドウ内の情報を更新します。

[ ドメイン ] タブ

ドメインタブでは、 CIFS ドメインコントローラの表示とリセット、優先ドメインコントローラの追加と削除
を行うことができます。このタブを使用して、 CIFS グループポリシーの設定も管理できます。

• * サーバ *

CIFS 対応の SVM の検出された認証サーバと優先ドメインコントローラに関する情報が表示されます。

検出された情報のリセット、優先ドメインコントローラの追加、ドメインコントローラの削除、ドメイン
コントローラのリストの更新も可能です。

• * グループポリシー *

CIFS サーバのグループポリシーの設定を表示、有効化、無効化できます。グループポリシーのステータ
スが変更になった場合にリロードすることもできます。

[symlinks] タブをクリック

symlinks タブでは、 CIFS ユーザに対する UNIX シンボリックリンクのマッピングを管理できます。

• * パスマッピング *

CIFS のシンボリックリンクマッピングのリストが表示されます。

• * コマンドボタン *

◦ 作成

Create New symlink Path Mappings ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、
UNIX シンボリックリンクマッピングを作成できます。

◦ 編集

シンボリックリンクパスマッピングの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックス
で、 CIFS 共有およびパスを変更できます。

◦ 削除

シンボリックリンクのマッピングを削除できます。

◦ 更新

ウィンドウ内の情報を更新します。
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[Branch] タブ

BranchCache タブでは、 CIFS 対応の SVM の BranchCache の設定と管理を行うことができます。

BranchCache サービスのステータス、ハッシュストアのパス、ハッシュストアのサイズのほか、
BranchCache の動作モード、サーバキー、バージョンなどを確認できます。

• * コマンドボタン *

◦ セットアップ（ Setup ）

BranchCache のセットアップダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 CIFS サ
ーバの BranchCache を設定できます。

◦ 編集

BranchCache 設定の変更ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 BranchCache

設定のプロパティを変更できます。

◦ 削除

BranchCache 設定を削除できます。

◦ 更新

ウィンドウ内の情報を更新します。

• 関連情報 *

CIFS をセットアップしています

CIFS の一般プロパティの編集

ホームディレクトリパスを追加しています

ホームディレクトリパスを削除しています

CIFS ドメインコントローラをリセットしています

System Manager - ONTAP 9.7 以前で NFS プロトコルを設定します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 SVM

上のデータにアクセスする NFS クライアントを認証できます。

NFS の設定を編集します

System Manager を使用して、 NFS 設定を編集できます。たとえば、 NFSv3 、 NFSv4 、および NFSv4.1 を
有効または無効にしたり、 NFSv4 クライアントに対して読み取り委譲および書き込み委譲を有効または無効
にしたり、 NFSv4 ACL を有効にしたりすることができます。また、デフォルトの Windows ユーザを編集す
ることもできます。

手順
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1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Protocols ] ペインで、 [NFS] をクリックします。

4. NFS ウィンドウで、 * Edit * をクリックします。

5. NFS 設定の編集 * ダイアログボックスで、必要な変更を行います。

6. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

NFS ウィンドウ

NFS ウィンドウを使用して、 NFS 設定を表示および設定できます。

• * サーバーステータス *

NFS サービスのステータスが表示されます。このサービスは、 Storage Virtual Machine （ SVM ）で
NFS プロトコルが設定されている場合に有効になります。

Data ONTAP 8.1.x を実行する NFS 対応のストレージシステムから ONTAP 8.3 以降にアッ
プグレードした場合、 ONTAP 8.3 以降で NFS サービスが有効になります。ただし、
NFSv2 のサポートは廃止されたため、 NFSv3 または NFSv4 のサポートを有効にする必要
があります。

コマンドボタン

• * 有効 *

NFS サービスを有効にします。

• * 無効 *

NFS サービスを無効にします。

• * 編集 * 。

NFS 設定の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 NFS 設定を編集できま
す。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

• 関連情報 *

"NFS の管理"

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用して NVMe をセットアップします

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、SVM

にNVMeプロトコルを設定できます。SVM で NVMe プロトコルを有効にすると、ネーム
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スペースをプロビジョニングしてホストとサブシステムに割り当てることができます。

ONTAP 9.5 以降では、 NVMe プロトコルを使用する HA ペアの各ノードに対して、少なくとも 1 つの NVMe

LIF を設定する必要があります。定義できる NVMe LIF の数はノードごとに 2 つまでです。NVMe LIF は、
System Manager を使用して SVM の設定を作成または編集するときに設定します。

次の図は、 NVMe を設定するためのワークフローを示しています。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して NVMe ネームスペースを作成します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 1 つ
以上の NVMe ネームスペースを作成し、各ネームスペースを Storage Virtual Machine （
SVM ）内のホストまたはホストセットに接続できます。NVMe ネームスペースは、論理
ブロックにフォーマット可能な大容量のメモリです。各ネームスペースを 1 つの NVMe

サブシステムにマッピングできます。

作業を開始する前に

SVM に NVMe プロトコルを設定しておく必要があります。ネームスペースをマッピングするには、ネームス
ペースを所有するノードに NVMe をデータプロトコルとする LIF が少なくとも 1 つ存在している必要があり
ます。

手順

1. Storage * > * NVMe * > * NVMe * 名前空間 * をクリックします。

2. ネームスペースを配置する SVM を選択します。

3. HA ペアの各ノードに対して少なくとも 1 つの NVMe LIF が設定されていることを確認します。作成でき
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る NVMe LIF の数はノードごとに 2 つまでです。

4. ネームスペースのサイズ（ 1MB~16TB ）を設定します。

5. ブロックサイズを入力します。

System Manager 9.5 では、ブロックサイズはデフォルトで 4KB に設定され、このフィールドは表示され
ません。

System Manager 9.6 では、 4KB または 512 バイトのいずれかのブロックサイズを指定できます。

6. 既存のボリュームを選択するか、アグリゲートを選択して新しいボリュームを作成します。

SVM 内にネームスペース（最大 250 個）を追加する場合は、 + 記号をクリックします。

7. このネームスペースに関連付ける NVMe サブシステムを選択します。

次のオプションから選択できます。

◦ なし：サブシステムはマッピングされません。

◦ 既存のサブシステムを使用する：選択した SVM に対応するサブシステムが表示されます。

◦ 新しいサブシステムを作成する：新しいサブシステムを作成し、新しいネームスペースすべてにマッ
ピングします。

8. ホストオペレーティングシステムを選択します。

9. [Submit （送信） ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

NVMe ネームスペースウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7以前を使用して、NVMeネームスペースを編集します

ONTAP システムマネージャクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、ネ
ームスペースがマッピングされているサブシステムを変更することでネームスペースを
編集できます。

このタスクについて

このウィンドウで変更できるのはNVMeサブシステムの設定だけです。ネームスペースのその他の詳細情報は
編集できません。

手順

1. [* nvme * >] > [* nvme Namespaces * ] をクリックします。

2. * NVMe ネームスペースウィンドウ * で、編集するネームスペースを選択します。

3. サブシステムのオプションを選択します。

◦ なし：このオプションを選択すると、このネームスペースに対する既存のサブシステムのマッピング
のみが解除されます。選択したネームスペースにサブシステムがマッピングされていない場合は、こ
のオプションが自動的に選択されます。

◦ 既存のサブシステムを使用する：サブシステムがネームスペースにマッピングされている場合は、こ
のオプションが自動的に選択されます。別のサブシステムを選択すると、マッピング済みのサブシス
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テムのマッピングが解除されて新しいサブシステムがマッピングされます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 NVMe ネームスペースのクローンを作成します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用すると、ネ
ームスペースをクローニングすることで同じ設定のネームスペースを簡単に作成できま
す。クローニングしたネームスペースは、別のホスト NQN にマッピングできます。

作業を開始する前に

ネームスペースをクローニングするには、 FlexClone ライセンスが必要です。

このタスクについて

選択したホストマッピングでネームスペースをクローニングし、別のサブシステムに関連付けることができま
す。

手順

1. [* nvme * >] > [* nvme Namespaces * ] をクリックします。

2. NVMe ネームスペースウィンドウで、クローニングするネームスペースを選択します。

3. クローニングしたネームスペースは特定の名前を必要とする場合に名前を変更できますが、必須ではあり
ません。

ダイアログには、クローニングするネームスペースのデフォルト名が表示されます。

4. クローニングしたネームスペースのサブシステムマッピングを変更します。

5. [OK] をクリックします。

オンラインのマッピングされたネームスペースが同じ SVM 内でクローニングされて、別の名前が付けら
れます。ホストマッピングはクローニングされません。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して NVMe サービスを開始および停止します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、NVMe

サービスを開始してアダプタをオンラインにすることができます。NVMe サービスを使
用すると、ネームスペースで使用する NVMe アダプタを管理できます。NVMe サービス
を停止すると、 NVMe アダプタがオフラインになり、ネームスペースにアクセスできな
くなります。

作業を開始する前に

NVMe サービスを開始するには、 NVMe 対応アダプタが必要です。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM settings * をクリックします。

3. [Protocols （プロトコル * ） ] メニューで [* nvme （ NVMe * ） ] をクリックします。

4. 必要に応じて、 [* サービスの開始 ] または [* サービスの停止 ] をクリックします。
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ONTAP 9.7 以前の System Manager で NVMe サブシステムを管理します

ONTAP システムマネージャクラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
NVMe サブシステムを作成および管理できます。SVM 内の異なるホストやネームスペー
スに NVMe サブシステムを関連付けることができます。また、 SVM ごとに複数の
NVMe サブシステムをサポートできます。ただし、 NVMe サブシステムを複数の SVM

で使用するように設定することはできません。

NVMe サブシステムを作成する

System Manager を使用して、 NVMe サブシステムを作成できます。

手順

1. [* NVMe subsystems] ウィンドウで [* Create] をクリックします。

2. NVMe サブシステムにエントリを入力します。 Create * window for the following fields ：

◦ * SVM *

ドロップダウンメニューから、サブシステムを作成する SVM を選択します。

◦ * 名前 *

サブシステムの名前を入力します。SVM にすでに存在するサブシステム名は使用できません。名前で
は大文字と小文字が区別され、最大文字数は 96 文字です。特殊文字を使用できます。

◦ * ホスト OS *

ドロップダウンメニューから、サブシステムのホスト OS のタイプを選択します。

◦ * ホスト NQN *

コントローラに接続されたホストの NQN を入力します。ホスト NQN は、カンマで区切って複数入力
できます。

3. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

NVMe サブシステムが作成され、 NVMe サブシステムのウィンドウが表示されます。

NVMe サブシステムの詳細を編集します

System Manager を使用して、 NVMe サブシステムの詳細を編集できます。

手順

1. 編集する NVMe サブシステムを「 * NVMe サブシステム * 」ウィンドウで検索します。

2. 編集するサブシステムの名前の左にあるチェックボックスをオンにします。

3. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

NVMe サブシステムの現在の詳細が、 NVMe サブシステムの Editwindow に表示されます。

4. 変更できるのはホスト NQN * フィールド内の情報のみです。
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◦ * ホスト NQN *

コントローラに接続されたホストの NQN を変更します。ホスト NQN は、カンマで区切って複数入力
できます。

関連付けられた * NVMe ネームスペース * テーブルは、ホスト NQN フィールドの下に表示されます。各
ネームスペースについて、ネームスペースパスとネームスペース ID が表示されます。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

NVMe サブシステムの詳細が更新され、 NVMe サブシステムのウィンドウが表示されます。

NVMe サブシステムを削除する

System Manager を使用して、クラスタから NVMe サブシステムを削除できます。

このタスクについて

NVMe サブシステムを削除すると、次の処理が実行されます。

• NVMe サブシステムにホストが設定されている場合、マッピングされているホストは削除されます。

• NVMe サブシステムにネームスペースがマッピングされている場合、マッピングは解除されます。

手順

1. [* NVMe Subsystem* ] ウィンドウで、削除する NVMe サブシステムを検索します。

2. 削除するサブシステムの名前の左にあるチェックボックスをオンにします。

3. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

警告メッセージが表示されます。

4. 削除を確認する * Delete the NVMe Subsystem * （ NVMe サブシステムの削除）チェックボックスをクリ
ックし、 * Yes * をクリックします。

NVMe サブシステムがクラスタから削除され、 NVMe サブシステムウィンドウが表示されます。

NVMe サフシステムウイントウ

NVMe サブシステムウィンドウには、クラスタ内の NVMe サブシステムのインベントリリストがデフォルト
で表示されます。リストをフィルタして、ある SVM に固有のサブシステムのみを表示することができます。
また、 NVMe サブシステムを作成、編集、削除することもできます。このウィンドウにアクセスするには、 *

Storage * > * NVMe * > * subsystems * を選択します。

• NVMe サブシステムテーブル

• ツールバー

NVMe サブシステムテーブル

NVMe サブシステムテーブルには、クラスタ内の NVMe サブシステムのインベントリが表示されます。この
リストを絞り込むには、「 * SVM * 」フィールドのドロップダウンメニューを使用して、その SVM に関連付
けられている NVMe サブシステムのみを表示する SVM を選択します。[Search] フィールドと [*Filtering] ド
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ロップダウンメニューを使用して、リストをさらにカスタマイズできます。

NVMe サブシステムテーブルには次の列があります。

• * （チェックボックス） *

処理を実行するサブシステムを指定できます。

チェックボックスをクリックしてサブシステムを選択し、実行する処理をツールバーでクリックします。

• * 名前 *

サブシステムの名前が表示されます。

検索 * フィールドにサブシステム名を入力すると、そのサブシステムを検索できます。

• * ホスト OS *

サブシステムに関連付けられているホスト OS の名前が表示されます。

• * ホスト NQN *

コントローラに接続された NQN が表示されます。NQN が複数ある場合はカンマで区切って表示されま
す。

• * 関連付けられている NVMe ネームスペース *

サブシステムに関連付けられている NVM ネームスペースの数が表示されます。数字にカーソルを合わせ
ると、関連付けられているネームスペースのパスが表示されます。パスをクリックすると、 [ 名前空間の
詳細 ] ウィンドウが表示されます。

ツールバー

ツールバーは列ヘッダーの上にあります。ツールバーのフィールドとボタンを使用して、さまざまな操作を実
行できます。

• * 検索 *

[ * 名前 * ] 列にある値を検索できます。

• * フィルタリング *

リストをフィルタするさまざまな方法をドロップダウンメニューから選択できます。

• * 作成 * 。

NVMe サブシステムの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 NVMe サブシ
ステムを作成できます。

• * 編集 * 。

NVMe サブシステムの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、既存の NVMe

サブシステムを編集できます。
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• * 削除 *

NVMe サブシステムの削除の確認ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、既存の
NVMe サブシステムを削除できます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前で iSCSI プロトコルを設定します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して iSCSI

プロトコルを設定できます。これにより、 TCP / IP で SCSI プロトコルを使用してブロ
ックデータをホストに転送できます。

iSCSI エイリアスを作成します

iSCSI エイリアスは、ユーザインターフェイスで iSCSI ターゲットデバイス（この場合はストレージシステム
）を識別しやすくするために、そのターゲットデバイスに割り当てるわかりやすい識別子です。System

Manager を使用して、 iSCSI エイリアスを作成できます。

このタスクについて

iSCSI エイリアスは、 1~128 の印刷可能文字で構成される文字列です。 iSCSI エイリアスにはスペースを使
用できません。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Protocols ] ペインで、 [iSCSI] をクリックします。

4. [* iSCSI * ] ウィンドウの [ サービス * ] タブで、 [ * 編集 ] をクリックします。

5. Edit iSCSI Service Configuration * （ iSCSI サービス構成の編集）ダイアログボックスの * Target Alias （
ターゲットエイリアス） * フィールドに iSCSI エイリアスを入力し、 * OK * をクリックします。

ストレージシステムインターフェイスで iSCSI サービスを有効または無効にします

System Manager を使用してネットワークインターフェイスを有効または無効にすることで、 iSCSI 通信に使
用するネットワークインターフェイスを制御できます。iSCSI サービスが有効な場合、 iSCSI の接続と要求
は、 iSCSI に対して有効になっているネットワークインターフェイス上で許可されますが、無効になってい
るインターフェイス上では許可されません。

作業を開始する前に

インターフェイスを現在使用している iSCSI 接続および iSCSI セッションをすべて終了しておく必要があり
ます。デフォルトでは、 iSCSI ライセンスを有効にすると、すべてのイーサネットインターフェイスで iSCSI

サービスが有効になります。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Protocols ] ペインで、 [iSCSI] をクリックします。

4. iSCSI Interfaces * 領域で、 iSCSI サービスを有効または無効にするインターフェイスを選択します。
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5. 必要に応じて、 Enable または Disable をクリックします。

iSCSI イニシエータのセキュリティ方式を追加します

System Manager を使用して、イニシエータを追加し、イニシエータの認証に使用されるセキュリティ方式を
指定できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Protocols ] ペインで、 [iSCSI] をクリックします。

4. [* iSCSI * ] ウィンドウで、 [ * イニシエータ・セキュリティ * ] タブをクリックします。

5. [* Initiator Security* （イニシエータセキュリティ * ） ] 領域で [* Add] をクリックします。

6. イニシエータを認証するためのイニシエータ名とセキュリティ方式を指定します。

CHAP 認証の場合、インバウンド設定に対するユーザ名とパスワードを入力し、確認用にパスワードを再
度入力する必要があります。アウトバウンド設定の場合、このログイン情報はオプションです。

7. [OK] をクリックします。

デフォルトのセキュリティ設定を編集します

System Manager の Edit Default Security ダイアログボックスを使用して、ストレージシステムに接続されて
いる iSCSI イニシエータのデフォルトのセキュリティ設定を編集できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Protocols ] ペインで、 [iSCSI] をクリックします。

4. [ イニシエータセキュリティ *] タブの [ デフォルトセキュリティ *] 領域で、 [ 編集 *] をクリックします。

5. [ デフォルトセキュリティの編集 *] ダイアログボックスで、セキュリティタイプを変更します。

CHAP 認証の場合、インバウンド設定に対するユーザ名とパスワードを入力し、確認用にパスワードを再
度入力する必要があります。アウトバウンド設定の場合、このログイン情報はオプションです。

6. [OK] をクリックします。

デフォルトの iSCSI イニシエータ認証方法を変更します

System Manager を使用して、特定の認証方式が設定されていないイニシエータに対して使用されるデフォル
トの iSCSI 認証方式を変更できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。
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3. [Protocols ] ペインで、 [iSCSI] をクリックします。

4. [ * イニシエータ・セキュリティ * ] タブの [ * デフォルト・セキュリティ * ] 領域で、 [ * 編集 * ] をクリッ
クします。

5. セキュリティタイプを変更します。

CHAP 認証の場合、インバウンド設定に対するユーザ名とパスワードを入力し、確認用にパスワードを再
度入力する必要があります。アウトバウンド設定の場合、このログイン情報はオプションです。

6. [OK] をクリックします。

iSCSI イニシエータのデフォルトセキュリティを設定します

System Manager を使用して、イニシエータの認証設定を削除し、イニシエータの認証にデフォルトのセキュ
リティ方法を使用できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Protocols ] ペインで、 [iSCSI] をクリックします。

4. [* Initiator Security* （イニシエータセキュリティ * ） ] タブで、セキュリティ設定を変更するイニシエー
タを選択します。

5. [* Initiator Security* （イニシエータセキュリティ * ） ] 領域で [* Set Default* （デフォルトの設定 * ） ] を
クリックし、確認ダイアログボックスで [* Set Default* （デフォルトの設定 * ） ] をクリックします。

iSCSI サービスを開始または停止します

System Manager を使用して、ストレージシステムで iSCSI サービスを開始または停止できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Protocols ] ペインで、 [iSCSI] をクリックします。

4. 必要に応じて、 [ スタート * ] または [ * 停止 * ] をクリックします。

イニシエータセキュリティ情報を表示します

System Manager を使用して、デフォルトの認証情報、およびイニシエータ固有のすべての認証情報を表示で
きます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Protocols ] ペインで、 [iSCSI] をクリックします。

4. [* iSCSI * ] ウィンドウの [ * イニシエータ・セキュリティ * ] タブで、詳細を確認します。
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iSCSI ウィンドウ

iSCSI ウィンドウでは、 iSCSI サービスの開始または停止、ストレージシステムの iSCSI ノード名の変更、ス
トレージシステムの iSCSI エイリアスの作成または変更を行うことができます。また、ストレージシステム
に接続されている iSCSI イニシエータのイニシエータセキュリティ設定の追加や変更も可能です。

タブ

• * サービス *

サービス * タブを使用して、 iSCSI サービスの開始または停止、ストレージ・システムの iSCSI ノード名
の変更、ストレージ・システムの iSCSI エイリアスの作成または変更を行うことができます。

• * イニシエータセキュリティ *

[ * イニシエータ・セキュリティ * ] タブを使用して、ストレージ・システムに接続されている iSCSI イニ
シエータのイニシエータ・セキュリティ設定を追加または変更できます。

コマンドボタン

• * 編集 * 。

Edit iSCSI Service Configurations （ iSCSI サービス設定の編集）ダイアログボックスが開きます。このダ
イアログボックスで、ストレージシステムの iSCSI ノード名と iSCSI エイリアスを変更できます。

• * 開始 *

iSCSI サービスを開始します。

• * 停止 *

iSCSI サービスを停止します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

詳細領域

詳細領域には、 iSCSI サービスのステータス、 iSCSI ターゲットノード名、および iSCSI ターゲットエイリ
アスに関する情報が表示されます。この領域で、ネットワークインターフェイスに対して iSCSI サービスを
有効または無効にできます。

• 関連情報 *

"SAN 管理"

System Manager - ONTAP 9.7 以前で FC / FCoE プロトコルを設定します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 FC /

FCoE プロトコルを設定できます。
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FC サービスまたは FCoE サービスを開始または停止する

FC サービスを使用すると、 LUN で使用する FC ターゲットアダプタを管理できます。System Manager を使
用して FC サービスを開始して、アダプタをオンラインにし、ストレージシステム上の LUN にアクセスでき
るようにすることができます。FC サービスを停止すると FC アダプタはオフラインになり、 LUN にアクセス
できなくなります。

作業を開始する前に

• FC ライセンスがインストールされている必要があります。

• ターゲットストレージシステムに FC アダプタが存在する必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Protocols] ペインで、 [FC/FCoE] をクリックします。

4. 必要に応じて、 [ スタート * ] または [ * 停止 * ] をクリックします。

FC または FCoE のノード名を変更します

ストレージシステムシャーシを交換し、同じファイバチャネル SAN で再利用した場合、状況によっては、交
換したストレージシステムのノード名が重複することがあります。ストレージシステムのノード名は System

Manager を使用して変更できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Protocols] ペインで、 [FC/FCoE] をクリックします。

4. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

5. 新しい名前を入力し、「 * OK * 」をクリックします。

FCoE プロトコル

Fibre Channel over Ethernet （ FCoE ）は、ストレージシステムにホストを接続するための新しいモデルで
す。従来の FC プロトコルと同様、 FCoE は既存の FC 管理と制御を維持しますが、ハードウェアトランスポ
ートとして 10 ギガビットイーサネットネットワークを使用します。

FCoE 接続を設定するには、サポートされる Converged Network Adapter （ CNA ；統合ネットワークアダプ
タ）がホストに 1 つ以上あり、サポートされる Data Center Bridging （ DCB ）イーサネットスイッチに接続
されている必要があります。CNA は統合ポイントであり、 HBA とイーサネットアダプタの両方として機能し
ます。

一般に、従来の FC 接続を使用する場合と同じ方法で、 FCoE 接続を設定して使用できます。

FC/FCoE ウィンドウ

FC サービスは、 FC / FCoE ウィンドウを使用して開始または停止できます。
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コマンドボタン

• * 編集 * 。

ノード名の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 FC または FCoE のノード
名を変更できます。

• * 開始 *

FC / FCoE サービスを開始します。

• * 停止 *

FC / FCoE サービスを停止します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

FC/FCoE の詳細

詳細領域には、 FC / FCoE サービスのステータス、ノード名、および FC / FCoE アダプタに関する情報が表
示されます。

• 関連情報 *

SVM で FC プロトコルと FCoE プロトコルを設定します

"SAN 管理"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してエクスポートポリシーを管理します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、エクス
ポートポリシーを作成、編集、管理できます。

エクスポートポリシーを作成する

System Manager を使用して、クライアントが特定のボリュームにアクセスできるように、エクスポートポリ
シーを作成できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies * （ポリシー * ） ] ペインで、 [* Export Policies （エクスポートポリシー * ） ] をクリックしま
す。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

5. Create Export Policy * ダイアログボックスで、エクスポートポリシーの名前を指定します。

6. 既存のエクスポートポリシーのルールをコピーしてエクスポートポリシーを作成する場合は、 * Copy

Rules From * チェックボックスを選択し、 Storage Virtual Machine （ SVM ）とエクスポートポリシーを
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選択します。

エクスポートポリシーを作成する場合には、ディザスタリカバリのデスティネーション SVM は選択しな
いでください。

7. エクスポートルール  領域で、 Add をクリックしてエクスポートポリシーにルールを追加します。

8. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

9. 作成したエクスポートポリシーが ［ * エクスポートポリシー * ］ ウィンドウに表示されていることを確
認します。

エクスポートポリシーの名前を変更します

システム管理を使用すると、既存のエクスポートポリシーの名前を変更できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies * （ポリシー * ） ] ペインで、 [* Export Policies （エクスポートポリシー * ） ] をクリックしま
す。

4. 名前を変更するエクスポートポリシーを選択し、 * ポリシー名の変更 * をクリックします。

5. [ ポリシー名の変更 ] ダイアログボックスで、新しいポリシー名を指定し、 [*Modify] をクリックします。

6. [* エクスポートポリシー * （ * Export Policies * ） ] ウィンドウで行った変更を確認します。

エクスポートポリシーを削除する

System Manager を使用して、不要になったエクスポートポリシーを削除できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies * （ポリシー * ） ] ペインで、 [* Export Policies （エクスポートポリシー * ） ] をクリックしま
す。

4. 削除するエクスポートポリシーを選択し、 * ポリシーの削除 * をクリックします。

5. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

エクスポートポリシーにルールを追加します

System Manager を使用してエクスポートポリシーにルールを追加して、データへのクライアントアクセスを
定義できます。

作業を開始する前に

エクスポートルールを追加するエクスポートポリシーを作成しておく必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。
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2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies * （ポリシー * ） ] ペインで、 [* Export Policies （エクスポートポリシー * ） ] をクリックしま
す。

4. ルールを追加するエクスポートポリシーを選択し、 * エクスポートルール * タブで * 追加 * をクリックし
ます。

5. [ エクスポートルールの作成 * （ Create Export Rule * ） ] ダイアログボックスで、次の手順を実行しま
す。

a. データへのアクセスを必要とするクライアントを指定します。

複数のクライアントをカンマで区切って指定できます。

クライアントは次のいずれかの形式で指定できます。

▪ ホスト名として、例： host1

▪ IPv4 アドレス。たとえば、 10.1.12.24 のように指定します

▪ たとえば、 10.1.16.0/255.255.255.0 のように、ネットワークマスクを持つ IPv4 アドレスとして指
定します

▪ IPv6 アドレスとして。たとえば、 FE80::0202:B3FF:FE1E:8329 のように指定します

▪ たとえば、 2001:db8::/32 のように、 IPv6 アドレスをネットワークマスクで指定します

▪ ネットグループ。ネットグループ名の前にアットマーク（ @ ）が付いているネットグループ。例
： @netgroup

▪ 先頭にピリオド（ . ）が付いたドメイン名として使用できます。たとえば、 .example.com などで
す

10.1.12.10-10.1.12.70 のように、 IP アドレスの範囲を入力することはできません。この形
式のエントリはテキスト文字列と解釈され、ホスト名として扱われます。

+ IPv4アドレス「0.0.0.0 /0」を入力して、すべてのホストへのアクセスを提供できます。

a. ルールインデックス番号を変更する場合は、適切なルールインデックス番号を選択します。

b. 1 つ以上のアクセスプロトコルを選択します。

アクセスプロトコルを選択しなかった場合、デフォルト値の「 any 」がエクスポートルールに割り当
てられます。

c. 1 つ以上のセキュリティタイプとアクセスルールを選択します。

6. [OK] をクリックします。

7. 選択したエクスポートポリシーの * エクスポートルール * タブで、追加したエクスポートルールが表示さ
れていることを確認します。

エクスポートポリシールールの変更

System Manager を使用して、指定したクライアントのアクセスプロトコル、およびエクスポートポリシール
ールのアクセス権限を変更できます。

手順
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1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies * （ポリシー * ） ] ペインで、 [* Export Policies （エクスポートポリシー * ） ] をクリックしま
す。

4. [ * エクスポートポリシー * ] ウィンドウで、エクスポートルールを編集するエクスポートポリシーを選択
し、 [ * エクスポートルール * ] タブで編集するルールを選択して、 [ * 編集 ] をクリックします。

5. 必要に応じて次のパラメータを変更します。

◦ クライアント仕様

◦ アクセスプロトコル

◦ 詳細を確認

6. [OK] をクリックします。

7. エクスポートルールの更新された変更が * エクスポートルール * タブに表示されていることを確認しま
す。

エクスポートポリシールールを削除する

System Manager を使用して、不要になったエクスポートポリシールールを削除できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies * （ポリシー * ） ] ペインで、 [* Export Policies （エクスポートポリシー * ） ] をクリックしま
す。

4. エクスポートルールを削除するエクスポートポリシーを選択します。

5. [* エクスポートルール * （ * Export Rules * ） ] タブで、削除するエクスポートルールを選択し、 [ * 削除
* （ * Delete * ） ] をクリックします。

6. 確認ボックスで、 * 削除 * をクリックします。

エクスポートポリシーがボリュームまたは qtree へのクライアントアクセスを制御する仕組み

エクスポートポリシーには、各クライアントアクセス要求を処理する 1 つ以上の _ エクスポートルール _ が
含まれています。このプロセスの結果、クライアントアクセスを許可するかどうか、およびアクセスのレベル
が決まります。クライアントがデータにアクセスするためには、エクスポートルールを含むエクスポートポリ
シーが Storage Virtual Machine （ SVM ）上に存在する必要があります。

ボリュームまたは qtree へのクライアントアクセスを設定するには、各ボリュームまたは qtree にポリシーを
1 つ関連付けます。SVM には複数のエクスポートポリシーを含めることができます。これにより、複数のボ
リュームまたは qtree を含む SVM に対して次の操作を実行できます。

• SVM のボリュームまたは qtree ごとに異なるエクスポートポリシーを割り当て、 SVM の各ボリュームま
たは qtree へのクライアントアクセスを個別に制御する。

• SVM の複数のボリュームまたは qtree に同じエクスポートポリシーを割り当て、同一のクライアントアク
セス制御を実行する。ボリュームまたは qtree ごとに新しいエクスポートポリシーを作成する必要はあり
ません。
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クライアントが適用可能なエクスポートポリシーで許可されていないアクセス要求を行うと、権限拒否のメッ
セージが表示され、その要求は失敗します。クライアントがエクスポートポリシーのどのルールにも一致しな
い場合、アクセスは拒否されます。エクスポートポリシーが空の場合は、すべてのアクセスが暗黙的に拒否さ
れます。

エクスポートポリシーは、 ONTAP を実行しているシステム上で動的に変更できます。

[ エクスポートポリシー ] ウィンドウ

Export Policies ウィンドウを使用して、エクスポートポリシーおよび関連するエクスポートルールに関する情
報を作成、表示、および管理できます。

エクスポートポリシー

Export Policies ウィンドウを使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）に対して作成されたエクスポート
ポリシーを表示および管理できます。

• * コマンドボタン *

◦ 作成

Create Export Policy ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、エクスポートポリ
シーを作成し、エクスポートルールを追加できます。また、既存の SVM からエクスポートルールを
コピーすることもできます。

◦ 名前を変更する

ポリシーの名前変更ダイアログボックスが開き、選択したエクスポートポリシーの名前を変更できま
す。

◦ 削除

Delete Export Policy ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択したエクスポ
ートポリシーを削除できます。

◦ 更新

ウィンドウ内の情報を更新します。

[ エクスポートルール ] タブ

Export Rules タブでは、特定のエクスポートポリシーに対して作成されたエクスポートルールに関する情報を
表示できます。ルールを追加、編集、削除することもできます。

• * コマンドボタン *

◦ 追加（ Add ）

Create Export Rule ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択したエクスポ
ートポリシーにエクスポートルールを追加できます。

◦ 編集

Modify Export Rule ダイアログボックスが開き、選択したエクスポートルールの属性を変更できま
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す。

◦ 削除

Delete Export Rule ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択したエクスポー
トルールを削除できます。

◦ 上に移動します

選択したエクスポートルールのルールインデックスを上に移動します。

◦ 下に移動します

選択したエクスポートルールのルールインデックスを下に移動します。

◦ 更新

ウィンドウ内の情報を更新します。

• * エクスポートルールリスト *

◦ ルールインデックス

エクスポートルールを処理する優先度を指定します。[ 上へ移動 ] ボタンと [ 下へ移動 ] ボタンを使用
して、優先度を選択できます。

◦ クライアント

ルールを適用するクライアントを指定します。

◦ アクセスプロトコル

エクスポートルールに対して指定されているアクセスプロトコルが表示されます。

アクセスプロトコルを指定しなかった場合、デフォルト値の「 any 」が考慮されます。

◦ 読み取り専用ルール

読み取り専用アクセスのセキュリティタイプを 1 つ以上指定します。

◦ 読み取り / 書き込みルール

読み取り / 書き込みアクセスのセキュリティタイプを 1 つ以上指定します。

◦ スーパーユーザアクセス

スーパーユーザアクセスのセキュリティタイプを 1 つ以上指定します。

[ 割り当て済みオブジェクト ] タブ

割り当て済みオブジェクトタブでは、選択したエクスポートポリシーに割り当てられているボリュームと
qtree を表示できます。ボリュームが暗号化されているかどうかも確認できます。
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• 関連情報 *

CIFS をセットアップしています

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して効率化ポリシーを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、効率
化ポリシーを作成、編集、削除できます。

効率化ポリシーを追加します

System Manager を使用して効率化ポリシーを追加し、指定したスケジュールやボリュームデータの変更率が
指定したしきい値に達したときに、ボリュームに対する重複排除処理を実行することができます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies] ペインで、 [* 効率化ポリシー * ] をクリックします。

4. [ * 追加 ] をクリックし、ポリシー名を指定します。

5. ストレージ効率化ポリシーの実行方法を指定します。

◦ [ スケジュール ] を選択し、スケジュール名とスケジュールの詳細を指定します。

必要に応じて、効率化ポリシーの最大実行時間を指定できます。

◦ 「 * ChangeLog Threshold * 」を選択し、ボリュームデータの変更についてのしきい値を指定しま
す。

6. オプション：*クライアント処理へのパフォーマンスの影響を軽減するには、 QoSポリシーをバックグラ
ウンドに設定*チェックボックスを選択します。

7. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

効率化ポリシーを編集します

System Manager を使用して、ポリシー名、スケジュール名、最大実行時間などの効率化ポリシーの属性を変
更できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies] ペインで、 [* 効率化ポリシー * ] をクリックします。

4. [ * 効率化ポリシー * ] ウィンドウで、編集するポリシーを選択し、 [ * 編集 ] をクリックします。

5. 効率化ポリシーの編集 * ダイアログボックスで、必要な変更を行います。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。
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効率化ポリシーを削除します

System Manager を使用すると、不要になった効率化ポリシーを削除できます。

作業を開始する前に

効率化ポリシーは無効にする必要があります。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies] ペインで、 [* 効率化ポリシー * ] をクリックします。

4. 削除する効率化ポリシーを選択し、 * Delete * をクリックします。

5. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

効率化ポリシーを有効または無効にします

System Manager を使用して効率化ポリシーを有効または無効にできます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies] ペインで、 [* 効率化ポリシー * ] をクリックします。

4. 有効または無効にする効率化ポリシーを 1 つ以上選択します。

5. 必要に応じて、 * Status * > * Enable * または * Status * > * Disable * をクリックします。

6. 効率化ポリシーを無効にする場合は、確認のチェックボックスをオンにし、 * OK * をクリックします。

効率化ポリシーとは

効率化ポリシーは、 FlexVol に対する重複排除処理のジョブスケジュールです。

FlexVol ボリュームに対して重複排除を実行するには、特定の時間に処理を開始するようにスケジュールを設
定するか、しきい値を超えたときに処理がトリガーされるように指定します。重複排除処理のスケジュールを
設定するときは、ジョブスケジュールを作成して効率化ポリシーに含めます。ボリューム効率化ポリシーは、
タイプが cron のジョブスケジュールのみをサポートします。または、しきい値の割合を指定することもでき
ます。新規データが指定した割合を超えると、重複排除処理が開始されます。

事前定義された効率化ポリシーの概要

効率化ポリシーをボリュームに設定して、より多くのスペースを削減できます。ボリュームでインライン圧縮
を実行するように設定でき、スケジュール設定または手動開始によるバックグラウンドの効率化処理を設定す
る必要はありません。

SVM を作成すると、次の効率化ポリシーが自動的に作成されます。これらのポリシーは削除できません。

• デフォルト

スケジュール設定した重複排除処理をボリュームで実行するには、効率化ポリシーをボリュームに設定し
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ます。

• インラインのみ

スケジュール設定または手動開始によるバックグラウンドの効率化処理を実行せずにボリュームのインラ
イン圧縮を実行するには、インラインのみの効率化ポリシーをボリュームに設定し、インライン圧縮を有
効にします。

インラインのみおよびデフォルトの効率化ポリシーの詳細については、マニュアルページを参照してくださ
い。

[ 効率化ポリシー ] ウィンドウ

効率化ポリシーウィンドウを使用して、効率化ポリシーに関する情報を作成、表示、管理できます。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

効率化ポリシーの追加ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、指定した期間（スケ
ジュールベース）、またはボリュームデータの変更率が指定したしきい値（しきい値ベース）に達したと
きに、ボリュームに対して重複排除処理を実行できます。

• * 編集 * 。

効率化ポリシーの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、重複排除処理のスケ
ジュール、しきい値、 QoS タイプ、および最大実行時間を変更できます。

• * 削除 *

効率化ポリシーの削除ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択した効率化ポリ
シーを削除できます。

• * ステータス *

ドロップダウンメニューを開きます。選択した効率化ポリシーを有効または無効にするオプションがあり
ます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

効率化ポリシーのリスト

• * 自動 *

重複排除がバックグラウンドで継続的に実行されるように指定します。このポリシーは、新規に作成する
すべてのボリューム、およびアップグレードしたボリュームのうち、バックグラウンド重複排除が手動で
設定されていないボリュームに対して設定されます。ポリシーをデフォルトまたはその他のポリシーに変
更すると' autoポリシーは無効になります

ボリュームがAFF以外のシステムからAFF システムに移動した場合、デスティネーションノードで「

334



auto」ポリシーがデフォルトで有効になります。ボリュームがAFF ノードからAFF以外のノードに移動
すると、デフォルトでデスティネーションノードの「auto」ポリシーが「inline-only」ポリシーに置き換
えられます。

• * ポリシー *

効率化ポリシーの名前を指定します。

• * ステータス *

効率化ポリシーのステータスを指定します。ステータスは、次のいずれかになります。

◦ 有効

効率化ポリシーを重複排除処理に割り当てることができるように指定します。

◦ 無効

効率化ポリシーが無効であることを示します。ポリシーを有効にするには、 status ドロップダウンメ
ニューを使用してポリシーを有効にし、あとで重複排除処理に割り当てることができます。

• * 実行者 *

ストレージ効率化ポリシーをスケジュールとしきい値（変更ログのしきい値）のどちらに基づいて実行す
るかを指定します。

• * QoS ポリシー *

ストレージ効率化ポリシーの QoS タイプを指定します。QoS タイプは、次のいずれかになります。

◦ 背景（ Background ）

QoS ポリシーをバックグラウンドで実行するように指定します。このタイプを使用すると、クライア
ント処理へのパフォーマンスの影響を軽減できます。

◦ ベストエフォート

QoS ポリシーをベストエフォートベースで実行するように指定します。これにより、システムリソー
スの利用率を最大限に高めることができます。

• * 最大実行時間 *

効率化ポリシーの最大実行時間を指定します。この値を指定しない場合は、処理が完了するまで効率化ポ
リシーが実行されます。

詳細領域

効率化ポリシーのリストの下の領域には、選択した効率化ポリシーに関する追加情報が表示されます。スケジ
ュールベースのポリシーのスケジュール名と詳細、およびしきい値ベースのポリシーのしきい値などが含まれ
ます。
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System Manager - ONTAP 9.7以前を使用してQoSポリシーグループを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用してストレ
ージ QoS ポリシーグループを作成し、ワークロードのスループットを制限したり、ワー
クロードのパフォーマンスを監視したりすることができます。

QoS ポリシーグループを作成する

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies] ペインで、 [* QoS Policy Groups] をクリックします。

4. [* QoS ポリシーグループ *] ウィンドウで、 [*Create] をクリックします。

5. [ ポリシーグループの作成 *] ダイアログボックスで、ポリシーのグループ名を指定します。

6. 最小スループット制限を指定します。

◦ System Manager 9.5 では、パフォーマンスがオールフラッシュで最適化されている場合にのみ最小ス
ループット制限を設定できます。System Manager 9.6 では、 ONTAP Select Premium システムにも
最小スループット制限を設定できます。

◦ FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュームの最小スループット制限を設定することはできませ
ん。

◦ 最小スループット値を指定しない場合、または最小スループット値が 0 に設定されている場合は、自
動的に「なし」という値が表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されます。

7. 最大スループット制限を指定します。

◦ 最小スループット制限と最大スループット制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒などの単位で最大スル
ープット制限を設定できます。

◦ 最大スループット制限を指定しない場合は、自動的に「無制限」という値が表示されます。

この値では大文字と小文字が区別されます。指定した単位は無視されます。

8. [OK] をクリックします。

QoS ポリシーグループを削除する

ONTAP システムマネージャクラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、不要になったストレー
ジ QoS ポリシーグループを削除できます。

作業を開始する前に

ポリシーグループに割り当てられているすべてのストレージオブジェクトの割り当てを解除しておく必要があ
ります。

手順
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1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies] ペインで、 [* QoS Policy Groups] をクリックします。

4. [* QoS ポリシーグループ *] ウィンドウで、削除するポリシーグループを選択し、 [ 削除 *] をクリックし
ます。

5. 確認ダイアログボックスで、 * 削除 * をクリックします。

QoS ポリシーグループを編集する

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）のポリシーグループの編集ダイアログボ
ックスを使用して、既存のストレージ QoS ポリシーグループの名前と最大スループットを変更できます。

このタスクについて

• System Manager 9.5 では、パフォーマンスがオールフラッシュで最適化されている場合にのみ最小スル
ープット制限を設定できます。System Manager 9.6 では、 ONTAP Select Premium システムにも最小ス
ループット制限を設定できます。

• FabricPool 対応アグリゲートでは、ボリュームの最小スループット制限を設定することはできません。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Policies] ペインで、 [* QoS Policy Groups] をクリックします。

4. 編集する QoS ポリシーグループを選択し、 * Edit * をクリックします。

◦ 最小スループット制限と最大スループット制限の単位は同じにする必要があります。

◦ 最小スループット制限を指定しない場合は、 IOPS 、 B/ 秒、 KB/ 秒、 MB/ 秒などの単位で最大スル
ープット制限を設定できます。

◦ 最大スループット制限値を指定しないとスループット制限なしと設定され、指定した単位は無視され
ることとなります。

5. Edit Policy Group * ダイアログボックスで、 QoS ポリシーグループの詳細を編集し、 * Save * をクリック
します。

ポリシーグループへのストレージオブジェクトの割り当てに関するルール

ストレージ QoS ポリシーグループにストレージオブジェクトを割り当てる際のルールを
把握しておく必要があります。

ストレージオブジェクトとポリシーグループは同じ SVM に属している必要があります

ストレージオブジェクトは、ポリシーグループが属している SVM に含まれている必要があります。ポリシー
グループが属する SVM は、ポリシーグループを作成するときに指定します。同じ SVM に複数のポリシーグ
ループを作成することができます。

次の図では、ポリシーグループ pg1 が SVM vs1 に属しています。ボリューム vol2 とボリューム vol3 は別の
SVM に含まれているため、これらのボリュームをポリシーグループ pg1 に割り当てることはできません。

337



ネストされたストレージオブジェクトはポリシーグループに含めることはできません

下位のオブジェクトまたは子オブジェクトがポリシーグループに属している場合は、そのストレージオブジェ
クトをポリシーグループに割り当てることはできません。次の表に、制限事項を示します。

割り当て内容 以下のオブジェクトはポリシーグループに割り当てで
きない

SVM をポリシーグループに割り当てます SVM に含まれているストレージオブジェクトのポリ
シーグループへの割り当て

ボリューム：ポリシーグループに割り当てます そのボリュームを含む SVM または子 LUN

LUN をポリシーグループに割り当てます その LUN を含むボリュームまたは SVM

ファイルをポリシーグループに追加します そのファイルを含むボリュームまたは SVM

次の図では、 SVM vs3 がポリシーグループ pg2 に割り当てられています。ストレージ階層のオブジェクト（
SVM vs3 ）がポリシーグループに割り当てられているため、ボリューム vol4 またはボリューム vol5 をポリシ
ーグループに割り当てることはできません。
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ONTAP 9.7 以前の System Manager を使用して NIS サービスを管理します

ONTAP システムマネージャクラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
Network Information Service （ NIS ）ドメインを追加、編集、管理できます。

NIS ドメインを追加する

NIS を使用すると、ホスト情報を一元的に管理できます。System Manager を使用して、ストレージシステム
の NIS ドメイン名を追加できます。Storage Virtual Machine （ SVM ）で同時にアクティブにできる NIS ドメ
インは 1 つだけです。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Services] ペインで、 [NIS] をクリックします。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

5. NIS ドメイン名を入力し、 1 つ以上の NIS サーバを追加します。

6. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

NIS ドメインを編集する

System Manager を使用し、 Storage Virtual Machine （ SVM ）の認証および許可の要件に基づいて NIS ドメ
インを変更できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Services] ペインで、 [NIS] をクリックします。

4. NIS ドメインを選択し、 * Edit * をクリックします。

5. 必要な変更を行い、 * Edit * をクリックします。

NIS ウィンドウ

NIS ウィンドウでは、ストレージシステムの現在の NIS 設定を確認できます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

NIS ドメインの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 NIS ドメインを作成で
きます。

• * 編集 * 。

NIS ドメインの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 NIS サーバの追加、削
除、または変更を行うことができます。
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• * 削除 *

選択した NIS ドメインを削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

• 関連情報 *

"NFS の設定"

ONTAP 9.7 以前の System Manager で LDAP クライアントサービスを設定します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
LDAP クライアント設定を追加、編集、および削除できます。

LDAP クライアント設定を追加します

LDAP サービスを使用する場合は、 System Manager を使用して LDAP クライアント設定をクラスタレベル
または Storage Virtual Machine （ SVM ）レベルで追加できます。LDAP サービスを使用するには、最初に
LDAP クライアントを設定する必要があります。

このタスクについて

SVM レベルでは、選択した SVM に対してのみ LDAP クライアントを追加できます。

手順

1. 次のいずれかの方法で LDAP クライアント設定を追加します。

◦ クラスタレベル： * をクリックします >*LDAP 。

◦ SVM レベル： * SVM * > * SVM 設定 * > * LDAP クライアント * をクリックします。

2. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

3. LDAP クライアントの名前を入力します。

4. Active Directory ドメインまたは LDAP サーバのいずれかを追加します。

5. をクリックします  （詳細オプション）、 * スキーマ * を選択し、 * 適用 * をクリックします。

6. [Base DN] と [TCP Port] を指定します。

7. バインド * をクリックし、認証の詳細を指定します。

8. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

9. 追加した LDAP クライアントが表示されていることを確認します。

LDAP クライアント設定を削除します

System Manager を使用して、 LDAP クライアント設定をクラスタレベルまたは Storage Virtual Machine （
SVM ）レベルで削除できます。

このタスクについて
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SVM レベルでは、選択した SVM に対してのみ LDAP クライアントを削除できます。

手順

1. LDAP クライアント設定を削除します。

◦ クラスタレベル： * をクリックします >*LDAP 。

◦ SVM レベル： * SVM * > * SVM 設定 * > * LDAP クライアント * をクリックします。

2. 削除する LDAP クライアントを選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

4. 削除した LDAP クライアントが表示されていないことを確認します。

LDAP クライアント設定を編集します

System Manager を使用して、 LDAP クライアント設定をクラスタレベルまたは Storage Virtual Machine （
SVM ）レベルで編集できます。

このタスクについて

SVM レベルでは、選択した SVM に対してのみ LDAP クライアントを編集できます。

手順

1. LDAP クライアント設定を編集するには、次の手順に従います。

◦ クラスタレベル： * をクリックします >*LDAP 。

◦ SVM レベル： * SVM * > * SVM 設定 * > * LDAP クライアント * をクリックします。

2. 変更する LDAP クライアントを選択し、 * Edit * をクリックします。

3. Edit LDAP Client* （ * LDAP クライアントの編集）ダイアログボックスで、必要に応じて LDAP クライア
ントの設定を編集します。

4. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

5. LDAP クライアント設定に加えた変更が表示されていることを確認します。

LDAP クライアントウィンドウ

LDAP クライアントウィンドウを使用すると、 Storage Virtual Machine （ SVM ）レベルで、 NFS と CIFS

間のユーザ認証、ファイルアクセス認証、ユーザ検索、およびマッピングサービス用の LDAP クライアント
を作成できます。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

LDAP クライアントの作成および設定を行うための Create LDAP Client ダイアログボックスを開きます。

• * 編集 * 。

LDAP クライアント設定を編集できる Edit LDAP Client ダイアログボックスを開きます。アクティブな
LDAP クライアントを編集することもできます。

• * 削除 *
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LDAP クライアント設定を削除するための Delete LDAP Client （複数可）ダイアログボックスを開きま
す。アクティブな LDAP クライアントを削除することもできます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

LDAP クライアントリスト

LDAP クライアントの詳細を表形式で表示します。

• * LDAP クライアント構成 *

指定した LDAP クライアント設定の名前を表示します。

• * Storage Virtual Machine *

LDAP クライアント設定ごとに SVM の名前を表示します。

• * スキーマ *

LDAP クライアントごとにスキーマを表示します。

• * 最小バインドレベル *

LDAP クライアントごとに最小バインドレベルを表示します。

• * Active Directory ドメイン *

LDAP クライアント設定ごとに Active Directory ドメインを表示します。

• * LDAP サーバ *

LDAP クライアント設定ごとに LDAP サーバを表示します。

• * 優先される Active Directory サーバ *

LDAP クライアント設定ごとに優先される Active Directory サーバを表示します。

• 関連情報 *

LDAP

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して LDAP 構成を管理します

ONTAP システムマネージャクラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
LDAP 設定を管理できます。

アクティブな LDAP クライアントを編集します

System Manager でアクティブな LDAP クライアントを Storage Virtual Machine （ SVM ）に関連付けると、
LDAP をネームサービスとして使用したり、またはネームマッピングに使用したりすることができます。
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手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* サービス * （ * Services * ） ] ペインで、 [* LDAP 構成 * （ * LDAP Configuration * ） ] をクリック

4. [* LDAP 設定 * （ * LDAP Configuration * ） ] ウィンドウで、 [ * 編集（ * Edit ） ] をクリックします

5. [ * アクティブ LDAP クライアント * ] ダイアログボックスで、編集する LDAP クライアントを選択し、次
のアクションを実行します。

◦ Active Directory ドメインサーバを変更する。

◦ 優先される Active Directory サーバを変更する。

6. [OK] をクリックします。

7. [*LDAP 設定 *] ウィンドウで、行った変更が更新されていることを確認します。

アクティブな LDAP クライアントを削除します

Storage Virtual Machine （ SVM ）をアクティブな LDAP クライアントに関連付けないようにする場合は、
System Manager を使用して、そのクライアントを削除できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. SVM の設定 * タブをクリックします。

4. [* サービス * （ * Services * ） ] ペインで、 [* LDAP 構成 * （ * LDAP Configuration * ） ] をクリック

5. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

6. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

LDAP Configuration ウィンドウ

LDAP Configuration ウィンドウを使用して、アクティブな LDAP クライアントを Storage Virtual Machine （
SVM ）レベルで編集または削除できます。

コマンドボタン

• * 編集 * 。

Active LDAP クライアントダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 Active Directory

ドメインサーバや優先される Active Directory サーバなど、アクティブな LDAP クライアントのプロパテ
ィを編集できます。

• * 削除 *

Delete Active LDAP Client ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、アクティブな
LDAP クライアントを削除できます。

• * 更新 *
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ウィンドウ内の情報を更新します。

LDAP Configuration 領域

アクティブな LDAP クライアントの詳細を表示します。

• * LDAP クライアント名 *

アクティブな LDAP クライアントの名前を表示します。

• * Active Directory ドメイン・サーバ *

アクティブな LDAP クライアントの Active Directory ドメインを表示します。

• * 優先される Active Directory サーバ *

アクティブな LDAP クライアントの優先される Active Directory サーバを表示します。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して Kerberos Realm サービスを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
Kerberos Realm サービスを作成および管理できます。

Kerberos Realm の設定を作成します

クライアントアクセスに Kerberos 認証を使用する場合は、既存の Kerberos Realm を使用するように
Storage Virtual Machine （ SVM ）を設定する必要があります。System Manager を使用して Kerberos Realm

設定を作成し、 SVM が NFS に Kerberos セキュリティサービスを使用できるようにすることができます。

作業を開始する前に

• CIFS 共有を使用する場合は CIFS ライセンス、 LDAP サーバを使用する場合は NFS ライセンスがインス
トールされている必要があります。

• Active Directory （ Windows 2003 または Windows 2008 ）と DES MD5 暗号化機能が使用可能である必
要があります。

• NTP を設定することで、タイムゾーンを設定し、クラスタ内で時間を同期させておく必要があります。

これにより、認証エラーを回避できるほか、ログファイルにクラスタ全体で一貫したタイムスタンプが記
録されるようになります。

このタスクについて

Kerberos Realm を作成するときは、 Kerberos Realm の作成ウィザードで次の属性を設定する必要がありま
す。

• Kerberos Realm を指定します

• KDC の IP アドレスとポート番号

デフォルトのポート番号は 88. です。

• Kerberos Key Distribution Center （ KDC ；キー配布センター）ベンダー
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• KDC ベンダーが Microsoft でない場合の管理サーバの IP アドレス

• パスワードサーバの IP アドレス

• KDC ベンダーが Microsoft の場合は、 Active Directory サーバ名と IP アドレス

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* サービス * （ * Services * ） ] ペインで、 [* Kerberos Realm * （ * Kerberos Realm * ） ] をクリック

4. Kerberos Realm * ウィンドウで、 * Create * をクリックします。

5. ウィザードの指示に従って、情報を入力または選択します。

6. 詳細を確認し、 [* 終了 ] をクリックしてウィザードを完了します。

Kerberos Realm の設定を編集します

System Manager を使用して、 Kerberos Realm の設定を Storage Virtual Machine （ SVM ）レベルで編集で
きます。

このタスクについて

Kerberos Realm 編集ウィザードを使用して、次の属性を変更できます。

• KDC の IP アドレスとポート番号を指定します

• KDC ベンダーが Microsoft でない場合の管理サーバの IP アドレス

• パスワードサーバの IP アドレス

• KDC ベンダーが Microsoft の場合は、 Active Directory サーバの名前と IP アドレス

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* サービス * （ * Services * ） ] ペインで、 [* Kerberos Realm * （ * Kerberos Realm * ） ] をクリック

4. Kerberos Realm * ウィンドウで、変更する Kerberos Realm の設定を選択し、 * Edit * をクリックしま
す。

5. ウィザードの指示に従って、情報を入力または選択します。

6. 詳細を確認し、 [* 終了 ] をクリックしてウィザードを完了します。

Kerberos Realm の設定を削除します

System Manager を使用して Kerberos Realm 設定を削除できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* サービス * （ * Services * ） ] ペインで、 [* Kerberos Realm * （ * Kerberos Realm * ） ] をクリック

345



4. Kerberos Realm * ウィンドウで、削除する Kerberos Realm 設定を 1 つ以上選択し、 * Delete * をクリッ
クします。

5. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

NFS で Kerberos を使用してセキュリティを強化します

Kerberos を使用して SVM と NFS クライアント間の認証を強化すると、セキュアな NFS 通信を実現するこ
とができます。NFS に Kerberos を設定すると、 NFS クライアントとストレージシステム間の通信の整合性
とセキュリティが向上します。

CIFS の Kerberos 認証

Kerberos 認証では、クライアントは CIFS サーバへの接続時に使用可能な最も高いセキュリティレベルをネ
ゴシエートします。ただし、クライアントが Kerberos 認証を使用できない場合は、 Microsoft NTLM または
NTLM V2 を使用して CIFS サーバでの認証が行われます。

Kerberos Realm ウィンドウ

Kerberos Realm ウィンドウを使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）と NFS クライアント間の認証を
提供して、セキュアな NFS 通信を実現できます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

Kerberos Realm 作成ウィザードを開きます。このウィザードで、ユーザ情報を取得するように Kerberos

Realm を設定できます。

• * 編集 * 。

Kerberos Realm 編集ウィザードを開きます。このウィザードで、 SVM の認証と許可に必要な Kerberos

Realm の設定を編集できます。

• * 削除 *

Kerberos Realm の削除ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 Kerberos Realm の
設定を削除できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

Kerberos Realm リスト

タブ形式で Kerberos Realm の詳細を表示します。

• * レルム *

Kerberos Realm の名前を示します。

• * KDC ベンダー *
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Kerberos KDC （キー配布センター）ベンダーの名前を示します。

• * KDC IP アドレス *

設定で使用される KDC IP アドレスを示します。

詳細領域

詳細領域には、選択した Kerberos Realm 設定の KDC の IP アドレスとポート番号、 KDC ベンダー、管理サ
ーバの IP アドレスとポート番号、 Active Directory サーバとサーバの IP アドレスなどの情報が表示されま
す。

• 関連情報 *

クラスタのタイムゾーンを設定します

"ネットアップテクニカルレポート 4067 ：『 NFS in NetApp ONTAP 』"

"ネットアップテクニカルレポート 4616 ：『 NFS Kerberos in ONTAP with Microsoft Active Directory 』"

"ネットアップテクニカルレポート 4835 ：『 How to Configure LDAP in ONTAP 』"

"NFS の管理"

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 DNS / DDNS サービスを管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 DNS

/ DDNS サービスを管理できます。

DDNS を有効または無効にします

System Manager を使用して、ストレージシステムで DDNS を有効または無効にすることができます。

このタスクについて

• DNS はデフォルトでは有効になっています。

• DDNS はデフォルトでは無効になっています。

• System Manager では、 DNS および DDNS の設定に対する検証チェックは実行されません。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Services] ペインで、 [*DNS/DDNS *] をクリックします。

4. *DNS/DDNS サービス * ウィンドウで、 * 編集 * をクリックします。

5. Edit DNS/DDNS Settings * ダイアログボックスで、 * DDNS service * チェックボックスをオンにして
DDNS を有効にします。

DDNS を無効にするには、 * DDNS サービス * チェックボックスの選択を解除します。
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6. [OK] をクリックします。

DNS および DDNS の設定を編集します

DNS を使用すると、ホスト情報を一元的に管理できます。System Manager を使用して、ストレージシステ
ムの DNS ドメイン名を追加または変更できます。ストレージシステムで DDNS を有効にして、 DNS サーバ
のネームサーバを自動的に更新することもできます。

作業を開始する前に

セキュアな DDNS を使用するために、 Storage Virtual Machine （ SVM ）用の CIFS サーバまたは Active

Directory アカウントをセットアップしておく必要があります。

このタスクについて

System Manager では、 DNS および DDNS の設定に対する検証チェックは実行されません。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [Services] ペインで、 [*DNS/DDNS *] をクリックします。

4. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

5. DNS Domains and Name Servers 領域で、 DNS ドメイン名および IP アドレスを追加または変更しま
す。

6. DDNS サービス * チェックボックスを選択して DDNS を有効にします。

a. セキュア DDNS を有効にするには、 * セキュア DDNS を有効にする * チェックボックスをオンにしま
す。

b. DDNS サービスの Fully Qualified Domain Name （ FQDN ；完全修飾ドメイン名）と Time-To-Live （
TTL ）の値を指定します。

デフォルトでは、 TTL は 24 時間に設定され、 FQDN は「 S vm name 」に設定されます。ドメイン
名

7. [OK] をクリックして、行った変更を保存します。

DNS / DDNS サービスウィンドウ

DNS / DDNS サービスウィンドウを使用すると、システムの現在の DNS および DDNS の設定を確認して編
集できます。

コマンドボタン

• * 編集 * 。

DNS / DDNS 設定の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスを使用して、 DNS ま
たは DDNS の詳細を追加または変更できます。DDNS を有効または無効にすることもできます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。
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System Manager - ONTAP 9.7以前を使用して、SVMユーザアカウントを作成および管
理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
Storage Virtual Machine （ SVM ）ユーザアカウントを作成および管理できます。

SVM ユーザアカウントを追加

System Manager を使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）ユーザアカウントを追加して、ストレージ
システムにアクセスするためのユーザのログイン方法を指定できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* SVM User Details] ペインで、 [* Users] をクリックします。

4. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

5. ストレージシステムへの接続に使用するユーザ名およびパスワードを指定し、確認のためにパスワードを
もう一度入力します。

6. 1 つまたは複数のユーザーログイン方法を追加し、 * 追加 * をクリックします。

新しい vsadmin アカウント用に、 HTTP をアプリケーションとして使用して証明書で認証するログイン
方法が自動的に組み込まれます。

SVM ユーザアカウントのパスワードを変更します

System Manager を使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）ユーザアカウントのパスワードをリセット
できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* SVM User Details] ペインで、 [* Users] をクリックします。

4. パスワードを変更するユーザーアカウントを選択し、 * パスワードのリセット * をクリックします。

5. [ パスワードのリセット ] ダイアログボックスで、新しいパスワードを入力し、確認のために新しいパス
ワードを入力して、 [ *Change ] をクリックします。

SVM ユーザアカウントを編集します

System Manager を使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）ユーザアカウントを編集し、ストレージシ
ステムにアクセスするためのユーザのログイン方法を変更できます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。
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3. [* SVM User Details] ペインで、 [* Users] をクリックします。

4. 編集するユーザーアカウントを選択し、 * 編集 * をクリックします。

5. 1 つ以上のユーザーログイン方法を変更し、 * 変更 * をクリックします。

SVM ユーザアカウントをロックまたはロック解除します

System Manager を使用して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）ユーザアカウントをロックしたりロックを
解除したりできます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* SVM User Details] ペインで、 [* Users] をクリックします。

4. [ * ユーザー * ] ウィンドウで、アカウントステータスを変更するユーザーアカウントを選択し、必要に応
じて [ * ロック * ] または [ * ロック解除 * ] をクリックします。

ユーザーウィンドウ

ユーザウィンドウを使用して、ユーザアカウントの管理、ユーザのパスワードのリセット、およびすべてのユ
ーザアカウントに関する情報の表示を行うことができます。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

ユーザーの追加ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ユーザーアカウントを追加
できます。

• * 編集 * 。

Modify User ダイアログボックスが開き、ユーザのログイン方法を変更できます。

ユーザアカウントのすべてのアクセス方法と認証方法で 1 つのロールを使用することがベ
ストプラクティスです。

• * 削除 *

選択したユーザアカウントを削除できます。

• * パスワードの変更 *

[ パスワードの変更 ] ダイアログボックスが開き、選択したユーザーのパスワードをリセットできます。

• * ロック *

ユーザアカウントをロックします。

• * 更新 *
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ウィンドウ内の情報を更新します。

ユーザリスト

ユーザリストの下の領域には、選択したユーザに関する詳細情報が表示されます。

• * ユーザー *

ユーザアカウントの名前が表示されます。

• * アカウントがロックされています *

ユーザアカウントがロックされているかどうかが表示されます。

User Login Methods 領域

• * アプリケーション *

ユーザがストレージシステムにアクセスするために使用できるアクセス方法を表示します。サポートされ
るアクセス方法は次のとおりです。

◦ システムコンソール（ console ）

◦ HTTP （ S ）（ http ）

◦ ONTAP API （ ONTAPI ）

◦ サービスプロセッサ（ service-processor ）

◦ SSH （ ssh ）

• * 認証 *

デフォルトでサポートされている認証方式（「 password 」）を表示します。

• * 役割 *

選択したユーザのロールが表示されます。

System Manager ONTAP 9.7 以前を使用したローカル UNIX ユーザおよびグループ

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用すると、各
Storage Virtual Machine （ SVM ）のローカル UNIX ユーザとグループのリストを管理で
きます。

UNIX ウィンドウ

UNIX ウィンドウを使用して、各 Storage Virtual Machine （ SVM ）のローカル UNIX ユーザおよびグループ
のリストを管理できます。ローカル UNIX ユーザおよびグループは、認証やネームマッピングに使用できま
す。
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[ グループ ] タブ

SVM に対してローカルな UNIX グループを追加、編集、削除するには、グループタブを使用します。

コマンドボタン

• * グループを追加 *

Add Group ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 SVM に対してローカルな
UNIX グループを作成できます。ローカル UNIX グループはローカル UNIX ユーザとともに使用されま
す。

• * 編集 * 。

グループの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、グループ ID を編集できま
す。

• * 削除 *

選択したグループを削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

グループリスト（ Groups List ）

• * グループ名 *

グループの名前が表示されます。

• * グループ ID *

グループの ID が表示されます。

[ ユーザー ] タブ

SVMs に対してローカルな UNIX ユーザを追加、編集、削除するには、 * users * タブを使用します。

コマンドボタン

• * ユーザーを追加 *

ユーザの追加ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 SVM のローカルの UNIX ユ
ーザを作成できます。

• * 編集 * 。

ユーザの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ユーザ ID 、ユーザが属して
いる UNIX グループ、およびユーザのフルネームを編集できます。

• * 削除 *
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選択したユーザを削除します。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ユーザリスト

• * ユーザー名 *

ユーザの名前が表示されます。

• * ユーザー ID *

ユーザの ID が表示されます。

• * 氏名 *

ユーザのフルネームが表示されます。

• * プライマリグループ ID *

ユーザが属するグループの ID が表示されます。

• * プライマリグループ名 *

ユーザが属するグループの名前が表示されます。

ローカルWindowsグループ

System Manager - ONTAP 9.7以前を使用して、Windowsローカルグループを管理します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、ローカ
ルWindowsグループを管理できます。グループのプロパティ、メンバーシップ、アカウ
ントを変更したり、特定の権限をグループに割り当てることができます。

Windows ローカルグループのプロパティを編集します

System Manager を使用して、ローカルユーザ、 Active Directory ユーザ、または Active Directory グループを
追加または削除して、ローカルグループのメンバーシップを管理することができます。グループに割り当てら
れる権限やグループの概要を変更して、グループを簡単に識別することができます。

このタスクについて

Windows ローカルグループのメンバーを追加または削除するときは、次の点に注意する必要があります。

• special_Everyone グループにユーザを追加したり、このユーザを削除したりすることはできません。

• Windows ローカルグループを別の Windows ローカルグループに追加することはできません。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。
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2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [ * グループ * ] タブで、 [ * 編集 * ] をクリックします。

5. グループの名前と、新しいグループを識別する概要を指定します。

6. グループに一連の権限を割り当てます。

サポートされる定義済みの権限の中から選択できます。

7. [Add *] をクリックして、ユーザをグループに追加します。

8. [ メンバーの追加 *] ウィンドウで、次のいずれかの操作を実行します。

◦ 特定のローカルグループに追加する Active Directory ユーザまたは Active Directory グループを指定し
ます。

◦ Storage Virtual Machine （ SVM ）の使用可能なローカルユーザのリストからユーザを選択します。

9. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

結果

Windows ローカルグループの設定が変更され、変更内容が * グループ * タブに表示されます。

Windows ローカルグループを作成します

System Manager を使用して Windows ローカルグループを作成し、 Storage Virtual Machine （ SVM ）に格
納されたデータに SMB 接続経由でアクセスする際の認証に使用できます。また、管理アクティビティの実行
時にグループのメンバーが利用できるユーザ権限と機能を定義した権限を割り当てることができます。

作業を開始する前に

SVM 用に CIFS サーバが設定されている必要があります。

このタスクについて

• グループ名を指定する際、ローカルドメイン名は指定してもしなくてもかまいません。

ローカルドメインは SVM の CIFS サーバの名前です。たとえば、 SVM の CIFS サーバの名前が「
CIFS_SERVER 」で、「 engineering 」グループを作成する場合は、グループ名として「 engineering 」
または「 CIFS_SERVER\engineering 」を指定できます。

ローカルドメインをグループ名の一部として使用する場合のルールを次に示します。

◦ 指定できるのは、グループを適用する SVM のローカルドメイン名だけです。

たとえば、ローカル CIFS サーバ名が「 cifs_server 」の場合、グループ名に「
CORP_SERVER\group1 」を指定することはできません。

◦ 「 BUILTIN 」をグループ名のローカルドメインとして使用することはできません。

たとえば、「 BUILTIN\group1 」という名前のグループは作成できません。

◦ Active Directory ドメインをグループ名のローカルドメインとして使用することはできません。
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たとえば 'AD_DOM\group1 という名前のグループは作成できません “AD_DOM” は Active Directory

ドメインの名前です

• すでに存在するグループ名は使用できません。

• 指定するグループ名は次の要件を満たす必要があります。

◦ 256 文字以内にする必要があります

◦ 末尾をピリオドにすることはできません

◦ カンマは使用できません

◦ 次の印字可能文字を含めることはできません： " / \ [ ] ： | <> + = ；？* @

◦ ASCII 範囲 1~31 の印字できない文字を含めることはできません

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [* グループ ] タブで、 [ 作成 *] をクリックします。

5. [ グループの作成 * ] ダイアログボックスで、グループの名前と、新しいグループの識別に役立つ概要を指
定します。

6. グループに一連の権限を割り当てます。

サポートされる定義済みの権限の中から選択できます。

7. [Add *] をクリックして、ユーザをグループに追加します。

8. [ グループへのメンバーの追加 *] ダイアログボックスで、次のいずれかの操作を実行します。

◦ 特定のローカルグループに追加する Active Directory ユーザまたは Active Directory グループを指定し
ます。

◦ SVM の使用可能なローカルユーザのリストからユーザを選択します。

◦ [OK] をクリックします。

9. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

Windows ローカルグループが作成され、 [ グループ ] ウィンドウに表示されます。

Windows ローカルグループにユーザアカウントを追加します

System Managerを使用して、ローカルユーザ、Active Directoryユーザ、またはActive Directoryグループ（そ
のグループに関連付けられた権限をユーザに割り当てる場合）をWindowsローカルグループに追加できます。

作業を開始する前に

• ユーザを追加するグループが存在している必要があります。

• グループに追加するユーザが存在している必要があります。
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このタスクについて

Windows ローカルグループのメンバーを追加する場合は、次の点に注意する必要があります。

• 特殊なグループ _Everyone にユーザーを追加することはできません。

• Windows ローカルグループを別の Windows ローカルグループに追加することはできません。

• ユーザ名にスペースを含むユーザアカウントは、 System Manager では追加できません。

ユーザアカウントは、名前を変更するか、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して追加でき
ます。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [ グループ *] タブで、ユーザーを追加するグループを選択し、 [ メンバーの追加 *] をクリックします。

5. [ メンバーの追加 *] ウィンドウで、次のいずれかの操作を実行します。

◦ 特定のローカルグループに追加する Active Directory ユーザまたは Active Directory グループを指定し
ます。

◦ Storage Virtual Machine （ SVM ）の使用可能なローカルユーザのリストからユーザを選択します。

6. [OK] をクリックします。

結果

追加したユーザーは、 [*Groups] タブの [User] タブに一覧表示されます。

Windows ローカルグループの名前を変更します

System Manager を使用して、 Windows ローカルグループの名前をわかりやすい名前に変更できます。

このタスクについて

• 新しいグループ名は古いグループ名と同じドメインに作成する必要があります。

• グループ名は次の要件を満たす必要があります。

◦ 256 文字以内にする必要があります

◦ 末尾をピリオドにすることはできません

◦ カンマは使用できません

◦ 次の印字可能文字を含めることはできません： " / \ [ ] ： | <> + = ；？* @

◦ ASCII 範囲 1~31 の印字できない文字を含めることはできません

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
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す。

4. [* グループ ] タブで、名前を変更するグループを選択し、 [* 名前の変更 *] をクリックします。

5. [ グループ名の変更 *] ウィンドウで、グループの新しい名前を指定します。

結果

ローカルグループ名が変更され、グループウィンドウに新しい名前が表示されます。

Windows ローカルグループを削除します

Storage Virtual Machine （ SVM ）に格納されたデータへのアクセス権の定義やグループメンバーへの SVM

のユーザ権限の割り当てに使用する Windows ローカルグループが不要になった場合は、 System Manager を
使用して SVM から削除することができます。

このタスクについて

• ローカルグループを削除すると、そのグループのメンバーシップのレコードが削除されます。

• ファイルシステムは変更されません。

このグループを参照するファイルやディレクトリに対する Windows セキュリティ記述子は調整されませ
ん。

• 特殊な「 Everyone 」グループは削除できません。

• BUILTIN\Administrators や BUILTIN\Users などの組み込みのグループは削除できません。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [ * グループ * ] タブで、削除するグループを選択し、 [ * 削除 * ] をクリックします。

5. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

結果

ローカルグループとそのメンバーシップのレコードが削除されます。

Windows ローカルユーザアカウントを作成します

System Manager を使用して Windows ローカルユーザアカウントを作成し、 Storage Virtual Machine （ SVM

）に格納されたデータに SMB 接続経由でアクセスする際の認証に使用できます。Windows ローカルユーザア
カウントは、 CIFS セッションを作成する際の認証にも使用できます。

作業を開始する前に

• SVM 用に CIFS サーバが設定されている必要があります。

このタスクについて

Windows ローカルユーザの名前は次の要件を満たす必要があります。

• 20 文字以内にする必要があります
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• 末尾をピリオドにすることはできません

• カンマは使用できません

• 次の印字可能文字を含めることはできません： " / \ [ ] ： | <> + = ；？* @

• ASCII 範囲 1~31 の印字できない文字を含めることはできません

パスワードは次の基準を満たしている必要があります。

• 6 文字以上にする必要があります

• ユーザアカウント名を含めることはできません

• 次の 4 種類のうちの 3 種類以上の文字を含める必要があります。

◦ 大文字のアルファベット（ A~Z ）

◦ 小文字のアルファベット（ a~z ）

◦ 数字（ 0~9 ）

◦ 特殊文字： ~ ！@#0^&*_-+=`\|()[]:;"<> 、 .？/

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [Users] タブで、 [*Create] をクリックします。

5. ローカルユーザの名前を指定します。

6. ローカルユーザのフルネームとこの新しいユーザの特定に役立つ概要を指定します。

7. ローカルユーザのパスワードを入力し、確認のためにもう一度入力します。

パスワードの要件を満たしている必要があります。

8. [Add *] をクリックして、グループメンバーシップをユーザに割り当てます。

9. Add Groups * ウィンドウで、 SVM 内の使用可能なグループのリストからグループを選択します。

10. ユーザー作成後にこのアカウントを無効にするには、 * このアカウントを無効にする * を選択します。

11. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

Windows ローカルユーザアカウントが作成され、選択したグループのメンバーシップが割り当てられます。
ユーザーアカウントは、 Users タブに表示されます。

Windowsローカルユーザのプロパティを編集します

System Manager を使用して、 Windows ローカルユーザアカウントを編集して、既存のユーザのフルネーム
や概要を変更したり、ユーザアカウントを有効または無効にしたりできます。また、ユーザアカウントに割り
当てられたグループメンバーシップを変更することもできます。

手順
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1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [Users] タブで、 [Edit] をクリックします。

5. [ ユーザーの変更 *] ウィンドウで、必要な変更を行います。

6. * 変更 * をクリックします。

結果

Windows ローカルユーザアカウントの属性が変更され、 * Users * タブに表示されます。

グループメンバーシップをユーザアカウントに割り当てます

System Manager を使用してユーザアカウントにグループメンバーシップを割り当てることで、特定のグルー
プに関連付けられている権限をユーザに付与することができます。

作業を開始する前に

• ユーザを追加するグループが存在している必要があります。

• グループに追加するユーザが存在している必要があります。

このタスクについて

特殊なグループ _Everyone にユーザーを追加することはできません。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [Users] タブで、グループメンバーシップを割り当てるユーザーアカウントを選択し、 [ グループに追加 ]

をクリックします。

5. [ グループの追加 *] ウィンドウで、ユーザーアカウントを追加するグループを選択します。

6. [OK] をクリックします。

結果

選択したすべてのグループのメンバーシップがユーザアカウントに割り当てられ、それらのグループに関連付
けられている権限がユーザに付与されます。

Windows ローカルユーザの名前を変更します

System Manager を使用して、 Windows ローカルユーザアカウントの名前をわかりやすい名前に変更できま
す。

このタスクについて

• 新しいユーザ名は前のユーザ名と同じドメインに作成する必要があります。

• 指定するユーザ名は次の要件を満たす必要があります。
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◦ 20 文字以内にする必要があります

◦ 末尾をピリオドにすることはできません

◦ カンマは使用できません

◦ 次の印字可能文字を含めることはできません： " / \ [ ] ： | <> + = ；？* @

◦ ASCII 範囲 1~31 の印字できない文字を含めることはできません

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [Users] タブで、名前を変更するユーザーを選択し、 [Rename] をクリックします。

5. [ ユーザー名の変更 *] ウィンドウで、ユーザーの新しい名前を指定します。

6. 新しい名前を確認し、 * 名前の変更 * をクリックします。

結果

ユーザー名が変更され、新しい名前が ［ * ユーザー * ］ タブに表示されます。

Windows ローカルユーザのパスワードをリセットします

System Manager を使用して、 Windows ローカルユーザのパスワードをリセットできます。パスワードのリ
セットは、たとえば、現在のパスワードが漏れた場合やパスワードを忘れた場合などに行います。

このタスクについて

設定するパスワードは次の基準を満たしている必要があります。

• 6 文字以上にする必要があります

• ユーザアカウント名を含めることはできません

• 次の 4 種類のうちの 3 種類以上の文字を含める必要があります。

◦ 大文字のアルファベット（ A~Z ）

◦ 小文字のアルファベット（ a~z ）

◦ 数字（ 0~9 ）

◦ 特殊文字： ~ ！@#0^&*_-+=`\|()[]:;"<> 、 .？/

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [* ユーザー * ] タブで、パスワードをリセットするユーザーを選択し、 [ パスワードの設定 * ] をクリック
します。
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5. [ パスワードのリセット *] ダイアログボックスで、ユーザーの新しいパスワードを設定します。

6. 新しいパスワードを確認し、 [* リセット * ] をクリックします。

Windows ローカルユーザアカウントを削除します

Storage Virtual Machine （ SVM ）の CIFS サーバへのローカルの CIFS 認証や SVM に格納されたデータへの
アクセス権の定義に使用する Windows ローカルユーザアカウントが不要になった場合は、 System Manager

を使用して SVM から削除することができます。

このタスクについて

• 管理者などの標準ユーザは削除できません。

• ONTAP は、ローカルグループデータベース、ローカルユーザメンバーシップデータベース、およびユー
ザ権限データベースから、削除されたローカルユーザへの参照を削除します。

手順

1. [ * ストレージ * > * SVMs * ] をクリックします。

2. SVM を選択し、 * SVM 設定 * をクリックします。

3. [* Host Users and Groups* （ホストユーザーとグループ * ） ] ペインで、 [* Windows* ] をクリックしま
す。

4. [* ユーザー * ] タブで、削除するユーザーアカウントを選択し、 [ * 削除 * ] をクリックします。

5. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

結果

ローカルユーザアカウントとそのグループメンバーシップのエントリが削除されます。

ウィンドウ

System Managerを使用して、Windowsウィンドウを開くことができます。Windows ウィンドウを使用して、
クラスタの各 Storage Virtual Machine （ SVM ）の Windows ローカルユーザとローカルグループのリストを
管理できます。Windows のローカルユーザおよびローカルグループは、認証やネームマッピングに使用でき
ます。

[ ユーザー ] タブ

ユーザタブを使用して、 SVM に対してローカルな Windows ユーザを表示できます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

Create User ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 SVM に格納されたデータへ
の SMB 接続を介したアクセスの許可に使用できる Windows ローカルユーザアカウントを作成できます。

• * 編集 * 。

ユーザの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、グループメンバーシップやフ
ルネームなど、 Windows のローカルユーザプロパティを編集できます。また、ユーザアカウントを有効
または無効にすることもできます。

361



• * 削除 *

ユーザの削除ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、不要になった Windows ロー
カルユーザアカウントを SVM から削除できます。

• * グループに追加 *

[ グループの追加 ] ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、グループに関連付け
られている権限をユーザアカウントに割り当てることができます。

• * パスワードの設定 *

[ パスワードのリセット ] ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 Windows ローカ
ルユーザのパスワードをリセットできます。パスワードのリセットは、たとえば、パスワードが漏れた場
合やパスワードを忘れた場合などに行います。

• * 名前を変更 *

[ ユーザー名の変更 ] ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 Windows ローカルユ
ーザーアカウントの名前をわかりやすい名前に変更できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

ユーザリスト

• * 名前 *

ローカルユーザの名前が表示されます。

• * 氏名 *

ローカルユーザのフルネームが表示されます。

• * アカウントが無効になっています *

ローカルユーザアカウントが有効になっているか無効になっているかが表示されます。

• * 概要 *

このローカルユーザの概要を表示します。

ユーザーの詳細領域

• * グループ *

ユーザが属しているグループのリストが表示されます。

362



[ グループ ] タブ

SVM に対してローカルな Windows グループを追加、編集、削除するには、グループタブを使用します。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

Create Group ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 SVM に格納されたデータへ
の SMB 接続を介したアクセスの認証に使用できる Windows ローカルグループを作成できます。

• * 編集 * 。

グループの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、グループに割り当てられた
権限やグループの概要など、 Windows ローカルグループのプロパティを編集できます。

• * 削除 *

グループの削除ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、不要になったローカル
Windows グループを SVM から削除できます。

• * メンバーを追加 *

[ メンバーの追加 ] ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスで、ローカルまたは Active

Directory ユーザー、または Active Directory グループをローカル Windows グループに追加できます。

• * 名前を変更 *

[ グループ名の変更 ] ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 Windows ローカルグ
ループの名前をわかりやすい名前に変更できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

グループリスト（ Groups List ）

• * 名前 *

ローカルグループの名前が表示されます。

• * 概要 *

このローカルグループの概要が表示されます。

グループの詳細領域

• * 特権 *

選択したグループに関連付けられている権限のリストが表示されます。

• * ユーザー *
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選択したグループに関連付けられているローカルユーザのリストが表示されます。

System Manager を使用したネームマッピング - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ネー
ムマッピングエントリを指定し、異なるプラットフォームのユーザをマッピングできま
す。

ネームマッピングの変換ルール

ONTAP システムには、 SVM ごとに一連の変換ルールが保存されています。各ルールは、 a_pattern_ と
a_replacement _ の 2 つの要素で構成されます。変換は該当するリストの先頭から開始され、最初に一致した
ルールに基づいて実行されます。パターンは UNIX 形式の正規表現です。リプレースメントは、 UNIX の ed

プログラムと同様に、パターンの部分式を表すエスケープシーケンスを含む文字列です。

ネームマッピングウィンドウ

ネームマッピングウィンドウを使用して、ネームマッピングエントリを指定し、異なるプラットフォームのユ
ーザをマッピングできます。

ネームマッピング

ネームマッピングを作成して使用することにより、 UNIX ユーザから Windows ユーザ、 Windows ユーザか
ら UNIX ユーザ、 Kerberos ユーザから UNIX ユーザへのマッピングが可能です。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

ネームマッピングエントリの追加ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 Storage

Virtual Machine （ SVM ）上にネームマッピングを作成できます。

• * 編集 * 。

ネームマッピングエントリの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 SVM の
ネームマッピングを編集できます。

• * 削除 *

ネームマッピングエントリの削除ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ネームマ
ッピングエントリを削除できます。

• * スワップ *

ネームマッピングエントリのスワップ（ Swap Name Mapping Entries ）ダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、選択した 2 つのネームマッピングエントリの位置を切り替えることが
できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。
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ネームマッピングのリスト

• * 位置 *

優先順位リスト内でのネームマッピングの位置を示します。ネームマッピングは、優先順位リストの順序
に従って適用されます。

• * パターン *

照合するユーザ名のパターンを示します。

• * 交換 *

変換後のユーザ名のパターンを示します。

• * 方向 *

ネームマッピングの方向を示します。Kerberos から UNIX へのネームマッピングの場合は krb_unix 、
Windows から UNIX へのネームマッピングの場合は win_unix 、 UNIX から Windows へのネームマッピン
グの場合は unix_win になります。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

Add Group Mapping Entry ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 SVM に対する
グループマッピングを作成できます。

• * 編集 * 。

Edit Group Mapping Entry ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 SVM のグルー
プマッピングを編集できます。

• * 削除 *

Delete Group Mapping Entries ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、グループマ
ッピングエントリを削除できます。

• * スワップ *

Swap Group Mapping Entries ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択した 2

つのグループマッピングエントリの位置を切り替えることができます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

グループマッピングのリスト

• * 位置 *

優先順位リスト内でのグループマッピングの位置を示します。グループマッピングは、優先順位リストの
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順序に従って適用されます。

• * パターン *

照合するユーザ名のパターンを示します。

• * 交換 *

変換後のユーザ名のパターンを示します。

• * 方向 *

グループマッピングの方向を示します。Kerberos から UNIX へのグループマッピングの場合は「 krb_unix

」、 Windows から UNIX へのグループマッピングの場合は「 win_unix 」、 UNIX から Windows へのグ
ループマッピングの場合は「 unix_win 」です。

• 関連情報 *

"SMB / CIFS の管理"

ミラー関係

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してミラー関係を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ミラ
ー関係を管理できます。更新、作成、休止、初期化、再確立、 休止していたミラー関係
の再開に加え、ミラー関係の削除と編集を行います。

関係を削除します

System Manager を使用して、ミラー関係を削除し、ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間
のミラー関係を完全に終了できます。ミラー関係を削除すると、ソースボリュームのベース Snapshot コピー
が削除されます。

このタスクについて

ミラー関係を削除する前に、その関係を解除することが推奨されます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 削除するミラー関係を選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスを選択してミラー関係を削除し、ベース Snapshot コピーを解放して、 * Delete *

をクリックします。

結果

関係が削除され、ソースボリュームのベース Snapshot コピーが削除されます。

関係を再同期する

System Manager を使用して、以前に解除したミラー関係を再確立できます。再同期操作を実行して、災害に
よってソースボリュームが機能しなくなった状態からリカバリできます。
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作業を開始する前に

ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、およびソース SVM とデスティネーション SVM でピア関係
が確立されている必要があります。

このタスクについて

• 再同期操作を実行すると、ミラーデスティネーションの内容がソースボリュームの内容で上書きされま
す。

◦ SnapLock 準拠ボリュームでは、アクティブファイルシステム内で共通の Snapshot コ
ピーに関連するデータ変更は、現在のボリュームに設定されている有効期限まではロッ
クされた Snapshot コピーに保持されます。

ボリュームの有効期限がすでに過ぎているか設定されていない場合は、 Snapshot コピ
ーおよび共通の Snapshot コピーが 30 日間ロックされます。共通の Snapshot コピー
からロックされた最新の Snapshot コピーまでの間の中間の Snapshot コピーはすべて
削除されます。

◦ SnapLock Compliance ボリューム以外のボリュームでは、ベースの Snapshot コピーが
作成されたあとにデスティネーションボリュームに書き込まれた新しいデータが原因に
よって失われる可能性があります。

• Protection ウィンドウの Last Transfer Error フィールドで再同期操作を実行するように推奨された場合
は、まず関係を解除してから再同期処理を実行する必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 再同期するミラー関係を選択します。

3. [* Operations] * > [* Resync] をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * Resync * をクリックします。

休止した関係を再開します

System Manager を使用して、休止中のミラー関係を再開できます。関係を再開すると、ミラーデスティネー
ションへの通常のデータ転送が再開され、ミラー処理もすべて再開されます。

このタスクについて

解除されたミラー関係をコマンドラインインターフェイス（ CLI ）で休止した場合は、 System Manager で
再開することはできません。CLI を使用して関係を再開してください。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 再開するミラー関係を選択します。

3. [* オペレーション * > * 再開 * （ Operations * > * Resume * ） ] をクリック

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * Resume * （続行）をクリックします。

結果

選択したミラー関係のミラーデスティネーションへのデータ転送が再開されます。
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関係を更新します

System Manager を使用して、スケジュールされていないデスティネーションのミラー更新を開始できます。
予定された停電、スケジュールされた保守、またはデータ移行によるデータ損失を防ぐために、手動更新が必
要になる場合があります。

作業を開始する前に

ミラー関係は SnapMirror 済みの状態である必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. データを更新するミラー関係を選択し、 * Operations * > * Update * をクリックします。

3. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間の最新の共通の Snapshot コピーに基づく差
分転送を実行するには、「 * on demand * 」を選択します。

◦ Select Snapshot copy * を選択し、転送する Snapshot コピーを指定します。

4. *オプション：転送に使用するネットワーク帯域幅を制限し、最大転送速度を指定するには、*転送帯域幅
を*に制限するを選択します。

5. [ 更新（ Update ） ] をクリックします。

6. [ * 詳細 * ] タブで転送ステータスを確認します。

関係を休止します

System Manager を使用して、 Snapshot コピーを作成する前にミラーデスティネーションを休止して、安定
した状態にすることができます。休止処理を実行すると、アクティブなミラー転送が完了したあと、ミラーリ
ング関係の以降の転送が実行されなくなります。

このタスクについて

休止できるのは、 SnapMirror 済み状態のミラー関係のみです。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 休止するミラー関係を選択します。

3. [* 操作 *>] [ * 休止 ] をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 休止 * をクリックします。

関係を初期化

ミラー関係を開始する際には、関係を初期化する必要があります。関係を初期化すると、ソースボリュームか
らデスティネーションへのデータのベースライン転送が実行されます。System Manager を使用して、作成時
に初期化していないミラー関係を初期化することができます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 初期化するミラー関係を選択します。
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3. [* Operations] * > [* Initialize] をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * Initialize * （初期化）をクリックします。

5. [ 保護（ Protection ） ] ウィンドウで、ミラー関係のステータスを確認します。

結果

Snapshot コピーが作成されてデスティネーションに転送されます。この Snapshot コピーは、以降の差分
Snapshot コピーのベースラインとして使用されます。

関係を編集します

System Manager を使用して、クラスタの既存のポリシーまたはスケジュールを選択するか、ポリシーまたは
スケジュールを作成して、ミラー関係を編集することができます。

このタスクについて

• Data ONTAP 8.2.1 のボリュームと ONTAP 8.3 以降のボリュームの間に作成されたミラー関係は編集でき
ません。

• 既存のポリシーやスケジュールのパラメータを編集することはできません。

• バージョンに依存しないミラー関係、バックアップ関係、またはミラーとバックアップ関係について、ポ
リシーのタイプを変更することで関係のタイプを変更することができます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. ポリシーまたはスケジュールを変更するミラー関係を選択し、 * Edit * をクリックします。

3. ［ * 関係の編集 * ］ ダイアログボックスで、既存のポリシーを選択するか、ポリシーを作成します。

状況 実行する処理

既存のポリシーを選択してください。 [* 参照 ] をクリックし、既存のポリシーを選択しま
す。
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状況 実行する処理

ポリシーを作成する a. [ ポリシーの作成 *] をクリックします。

b. ポリシーの名前を指定します。

c. スケジュールされた転送の優先順位を設定しま
す。

転送の優先順位を「低」にすると優先順位が最
も低くなり、優先順位が「通常」の転送よりも
あとにスケジュールされます。デフォルトで
は、優先度は Normal に設定されます。

d. 「 all_source_snapshots 」ルールをミラーポリ
シーに含めるには、「 * すべてのソース
Snapshot コピーを転送 * 」チェックボックス
を選択します。これにより、ソースボリューム
のすべての Snapshot コピーをバックアップで
きます。

e. 転送中のデータを圧縮するには、 [ ネットワー
ク圧縮を有効にする *] チェックボックスをオン
にします。

f. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

4. 関係のスケジュールを指定します。

状況 実行する処理

既存のスケジュールを割り当てる スケジュールのリストから既存のスケジュールを選
択します。

スケジュールを作成する a. [ スケジュールの作成 *] をクリックします。

b. スケジュールの名前を指定します。

c. [Basic] または [Advanced] を選択します。

◦ basic は、曜日、時刻、および転送間隔だけ
を指定します。

◦ advanced を指定すると、 cron 形式のスケ
ジュールが作成されます。

d. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

スケジュールを割り当てない 「 * なし * 」を選択します。

5. [OK] をクリックして変更を保存します。

デスティネーションSVMからミラー関係を作成

System Managerを使用して、ミラー関係をデスティネーションStorage Virtual Machine（SVM）から作成
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し、ポリシーとスケジュールをそのミラー関係に割り当てることができます。ミラーコピーを作成しておけば
、ソースボリュームのデータが破損した場合や失われた場合でも、データをすぐに使用できます。

作業を開始する前に

• ソースクラスタで ONTAP 8.2.2 以降が実行されている必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで SnapMirror ライセンスが有効になっている必要があり
ます。

一部のプラットフォームでは、デスティネーションクラスタで SnapMirror ライセンスに加
えて Data Protection Optimization （ DPO ）ライセンスが有効になっていれば、ソースク
ラスタで SnapMirror ライセンスが有効になっていなくてもかまいません。

• ボリュームのミラーリングで SnapLock ボリュームをソースとして選択する場合、デスティネーションク
ラスタに SnapMirror ライセンスと SnapLock ライセンスがインストールされている必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

• デスティネーション SVM の使用可能なスペースを確保する必要があります。

• 読み書き可能（ rw ）タイプのソースボリュームを用意しておく必要があります。

• FlexVol がオンラインであり、読み書き可能タイプである必要があります。

• SnapLock アグリゲートのタイプが同じである必要があります。

• ONTAP 9.2 以前のバージョンを実行しているクラスタから Security Assertion Markup Language （ SAML

）認証が有効になっているリモートクラスタに接続する場合は、リモートクラスタでパスワードベースの
認証を有効にする必要があります。

このタスクについて

• System Manager ではカスケード関係はサポートされません。

たとえば、関係のデスティネーションボリュームを別の関係のソースボリュームにすることはできませ
ん。

• MetroCluster 構成の同期元の SVM と同期先の SVM の間にミラー関係を作成することはできません。

• MetroCluster 構成の同期元の SVM 間にはミラー関係を作成できます。

• 同期元の SVM のボリュームからデータ提供用の SVM のボリュームへのミラー関係を作成できます。

• データ提供用の SVM のボリュームから同期元の SVM のデータ保護（ DP ）ボリュームへのミラー関係を
作成できます。

• ミラー関係は、同じタイプの SnapLock 間でのみ作成できます。

たとえば、ソースボリュームが SnapLock Enterprise ボリュームの場合は、デスティネーションボリュー
ムも SnapLock Enterprise ボリュームである必要があります。デスティネーション SVM SnapLock で同じ
タイプのアグリゲートを使用できることを確認する必要があります。

• ミラー関係用に作成されたデスティネーションボリュームはシンプロビジョニングされません。

• 一度に保護できるボリュームは最大 25 個です。

• ソースクラスタよりも古いバージョンの ONTAP をデスティネーションクラスタで実行している場合、
ONTAP ボリューム間にミラー関係 SnapLock を作成することはできません。
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手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. [ ボリューム関係 * ] ウィンドウで、 [ * 作成 ] をクリックします。

3. [* SVM を参照 * ] ダイアログボックスで、デスティネーションボリュームの SVM を選択します。

4. [ 保護関係の作成 *] ダイアログボックスで、 [ 関係タイプ *] ドロップダウンリストから [ ミラー *] を選択
します。

5. クラスタ、 SVM 、およびソースボリュームを指定します。

指定したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバージョンの ONTAP ソフトウェアが実行されている場合、ピ
ア関係が設定された SVM だけが表示されます。指定したクラスタで ONTAP 9.3 以降が実行されている場
合は、ピア関係が設定された SVM と許可された SVM が表示されます。

6. FlexVol ボリュームの場合は、ボリューム名サフィックスを指定します。

ボリューム名サフィックスをソースボリュームの名前に追加したものがデスティネーションボリュームの
名前として使用されます。

7. [* 参照 ] をクリックし、ミラーポリシーを変更します。

8. 既存のスケジュールのリストから関係のスケジュールを選択します。

9. 関係の初期化を選択してミラー関係を初期化します。

10. FabricPool 対応アグリゲートを有効にし、適切な階層化ポリシーを選択します。

11. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

デスティネーションボリュームを作成するように選択した場合は、 type _dp_is のデスティネーションボリュ
ームが作成され、言語属性はソースボリュームと同じになります。

ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間にミラー関係が作成されます。関係を初期化するよう
に選択した場合は、ベース Snapshot コピーがデスティネーションボリュームに転送されます。

ミラー関係を逆再同期しています

System Manager を使用して、以前に解除したミラー関係を再確立できます。逆再同期操作を実行すると、ソ
ースボリュームとデスティネーションボリュームの機能が入れ替わります。

作業を開始する前に

ソースボリュームはオンラインである必要があります。

このタスクについて

• デスティネーションボリュームでデータを提供しながら、ソースボリュームを修理または交換したり、ソ
ースボリュームを更新したり、システムの元の構成を再確立したりできます。

• 逆再同期を実行すると、ミラーソースの内容がデスティネーションボリュームの内容で上書きされます。
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◦ SnapLock 準拠ボリュームでは、アクティブファイルシステム内で共通の Snapshot コ
ピーに関連するデータ変更は、現在のボリュームに設定されている有効期限まではロッ
クされた Snapshot コピーに保持されます。

ボリュームの有効期限がすでに過ぎているか設定されていない場合は、 Snapshot コピ
ーおよび共通の Snapshot コピーが 30 日間ロックされます。共通の Snapshot コピー
からロックされた最新の Snapshot コピーまでの間の中間の Snapshot コピーはすべて
削除されます。

◦ SnapLock Compliance ボリューム以外のボリュームでは、ベースの Snapshot コピーが
作成されたあとにソースボリュームに書き込まれた新しいデータが原因によって失われ
る可能性があります。

• 逆再同期の実行時は、関係のミラーポリシーが DPDefault に設定され、ミラースケジュールが None に設
定されます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 反転するミラー関係を選択します。

3. [* Operations] * > [* Reverse Resync] をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 逆再同期 * をクリックします。

◦ 関連情報 *

保護ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して SnapMirror 関係を解除します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、
SnapMirror 関係を解除できます。SnapMirror ソースを使用できなくなり、クライアント
アプリケーションからミラーデスティネーションのデータにアクセスできるようにする
場合は、 SnapMirror 関係を解除する必要があります。SnapMirror 関係を解除すると、
デスティネーションボリュームのタイプが「データ保護」（ DP ）から「読み書き可
能」（ RW ）に変わります。

作業を開始する前に

• SnapMirror デスティネーションが休止状態またはアイドル状態になっている必要があります。

• デスティネーションボリュームを Storage Virtual Machine （ SVM ）ネームスペースにマウントしておく
必要があります。

このタスクについて

• デスティネーションボリュームでデータを提供しながら、ソースを修理または交換したり、ソースを更新
したり、システムの元の構成を再確立したりできます。

• ONTAP システムと SolidFire ストレージシステムの間の SnapMirror 関係を解除できます。

• FlexGroup ボリューム関係を解除する場合は、ページを更新して、関係の更新後のステータスを確認する
必要があります。
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手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 解除するミラー関係を選択します。

3. [ 操作（ Operations ） ] > [ * 分割（ * Break ） ] をクリックする。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * ブレーク * をクリックします。

結果

データ保護 SnapMirror 関係が解除されます。デスティネーションボリュームのタイプがデータ保護（ DP ）
の読み取り専用から読み書き可能（ RW ）に変更されます。あとで使用できるように、データ保護ミラー関
係のベースの Snapshot コピーが保存されます。

• 関連情報 *

保護ウィンドウ

= :allow-uri-read:

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してミラー転送を中止します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、デー
タ転送が完了する前にボリュームのレプリケーション処理を中止できます。スケジュー
ルされた更新、手動更新、または最初のデータ転送を中止できます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. データ転送を停止する関係を選択し、 * Operations * > * Abort * をクリックします。

3. [ はい、転送を中止します * ] チェックボックスをオンにして、操作を確定します。

4. 転送済みデータを保持する場合は、 * 転送済みデータを保持 * チェックボックスをクリックします。

5. * 中止 * をクリックします。

転送ステータスは ' 操作が完了するまで中止中と表示され ' 操作が完了するとアイドルと表示されます

◦ 関連情報 *

保護ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンを使用して、ミラー関係のボリュームをリストアします

バージョンに依存しないミラー関係の場合、 ONTAP System Manager の従来の機能（
ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ソースデータが破損して使用できなくなった
場合に、ソースボリュームまたはその他のボリュームに Snapshot コピーをリストアで
きます。元のデータをデスティネーションボリュームの Snapshot コピーで置き換える
ことができます。

作業を開始する前に

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタの両方、またはソースボリュームを含むノードとデスティ
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ネーションボリュームを含むノードの両方で、 SnapMirror ライセンスが有効になっている必要があり
ます。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

• ソースアグリゲートやリストア処理の対象となるその他のアグリゲートは 64 ビットである必要がありま
す。

• ONTAP 9.2 以前のバージョンを実行しているクラスタから Security Assertion Markup Language （ SAML

）認証が有効になっているリモートクラスタに接続する場合は、リモートクラスタでパスワードベースの
認証も有効にする必要があります。

このタスクについて

• MetroCluster 構成のソースの Storage Virtual Machine （ SVM ）とデスティネーションの SVM の間でミ
ラー関係が確立されたボリュームはリストアできません。

• SnapLock ボリュームに対してリストア処理を実行することはできません。

• MetroCluster 構成の同期元の SVM 間のミラー関係はリストアできます。

• 同期元の SVM のボリュームからデフォルトの SVM へのミラー関係はリストアできます。

• デフォルトの SVM のボリュームから同期元の SVM の DP ボリュームへのミラー関係はリストアできま
す。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. ミラー関係を選択し、 * Operations * > * Restore * をクリックします。

3. リストア * ダイアログボックスで、ミラー関係のソースボリュームにデータをリストアするか、他のボリ
ュームを選択します。

データのリストア先 手順

ソースボリューム a. 「 * ソースボリューム * 」を選択します。

b. 手順 7 に進みます。

その他のボリューム その他のボリューム * を選択し、リストからクラス
タと SVM を選択します。

4. データを新しいボリュームまたは既存のボリュームにリストアします。

データのリストア先 手順

新しいボリューム デフォルトの名前を変更する場合は、「デスティネ
ーション SVM _ 名前 _destination_volume_name _

」の形式で表示されます。新しい名前を指定し、ボ
リュームの包含アグリゲートを選択します。
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データのリストア先 手順

既存のボリューム Select Volume （ボリュームの選択） * オプション
を選択します。

ソースボリューム以外のボリュームの中から、一部
のデータだけを含み、残りは共通の Snapshot コピ
ーを使用する読み書き可能ボリュームを選択する必
要があります。

言語属性がソースボリュームと同じボリュームだけ
が表示されます。

5. 最新の Snapshot コピーを選択するか、リストアする特定の Snapshot コピーを選択します。

6. 確認のチェックボックスをオンにし、 Snapshot コピーからボリュームをリストアします。

7. オプション： Enable Network Compression *チェックボックスを選択して、リストア処理中に転送される
データを圧縮します。

8. [* リストア ] をクリックします。

バックアップ関係

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用してバックアップ関係を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、デス
ティネーション SVM からバックアップ関係を作成するだけでなく、バックアップ関係
を更新、再開、休止、初期化、および削除できます。

関係を編集します

System Manager を使用して、クラスタの既存のポリシーまたはスケジュールを選択するか、新しいポリシー
またはスケジュールを作成して、バックアップ関係を編集することができます。ただし、既存のポリシーやス
ケジュールのパラメータを編集することはできません。

作業を開始する前に

ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. ポリシーまたはスケジュールを変更するバックアップ関係を選択し、 * 編集 * をクリックします。

3. [ 関係の編集 * （ Edit Relationship * ） ] ダイアログボックスで、適切なアクションを選択する。

状況 実行する処理

既存のポリシーを選択してください。 [* 参照 ] をクリックし、既存のポリシーを選択しま
す。ソースボリュームに関連付けられた Snapshot

ポリシーと最も多くのラベルが一致するポリシーを
選択できます。
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状況 実行する処理

新しいポリシーを作成します。 a. [ ポリシーの作成 *] をクリックします。

b. ポリシーの名前を指定します。

c. スケジュールされた転送の優先順位を設定しま
す。

転送の優先順位を「低」にすると優先順位が最
も低くなり、優先順位が「通常」の転送よりも
あとにスケジュールされます。デフォルトで
は、優先度は Normal に設定されます。

d. 転送中のデータを圧縮するには、 [ ネットワー
ク圧縮を有効にする *] チェックボックスをオン
にします。

e. バックアップポリシーの SnapMirror ラベルと
デスティネーションの保持数を指定します。

新しい SnapMirror ラベルを有効にするには、
同じラベルの Snapshot コピーをソースボリュ
ームに作成する必要があります。

f. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

4. 関係のスケジュールを指定します。

状況 実行する処理

既存のスケジュールを割り当てる リストから既存のスケジュールを選択します。

新しいスケジュールを作成する a. [ スケジュールの作成 *] をクリックします。

b. スケジュールの名前を指定します。

c. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ * 基本 *

曜日、時刻、および転送間隔だけを指定す
る場合に選択します。

◦ * 詳細 *

cron 形式のスケジュールを指定する場合に
選択します。

d. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

スケジュールを割り当てない 「 * なし * 」を選択します。
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5. [OK] をクリックします。

◦ 関連情報 *

保護ウィンドウ

関係を初期化

System Manager を使用して、作成時に初期化していないバックアップ関係を初期化することができます。ソ
ース FlexVol ボリュームからデスティネーション FlexVol ボリュームへのベースライン転送が開始されます。

作業を開始する前に

ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 初期化する関係を選択し、 * Operations * > * Initialize * をクリックします。

3. [* Initialize （初期化） ] ウィンドウで、 [* Initialize （初期化） ] をクリックします。

結果

Snapshot コピーが作成されてデスティネーションに転送されます。

この Snapshot コピーは、以降の差分 Snapshot コピーのベースラインとして使用されます。

• 関連情報 *

保護ウィンドウ

デスティネーション SVM から関係を作成

System Manager を使用して、バックアップ関係をデスティネーション Storage Virtual Machine （ SVM ）か
ら作成し、バックアップポリシーを割り当てて SnapVault を作成することができます。システムでデータの消
失や破損が発生した場合、 SnapVault デスティネーションからバックアップデータをリストアできます。

作業を開始する前に

• ソースクラスタで ONTAP 8.2.2 以降が実行されている必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタの両方で SnapVault ライセンスまたは SnapMirror ライセ
ンスが有効になっている必要があります。

一部のプラットフォームでは、デスティネーションクラスタで SnapVault ライセンスまた
は SnapMirror ライセンスに加えて DPO ライセンスが有効になっていれば、ソースクラス
タで SnapVault ライセンスまたは SnapMirror ライセンスが有効になっていなくてもかまい
ません。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

• デスティネーション SVM の使用可能なスペースを確保する必要があります。

• ソースアグリゲートとデスティネーションアグリゲートはどちらも 64 ビットである必要があります。

• 読み書き可能（ rw ）タイプのソースボリュームを用意しておく必要があります。
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• バックアップ（ XDP ）ポリシーが存在する必要があります。

バックアップポリシーが存在しない場合は、新規に作成するか、自動的に割り当てられるデフォルトのバ
ックアップポリシー（ XDPDefault ）を使用する必要があります。

• FlexVol ボリュームがオンラインであり、読み取り / 書き込み可能である必要があります。

• SnapLock アグリゲートのタイプが同じである必要があります。

• ONTAP 9.2 以前のバージョンを実行しているクラスタから SAML 認証が有効になっているリモートクラ
スタに接続する場合は、リモートクラスタでパスワードベースの認証を有効にする必要があります。

このタスクについて

• System Manager ではカスケード関係はサポートされません。

たとえば、関係のデスティネーションボリュームを別の関係のソースボリュームにすることはできませ
ん。

• MetroCluster 構成の同期元の SVM と同期先の SVM の間にバックアップ関係を作成することはできませ
ん。

• MetroCluster 構成の同期元の SVM 間にバックアップ関係を作成できます。

• 同期元の SVM のボリュームからデータ提供用の SVM のボリュームへのバックアップ関係を作成できま
す。

• データ提供用の SVM のボリュームから同期元の SVM のデータ保護（ DP ）ボリュームへのバックアップ
関係を作成できます。

• バックアップ関係は、 SnapLock 以外のボリューム（プライマリ）と SnapLock のデスティネーションボ
リューム（セカンダリ）の間でのみ作成できます。

• 一度に保護できるボリュームは最大 25 個です。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. [ リレーションシップ *] ウィンドウで、 [ 作成 *] をクリックします。

3. [* SVM を参照 * ] ダイアログボックスで、デスティネーションボリュームの SVM を選択します。

4. [ 保護関係の作成 * （ Create Protection Relationship Relationship * ） ] ダイアログボックスで、 [ 関係タ
イプ * （ Relationship Type * ） ] ドロップダウンリストから [ * ボールト * （ * Vault * ） ] を選択する。

5. クラスタ、 SVM 、およびソースボリュームを指定します。

指定したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバージョンの ONTAP ソフトウェアが実行されている場合、ピ
ア関係が設定された SVM だけが表示されます。指定したクラスタで ONTAP 9.3 以降が実行されている場
合は、ピア関係が設定された SVM と許可された SVM が表示されます。

6. ボリューム名サフィックスを入力します。

ボリューム名サフィックスをソースボリュームの名前に追加したものがデスティネーションボリュームの
名前として使用されます。

7. SnapLock ボリュームを作成する場合は、デフォルトの保持期間を指定します。

デフォルトの保持期間は、 1~70 年、または Infinite Volume の任意の値に設定できます。
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8. *オプション：*参照*をクリックして、ボルトポリシーを変更します。

9. 既存のスケジュールのリストから関係のスケジュールを選択します。

10. *オプション：*関係の初期化*を選択して、バックアップ関係を初期化します。

11. SnapLock アグリゲートを有効にし、 SnapLock Compliance アグリゲートまたは SnapLock Enterprise ア
グリゲートを選択します。

12. FabricPool 対応アグリゲートを有効にし、適切な階層化ポリシーを選択します。

13. 選択したボリュームでラベルが一致するかどうかを確認するには、 * Validate * をクリックします。

14. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

デスティネーションボリュームを作成するように選択した場合は、タイプが _dp_is のボリュームが次のデフ
ォルト設定で作成されます。

• 自動拡張は有効になります。

• 重複排除はユーザの設定に応じて有効または無効になります。設定しない場合は、ソースボリュームの設
定と同じになります。

• 圧縮は無効になります。

• 言語属性はソースボリュームと同じになります。

デスティネーションボリュームとソースボリュームの間のバックアップ関係が作成されます。関係を初期化す
るように選択した場合は、ベース Snapshot コピーがデスティネーションボリュームに転送されます。

関係を更新します

System Manager を使用して、スケジュールされていない差分更新を手動で開始できます。予定された停電、
スケジュールされた保守、またはデータ移行によるデータ損失を防ぐために、手動更新が必要になる場合があ
ります。

作業を開始する前に

バックアップ関係を初期化しておく必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. データを更新する関係を選択し、 * Operations * > * Update * をクリックします。

3. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ 「ポリシーに従う」を選択し、ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間の最新の共通
の Snapshot コピーから差分転送を実行します。

◦ Select Snapshot copy * を選択し、転送する Snapshot コピーを指定します。

4. *オプション：*転送に使用されるネットワーク帯域幅を制限し、最大転送速度を指定するには、転送帯域
幅を*に制限するを選択します。

5. [ 更新（ Update ） ] をクリックします。

6. [ * 詳細 * ] タブで転送ステータスを確認します。
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関係を削除します

System Manager を使用して、ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間のバックアップ関係を
終了し、ソースから Snapshot コピーを解放できます。

このタスクについて

関係を解放すると、バックアップ関係で使用されているベース Snapshot コピーがソースボリュームから完全
に削除されます。バックアップ関係を再作成するには、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用し
て、ソースボリュームから再同期操作を実行する必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. バックアップ関係を削除するボリュームを選択し、 * 削除 * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

ベース Snapshot コピーを解放するチェックボックスを選択すると、バックアップ関係に使用されている
ベース Snapshot コピーもソースボリュームから削除できます。

関係を解放せずに、バックアップ関係に対して作成されたベース Snapshot コピーをソースボリュームか
ら削除するには、 CLI を使用してソースクラスタに対して解放処理を実行する必要があります。

関係を再開

System Manager を使用して、休止中のバックアップ関係を再開できます。関係を再開すると、デスティネー
ション FlexVol ボリュームへの通常のデータ転送が再開され、バックアップアクティビティもすべて再開され
ます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. データ転送を再開する関係を選択し、 * Operations * > * Resume * をクリックします。

3. [* Resume （続行） ] ウィンドウで、 [* Resume （続行） ] をクリックします。

結果

通常のデータ転送が再開されます。関係に対して転送がスケジュールされている場合、その転送は次回のスケ
ジュールから開始されます。

関係を休止します

System Manager を使用して、バックアップ関係を休止することでデスティネーション FlexVol へのデータ転
送を無効にすることができます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. スケジュールされたデータ転送を停止する関係を選択し、 * Operations * > * Quiesce * をクリックしま
す。

3. [ * 休止 ] ウィンドウで、 [ * 休止 ] をクリックします。

結果
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実行中の転送がない場合、転送ステータスは Quiesced と表示されます。転送が進行中の場合、転送は影響
を受けず、転送が完了するまで転送ステータスは Quiescing と表示されます。

• 関連情報 *

保護ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、 Snapshot コピーの転送を中止します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、現在
実行中のデータ転送を中止または停止できます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. データ転送を停止する関係を選択し、 * Operations * > * Abort * をクリックします。

3. [ 転送を中止する * ] チェックボックスをオンにして、操作を確定します。

4. *オプション：*転送済みのデータを保持*チェックボックスを選択すると、デスティネーションボリューム
にすでに転送されているデータが保持されます。

5. * 中止 * をクリックします。

結果

転送ステータスは ' 操作が完了するまで中止中と表示され ' 操作が完了するとアイドルと表示されます

• 関連情報 *

保護ウィンドウ

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンでバックアップ関係のボリュームをリストアします

ソースデータが破損して使用できなくなった場合は、 ONTAP System Manager クラシ
ック（ ONTAP 9.7 以前のバージョンで使用可能）を使用して、ソースボリュームまたは
その他のボリュームに Snapshot コピーをリストアできます。元のデータをデスティネ
ーションボリュームの Snapshot コピーで置き換えることができます。

作業を開始する前に

• ソースストレージシステムとデスティネーションストレージシステムの両方、またはソースボリュームを
含むノードとデスティネーションボリュームを含むノードの両方で、 SnapMirror ライセンスが有効にな
っている必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

• ソースアグリゲートやリストア処理の対象となるその他のアグリゲートは 64 ビットである必要がありま
す。

• ONTAP 9.2 以前のバージョンを実行しているクラスタから SAML 認証が有効になっているリモートクラ
スタに接続する場合は、リモートクラスタでパスワードベースの認証も有効にする必要があります。

このタスクについて

• MetroCluster 構成のソースの Storage Virtual Machine （ SVM ）とデスティネーションの SVM の間でバ
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ックアップ関係が確立されたボリュームはリストアできません。

• MetroCluster 構成の同期元の SVM 間のバックアップ関係はリストアできます。

• 同期元の SVM のボリュームからデフォルトの SVM へのバックアップ関係はリストアできます。

• デフォルトの SVM のボリュームから同期元の SVM の DP ボリュームへのバックアップ関係はリストアで
きます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. バックアップ関係を選択し、 * Operations * > * Restore * をクリックします。

3. リストア * ダイアログボックスで、バックアップ関係のソースボリュームにデータをリストアするか、他
のボリュームを選択します。

データのリストア先 手順

ソースボリューム a. 「 * ソースボリューム * 」を選択します。

b. 手順 6. に進みます。

その他のボリューム その他のボリューム * を選択し、リストからクラス
タと SVM を選択します。

4. データを新しいボリュームにリストアするか、既存のボリュームを選択します。

データのリストア先 手順

新しいボリューム デフォルトの名前を変更する場合は、「デスティネ
ーション SVM _ 名前 _destination_volume_name _

」の形式で表示されます。新しい名前を指定し、ボ
リュームの包含アグリゲートを選択します。

既存のボリューム Select Volume （ボリュームの選択） * オプション
を選択します。

ソースボリューム以外のボリュームの中から、一部
のデータだけを含み、残りは共通の Snapshot コピ
ーを使用する読み書き可能ボリュームを選択する必
要があります。

言語属性がソースボリュームと同じボリュームだけ
が表示されます。

5. 最新の Snapshot コピーを選択するか、リストアする特定の Snapshot コピーを選択します。

6. 確認のチェックボックスを選択し、 Snapshot コピーからボリュームをリストアします。

7. オプション： Enable Network Compression *チェック・ボックスを選択して、リストア処理中に転送され
るデータを圧縮します。

8. [* リストア ] をクリックします。
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◦ 関連情報 *

保護ウィンドウ

ミラーとバックアップ関係

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ミラーとバックアップ関係を管理します

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、ミラ
ーとバックアップ関係を管理できます。編集、削除、初期化、更新、休止、 ミラーとバ
ックアップ関係を再開して解除ミラーとバックアップ関係をデスティネーション SVM

から作成するだけでなく、再同期処理や逆再同期処理も実行できます。

関係を編集します

System Manager を使用して、選択したポリシーやスケジュールを変更することで、ミ
ラーとバックアップ関係を編集することができます。ただし、既存のポリシーやスケジ
ュールのパラメータを編集することはできません。

作業を開始する前に

ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

このタスクについて

バージョンに依存しないミラー関係、バックアップ関係、またはミラーとバックアップ関係について、ポリシ
ーのタイプを変更することで関係のタイプを変更することができます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 変更するミラーとバックアップ関係を選択し、 * 編集 * をクリックします。

3. [ 関係の編集 * （ Edit Relationship * ） ] ダイアログボックスで、適切なアクションを選択する。

状況 実行する処理

既存のポリシーを選択してください。 [* 参照 ] をクリックし、既存のポリシーを選択しま
す。ソースボリュームに関連付けられた Snapshot

ポリシーと最も多くのラベルが一致するポリシーを
選択できます。
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状況 実行する処理

新しいポリシーを作成します。 a. [ ポリシーの作成 *] をクリックします。

b. ポリシーの名前を指定します。

c. スケジュールされた転送の優先順位を設定しま
す。

転送の優先順位を「低」にすると優先順位が最
も低くなり、優先順位が「通常」の転送よりも
あとにスケジュールされます。デフォルトで
は、優先度は Normal に設定されます。

d. 転送中のデータを圧縮するには、 [ ネットワー
ク圧縮を有効にする *] チェックボックスをオン
にします。

e. バックアップポリシーの SnapMirror ラベルと
デスティネーションの保持数を指定します。

新しい SnapMirror ラベルを有効にするには、
同じラベルの Snapshot コピーをソースボリュ
ームに作成する必要があります。

f. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

4. 関係のスケジュールを指定します。

状況 実行する処理

既存のスケジュールを割り当てる [* 参照 ] をクリックし、既存のスケジュールを選択
します。

新しいスケジュールを作成する a. [ スケジュールの作成 *] をクリックします。

b. スケジュールの名前を指定します。

c. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ * 基本 *

曜日、時刻、および転送間隔だけを指定す
る場合に選択します。

◦ * 詳細 *

cron 形式のスケジュールを指定する場合に
選択します。

d. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

スケジュールを割り当てない 「 * なし * 」を選択します。
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5. [OK] をクリックします。

関係を手動で更新する

System Manager を使用して、スケジュールされていない差分更新を手動で開始できま
す。予定された停電、スケジュールされた保守、またはデータ移行によるデータ損失を
防ぐために、手動更新が必要になる場合があります。

作業を開始する前に

ミラーとバックアップ関係が初期化され、 SnapMirror 済みの状態である必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. データを更新するミラー関係を選択し、 * Operations * > * Update * をクリックします。

3. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ 「ポリシーに従う」を選択し、ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間の最新の共通
の Snapshot コピーから差分転送を実行します。

◦ Select Snapshot copy * を選択し、転送する Snapshot コピーを指定します。

4. 転送に使用するネットワーク帯域幅を制限するには、「 * 転送帯域幅を * に制限」を選択し、最大転送速
度を指定します。

5. [ 更新（ Update ） ] をクリックします。

6. [ * 詳細 * ] タブで転送ステータスを確認します。

関係を初期化

System Manager を使用して、作成時に初期化していないミラーとバックアップ関係を
初期化することができます。関係を初期化すると、ソースボリュームからデスティネー
ションへ全データのベースライン転送が実行されます。

作業を開始する前に

ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 初期化するミラーとバックアップ関係を選択し、 * Operations * > * Initialize * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 [Initialize （初期化） ] をクリックします。

4. [ 保護（ Protection ） ] ウィンドウで関係のステータスを確認します。

結果

Snapshot コピーが作成されてデスティネーションに転送されます。

この Snapshot コピーは、以降の差分 Snapshot コピーのベースラインとして使用されます。
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デスティネーション SVM から関係を作成

System Manager を使用して、ミラーとバックアップ関係をデスティネーション Storage

Virtual Machine （ SVM ）から作成することができます。この関係を作成すると、ソー
スボリュームからデスティネーションボリュームにデータを定期的に転送して、データ
の保護を強化できます。また、ソースボリュームのバックアップを作成して、データを
長期にわたって保持することもできます。

作業を開始する前に

• デスティネーションクラスタで ONTAP 8.3.2 以降が実行されている必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで SnapMirror ライセンスが有効になっている必要があり
ます。

一部のプラットフォームでは、デスティネーションクラスタで SnapMirror ライセンスに加
えて Data Protection Optimization （ DPO ）ライセンスが有効になっていれば、ソースク
ラスタで SnapMirror ライセンスが有効になっていなくてもかまいません。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

• デスティネーション SVM の使用可能なスペースを確保する必要があります。

• ソースアグリゲートとデスティネーションアグリゲートはどちらも 64 ビットである必要があります。

• 読み書き可能（ rw ）タイプのソースボリュームを用意しておく必要があります。

• SnapLock アグリゲートのタイプが同じである必要があります。

• ONTAP 9.2 以前のバージョンを実行しているクラスタから SAML 認証が有効になっているリモートクラ
スタに接続する場合は、リモートクラスタでパスワードベースの認証を有効にする必要があります。

このタスクについて

• System Manager ではカスケード関係はサポートされません。

たとえば、関係のデスティネーションボリュームを別の関係のソースボリュームにすることはできませ
ん。

• MetroCluster 構成の同期元の SVM と同期先の SVM の間には、ミラーとバックアップ関係を作成するこ
とはできません。

• MetroCluster 構成の同期元の SVM 間には、ミラーとバックアップ関係を作成できます。

• 同期元の SVM のボリュームからデータ提供用の SVM のボリュームへのミラーとバックアップ関係を作
成できます。

• データ提供用の SVM から同期元の SVM の DP ボリュームへのミラーとバックアップ関係を作成できま
す。

• 一度に保護できるボリュームは最大 25 個です。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. [ リレーションシップ *] ウィンドウで、 [ 作成 *] をクリックします。

3. [* SVM を参照 * ] ダイアログボックスで、デスティネーションボリュームの SVM を選択します。
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4. [ 保護関係の作成 * （ Create Protection Relationship Relationship * ） ] ダイアログボックスで、 [ 関係タ
イプ * （ Relationship Type * ） ] ドロップダウンリストから [ * ミラーとバックアップ * （ * Mirror and

Vault * ） ] を選択する。

5. クラスタ、 SVM 、およびソースボリュームを指定します。

指定したクラスタで ONTAP 9.3 より前のバージョンの ONTAP ソフトウェアが実行されている場合、ピ
ア関係が設定された SVM だけが表示されます。指定したクラスタで ONTAP 9.3 以降が実行されている場
合は、ピア関係が設定された SVM と許可された SVM が表示されます。

6. ボリューム名サフィックスを入力します。

ボリューム名サフィックスをソースボリュームの名前に追加したものがデスティネーションボリュームの
名前として使用されます。

7. *オプション：*参照*をクリックし、ミラーとバックアップポリシーを変更します。

ソースボリュームに関連付けられた Snapshot ポリシーと最も多くのラベルが一致するポリシーを選択で
きます。

8. 既存のスケジュールのリストから関係のスケジュールを選択します。

9. オプション： Initialize Relationship *を選択して、関係を初期化します。

10. FabricPool 対応アグリゲートを有効にし、適切な階層化ポリシーを選択します。

11. 選択したボリュームでラベルが一致するかどうかを確認するには、 * Validate * をクリックします。

12. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

関係を再同期する

System Manager を使用して、以前に解除したミラーとバックアップ関係を再確立でき
ます。再同期操作を実行して、災害によってソースボリュームが機能しなくなった状態
からリカバリできます。

作業を開始する前に

ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、およびソースとデスティネーションの Storage Virtual

Machine （ SVM ）でピア関係が確立されている必要があります。

このタスクについて

再同期処理を実行する前に、次の点に注意してください。

• 再同期操作を実行すると、デスティネーションボリュームの内容がソースの内容で上書きされます。

再同期処理では、ベースの Snapshot コピーが作成されたあとにデスティネーションボリュ
ームに書き込まれた新しいデータが原因によって失われる可能性があります。

• Protection ウィンドウの Last Transfer Error フィールドで再同期操作を実行するように推奨された場合
は、最初に関係を解除してから再同期処理を実行する必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。
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2. 再同期するミラーとバックアップ関係を選択し、 * Operations * > * Resync * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * Resync * をクリックします。

関係を逆再同期

System Manager を使用して、以前に解除したミラーとバックアップ関係を再確立でき
ます。逆再同期操作を実行すると、ソースボリュームとデスティネーションボリューム
の機能が入れ替わります。デスティネーションボリュームでデータを提供しながら、ソ
ースを修理または交換したり、ソースを更新したり、システムの元の構成を再確立した
りできます。

作業を開始する前に

ソースボリュームはオンラインである必要があります。

このタスクについて

• 逆再同期を実行すると、ソースボリュームの内容がデスティネーションボリュームの内容で上書きされま
す。

逆再同期処理を実行すると、ソースボリュームで原因のデータが失われる可能性がありま
す。

• 逆再同期の実行時は、関係のポリシーが MirrorAndVault に設定され、スケジュールが None に設定されま
す。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 反転するミラーとバックアップ関係を選択し、 * Operations * > * Reverse Resync * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 逆再同期 * をクリックします。

関係を解除します

ソースボリュームを使用できなくなった場合にクライアントアプリケーションからデス
ティネーションボリュームのデータにアクセスできるようにするには、 System

Manager を使用して、ミラーとバックアップ関係を解除します。デスティネーションボ
リュームでデータを提供しながら、ソースボリュームを修理または交換したり、ソース
ボリュームを更新したり、システムの元の構成を再確立したりできます。

作業を開始する前に

• ミラーとバックアップ関係が休止状態またはアイドル状態である必要があります。

• デスティネーションボリュームを Storage Virtual Machine （ SVM ）ネームスペースにマウントしておく
必要があります。

このタスクについて

ONTAP システムと SolidFire ストレージシステムの間のミラー関係を解除できます。

手順
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1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 解除するミラーとバックアップ関係を選択し、 * Operations * > * Break * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * ブレーク * をクリックします。

結果

ミラーとバックアップ関係が解除されます。デスティネーションボリュームのタイプがデータ保護（ DP ）の
読み取り専用から読み書き可能に変更されます。あとで使用できるように、ミラーとバックアップ関係のベー
スの Snapshot コピーが保存されます。

関係を再開

ミラーとバックアップ関係が休止中の場合、 System Manager を使用して関係を再開で
きます。関係を再開すると、デスティネーションボリュームへの通常のデータ転送が再
開され、保護アクティビティもすべて再開されます。

このタスクについて

解除されたミラーとバックアップ関係をコマンドラインインターフェイス（ CLI ）で休止した場合は、
System Manager で再開することはできません。CLI を使用して関係を再開してください。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 再開するミラーとバックアップ関係を選択し、 * Operations * > * Resume * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * Resume * （続行）をクリックします。

結果

通常のデータ転送が再開されます。関係に対して転送がスケジュールされている場合、その転送は次回のスケ
ジュールから開始されます。

関係を削除します

System Manager を使用して、ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間
のミラーとバックアップ関係を終了し、ソースボリュームから Snapshot コピーを解放
できます。

このタスクについて

• ミラーとバックアップ関係を削除する前に、その関係を解除することが推奨されます。

• 関係を再作成するには、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して、ソースボリュームから再
同期操作を実行する必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 削除するミラーとバックアップ関係を選択し、 * 削除 * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

ベース Snapshot コピーを解放するチェックボックスを選択すると、ミラーとバックアップ関係に使用さ
れているベース Snapshot コピーもソースボリュームから削除できます。
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関係を解放せずに、ミラーとバックアップ関係に対して作成されたベース Snapshot コピーをソースボリ
ュームから削除するには、 CLI を使用してソースクラスタに対して解放処理を実行する必要があります。

結果

関係が削除され、ソースボリュームのベース Snapshot コピーが永続的に削除されます。

関係を休止します

System Manager を使用して、 Snapshot コピーを作成する前にデスティネーションボリ
ュームを休止して、安定した状態にすることができます。休止処理を実行すると、アク
ティブなデータ転送が完了したあと、ミラーとバックアップ関係の以降の転送が実行さ
れなくなります。

作業を開始する前に

ミラーとバックアップ関係は、 SnapMirror 済みの状態である必要があります。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. 休止するミラーとバックアップ関係を選択し、 * Operations * > * Quiesce * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 休止 * をクリックします。

結果

実行中の転送がない場合、転送ステータスは Quiesced と表示されます。転送が進行中の場合、転送は影響を
受けず、転送が完了するまで転送ステータスは Quiescing と表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7 以前を使用して、ミラーとバックアップ関係を中止します

データ転送を停止する場合は、 ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前
で使用可能）を使用してボリュームのレプリケーション処理を中止できます。スケジュ
ールされた更新、手動更新、または最初のデータ転送を中止できます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. データ転送を停止するミラーとバックアップ関係を選択し、 * Operations * > * Abort * をクリックしま
す。

3. [ 転送を中止する * ] チェックボックスをオンにして、操作を確定します。

4. *オプション：*転送済みのデータを保持*チェックボックスを選択すると、デスティネーションボリューム
にすでに転送されているデータが保持されます。

5. * 中止 * をクリックします。

結果

転送ステータスは ' 操作が完了するまで中止中と表示され ' 操作が完了するとアイドルと表示されます
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System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンで、ミラーとバックアップ関係にあるボリュームをリスト
アします

ソースデータが破損して使用できなくなった場合は、 ONTAP System Manager クラシ
ック（ ONTAP 9.7 以前のバージョンで使用可能）を使用して、ソースボリュームまたは
その他のボリュームに Snapshot コピーをリストアできます。元のデータをデスティネ
ーションボリュームの Snapshot コピーで置き換えることができます。

作業を開始する前に

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタの両方、またはソースボリュームを含むノードとデスティ
ネーションボリュームを含むノードの両方で、 SnapMirror ライセンスと SnapVault ライセンスが有効に
なっている必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

• ソースアグリゲートやリストア処理の対象となるその他のアグリゲートは 64 ビットである必要がありま
す。

• ONTAP 9.2 以前のバージョンを実行しているクラスタから SAML 認証が有効になっているリモートクラ
スタに接続する場合は、リモートクラスタでパスワードベースの認証も有効にする必要があります。

このタスクについて

• MetroCluster 構成のソースの Storage Virtual Machine （ SVM ）とデスティネーションの SVM の間でミ
ラーとバックアップ関係が確立されたボリュームはリストアできません。

• リストアできるのは、次の構成のミラーとバックアップ関係です。

◦ MetroCluster 構成の同期元の SVM 間の移動

◦ 同期元の SVM のボリュームからデフォルトの SVM

◦ デフォルトの SVM のボリュームから同期元の SVM の DP ボリュームへの移動

手順

1. [* 保護 >] 、 [ ボリューム関係 *] の順にクリックします。

2. リストアするミラーとバックアップ関係を選択し、 * Operations * > * Restore * をクリックします。

3. リストア * ダイアログボックスで、関係のソースボリュームにデータをリストアするか、他のボリューム
を選択します。

データのリストア先 手順

ソースボリューム a. 「 * ソースボリューム * 」を選択します。

b. 手順 6. に進みます。。

その他のボリューム 「 * other volume * 」を選択し、クラスタと SVM

を選択します。

4. データを新しいボリュームまたは既存のボリュームにリストアします。
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データのリストア先 手順

新しいボリューム デフォルトの名前を変更する場合は、「 ``d

estination_svm_name_destination_volume

_name_restore 」の形式で表示されます。新しい
名前を指定し、ボリュームの包含アグリゲートを選
択します。

既存のボリューム Select Volume （ボリュームの選択） * オプション
を選択します。

ソースボリューム以外のボリュームの中から、一部
のデータだけを含み、残りは共通の Snapshot コピ
ーを使用する読み書き可能ボリュームを選択する必
要があります。

言語属性がソースボリュームと同じボリュームだけ
が表示されます。

5. 最新の Snapshot コピーを選択するか、リストアする特定の Snapshot コピーを選択します。

6. 確認のチェックボックスを選択し、 Snapshot コピーからボリュームをリストアします。

7. オプション： Enable Network Compression *チェック・ボックスを選択して、リストア処理中に転送され
るデータを圧縮します。

8. [* リストア ] をクリックします。

System Manager - ONTAP 9.7 以前のバージョンの保護ウィンドウ

保護ウィンドウと ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）
を使用して、ミラー関係、バックアップ関係、ミラーとバックアップ関係を作成および
管理したり、それらの関係の詳細を表示したりできます。Protection ウィンドウには、
負荷共有（ LS ）関係と移行データ保護（ TDP ）関係は表示されません。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

保護関係の作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、デスティネーションボリュ
ームからミラー関係、バックアップ関係、ミラーとバックアップ関係を作成できます。

System Manager の Create Protection Relationship ダイアログボックスに、ディザスタリカバリ（ DR ）
用に設定されている Storage Virtual Machine （ SVM ）が表示されません。

• * 編集 * 。

保護関係の編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスを使用して、関係のスケジュー
ルとポリシーを編集できます。

バックアップ関係、ミラーとバックアップ関係、またはバージョンに依存しないミラー関係については、
ポリシーのタイプを変更することで関係のタイプを変更することができます。
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• * 削除 *

[ 保護関係の削除 ] ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスを使用して、関係を削除で
きます。

• * 操作 *

保護関係で実行できる操作が表示されます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

保護関係のリスト

• * ソース Storage Virtual Machine *

関係におけるデータのミラー元またはバックアップ元のボリュームを含む SVM が表示されます。

• * ソースボリューム *

関係におけるデータのミラー元またはバックアップ元のボリュームが表示されます。

• * デスティネーションボリューム *

関係におけるデータのミラー先またはバックアップ先のボリュームが表示されます。

• * は正常です *

関係が正常であるかどうかが表示されます。

• * オブジェクトタイプ *

関係のオブジェクトのタイプが表示されます。ボリューム、 FlexGroup 、 SVM などです。

• * 関係の状態 *

Snapmirrored 、 Uninitialized 、 Broken Off など、関係の状態が表示されます。

• * 転送ステータス *

関係のステータスが表示されます。

• * 関係タイプ *

ミラー、バックアップ、ミラーとバックアップなど、関係のタイプが表示されます。

• * 遅延時間 *

遅延時間は、現在の時刻と、デスティネーションシステムに正常に転送された最後の Snapshot コピーの
タイムスタンプとの差です。ソースシステムとデスティネーションシステムのクロックが同期されていな
いかぎり、遅延時間は常に、最後に成功した転送の時間以上になります。遅延時間の計算ではタイムゾー
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ンの時差が自動的に含められます。

• * ポリシー名 *

関係に割り当てられているポリシーの名前が表示されます。

• * ポリシータイプ *

関係に割り当てられているポリシーのタイプが表示されます。ポリシーのタイプは、 StrictSync 、 Sync

、非同期ミラー、非同期バックアップ、非同期ミラーバックアップのいずれかです。

詳細領域

• * 詳細タブ *

選択した関係に関する、ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、データ転送率、関係の状態、ネ
ットワーク圧縮率、データ転送の状態、現在のデータ転送の種類、前回のデータ転送の種類、最新の
Snapshot コピーなどの一般的な情報が表示されます。 および最新の Snapshot コピーのタイムスタン
プ。

• * ［ 保険契約の詳細 ］ タブ *

選択した保護関係に割り当てられているポリシーに関する詳細が表示されます。このタブには、指定した
ラベルに一致するソースボリュームの SnapMirror ラベルと Snapshot コピーのスケジュールも表示されま
す。

• * 「 Snapshot Copies 」タブ *

選択した保護関係の Snapshot コピー数と SnapMirror ラベル、および最新の Snapshot コピーのタイムス
タンプが表示されます。

System Manager を使用した SVM 関係 - ONTAP 9.7 以前

ONTAP System Manager クラシック（ ONTAP 9.7 以前で使用可能）を使用して、 SVM

間のミラー関係およびミラーとバックアップ関係を作成および管理できます。Storage

Virtual Machine （ SVM ）ディザスタリカバリ（ DR ）は、 SVM レベルのディザスタリ
カバリ機能で、 SVM のコンスティチュエントボリュームに含まれるデータおよび SVM

の設定をリカバリすることができます。

SVM 関係を作成

System Manager を使用して、ソース SVM からデスティネーション SVM にデータを転送する SVM 関係を作
成することができます。SVM 関係を作成すると、ソース SVM とデスティネーション SVM の両方からデータ
を利用できるため、災害からの復旧に役立ちます。

作業を開始する前に

• デスティネーションクラスタとソースクラスタで ONTAP 9.5 以降が実行されている必要があります。

• デスティネーションクラスタを MetroCluster 構成に含めることはできません。

• System Manager 9.6 以降では、 Fabric Pool がサポートされます。
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手順

1. [ * 保護 * > * SVM 関係 * > * 作成 * ] をクリックします。

2. SVM 関係のタイプを * SVM 関係タイプ * リストから選択します。

3. ソース Storage Virtual Machine * ペインで、クラスタと SVM を選択します。

4. *オプション：必要な権限がないSVMを表示するには、*ソースクラスタに移動*をクリックして、必要な権
限を指定します。

5. デスティネーション Storage Virtual Machine * ペインで、デスティネーションクラスタに作成する SVM

の名前を指定します。

6. ソース SVM の設定をコピーするオプションを選択します。

7. オプション：*クリック*  、保護ポリシーと保護スケジュールを更新し、アグリゲートを選択して、保護
関係を初期化します。

8. Save * をクリックして、 SVM 関係を作成します。

SVM Relationships ： Summary ウィンドウが表示されます。

9. [* 完了 * （ Done * ） ] をクリックしてプロセスを完了します。

SVM 関係を編集

System Manager を使用して、 SVM 関係のプロパティを変更できます。

手順

1. [ * 保護 * > * SVM 関係 * ] をクリックします。

2. 変更する SVM 関係を選択し、 * Edit * をクリックします。

3. SVM 関係のタイプを選択します。

ONTAP 9.3 より前に作成された SVM 関係の場合、そのタイプを「ミラー」から「ミラーとバックアッ
プ」に変更することはできません。

4. 保護ポリシー、保護スケジュール、およびソース SVM の設定をコピーするオプションを必要に応じて変
更します。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックして、変更を保存します。

SVM 関係を管理

System Manager を使用して、 SVM 関係の初期化、 SVM 関係の更新、デスティネーション SVM のアクティ
ブ化、ソース SVM からのデータの再同期、デスティネーション SVM からのデータの再同期、ソース SVM

の再アクティブ化など、 SVM 関係に対するさまざまな処理を実行できます。

作業を開始する前に

• SVM 関係を初期化するには、ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立さ
れている必要があります。

• SVM 関係を更新するには、 SVM 関係が初期化されて SnapMirror 済みの状態である必要があります。

• ソース SVM を再アクティブ化するには、デスティネーション SVM からのデータの再同期（逆再同期）
処理を実行しておく必要があります。
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• SVM 関係を作成する際にソース SVM の設定をコピーするオプションを選択した場合は、 SVM 関係をア
クティブ化するためにソース SVM を停止する必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで SnapMirror ライセンスが有効になっている必要があり
ます。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタで正常なピア関係が確立されている必要があります。

• デスティネーションクラスタの使用可能なスペースを確保する必要があります。

• ソース SVM に SVM ピアリングの権限が必要です。

• デスティネーション SVM のアクティブ化、ソース SVM からの再同期、デスティネーション SVM からの
再同期（逆再同期）、およびソース SVM の再アクティブ化を行うには、 SVM 関係を解除する必要があ
ります。

• ソース SVM を再アクティブ化するには、 SVM の逆方向の関係が存在し、かつ SnapMirror 済みの状態で
ある必要があります。

手順

1. [ * 保護 * > * SVM 関係 * ] をクリックします。

2. SVM 関係を選択し、該当する操作を実行します。

状況 実行する処理

SVM 関係を初期化 a. [* Operations] * > [* Initialize] をクリックしま
す。

初期化（ Initialize ）ダイアログボックスが表示
されます。

b. [Initialize （初期化） ] をクリックします

SVM 関係を更新 a. [* 操作 > 更新 *] をクリックします。

[ 更新（ Update ） ] ダイアログボックスが表示
されます。

b. [ 更新（ Update ） ] をクリックします。

デスティネーション SVM のアクティブ化デスティ
ネーション SVM のアクティブ化では、スケジュー
ルされた SnapMirror 転送の休止、実行中の
SnapMirror 転送の中止、 SVM 関係の解除、デステ
ィネーション SVM の起動が実行されます。

a. Operations * > * Activate Destination SVM * を
クリックします。

デスティネーション SVM のアクティブ化ダイ
アログボックスが表示されます。

b. 「 * OK 」を選択してデスティネーション SVM

をアクティブ化し、関係を解除します * 。

c. [Activate （有効化） ] をクリックします
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状況 実行する処理

ソース SVM からデータを再同期します。再同期処
理では、 SVM 設定のベースラインが再設定されま
す。ソース SVM から再同期を実行して、 2 つの
SVM 間で解除された関係を再確立できます。再同
期が完了すると、デスティネーション SVM とソー
ス SVM に同じ情報が格納され、デスティネーショ
ン SVM で以降の更新が予定されます。

a. [* Operations] * > [* Resync from Source SVM* ]

をクリックします。

ソース SVM から再同期（ Resync from Source

SVM ）ダイアログボックスが表示されます。

b. 「 * OK 」を選択すると、デスティネーション
SVM * にある新しいデータがすべて削除されま
す。

c. [* Resync] をクリックします。

デスティネーション SVM からデータを再同期する
（逆再同期）デスティネーション SVM からデータ
を再同期すると、 2 つの SVM 間に新しい関係を作
成できます。この処理の実行中は、デスティネーシ
ョン SVM がデータの提供を継続し、ソース SVM

がデスティネーション SVM の設定とデータをバッ
クアップします。

a. Operations * > * Resync from Destination SVM

（逆再同期） * をクリックします。

デスティネーション SVM からの再同期（逆再
同期）ダイアログボックスが表示されます。

b. SVM に複数の関係がある場合は、「 * この
SVM に複数の関係があります。他の関係を解
除する * 」チェックボックスを選択します。

c. 「 * OK 」を選択して、ソース SVM * の新しい
データを削除します。

d. 逆再同期 * をクリックします。

ソース SVM を再アクティブ化するソース SVM の
再アクティブ化では、ソース SVM とデスティネー
ション SVM 間の SVM 関係の保護と再作成が行わ
れます。SVM 関係を作成する際にソース SVM の
設定をコピーするオプションを選択した場合は、デ
スティネーション SVM でデータの処理が中止され
ます。

a. [* Operations] * > [* Reactivate Source SVM* ]

をクリックします。

ソース SVM の再アクティブ化ダイアログボッ
クスが表示されます。

b. デスティネーション SVM への再アクティブ化
を開始するには、 * Initiate Reactivation * をク
リックします。

c. [ 完了（ Done ） ] をクリックします。

SVM Relationships ウィンドウ

SVM 関係ウィンドウを使用して、ミラー関係や、 SVM 間のミラーとバックアップ関係を作成および管理で
きます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

SVM のディザスタリカバリページを開きます。このページで、ミラー関係を作成したり、デスティネー
ションボリュームからミラーとバックアップ関係を作成したりできます。
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• * 編集 * 。

関係のスケジュールとポリシーを編集できます。

ミラーとバックアップ関係またはバージョンに依存しないミラー関係については、ポリシーのタイプを変
更することで関係のタイプを変更できます。

• * 削除 *

関係を削除できます。

• * 操作 *

次のオプションが用意されています。

◦ * 初期化 *

SVM 関係を初期化して、ソース SVM からデスティネーション SVM へのベースライン転送を実行で
きます。

◦ * アップデート *

ソース SVM からデスティネーション SVM にデータを更新できます。

◦ * デスティネーション SVM をアクティブ化 *

デスティネーション SVM をアクティブ化できます。

◦ * ソース SVM から再同期 *

解除した関係の再同期を開始できます。

◦ * デスティネーション SVM から再同期（逆再同期） *

デスティネーション SVM からソース SVM に関係を再同期できます。

◦ * ソース SVM を再アクティブ化 *

ソース SVM を再アクティブ化できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

SVM 関係のリスト

• * ソース Storage Virtual Machine *

関係におけるデータのミラー元でありバックアップ元であるボリュームを含む SVM が表示されます。

• * デスティネーション Storage Virtual Machine *
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関係におけるデータのミラー先でありバックアップ先であるボリュームを含む SVM が表示されます。

• * は正常です *

関係が正常であるかどうかが表示されます。

• * 関係の状態 *

Snapmirrored 、 Uninitialized 、 Broken Off など、関係の状態が表示されます。

• * 転送ステータス *

関係のステータスが表示されます。

• * 関係タイプ *

ミラー、ミラーとバックアップなど、関係のタイプが表示されます。

• * 遅延時間 *

遅延時間は、現在の時刻と、デスティネーションシステムに正常に転送された最後の Snapshot コピーの
タイムスタンプとの差です。ソースシステムとデスティネーションシステムのクロックが同期されていな
いかぎり、遅延時間は常に、最後に成功した転送の時間以上になります。遅延時間の計算ではタイムゾー
ンの時差が自動的に含められます。

• * ポリシー名 *

関係に割り当てられているポリシーの名前が表示されます。

• * ポリシータイプ *

関係に割り当てられているポリシーのタイプが表示されます。ポリシーのタイプは、 StrictSync 、 Sync

、非同期ミラー、非同期バックアップ、非同期ミラーバックアップのいずれかです。

詳細領域

• * 詳細タブ *

選択した関係に関する、ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、 SVM に関連付けられている保
護関係、データ転送率、関係の状態、ネットワーク圧縮率、データ転送の状態、現在のデータ転送の種
類、前回のデータ転送の種類などの一般的な情報が表示されます。 最新の Snapshot コピー、最新の
Snapshot コピーのタイムスタンプ、 ID 保持のステータス、保護されているボリュームの数。

• * ［ 保険契約の詳細 ］ タブ *

選択した保護関係に割り当てられているポリシーに関する詳細が表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7以前を使用して保護ポリシーを管理します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、保護ポ
リシーを作成、編集、削除できます。
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保護ポリシーを作成する

System Manager を使用して、クラスタレベルの非同期ミラーポリシー、バックアップポリシー、またはミラ
ーとバックアップのポリシーを作成し、作成したポリシーをクラスタレベルのデータ保護関係に適用すること
ができます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ 保護ポリシー *] の順にクリックします。

2. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

3. [ ポリシーの作成 *] ダイアログボックスで、作成するポリシーのタイプを選択します。

4. ポリシー名と転送の優先順位を指定します。

転送の優先順位を「低」にすると優先順位が最も低くなり、優先順位が「中」の転送よりもあとに実行さ
れます。デフォルトでは、転送の優先順位は「中」に設定されます。

5. オプション： Enable Network Compression *チェックボックスを選択して、データ転送中に転送されるデ
ータを圧縮します。

6. *オプション：*非同期ミラー・ポリシーの場合、*すべてのソースSnapshotコピーを転送*チェック・ボッ
クスを選択して、「all_source_snapshots」ルールをミラー・ポリシーに含めます。これにより、ソース
・ボリュームのすべてのSnapshotコピーがバックアップされます。

7. オプション：[Add Comments*（コメントの追加）]をクリックして、ポリシーのコメントを追加します。

8. バックアップポリシーまたはミラーバックアップポリシーの場合は、 SnapMirror ラベルとデスティネー
ションの保持数を指定します。

9. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

[ 保護ポリシー ] ウィンドウ

Protection Policies ウィンドウを使用して、ミラー、バックアップ、およびミラーバックアップポリシーに関
する情報を作成、管理、および表示できます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

ポリシーの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ミラー、バックアップ、ま
たはミラーバックアップポリシーを作成できます。

• * 編集 * 。

ポリシーの編集ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ポリシーを編集できます。

• * 削除 *

[ ポリシーの削除 ] ダイアログボックスが開き、ポリシーを削除できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。
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保護ポリシーのリスト

• * 名前 *

保護ポリシーの名前が表示されます。

• * タイプ *

ポリシーのタイプが表示されます。タイプはバックアップ、ミラーバックアップ、非同期ミラーのいずれ
かです。

• * コメント *

ポリシーに指定されている概要を表示します。

• * 転送優先順位 *

「 Normal 」や「 Low 」などのデータ転送の優先順位が表示されます。

詳細領域

• * ［ 保険契約の詳細 ］ タブ *

保護ポリシーの詳細が表示されます。これには、ポリシーを作成したユーザ、ルールの数、保持数、ネッ
トワーク圧縮のステータスなどの情報が含まれます。

• * ［ ポリシールール ］ タブ *

ポリシーに適用されるルールの詳細が表示されます。[ ポリシールール ] タブは、選択したポリシーにル
ールが含まれている場合にのみ表示されます。

System Manager - ONTAP 9.7以前を使用してSnapshotポリシーを管理します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、ストレ
ージシステム内のSnapshotポリシーを作成および管理できます。

Snapshot ポリシーについて

Snapshot ポリシーはボリュームに適用されるポリシーで、 Snapshot コピーを作成するスケジュールと各ス
ケジュールで作成可能な Snapshot コピーの最大数を指定します。Snapshot ポリシーには最大 5 つのスケジ
ュールが含まれます。

バックアップ関係では、 SnapMirror ラベル属性を使用して、ソースボリュームから Snapshot コピーが選択
されます。バックアップポリシールールで設定されたラベルを持つ Snapshot コピーだけが SnapVault 処理で
レプリケートされます。ソースボリュームに割り当てる Snapshot ポリシーに SnapMirror ラベル属性を含め
る必要があります。

Snapshot ポリシーを作成する

System Manager で Snapshot ポリシーを作成して、自動的に作成される Snapshot コピーの最大数と頻度を
指定できます。
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手順

1. [* 保護 >] 、 [ Snapshot ポリシー *] の順にクリックします。

2. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

3. Create Snapshot Policy * ダイアログボックスで、ポリシー名を指定します。

4. Add * をクリックし、スケジュール名、保持する Snapshot コピーの最大数、および SnapMirror ラベル名
を指定します。

指定したスケジュールで保持できる Snapshot コピーの最大数は、 254 個以下にする必要があります。

5. [OK] をクリックし、 [* 作成 ] をクリックします。

Snapshot ポリシーを編集します

System Manager の Snapshot ポリシーの編集ダイアログボックスを使用して、既存の Snapshot ポリシーに
ついて、スケジュール名、 SnapMirror ラベル、作成される Snapshot コピーの最大数などの詳細を変更でき
ます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ Snapshot ポリシー *] の順にクリックします。

2. [* Snapshot Policies*] ウィンドウで、変更する Snapshot ポリシーを選択し、 [Edit] をクリックします。

3. [ * スナップショット・ポリシーの編集 * ] ダイアログ・ボックスで、変更するスケジュールを選択し、 [ *

編集 * ] をクリックします。

4. [OK] をクリックします。

5. 選択した Snapshot ポリシーに対して行った変更を * Edit Snapshot Policy * （スナップショットポリシー
の編集）ダイアログボックスで確認し、 * Save * （保存）をクリックします。

Snapshot ポリシーを削除する

System Manager を使用して Snapshot ポリシーを削除できます。1 つ以上のボリュームで使用されている
Snapshot ポリシーを削除すると、削除したポリシーで設定されていたそれらのボリュームの Snapshot コピ
ーの作成は実行されなくなります。

作業を開始する前に

対象の Snapshot ポリシーを使用している各ボリュームとの関連付けを解除しておきます。

手順

1. [* 保護 >] 、 [ Snapshot ポリシー *] の順にクリックします。

2. Snapshot ポリシーを選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

Snapshot ポリシーウィンドウ

Snapshot Policies ウィンドウを使用して、 Snapshot ポリシーの追加、編集、削除など、 Snapshot ポリシー
タスクを管理できます。
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コマンドボタン

• * 作成 * 。

Create Snapshot Policy ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでは、バックアップス
ケジュールを追加したり、ポリシーで保持する Snapshot コピーの最大数を指定したりできます。

• * 編集 * 。

Edit Snapshot Policy ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、 Snapshot コピーを作
成する頻度と保持する Snapshot コピーの最大数を変更できます。

• * 削除 *

削除ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択した Snapshot ポリシーを削除で
きます。

• * として表示

Snapshot ポリシーをリストまたはツリーとして表示できます。

• * ステータス *

選択した Snapshot ポリシーを有効または無効にするために使用できるメニューを開きます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

Snapshot ポリシーリスト

• * ポリシー / スケジュール名 *

Snapshot ポリシーとポリシー内のスケジュールの名前を示します。

• * Storage Virtual Machine *

Snapshot コピーが属する Storage Virtual Machine （ SVM ）の名前を示します。

• * ステータス *

Snapshot ポリシーのステータスを示します。有効または無効にできます。

• * 保持するスナップショットの最大数 *

保持する Snapshot コピーの最大数を指定します。

• * SnapMirror ラベル *

バックアップスケジュールで生成される Snapshot コピーの SnapMirror ラベル属性の名前を示します。

404



System Manager - ONTAP 9.7以前を使用してスケジュールを管理します

ONTAP System Managerクラシック（ONTAP 9.7以前で使用可能）を使用して、ストレ
ージシステムのスケジュールを作成および管理できます。

スケジュールを作成

System Manager を使用して、特定の時間または定期的にジョブを実行するようにスケジュールを作成できま
す。

このタスクについて

MetroCluster 構成でスケジュールを作成するときは、セカンダリサイト内のクラスタにも同等のスケジュール
を作成することを推奨します。

手順

1. [* 保護 > スケジュール *] をクリックします。

2. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

3. [ スケジュールの作成 *] ダイアログボックスで、スケジュール名を指定します。

4. 要件に応じたスケジュールを作成します。

作成する項目 手順

日単位または特定の日単位の特定のスケジュール [Basic] を選択し、スケジュールと繰り返しの詳細
を指定します（時間と分）。

特定の間隔で実行するスケジュール [*Interval] を選択し、スケジュールと繰り返しの詳
細（日数、時間、分）を指定します。

特定の期間に実行されるスケジュール [ 詳細設定 *] を選択し、スケジュールと繰り返しの
詳細 ( 月、日、曜日、時間、および分 ) を指定しま
す。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

スケジュールを編集します

以前に作成した cron スケジュールや実行間隔が要件に合わない場合は、 System Manager を使用してスケジ
ュールを変更できます。曜日、時間、間隔のオプション、および詳細な cron オプションなど、スケジュール
の詳細を変更できます。

このタスクについて

MetroCluster 構成でスケジュールを編集するときは、セカンダリサイトのクラスタでも同等のスケジュールを
編集することを推奨します。

手順

1. [* 保護 > スケジュール *] をクリックします。

2. 変更するスケジュールを選択し、 * Edit * をクリックします。
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3. [ スケジュールの編集 *] ダイアログボックスで、適切なアクションを実行してスケジュールを変更しま
す。

選択するスケジュールオプション 手順

基本 曜日およびスケジュールの詳細を指定します。

間隔： 間隔のオプションを日数、時間、および分で指定し
ます。

詳細設定 詳細な cron オプションを、月、日、曜日（該当す
る場合）、時間、および分で指定します。

4. [OK] をクリックします。

スケジュールを削除します

System Manager を使用して、特定のストレージ管理タスクを実行するスケジュールを
削除できます。

手順

1. [* 保護 > スケジュール *] をクリックします。

2. 削除するスケジュールを選択し、 * Delete * をクリックします。

3. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 削除 * をクリックします。

スケジュールを管理します

多くのタスク（ボリュームの Snapshot コピーやミラーレプリケーションなど）を、指定したスケジュールで
実行されるように設定できます。指定されたスケジュールで実行されるスケジュールは、 UNIX の cron スケ
ジュールと似ているため、 _cron_schedules として知られています。一定間隔で実行されるスケジュール
は、 _interval_schedules と呼ばれます。

スケジュールは、次の方法で管理できます。

• cron スケジュールまたはインターバルスケジュールを作成する

• すべてのスケジュールに関する情報を表示する

• cron スケジュールまたはインターバルスケジュールを変更する

• cron スケジュールまたはインターバルスケジュールを削除する

実行中のジョブで現在使用されているスケジュールを削除することはできません。

クラスタ管理者は、すべてのスケジュール管理タスクを実行できます。

スケジュールウィンドウ

スケジュールウィンドウを使用して、スケジュールの作成、情報の表示、変更、削除など、スケジュールされ
たタスクを管理できます。
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コマンドボタン

• * 作成 * 。

スケジュールの作成ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、時間ベースおよび間隔
スケジュールを作成できます。

• * 編集 * 。

スケジュールの編集ダイアログボックスが開き、選択したスケジュールを編集できます。

• * 削除 *

スケジュールの削除ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択したスケジュール
を削除できます。

• * 更新 *

ウィンドウ内の情報を更新します。

スケジュールのリスト

• * 名前 *

スケジュールの名前を示します。

• * タイプ *

schedule-time-based または interval] ベースのタイプを指定します。

詳細領域

詳細領域には、選択したスケジュールが実行されるタイミングに関する情報が表示されます。
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